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「
海
の
色
が
違
う
・
・
・
」
と
港
へ
入
っ
て
ゆ
く
船
で
私
は
ふ
と
思
っ
た
。
そ

れ
は
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
近
い
美
し
い
青
を
し
て
い
て
、
私
が
知
っ
て
い

る
港
の
海
の
色
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
南
に
来
た
な
あ
と
実
感
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
土
地
で
、
こ
の
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
土
地
で
一
体
ど
ん
な
話
が

聞
け
る
の
だ
ろ
う
と
、
期
待
と
不
安
が
渦
巻
く
。
日
射
し
は
強
く
明
る
＜
、
風

は
強
い
。
が
、
そ
の
対
称
に
影
の
部
分
が
一
層
印
象
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
風
に

ゆ
れ
る
木
々
の
た
て
る
音
が
寂
し
さ
を
そ
そ
る
。
美
し
く
、
そ
し
て
寂
蓼
感
の

あ
る
土
地
だ
な
と
感
じ
た
。

さ
て
、
今
回
の
調
査
テ
ー
マ
は
「
年
中
行
事
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
回
の

民
具
調
査
と
か
か
わ
る
部
分
が
あ
り
、
興
味
を
抱
い
た
の
で
選
ん
だ
テ
ー
マ
で

あ
る
。
行
事
は
実
際
に
目
で
見
て
確
か
め
る
の
が
一
番
い
い
と
思
う
の
だ
が
、

今
回
、
伝
承
者
か
ら
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
聞
き
出
せ
る
か
、
こ
れ
が
私
に
と
っ

て
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
予
習
し
た
事
例
の
数
々
が
、
現
在
ど
う
変
化
し
て

い
る
か
、
あ
る
い
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
か
、
ま
た
、
新
し
い
行
事
が
生
ま
れ
て

い
る
か
、
新
し
い
事
例
が
見
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
漁
村
、
農
村
と
の
比
較
、

鹿
児
島
と
の
比
較
で
、
南
種
子
町
を
特
徴
づ
け
よ
う
と
調
査
に
臨
ん
だ
。

ヽ

は
じ
め
に

年
中
行
事
ー

鹿
児
島
大
学
卒
業
生

岩

切

公

美

（
十
二
月
ー
六
月
）

二、

調
査
事
例
報
告

(
-
）
、
門
木
、
門
松
（
カ
ロ
ギ
、
カ
ド
マ
ツ
）

ー
、
シ
イ
、
マ
テ
、
竹
、
松
を
使
い
、
シ
メ
ナ
ヮ
を
張
る
。
材
料
は
辺
り
の

山
々
か
ら
調
達
す
る
。
不
幸
の
あ
っ
た
人
の
家
は
立
て
な
い
。
最
近
、
学
校
、

商
店
で
は
、
松
竹
梅
と
い
う
本
土
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
門
松
を
た
て
る
よ
う

に

な

っ

た

。

〔

茎

永

、

雨

田

〕

2
、
松
、
竹
等
を
使
い
、
ユ
ズ
リ
ハ
を
飾
る
。
シ
イ
の
木
を
使
う
こ
と
も
あ

る

。

〔

西

之

、

崎

原

〕

3
、
松
、
竹
、
シ
イ
、
マ
テ
を
使
い
、
玄
関
の
両
側
に
二
本
立
て
る
。
ま
ず

地
面
に
く
い
を
打
ち
つ
け
て
、
そ
の
ま
わ
り
に
木
々
を
く
く
り
つ
け
て
い
く
。

竹
は
大
き
い
も
の
は
2
m
位
あ
り
、
シ
メ
ナ
ヮ
を
張
る
。

シ
メ
ナ
ワ
に
は
モ
ロ
バ
、
ダ
イ
ダ
イ
、
ユ
ズ
リ
ハ
を
つ
け
、
炭
を
三
つ
適

当

に

は

さ

み

こ

む

。

〔

西

之

、

崎

原

〕

4
、
く
ぬ
ぎ
、
マ
テ
、
松
、
竹
を
使
い
、
家
の
入
口
に
二
本
た
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
ユ
ズ
リ
ハ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
を
つ
け
て
シ
ュ
エ
ー
を
供
え
て
お
く
。
門
松
に

は
シ
メ
ナ
ワ
を
張
る
が
、
元
日
を
迎
え
た
ら
片
方
を
は
ず
し
て
垂
ら
し
て
お

〔
西
海
、
下
立
石
〕

＜
 

5
、
く
ぬ
ぎ
、
カ
ラ
タ
ケ
、
松
、
マ
テ
、
シ
イ
、
ユ
ズ
リ
ハ
、
モ
ロ
バ
を
使

い
、
玄
関
の
入
り
口
に
二
本
立
て
る
。
約
一

m
位
の
高
さ
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
予
め
打
っ
て
あ
る
く
い
に
ま
き
つ
け
る
よ
う
に
し
て
た
て
て
い

き
、
最
後
は
、
三
ケ
所
な
わ
を
ま
く
。
昔
は
三
一
日
の
満
ち
潮
の
と
き
に
、

現
在
は
夕
方
に
男
、
た
い
て
い
は
年
寄
が
つ
く
る
も
の
で
あ
る
。
女
の
ワ
カ

シ
ュ
（
若
衆
）
は
作
っ
て
は
な
ら
な
い
。
シ
メ
ナ
ワ
に
は
ス
ミ
は
つ
け
な
い
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〔
西
海
、
下
立
石
〕

6
、
そ
の
家
の
主
人
が
シ
イ
、
松
、
竹
を
使
い
、
家
の
門
口
に
二
つ
作
る
。

昔
は
正
月
二

0
日
ま
で
ず
っ
と
シ
メ
ナ
ワ
は
張
っ
て
お
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、

現

在

は

片

方

を

垂

ら

し

て

お

く

。

〔

茎

永

、

松

原

〕

7
、
シ
イ
、
マ
テ
、
竹
を
家
の
出
入
り
口
に
立
て
る
。
十
二
月
三

0
日
‘
-
―
-

一
日
の
間
に
つ
く
る
。
高
さ
は
一

m
位
で
五
ケ
所
を
し
ば
る
。
シ
メ
ナ
ワ
は

張

る

。

〔

島

間

、

大

久

保

〕

8
、
松
、
竹
、
シ
イ
の
木
を
立
て
る
。
中
に
は
栗
の
木
を
た
て
る
人
も
い
た
。

三
ケ
所
を
締
め
る
。
シ
メ
ナ
ワ
は
張
ら
な
い
。
〔
上
中
、
大
宇
都
〕

9
、
敷
地
内
の
道
路
と
の
境
に
た
て
る
。
〔
上
中
、
大
宇
都
〕

（
二
）
、
若
木
迎
え

ー
、
十
二
月
三
一
日
に
、
お
歳
暮
と
し
て
主
人
が
正
月
用
の
た
き
ぎ
を
四
把

ほ
ど
馬
に
の
せ
、
舅
の
家
に
持
っ
て
行
っ
た
。
〔
茎
永
、
松
原
〕

（
三
）
、
シ
ュ
エ
ー
取
り
、
ケ
ア
ラ
イ

ー
、
元
日
の
朝
に
谷
川
に
、
水
、
小
石
等
を
と
り
に
行
く
。
そ
れ
に
竹
の
笹

を
ひ
た
し
、
家
々
に
ふ
り
ま
き
清
め
る
。
ケ
ア
ラ
イ
と
は
「
ワ
ル
サ
ヲ
ハ
ラ

ウ
」
意
で
、
三
一
日
の
夕
方
に
、
男
が
海
か
ら
砂
を
と
っ
て
き
て
、
（
現
在

は
塩
水
で
洗
い
清
め
た
砂
）
正
月
前
の
清
め
と
し
て
家
々
に
ま
く
。

〔
島
間
、
大
久
保
〕

2
、
米
と
酒
と
餅
を
持
っ
て
い
き
海
に
供
え
、
「
竜
宮
の
神
様
に
あ
げ
も
う

そ
う
、
お
潮
を
も
ら
い
も
う
そ
う
」
と
言
い
、
海
水
、
砂
、
バ
ラ
ソ
ー
（
海

藻
）
を
と
る
。
男
が
行
く
。
閉
経
後
の
女
性
も
可
。
〔
西
海
、
下
立
石
〕

（
四
）
、
若
水
く
み

ー
、
元
日
の
朝
、
一
番
ド
リ
が
鳴
く
の
を
待
っ
て
共
同
使
用
の
泉
に
汲
み
に

行
く
。
タ
ン
ゴ
（
オ
ケ
）
酒
、
餅
、
米
を
持
っ
て
い
き
、
そ
れ
ら
を
供
え
、

文
句
を
つ
ぶ
や
き
、
水
を
く
む
。
く
ん
だ
水
で
、
神
棚
に
お
茶
を
あ
げ
、
そ

の
後
、
家
族
全
員
の
顔
を
洗
う
の
に
使
わ
れ
る
。
〔
西
海
、
下
立
石
〕

2
、
『
水
迎
え
』
と
い
う
。
年
が
明
け
て
、
一
番
ド
リ
が
鳴
い
て
か
ら
く
み

に
行
く
が
、
各
家
々
で
そ
の
年
一
番
の
水
を
と
ろ
う
と
争
っ
て
行
く
も
の
で

あ
っ
た
。
ダ
イ
ダ
イ
、
ユ
ズ
リ
ハ
、
モ
ロ
バ
、
正
月
の
花
、
米
を
持
参
し
、

供
え
る
。
＜
む
時
に
「
年
あ
ら
た
ま
り
て
年
と
り
男
が
・
・
・
水
は
く
ま
ね

ど
黄
金
く
む
」
（
一
部
不
明
）
と
言
う
。
〔
島
問
、
大
久
保
〕

（
五
）
、
臼
お
こ
し

ー
、
終
戦
後
、
し
ば
ら
く
の
問
行
っ
て
い
た
が
若
い
衆
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
臼
そ
の
も
の
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
廃
れ

て
い
き
、
現
在
は
し
な
い
。
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
二
五
オ
ま
で
の
青
年
が
、

公
民
館
に
集
ま
っ
て
、
そ
れ
か
ら
全
員
で
家
々
の
土
間
に
置
い
て
あ
る
臼
を

祝
っ
て
ま
わ
る
。
蔑
作
業
着
で
は
な
い
普
段
着
で
す
る
。
臼
は
正
月
前
に
シ

メ
縄
を
張
っ
て
、
一
升
マ
ス
に
米
と
餅
を
入
れ
て
飾
り
、
祝
っ
て
お
く
。
青

年
衆
は
米
を
臼
に
入
れ
て
、
「
米
つ
き
始
め
」
の
文
句
に
あ
わ
せ
て
米
を
つ

く

ま

ね

を

す

る

。

〔

西

之

、

崎

原

〕

2
、
昭
和
三

0
年
代
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。
文
句
を
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
「
こ
っ
つ
ん
こ
っ
つ
ん
こ
と
こ
と
、
こ
っ
つ
ん
こ
と
こ
と
」
な
ど

と
調
子
よ
く
つ
い
た
。
つ
い
た
礼
と
し
て
餅
を
も
ら
っ
て
帰
り
、
最
後
に
公

民
館
で
、
み
ん
な
で
煮
た
き
し
て
食
べ
た
。
そ
の
際
に
使
う
野
菜
は
、
ど
の

家
か
ら
で
も
勝
手
に
取
っ
て
よ
く
又
、
家
の
人
も
何
も
言
わ
ず
、
か
え
っ
て

「
祝
い
も
の
だ
か
ら
」
と
取
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
西
之
、
崎
原
〕
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3
、
現
在
は
な
い
。
昭
和
三

0
年
頃
ま
で
行
っ
て
い
た
。
普
段
使
っ
て
い
る

臼
に
感
謝
を
す
る
為
の
行
事
。
正
月
二
日
の
早
朝
、
一
番
ド
リ
が
鳴
い
て
か

ら
若
い
者
が
集
ま
っ
て
、
「
あ
ら
た
ま
っ
て
年
の
若
さ
に
米
つ
き
始
む
る
若

男
が
東
の
こ
う
さ
の
北
の
峰
に
た
っ
た
る
う
の
よ
の
松
で
、
臼
切
っ
て
、

そ
の
枝
々
で
杵
切
っ
て
、
唐
の
鳥
と
日
本
の
鳥
と
飛
び
あ
わ
せ
な
い
う
ち
に

つ
か
せ
た
ま
え
よ
、
せ
ん
と
く
と
く
と
ま
ん
と
く
と
く
を
つ
か
せ
た
ま
え
よ
」

と
言
っ
て
一
升
マ
ス
に
入
っ
て
い
る
餅
と
米
を
臼
に
入
れ
て
、
杵
で
米
を
つ

く
ま
ね
を
す
る
。
餅
は
も
ら
っ
て
帰
っ
て
、
公
民
館
で
煮
た
り
焼
い
た
り
し

て

食

べ

た

。

〔

茎

永

、

雨

田

〕

4
、
元
日
の
晩
、
つ
ま
り
二
日
の
早
朝
に
行
っ
た
。
倉
や
庭
な
ど
に
置
か
れ
、

ユ
ズ
リ
ハ
、
モ
ロ
バ
を
つ
け
祝
い
の
綱
（
シ
メ
縄
）
で
祝
っ
て
あ
る
臼
に
米

を
入
れ
、
文
句
を
言
い
な
が
ら
「
と
ん
と
ん
と
ん
か
た
か
た
」
と
い
う
よ
う

に
つ
い
た
。
二
十
四
、
五
年
頃
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

゜

つ
く

〔
西
海
、
下
立
石
〕

マ
ス
に
は
餅
を
小
さ
い
も
の
七
つ
位
入
れ
て
お
い
た
。
青
年
（
ワ
カ
イ

シ
ュ
）
は
杵
に
く
く
り
つ
け
て
あ
る
シ
メ
縄
を
ほ
ど
き
、
臼
に
く
く
り
直
す
。

そ
し
て
そ
の
家
の
人
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
米
を

こ
の
と
き
、
決
し
て
話
を
し
て
は
い
け
な
い
。

〔
西
海
、
下
立
石
〕

6
、
二
日
早
朝
、
一
時
過
ぎ
ご
ろ
、
一
番
ド
リ
が
鳴
く
と
始
ま
る
。
ま
ず
、

「
お
い
わ
い
を
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
青
年
衆
が
言
う
と
、
家
の
人
は
「
い
お

う
て
く
だ
さ
い
」
と
返
答
す
る
。
そ
し
て
と
っ
く
く
と
っ
く
く
と
文
句
を
言

い
な
が
ら
米
を
つ
く
。
米
の
つ
き
方
が
悪
い
と
、
家
の
中
か
ら
年
寄
が
怒
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
精
米
機
が
で
て
く
る
と
と
も
に
臼
が
使
わ
れ
な
く
な
り
、

廃

れ

て

し

ま

っ

た

。

〔

茎

永

、

松

原

〕

7
、
三
一
日
の
夕
方
に
マ
ス
に
米
を
入
れ
、
そ
の
上
に
餅
を
奇
数
で
入
れ
て
、

5 ヽ

ダ
イ
ダ
イ
を
の
せ
て
お
く
。
一
番
ド
リ
が
鳴
い
て
か
ら
、
青
年
団
が
手
わ
け

し
て
各
家
々
を
ま
わ
る
。
手
杵
に
は
シ
メ
ナ
ワ
が
二
本
あ
わ
せ
て
X

印
に
く

く
っ
て
あ
り
、
こ
れ
を
は
ず
し
、
臼
に
く
く
り
直
し
て
か
ら
米
つ
き
を
し
た
。

ま
ず
「
祝
い
申
そ
う
」
と
言
っ
て
、
家
の
人
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
つ

く

。

私

語

は

厳

禁

で

あ

っ

た

。

〔

島

間

、

大

久

保

〕

8
、
ま
ず
「
お
祝
い
申
そ
う
」
と
青
年
衆
が
言
う
と
家
の
人
は
「
イ
オ
ー
テ

タ
モ
レ
」
と
返
事
を
す
る
。
米
つ
き
が
終
わ
る
と
「
お
祝
い
申
し
た
」
と
言

っ
て
帰
る
。
つ
い
て
も
ら
っ
た
米
は
、
家
族
中
で
食
べ
る
。

（
六
）
、
礼
ま
い
り

ー
、
二
、
三
日
か
け
て
家
族
中
で
で
か
け
る
。
長
男
の
家
、
嫁
の
実
家
に
行

く
。
長
男
の
家
に
は
親
戚
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
と
き
に
他
親
戚
と

の
挨
拶
を
済
ま
せ
る
。
そ
の
後
、
墓
参
り
を
し
、
宴
会
と
な
る
。

〔
茎
永
、
雨
田
〕

2
、
二
日
に
礼
言
い
に
行
く
。
ま
ず
嫁
の
実
家
に
行
き
、
次
に
自
分
の
実
家

と
い
う
順
で
、
家
に
あ
が
っ
て
仏
様
を
拝
み
、
挨
拶
を
し
て
か
ら
墓
参
り
を

す

る

。

〔

西

之

、

崎

原

〕

3
、
二
日
か
ら
三
日
に
行
く
。
子
供
は
た
い
て
い
は
連
れ
て
い
か
な
い
が
、

も
し
連
れ
て
い
く
場
合
は
長
男
の
み
だ
そ
う
で
あ
る
。
一
、
嫁
の
実
家
、
二
、

親

戚

ま

わ

り

の

順

。

〔

西

之

、

崎

原

〕

4
、
三
日
に
す
る
。
お
餅
や
焼
酎
を
も
っ
て
い
く
。
〔
西
海
、
下
立
石
〕

5
、
嫁
の
実
家
は
二
日
に
行
き
、
三
日
は
親
戚
ま
わ
り
を
す
る
。
「
レ
イ
イ
ー
」

に

行

く

、

と

言

う

。

〔

茎

永

、

松

原

〕

6
、
嫁
の
実
家
、
里
親
の
と
こ
ろ
に
行
く
。
〔
茎
永
、
松
原
〕

7
、
フ
ッ
カ
イ
ワ
イ
（
二
日
祝
）
の
レ
ー
イ
ー
に
は
米
と
鏡
餅
よ
り
や
や
小

ぶ
り
の
餅
を
二
つ
位
持
っ
て
い
く
。
墓
参
り
を
す
る
と
き
に
は
「
ア
ラ
ー
ネ
」
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と
い
う
お
米
を
茶
碗
に
入
れ
、
水
で
浸
し
た
も
の
を
供
え
る
。

〔島
間
、
大
久
保
〕

8
、

レ

イ

に

行

く

。

〔

島

間

、

中

之

町

〕

9
、
レ
イ
ユ
ー
テ
イ
ク
。
餅
、
米
、
焼
酎
、
魚
を
持
っ
て
い
く
。

〔
島
間
、
中
之
町
〕

（
七
）
、
パ
チ
パ
チ
（
バ
チ
バ
チ
）

ー
、
一
月
六
日
に
、
囲
炉
裏
で
カ
シ
の
生
シ
バ

を
焼
き
、
「
オ
ニ
ハ
ソ
ト
、

フ
ク
ハ
ウ
チ
」
と
言

っ
て
鬼
を
追
い
払
う
。
カ
シ
の
生
シ
バ
は
、
焼
く
と
パ

チ
パ
チ
と
音
を
立
て
る
の
で
、
そ
の
音
に
照
い
て
鬼
は
逃
げ
る
と
い
う
。
ま

た
、
家
の
ま
わ
り
に
は
松
の
葉
と
カ
シ
の
木
を
一
緒
に
し
て
さ
し
こ
ん
で
お

く
。
鬼
よ
け
の
意
味

ら

し

い

。

〔

茎

永

、

雨

田

〕

2
、
七
日
晩
、
カ
シ
の
葉
と
ダ
ラ
の
木
を
家
の
四
す
み
に
さ
し
、
仏
壇
に
も

供
え
、
門
松
に
も
さ
す
。
カ
シ
の
葉
は
家
族
全
員
で
焼
く
。
〔
茎
永
、
雨
田
〕

3
、
七
日
晩
、
カ
シ
の
葉
を
焼
く
。
鬼
が
来
な
い
よ
う
に
と
ダ
ラ
の
木
を
仏

壇
、
門
松
に
供
え
る
。
十
四
日
ま
で
さ
し
て
お
く
。
〔
西
之
、
本
村
〕

4
、
七
日
晩
、
ハ
マ
ガ
シ
の
葉
を
焼
く
。
ダ
ラ
の
木
と
バ
チ
バ
チ
ノ
キ
（
カ

シ
）
と
松
の
葉
を
ま
と
め
た
も
の
を
、

幕
、
カ
マ
ド
、
神
棚
、
船
に
も
飾
る
。

〔
西
海
、
下
立
石
〕

5
、
七
日
夕
方
か
ら
ジ
ロ
で
パ
チ
パ
チ
の
木
を
焼
く
。
パ
チ
パ
チ
は
神
棚
、

火
の
神
（
カ
マ
ド
）
門
松
に
供
え
、
”
ア
ク
ナ
モ
ン
が
入
っ
て
こ
ん
よ
う
に

”

す

る

。

〔

茎

永

、

松

原

〕

（
八
）
、
ク
サ
イ
モ
ン
（
福
祭
文
）

ー、

青
年
団
（
現
在
は
人
手
が
足
り
な
い
の
で
P
T
A
の
若
い
人
が
手
伝
う
）

が
各
家
々
を
、
福
祭
文
を
唱
え
て
ま
わ
る
行
事
。
ま
ず
一
人
が
唱
え
る
と
、

あ
と
に
続
い
て
残
り
の
人
が
復
唱
す
る
。

最
初
は
宝
満
神
社
の
方
向
に
む
か

っ
て
、
次
に
公
民
館
に
、
そ
れ
か
ら
二
、
三
組
に
分
か
れ
て
一
戸
一
戸
ま
わ

る
。
各
家
々
で
お
礼
と
し
て
昔
は
鏡
も
ち
を
、
今
は
一
戸
千
円
位
ず
つ
わ
た

す
と
い
う
。
新
築
の
家
が
あ
れ
ば
、
そ
の
家
に
最
後
に
全
員
集
ま
っ
て
ご
ち

そ
う
を
食
べ
る
（
新
宅
祝
い
）

福
祭
文
（
一
部
）

く
さ
い
も
の
よ

そ
う
ろ
よ
う

い
つ
も
よ
り
今
年
は

門
の
松
が
栄
え
た

栄
え
た
こ
そ
も
道
理
よ

四
方
の
す
み
ず
み
に
泉
酒
が
た
た
え
た

た
た
え
た
こ
そ
も
道
理
よ
う

こ
れ
の
殿
の
御
門
に

千
石
船
が
浮
き
来
た

浮
き
来
た
こ
そ
も
道
理
よ
う

黄
金
千
両
積
み
受
け

銭
と
金
子
を
祝
う
ろ
う

銭
花
は
つ
ぼ
う
て
黄
金
花
が
咲
い
た
ろ
う

咲
い
た
こ
そ
も
道
理
よ

こ
れ
の
殿
の
御
門
に

鶴
と
亀
が
舞
い
来
た

舞
い
来
た
こ
そ
も
道
理
よ
ー
…
…
以
下
略

2
、
七
日
晩
、
夕
飯
を
食
べ
て
か
ら
公
民
館
に
集
ま
っ
て
か
ら
始
め
る
。
家
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の
入
り
口
の
門
松
の
と
こ
ろ
で
行
い
、
焼
酎
、
お
餅
を
礼
と
し
て
も
ら
う
。

新
築
の
家
が
あ
れ
ば
新
宅
祝
い
、
な
け
れ
ば
公
民
館
で
宴
会
を
す
る
。

〔
西
之
、
崎
原
〕

3
、
若
者
、

青
年
団
を
頭
と
し
て
、
小
学
校
の
高
学
年
以
上
の
子
供
等
が
参

加
す
る
。
ま
ず
本
村
神
社
（
氏
神
）
で
唱
え
、
次
に
公
民
館
、
そ
の
後
一
戸

一
戸
を
ま
わ
る
。
終
わ
る
と
大
人
の
み
で
宴
会
と
な
る
。
本
村
は
来
年
か
ら

は

二

つ

に

分

か

れ

て

行

う

そ

う

で

あ

る

。

〔

西

之

、

本

村

〕

4
、
青
年
団
が
氏
神
様
に
集
ま
っ
て
御
祓
い
を
し
、
酒
を
く
み
か
わ
す
。
そ

の
後
一
戸
二
戸
ま
わ
る
。
各
家
の
縁
に
は
盃
が
置
い
て
あ
っ
て
、
酒
が
ふ
る

ま

わ

れ

る

。

〔

西

海

、

下

立

石

〕

5
、
昔
は
福
祭
文
と
き
ち
ん
と
発
音
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
唱
者
は
青

年
団
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
昔
は
男
の
み
の
行
事
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
女

が

参

加

し

て

も

か

ま

わ

な

く

な

っ

た

。

〔

茎

永

、

松

原

〕

6
、
七
日
晩
、
部
落
の
青
年
衆
が
集
ま
っ
て
、
二
、
三
組
に
分
か
れ
て
家
々

の
門
口
で
う
た
う
。
一
旦
、
う
た
い
始
め
た
ら
決
し
て
止
め
て
は
な
ら
な
い
。

家
々
の
間
が
遠
け
れ
ば
、
必
死
で
走
っ
て
つ
な
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

最
初
に

豊
受
神
社
で
、
次
に
三
崎
神
社
の
方
向
に
む
か
っ
て
う
た
い
、
そ
れ
か
ら
一

戸
一
戸
ま
わ
る
。
家
の
人
は
正
座
し
て
聞
き
、
礼
と
し
て
昔
は
餅
を
あ
げ
て

い

た

そ

う

で

あ

る

。

〔

島
間
、
大
久
保
〕

（
九
）
、
系
図
祝
い

ー
、
昔
は
ど
こ
の
家
で
も
や
っ
て
い
た
行
事
と
い
う
こ
と
だ
。
祈
祷
師
に
御

祓
い
を
し
て
も
ら
っ
た
「
お
洗
米
」
を
災
難
、
病
気
が
つ
か
ん
よ
う
に
と
、

家
族
全
員
で
そ
れ
を
噛
ん
だ
。
群
細
は
不
明
。
〔
西
之
、
崎
原
〕

2
、
一
月
―
―
日
に
し
た
。
一
族
が
本
家
に
集
ま
り
、
床
の
間
で
系
図
を
ひ

ら
き
、
酒
を
飲
ん
だ
り
、
ご
ち
そ
う
を
食
べ
る
、
と
い
う
行
事

〔
西
之
、
崎
原
〕

(
+
）
、
船
祝
い

ー
、
船
主
の
家
に
船
乗
り
が
集
ま
っ
て
宴
会
を
す
る
。
〔
西
之
、
崎
原
〕

2
、
昔
は
共
同
で
船
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
中
か
ら
毎
年
改
選
す
る
役
員
の

家
で
宴
会
を
す
る
。
あ
る
い
は
個
人
所
有
の
船
で
あ
れ
ば
そ
の
船
主
の
家
で

行

う

。

〔

西

海

、

下

立

石

〕

3
、

大

漁

祈

願

の

宴

会

を

行

う

。

〔

島

間

、

中

之

町

〕

(
+
＿
）
、
道
具
の
祝
い

ー
、
期
日
は
不
明
。
庭
に
筵
を
し
き
、
鎌
、
鍬
等
、
農
作
業
に
使
う
道
具
や
、

包
丁
な
ど
を
並
べ
て
お
き
、
カ
シ
ワ
イ
チ
ゴ
の
葉
に
カ
シ
ワ
メ
シ
や
煮
し
め

を

の

せ

供

え

る

。

〔

西

之

、

崎

原

〕

2
、
二
十
日
に
、

傷
を
せ
ん
よ
う
に
と
道
具
に
、
カ
シ
ワ
イ
チ
ゴ
の
葉
に
ご

飯

を

の

せ

た

も

の

を

供

え

る

。

〔

西

海

、

下

立

石

〕

3
、
八
日
朝
、
鎌
や
そ
の
他
の
農
具
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
、
ダ
イ
コ
ン
や
ツ

ワ
の
煮
し
め
と
ご
は
ん
を
供
え
る
。
ク
ワ
イ
レ
祝
い
。
〔
茎
永
、
松
原
〕

（
十
二
）
、
十
＿
日
祝
い

村
落
が
二
、
三
に
分
か
れ
、

青
年
衆
が
め
で
た
節
を
歌
っ
て
ま
わ
る
。
女
性

は
参
加
し
な
い
。
昔
は
一
戸
一
戸
全
部
歌
っ
て
ま
わ
っ
た
が
、
今
は
ま
わ
ら
な

い
そ
う
で
あ
る
。
各
家
で
は
来
た
人
に
ご
ち
そ
う
を
ふ
る
ま
う
。
食
物
や
、
酒

が
入
っ
た
と
こ
ろ
で
め
で
た
節
を
歌
い
だ
す
。
こ
の
め
で
た
節
に
は
、
ゆ
っ
く

り

と

厳

粛

に

歌

わ

れ

る

。

〔

島

間

、

大

久

保

〕
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（
十
三
）
、
ダ
ゴ
サ
シ
、
力
—
ゴ
マ
ー

ー
、
十
四
日
に
餅
を
つ
き
、
柳
の
枝
に
四
つ
ず
つ
さ
し
て
お
い
た
も
の
（
ダ

ゴ
、
稲
穂
を
か
た
ど
っ
た
も
の
）
を
門
口
に
さ
し
て
お
く
と
、

子
供
が
来
て

そ
れ
を
と
っ
て
い
く
。
そ
の
と
き
に
子
供
に
水
を
か
け
て
驚
か
せ
る
と
い
う
。

カ
ー
ゴ
マ
ー
は
下
中
の
人
が
来
て
踊
っ
て
く
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
〔
西
之
、

崎
原
〕

2
、
柳
の
木
を
二

oem位
に
切
っ
て
、
皮
を
は
ぎ
、
ひ
も
を
「
左
ま
き
」
に

ま
き
つ
け
る
。
そ
れ
を
火
で
あ
ぶ
っ
て
黒
く
焦
が
し
、
ひ
も
を
と
る
と
、
ま

い
て
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
白
く
残
る
。
こ
れ
に
団
子
を
さ
し
、
神
棚
に
供
え
る
。

他
に
家
の
四
方
の
柱
に
も
さ
し
て
お
く
。
〔
西
海
、
下
立
石
〕

3
、
一
四
日
に
ダ
ゴ
サ
シ
を
す
る
。
木
は
柳
の
木
に
限
ら
な
い
が
、
柳
の
木

が
い
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
日
に
イ
ワ
イ
カ
エ
と
い
っ
て
、
正
月
飾

り
の
枯
れ
た
も
の
を
と
り
か
え
た
り
す
る
。
墓
参
り
に
も
行
く
。
カ
ー
ゴ
マ
ー

は
二

0
日
ま
で
に
は
他
地
域
か
ら
踊
り
に
く
る
。
〔
茎
永
、
松
原
〕

4
、
神
棚
、
床
の
間
の
花
び
ん
、
家
の
四
方
に
あ
る
柱
に
供
え
る
。
ダ
ゴ
は

昔
は
丸
い
餅
を
使
っ
て
い
た
が
、
今
は
四
角
の
切
り
餅
（
作
る
の
が
比
較
的

簡

単

で

あ

る

と

の

こ

と

）

を

使

う

。

〔

茎
永
、
松
原
〕

5
、
一
四
日
晩
に
餅
を
つ
き
、
家
の
中
心
の
柱
に
、
団
子
を
さ
し
た
柳
の
木

を
さ
し
て
お
く
。
一

五
日
に
は
、

青
年
団
の
中
か
ら
代
表
し
た
男
の
人
が
女

装
し
、
家
に
飾
っ
て
あ
る
ダ
ゴ
を
持
っ
て
踊
る
（
カ
ー
ゴ
マ
ー
）

〔
茎
永
、
松
原
〕

6
、
柳
の
木
に
ダ
ゴ
を
さ
し
た
も
の
が
、
「
稲
穂
が
垂
れ
る
」
様
子
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
ら
し
い
。

亭
主
柱
、
神
棚
、
門
口
、
床
の
間
に
も
さ
す
。
団
子

は
家
の
中
に
飾
っ
て
あ
る
分
は
、
適
当
に
と
っ
て
食
べ
る
が
、
門
口
に
さ
し

た
も
の
は
子
供
が
と
っ
て
い
く
。
カ
ー
ゴ
マ
ー
は
な
い
。

〔島
間
、
大
久
保
〕

（
十
四
）
、
正
月
の
終
わ
り

ー、

二
0
日
正
月
飾
り
の
一
切
を
と
り
海
に
流
す
。
〔
西
海
、
下
立
石
〕

2
、
一
九
日
に
門
木
を
た
お
す
。
飾
り
も
と
る
。
庭
の
オ
コ
シ
バ
で
飾
り
を

焼

く

。

〔

島

問

、

大

久

保

〕

3
、
二

0
日
に
正
月
飾
り
を
と
り
、
松
の
葉
を
飾
る
。
松
は
、
次
の
正
月
を

「

待

つ

」

の

意

味

だ

そ

う

で

あ

る

。

〔

茎

永

、

松

原

〕

（
十
五
）
、
桃
の
節
供
（
三
月
の
節
供
）

塞
参
り
を
し
、
フ
ツ
餅
（
蓬
餅
）
を
作
り
、
桃
の
葉
を
と
っ
て
き
て
供
え
る
。

〔島
間
、
中
之
町
〕

（
十
六
）
、
五
月
の
節
供

ー
、
団
子
、
ツ
ノ
マ
キ
、
ア
ク
マ
キ
を
作
る
。
〔
島
間
、
中
之
町
〕

2
、
麦
の
節
供
で
あ
り
、
麦
の
収
穫
の
祝
い
の
日
で
あ
っ
た
。
麦
の
団
子
や

ふ
く
れ
菓
子
を
作
っ
た
。
男
の
子
の
祝
い
、
と
い
う
日
で
は
な
か
っ
た
よ
う

だ

。

〔

島

間

、

大

久

保

〕

3
、
ツ
ノ
マ
キ
、
ア
ク
マ
キ
、
カ
カ
ラ
ま
ん
じ
ゅ
う
（
カ
シ
ワ
の
葉
で
遥
餅

を
包
ん
だ
菓
子
）
を
つ
く
る
。
コ
イ
ノ
ボ
リ
等
は
昔
は
な
か
っ
た
。

〔
茎
永
、
松
原
〕

（
十
七
）
、
ウ
マ
ヤ
キ
〶

ー
、
田
を
耕
す
と
き
に
、
馬
が
怪
我
し
な
い
よ
う
に
と
、
ウ
マ
の
尻
に
の
焼
印

を
お
す
。
今
は
ウ
マ
が
い
な
い
の
で
、
公
民
館
で
お
払
い
を
し
て
も
ら
っ
て
安
全

を

祈

る

。

三

月

下

旬

頃

に

行

わ

れ

た

。

〔

茎
永
、
松
原
〕

（
十
八
）
、

イ
ソ
ア
ソ
ビ
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三
0
、
三
一
日
に
シ
メ
ナ
ワ
や
門
木

を
作
る
。
図
1
の
よ
う
に
垂
ら
す
数
は

奇
数
で
あ
る
。
カ
ド
ギ
は
、
松
、
マ

テ
、
竹
、
シ
イ
等
が
主
に
使
わ
れ
る

が
、
マ
テ
が
梅
の
か
わ
り
な
の
だ
と
い

う
説
も
あ
る
。
昔
、
こ
の
地
方
に
は
梅

は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
生
木
を
切
っ
て

は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
今
は
門

木
を
た
て
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
。
配

付
さ
れ
る
、
門
松
の
絵
を
貼
る
そ
う
で

三、

考

察

図

3
 

5
 

7
 

7
 

5
 

3
 

ー
、
潮
の
時
期
を
み
て
期
日
を
き
め
る
。
女
の
人
は
ミ
ナ
（
貝
）
を
と
っ
た

り
貝
が
ら
を
拾
っ
た
り
、
個
々
の
家
で
そ
れ
ぞ
れ
遊
び
に
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
村
落
に
よ
っ
て
は
い
っ
せ
い
に
皆
行
く
所
も
あ
る
が
こ
こ
で
は
特
別
な

行

事

と

い

う

わ

け

で

は

な

い

。

〔

島

間

、

大

久

保

〕

以
上
の
事
例
等
か
ら
、
南
種
子
町
に
お
け
る
正
月
か
ら
六
月
ま
で
の
行
事
を

順
を
お
っ
て
つ
な
げ
て
み
る
。

―
二
月
の
中
旬
頃
か
ら
正
月
準
備
を
始
め
る
。
家
や
庭
の
掃
除
、

幕
の
掃
除
、

タ
キ
モ
ノ
ト
リ
（
正
月
は
仕
事
を
し
な
い
の
で
そ
の
分
の
た
き
木
を
と
っ
て
お

く
）
を
し
て
、
家
畜
の
為
の
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
ン
ク
サ
を
準
備
す
る
。
シ
ョ
ウ
ガ
ツ

ギ
は
舅
の
家
に
も
持
っ
て
行
く
。
お
歳
暮
で
あ
る
が
、
年
寄
り
に
と
っ
て
は
タ

キ
モ
ノ
ト
リ
は
重
労
働
で
あ
る
か
ら
、
一
番
あ
り
が
た
い
贈
り
物
だ
っ
た
と
い

う。

餅
つ
き
は
年
中
、
何
か
あ
る
ご
と
に
よ
く
し
て
い
た
。
正
月
の
餅
は
二
八
日

ご
ろ
か
ら
つ
く
。
二
九
日
は
ク
ノ
モ
チ
と
い
っ
て
「
苦
の
モ
チ
」
の
意
味
に
と

ら
れ
て
縁
起
が
わ
る
い
と
い
っ
て
つ
か
な
い
（
上
中
、
大
宇
都
）
。
神
棚
に
供

え
る
餅
、
仏
壇
に
供
え
る
餅
、
鏡
餅
な
ど
を
つ
く
る
。

他
に
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
ン
キ
と
い
っ
て
、
正
月
に
使
う
分
の
た
き
ぎ
を
と
っ
て
お

い
た
り
、
家
畜
用
の
え
さ
の
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
ン
ク
サ
も
予
め
と
っ
て
お
い
た
り
し
、

た
き
ぎ
は
、

舅
の
家
に
も
持
っ
て
い
く
。

鎌
、
鍬
な
ど
農
具
や
、
あ
る
い
は
漁
具
、
仕
事
に
使
う
道
具
類
は
、
筵
を
し

い
た
上
に
き
れ
い
に
洗
っ
て
の
せ
、
ユ
ズ
リ
ハ
等
で
祝
っ
て
お
く
。
臼
に
も
シ

メ
縄
を
つ
け
杵
に
も
つ
け
る
。
一
升
マ
ス
に
米
と
餅
を
入
れ
て
そ
ば
に
置
い
て

お
く
。
日
は
ひ
っ
く
り
返
し
て
お
く
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
他
、
ミ
ソ
ガ

メ
、
水
ガ
メ
に
も
シ
メ
縄
を
つ
け
る
。
玄
門
、
門
木
に
も
つ
け
る
。
玄
門
に
は

つ
け
な
い
家
も
あ
る
。
門
木
に
張
る
と
、
通
行
に
不
便
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

度
く
ぐ
っ
た
ら
片
方
は
垂
ら
し
て
お
い
て
よ
い
（
上
中
、
大
宇
都
）
と
か
、
元

旦
を
過
ぎ
た
ら
片
方
を
垂
ら
し
て
よ
い
（
西
海
、
下
立
石
）
等
、
た
い
て
い
は

垂
ら
し
て
お
く
よ
う
で
あ
る
が
、
古
く
は
正
月
が
終
わ
る
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
垂
ら
す
の
は
左
右
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
。

な
お
、
法
華
宗
の
家
で
は
、
寺
か
ら
も
ら
っ
た
お
札
を
、
火
の
神
、
仏
壇
、

亭
主
柱
等
に
貼
る
。

年
と
り
の
晩
は
、
ニ
ワ
ト
リ
の
す
き
焼
や
煮
し
め
等
、
ご
ち
そ
う
を
食
べ
る
。

な
か
に
は
正
月
の
食
事
よ
り
も
い
い
ご
ち
そ
う
が
で
た
、
と
い
う
家
も
あ
っ
た
。

元
旦
を
迎
え
、
一
番
ド
リ
が
鳴
く
と
家
の
主
人
は
若
水
く
み
に
で
か
け
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
日
常
使
用
す
る
水
く
み
場
、
井
戸
、
カ
ワ
等
に
行
き
、
持
参

し
た
米
、
酒
等
を
供
え
、
「
年
あ
ら
た
ま
り
て
年
男
が
水
く
み
始
む
る
と
き
は
、

水
は
く
ま
ず
に
黄
金
く
む
黄
金
く
む
黄
金
く
む
」
（
上
中
、
大
宇
都
）
と
い
っ

あ
る
。
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て
持
っ
て
き
た
お
け
に
水
を
く
む
。
共
同
水
く
み
場
で
は
、
そ
の
年
一
番
目
の

若
水
を
く
も
う
と
、
各
家
々
が
先
を
争
っ
て
く
み
に
出
か
け
る
。
水
は
ま
ず
神

棚
に
供
え
、
朝
に
な
る
と
そ
の
水
で
お
茶
を
い
れ
た
り
、
顔
を
洗
う
の
に
使
用

す
る
。
今
で
も
水
道
の
蛇
口
に
む
か
っ
て
言
う
、
と
い
う
主
婦
が
お
ら
れ
た
。

元
旦
に
は
、
お
す
い
も
の
、
お
さ
し
み
、
煮
ま
め
そ
れ
に
蒲
鉾
や
揚
げ
も
の

等
7
品
位
の
盛
り
あ
わ
せ
（
島
間
・
大
久
保
）
を
現
在
は
つ
く
る
そ
う
だ
が
、

昔
は
か
な
り
質
素
で
あ
っ
た
。
普
段
の
日
に
は
、
ア
ワ
ご
は
ん
、
イ
モ
ご
飯
、

つ
け
も
の
、
カ
ラ
イ
モ
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
た
と
え
煮
し
め
と
い
っ

て
も
、
昔
は
ご
ち
そ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
餅
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
。
正
月
は
そ
う
し
て
ご
ち
そ
う
を
食
べ
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
。

そ
の
晩
、
つ
ま
り
二
日
の
早
朝
、
一
時
頃
、
一
番
ド
リ
が
鳴
い
て
か
ら
青
年

衆
が
集
ま
っ
て
臼
お
こ
し
を
す
る
。
一
升
マ
ス
に
入
れ
て
あ
る
米
と
餅
を
臼
に

入
れ
、
米
を
つ
く
動
作
を
す
る
。
家
の
人
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
そ
っ
と
す
る

と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
会
話
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
餅
は
も
ら
っ
て
い
き
、
公

民
館
で
み
ん
な
で
食
べ
た
。

二
日
、
三
日
は
レ
イ
イ
ー
に
行
く
。
ま
ず
嫁
の
実
家
に
行
き
、
次
に
親
戚
ま

わ
り
を
し
、
新
年
の
挨
拶
を
す
る
。
餅
や
酒
等
を
持
っ
て
い
く
。
嫁
の
実
家
が

遠
い
と
、
二
、
三
日
が
か
り
で
行
く
も
の
で
あ
っ
た
。

四
日
に
は
も
う
仕
事
に
で
る
人
も
い
た
。
畑
や
田
に
そ
れ
ぞ
れ
田
の
隅
に
鍬

を
入
れ
、
米
、
焼
酎
、
鍬
、
鎌
に
つ
い
て
い
る
シ
メ
縄
、
ユ
ズ
リ
ハ
等
の
飾
り

を
と
っ
て
う
め
た
。
そ
し
て
お
祓
い
を
し
た
。
日
に
ち
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

現
在
で
は
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
百
姓
祝
い
と
い
っ

て
、
大
根
、
米
等
を
公
民
館
に
飾
っ
て
、
お
祓
い
を
し
て
も
ら
い
、
今
年
も
豊

作
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
う
行
事
は
現
在
も
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

生
業
表
を
見
る
と
一
月
は
オ
ー
ギ
の
出
荷
時
期
で
あ
り
、
出
荷
割
り
当
て
が
あ

る
の
で
正
月
も
早
く
か
ら
仕
事
に
で
る
人
が
い
る
が
、
昔
、
オ
ー
ギ
作
り
を
し

て
い
な
か
っ
た
頃
は
農
閑
期
で
、
二

0
日
ま
で
は
仕
事
を
し
な
い
人
も
い
た
。

七
日
の
夕
方
に
は
バ
チ
バ
チ
（
カ
シ
の
生
シ
バ
を
焼
く
）
を
す
る
。
家
の
カ

べ
に
、
ダ
ラ
、
松
、
バ
チ
バ
チ
の
木
を
さ
し
て
、
家
に
よ
っ
て
は
神
棚
、
門
松

に
も
さ
し
た
。
ダ
ラ
の
木
、
松
の
木
は
、
と
げ
が
あ
っ
た
り
、
鋭
か
っ
た
り
す

る
の
で
、
魔
よ
け
の
意
味
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
囲
炉
裏
で
は
カ
シ
の
生
シ

バ
を
焼
く
。
カ
シ
は
バ
チ
バ
チ
と
音
を
立
て
る
の
で
鬼
が
照
い
て
逃
げ
て
い
く

と
い
う
。
そ
し
て
「
鬼
は
そ
と
、
福
は
う
ち
」
と
言
う
。
節
分
の
豆
ま
き
行
事

に
似
て
い
る
。
南
種
子
町
で
は
節
分
が
本
土
ほ
ど
は
強
く
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
こ
の
バ
チ
バ
チ
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
最
近
は
豆
ま
き
を
す
る
と

こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
。
バ
チ
バ
チ
の
後
は
ク
サ
イ
モ
ン
が
始
ま
る
。
こ
の
日
は

仕
事
も
早
め
に
き
り
あ
げ
て
、
早
め
の
夕
飯
を
食
べ
、
バ
チ
バ
チ
で
団
ら
ん
し

た
後
、
男
衆
は
ク
サ
イ
モ
ン
の
為
に
出
か
け
る
。
神
社
、
公
民
館
に
集
ま
り
そ

れ
か
ら
家
々
を
訪
れ
、
門
口
で
福
祭
文
を
唱
え
、
餅
を
も
ら
う
。
ク
サ
イ
モ
ン

は
雨
戸
も
障
子
も
し
め
て
開
け
て
は
な
ら
ず
、
家
の
中
で
じ
っ
と
聞
く
も
の
で

あ
っ
た
（
島
問
、
中
之
町
）
。
新
築
の
家
が
あ
る
時
は
そ
の
家
を
最
後
に
し
て
、

あ
が
っ
て
ご
ち
そ
う
を
食
べ
る
。
〔
新
宅
祝
い
〕
新
築
の
家
が
無
い
時
は
、
公

民
館
に
集
ま
り
、
も
ら
っ
た
餅
で
宴
会
を
す
る
。

十
一
祝
は
、
青
年
衆
が
め
で
た
節
を
一
戸
一
戸
歌
っ
て
ま
わ
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
十
一
日
は
大
正
月
の
終
わ
り
で
、
小
正
月
の
初
め
で
あ
る
か
ら
意
味

あ
り
げ
で
あ
る
。
先
述
し
た
ク
ワ
イ
レ
祝
い
と
い
う
仕
事
始
め
の
儀
式
は
、
四

日
が
畑
、
十
一
日
が
田
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
例
だ
が
、
こ
れ
は
鹿
児
島
全

体
で
も
二
日
ー
四
日
が
畑
、
十
一
日
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
田
の
鍬
入
れ
で
あ

る。
十
四
日
は
「
イ
ワ
イ
カ
エ
」
で
正
月
飾
り
を
新
し
く
替
え
た
り
、
餅
を
つ
き

直
し
た
り
す
る
。
ま
た
ダ
ゴ
サ
シ
を
す
る
日
で
も
あ
る
。
ダ
ゴ
は
家
の
四
隅
の

柱
と
か
、
亭
主
柱
、
門
木
等
に
さ
し
て
お
く
。
夕
方
か
ら
は
カ
ー
ゴ
マ
ー
（
蚕
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三
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日
は
彼
岸
で
、

る。 あ
る
。

舞
）
が
始
ま
る
。
青
年
団
の
中
か
ら
一
人
が
女
装
し
、
頭
に
白
い
布
を
か
ぶ
っ

て
ダ
ゴ
を
持
っ
て
踊
る
。
養
蚕
は
し
て
い
た
が
、
カ
ー
ゴ
マ
ー
の
な
い
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。
白
い
布
は
、
蚕
の
姿
を
示
し
、
蚕
の
神
が
家
々
を
訪
れ
る
、
と
い

う
行
事
で
あ
る
。

そ
し
て
二
十
日
に
は
正
月
飾
り
は
全
て
と
り
払
わ
れ
、
次
の
正
月
を
待
っ
、

の
意
味
か
ら
、
松
の
葉
を
飾
る
。
正
月
は
こ
こ
で
終
わ
る
。

二
月
に
は
行
事
が
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

三
月
の
三
日
の
節
供
に
は
、
墓
参
り
、
レ
イ
イ
ー
に
行
き
、
フ
ツ
餅
を
つ
く

っ
た
り
し
た
。
女
の
子
の
節
供
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
昔
は
な
か
っ
た
よ
う
で

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
墓
に
供
え
た
り
す

三
月
、
四
月
は
本
土
の
山
間
部
で
は
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
だ
が
、
南
種
子
町
で

は
花
見
を
し
た
、
と
い
う
の
を
と
う
と
う
一
例
も
聞
か
な
か
っ
た
。
桜
の
花
が

少
な
い
、
と
い
う
の
が
―
つ
の
理
由
で
あ
る
が
、
も
う
―
つ
は
、
こ
の
時
期
、

磯
遊
び
が
行
わ
れ
る
。
又
、
こ
の
時
期
は
田
植
え
で
忙
し
い
時
期
で
も
あ
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。

ツ
ノ

四
月
十
日
頃
に
は
茎
永
、
宝
満
神
社
で
お
田
植
祭
り
が
あ
る
。
女
人
禁
の
柳

田
の
森
に
赤
白
の
旗
が
立
ち
並
び
、
ホ
イ
ド
ン
（
祝
殿
）
が
赤
米
の
苗
を
祭
り
、

田
植
え
を
す
る
。
オ
セ
マ
チ
と
い
う
田
に
は
男
の
み
、
あ
と
の
神
田
は
女
も
ま

じ
っ
て
田
植
え
を
す
る
。
舟
の
型
の
舟
田
で
は
シ
ャ
ニ
ン
（
社
人
）
の
老
夫
婦

が
苗
を
持
っ
て
舞
を
ま
う
。
お
田
植
祭
り
に
は
茎
永
の
人
は
手
伝
い
に
出
て
、

赤
米
の
お
に
ぎ
り
や
、
草
の
葉
に
の
せ
た
煮
し
め
を
人
々
に
ふ
る
ま
う
。
そ
の

後
マ
プ
リ
、
と
い
う
会
が
あ
り
、
宴
が
も
よ
お
さ
れ
る
。

五
月
五
日
の
節
供
は
、
丁
度
、
麦
が
で
き
る
頃
で
麦
を
墓
等
に
供
え
た
り
す

る
。
男
の
節
供
と
し
て
、
特
別
に
何
か
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、

マ
キ
、

ア
ク
マ
キ
、
フ
ツ
餅
等
を
つ
く
る
。

ウ
マ
ヤ
キ
は
、
現
在
ウ
マ
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
し
な
い
が
、
名
残
り
と

し
て
、
祈
祷
だ
け
を
す
る
。
三
月
下
旬
か
ら
六
月
ま
で
に
行
わ
れ
る
行
事
で
あ

る。
こ
う
し
て
順
を
お
っ
て
見
て
み
る
と
、
廃
れ
て
し
ま
っ
て
詳
細
が
聞
き
出
せ

な
か
っ
た
行
事
が
多
く
、
今
さ
ら
な
が
ら
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う

や
っ
て
調
査
し
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
正
月
行
事
は
、
主
役
と
な

る
人
々
が
、
神
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
臼
起
こ
し
、
こ
れ
は
密
か

に
行
わ
れ
る
、
あ
る
い
は
声
だ
け
を
聞
く
の
で
、
実
体
の
知
れ
な
い
神
を
意
味

し
た
も
の
に
思
え
る
し
、
ク
サ
イ
モ
ン
も
家
の
人
が
戸
を
し
め
き
っ
て
い
た
り
、

あ
る
い
は
切
れ
目
な
く
続
く
祭
文
、
家
の
人
の
応
答
が
儀
礼
的
で
正
座
し
て
じ

っ
と
聞
く
、
等
か
ら
こ
れ
も
神
が
家
々
を
祝
っ
て
ま
わ
る
行
事
に
思
え
る
。
七

日
に
青
年
団
、
子
供
組
が
家
々
を
訪
れ
て
祝
い
の
言
葉
や
歌
を
唱
え
る
、
と
い

う
例
は
、
大
隅
半
島
南
端
か
ら
種
子
島
、
屋
久
島
、
さ
ら
に
三
島
に
わ
た
っ
て

分
布
し
て
い
る
。
七
日
正
月
の
来
訪
者
は
、
全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い
そ
う
で
、

何
と
関
係
が
あ
っ
て
こ
の
行
事
が
あ
る
の
か
、
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

他
に
門
木
に
さ
し
た
ダ
ゴ
を
子
供
が
勝
手
に
と
っ
て
い
く
と
い
う
の
も
豊
作
を

も
た
ら
す
神
様
に
た
と
え
ら
れ
る
し
、
カ
ー
ゴ
マ
ー
の
女
装
青
年
も
蚕
ノ
宮
様

（
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
）
と
い
う
蚕
の
神
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
残

っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
、
「
弓
を
射
る
行
事
」
に
つ
い
て
聞
き
回
っ
た
こ
と
だ
が
、
現
在
、
イ

バ
（
射
場
）
と
い
う
場
所
を
知
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
し
か

し
昔
、
そ
う
い
う
場
所
が
あ
っ
た
ら
し
い
、
と
い
う
例
が
い
く
つ
か
で
て
き
た
。

西
之
、
本
村
に
は
「
遠
矢
の
碑
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が
田
の
端
に
立
っ
て
い
て
、

詳
し
く
は
知
ら
な
い
が
、
矢
の
飛
ば
し
比
べ
の
記
念
碑
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
か
な
り
昔
に
は
そ
う
い
う
行
事
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
弓
矢
を
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使
っ
て
す
る
仕
事
、
狩
猟
に
お
け
る
仕
事
始
め
の
儀
式
、
あ
る
い
は
武
士
の
仕

事
始
め
の
儀
式
で
は
な
か
っ
た
か
。
あ
る
い
は
西
之
表
地
区
の
ハ
マ
祈
祷
が
廃

れ
た
も
の
な
の
か
、
推
測
し
た
ら
き
り
が
な
い
。

正
月
の
仕
事
始
め
は
、
二
日

S
四
日
の
畑
の
鍬
入
れ
と
一
―
日
の
田
の
鍬
入

れ
が
あ
る
が
、
前
者
は
基
礎
的
な
生
活
の
仕
事
始
め
、
言
う
な
れ
ば
仕
事
始
め

の
前
の
仕
事
始
め
で
、
一
―
日
の
も
の
は
本
格
的
に
仕
事
を
始
め
る
仕
事
始
め

で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
畑
作
か
ら
水
田
稲
作
に
発
達
し
て
い
っ
た
も
の
か

と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。

今
回
の
実
習
で
は
漁
村
の
行
事
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
資
料
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
食
事
に
魚
が
で
る
、
漁
業
特
有
の
祝
い
事
、
行
事
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

反
省
点
の
一
っ
で
あ
る
。

南
種
子
町
と
、
そ
れ
以
北
の
地
域
と
で
は
、
南
種
子
町
は
よ
り
民
族
資
料
に

恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
西
之
表
は
本
土
と
の
流
通
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

現
在
大
き
な
町
に
な
っ
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
本
土
の
影
響
を
よ
り

強
く
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
南
種
子
町
は
、
種
子

島
本
来
の
民
俗
文
化
を
濃
厚
に
伝
承
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
よ
り

種
子
島
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
南
種
子
町
実
習
報
告
と
す
る
が
、
最
後
に
反
省
点
と
し
て
、
民
俗
調

査
に
つ
い
て
の
知
識
、
ど
う
質
問
す
る
か
等
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
一
緒
に
回
っ
た
旦
尚
先
骰
に
い
ろ
い
ろ
と
教
わ
り
、
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
。
次
回
か
ら
は
も
っ
と
い
い
質
問
法
を
身
に
つ
け
、
伝
承
者
か
ら

で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
吸
収
し
た
い
。

2
番
目
に
、
予
備
知
識
の
な
さ
で
あ
る
。

自
分
で
は
、
う
ま
く
フ
ォ
ロ
ー
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
事
項
が
、
行
っ
て

み
る
と
話
が
通
じ
ず
、
こ
れ
は
質
問
法
と
も
関
係
す
る
が
、
も
っ
と
い
い
効
果

的
学
習
を
次
回
か
ら
は
心
が
け
た
い
。

民
具
・
技
術
伝
承
調
査
の
知
覧
実
習
と
違
っ
て
、
今
回
は
お
年
寄
に
話
を
聞

く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
の
無
形
民
俗
中
心
の
実
習
だ
っ
た
。
時
に
は
話
題
が
そ
れ

た
り
し
た
が
、
話
を
聞
く
こ
と
は
、
決
し
て
苦
痛
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

と
て
も
為
に
な
る
と
い
う
か
、
楽
し
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
次
回
の
薩
摩
半
島

調
査
は
、
も
っ
と
い
い
調
査
に
な
る
よ
う
今
ま
で
の
反
省
点
を
生
か
し
て
が
ん

ば
り
た
い
。

以
上
、

H
二
年
五
月
二
三
日

《
参
考
文
献
》

下
野
敏
見
著
『
南
西
諸
島
の
民
俗
I
」
（
一
九
八

0
法
政
大
学
出
版
）

”
「
タ
ネ
ガ
シ
マ
風
物
誌
』
（
一
九
六
九
未
来
社
）

”
『
種
子
島
の
民
俗
ー
』
(
-
九
八
二
法
政
大
学
出
版
）

小
野
重
朗
著
「
鹿
児
島
歳
時
十
二
月
』
(
-
九
七
八
西
日
本
新
聞
社
）

文
化
庁
内
民
俗
文
化
財
研
究
会
編

「
民
俗
文
化
財
の
手
び
き
』
（
昭
和
五

0
年
第
一
法
規
）
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南種子町行事一覧表 NO. 1 

91丁- 事 名
茎 永 西 之 西 之 西 海 茎 永 島 問 上 中 島 問
雨 田 崎 原 本 村 下立石 松 原 大久保 大宇都 中之町

若木迎え 族 ． 
゜゜゜

． 
門 木 家 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

餅 つ き 家 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

シュエーとり 家 △ △ ◎ ◎ ． ◎ ． ◎ 

シ メ 縄 家 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

オー バ ン 家 ● ● ● ● ● ● ● ● 

水 迎 え 家

゜゜゜゜゜
◎ 

゜
◎ 

臼起こし 村

゜゜゜゜゜゜゜゜船 祝 し‘ 村 ． ゚゚ ． ． ． ． ゚
礼 言 し‘ 家 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

町 祈 祷 村 ． ◎ 

゜
◎ 

パチパチ 家 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ． ◎ ◎ 

福 祭 文 村 ◎ 

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

系図祝い 族 ◎ 

゜゜
◎ ◎ 

1 1日祝い 村 ◎ ◎ 

祝いかえ 家 ◎ ◎ ◎ 

田の鍬入れ

゜
◎ ◎ 

゜野の鍬入れ

゜農具の祝い 家 ◎ ． ゚◎ ◎ ◎ 

- 227 -



年中行事（十二月～六月）

穂だれひき

タゴサシ

カーゴマー

松の葉を飾る

節 分
（まめまき）

3月の節供

彼 月し』

タネまきの日

5月の節供

ウマヤキ

ネバカ物を
食べ る日

花 見

雨 田 西 之
本 村 下立石

崎 原

家 ◎ 

゜
◎ ◎ 

家 ◎ ． ◎ ． 
村 ◎ ● ◎ ● 

家

家 ． ． ． ． 
家

゜゜
◎ ◎ 

家 ◎ 

゜゜゜゜家 ◎ ◎ ◎ ◎ 

村 ．゚ ． ． ． ． ． ． ． 
◎ 現在行われている

0 以前行われていたか、現在は行われない

● 行われない（名称見られず）

未調査

△ 不明

NO. 2 

松 原 大久保 大宇都 中之町

◎ ◎ ◎ ◎ 

◎ ◎ ◎ ◎ 

◎ ● ◎ ◎ 

◎ ． ． ． ． 
◎ ◎ ◎ ◎ 

◎ ◎ 

゜゜゜゜◎ ◎ ◎ ◎ 

◎ ◎ ． ． ． ． ． ． ． ． 

付： 表記法は日高先輩のものと同形式

とした。
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生活歴①

新暦

¥ 田

1 2 

1 

2 

3 

7庄i}
_J 

4 

5 

6 

J~ 7 

頃

8 

， 

1 0 

1 1 

南種子町の民俗

伝承者
西之（崎原）

浜田友衛

1990.3.4調
岩切

畑 漁 年 中 91T - 事

＼ 

1=サトウキビ
正月準備

の収穫

サトウキビ
元旦、パチパチ、クサイモン

植え付け

節供

彼岸

｀ 

／ 

カライモ植付 節供

ナガラメとり
注 ： 米は自家用

昔は漁にでることもあった

が今はでない。

この表の他にアジ類（メコ

ン、ヤバ、アジ、メアカ）

がとれていた。昔は農より

も漁中心の村落だったので

はないだろうか。サトウキ

、レ ビを作る前は 1月は農閑期

イセエビとり
であった。

（月の出る日
以外の毎日）

＝カライモの
収穫

／ 
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年中行事（十二月～六月）

生活歴② 茎永（管原）
伝承者

真田サチ子
1990.3.3調べ

新暦

¥ 田 畑 年 中 91T - 事

1 2 砂 正月準備

収穫

元旦、臼おこし、クサイモン
1 

カーゴマー

2 

3 節供

］田植え

） 
4 宝満神社お田植祭

5 節供

I¥ 

6 

7 

］収穫
未

8 
調

__.----/ 

， 
カボチャ 査
ソラマメ

（裏作）

1 0 

／ 

1 1 
＼ ／ 

／ヽ

Iヽ
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南種子町の民俗

ウ
マ
ヤ
キ
と
は
、
ま
だ
牧
馬
が
お
り
、
そ
れ
で
ホ
イ
ト
ウ
（
放
踏
、
足
耕
）

種
子
島
に
来
た
の
は
今
回
が
二
度
目
で
あ
る
が
、
南
種
子
町
に
腰
を
据
え
て

調
査
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
南
種
子
町
は
三
方
に
海
を
ひ
か
え
、
ま
た
そ

の
面
積
の
六
割
近
く
を
林
野
が
占
め
る
と
い
う
、
ま
さ
に
自
然
に
囲
ま
れ
た
美

し
い
所
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
文
化
面
か
ら
み
て
も
、
鉄
砲
伝
来
の
地
、
平
山
の

広
田
遺
跡
な
ど
歴
史
的
な
迫
産
を
保
持
し
て
い
る
一
方
で
、
近
代
的
な
宇
宙
セ

ン
タ
ー
も
存
在
す
る
、
調
査
意
欲
を
大
い
に
刺
激
す
る
町
で
あ
っ
た
。

私
は
今
回
の
調
査
テ
ー
マ
と
し
て
「
年
中
行
事

（
六
月

S
十
二
月
）
」
を
選

ん
だ
。
大
昔
か
ら
現
在
ま
で
、
人
々
の
生
活
と
と
も
に
存
在
し
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
「
年
中
行
事
」
を
見
直
す
と
い
う
た
い
そ
う
な
名
目
の
も
と
で

始
め
た
調
査
で
あ
っ
た
が
、
私
の
よ
う
な
若
輩
に
は
さ
す
が
に
荷
が
重
く
、
今

回
は
南
種
子
の
年
中
行
事
を
拾
い
上
げ
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
し

か
し
、
年
中
行
事
の
本
質
た
る
も
の
を
見
出
だ
せ
な
い
に
し
て
も
、
せ
め
て
南

種
子
町
の
年
中
行
事
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

調
査
し
た
村
落
順
に
、
項
目
を
分
け
て
記
載
す
る
。

‘,'/ 一
下
中
（
里
）

1
．
ウ
マ
ヤ
キ

二

、

内

容

ヽ

は
じ
め
に

年
中
行
事
II

鹿
児
島
大
学
卒
業
生

有

村

月

美

（
六
月
ー
十
二
月
）

を
し
て
田
畑
を
耕
作
し
て
い
た
時
代
（
大
昔
よ
り
明
治
末

S
大
正
初
ご
ろ
ま
で
）

に
あ
っ
た
習
俗
に
ち
な
む
馬
の
祭
り
で
あ
る
。
旧
暦
六
月
の
適
当
な
日
に
、
村

落
民
が
決
ま
っ
た
場
所
（
石
塔
前
）
に
集
ま
っ
て
、
ホ
イ
ド
ン
を
や
と
っ
て
祈

祷
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
皆
で
酒
宴
を
催
し
た
。
「
馬
が
一
年
間
、
け
が
も

せ
ず
、
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
願
う
気
持
ち
で
行
わ
れ
た
行
事
で
あ
る
。

2
．
六
月
灯

こ
の
行
事
は
県
内
で
も
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
民
俗
行
事
で
あ
る
。
昔
は
旧

暦
六
月
、
今
は
七
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ホ
イ
ド
ン
（
神
主
）
、
役
員
が
神
社

で
祈
祷
を
し
た
あ
と
、
村
落
民
で
飲
み
食
い
す
る
。
県
内
各
地
で
見
ら
れ
る
、

子
供
た
ち
が
灯
ろ
う
を
飾
る
風
習
は
比
較
的
最
近
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

3
．
盆
行
事

以
下
、
旧
暦
七
月
一
日
か
ら
盆
行
事
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

①
七
夕
（
旧
暦
七
月
七
日
）

今
で
こ
そ
七
夕
は
、
子
供
達
が
カ
ラ
タ
ケ
に
短
ざ
く
を
つ
る
し
、
家
の
前
に

た
て
る
風
習
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
が
、
昔
は
、
特
に
仏
教
の
家
で
は
、
こ

の
日
を
盆
の
始
ま
り
と
考
え
て
、
家
族
全
員
で
エ
ン
ガ
（
ほ
う
せ
ん
花
）
の
花

を
持
っ
て
墓
参
り
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
で
も
、
七
夕
飾
り
は
し
な
く

て
も
、
幕
参
り
は
必
ず
行
く
と
い
う
家
が
多
い
。

②
七
月
十
三
日
（
旧
暦
）

家
内
で
は
こ
の
日
、
「
シ
ョ
ー
ロ
ー
様
」
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
、
仏
壇
の

掃
除
、
家
の
掃
除
、
床
の
間
へ
の
位
牌
の
移
し
か
え
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
今
は

行
わ
な
い
家
も
あ
る
そ
う
だ
が
、
昔
は
仏
教
の
家
で
必
ず
、
十
三
日
ま
で
に
縁

側
の
外
の
隅
に
「
シ
ョ
ー
ロ
ー
棚
」
と
呼
ば
れ
る
棚
を
作
り
、
米
・
バ
シ
ョ
ウ
・

エ
ン
ガ
の
花
を
小
さ
く
切
っ
て
混
ぜ
た
も
の
を
供
え
、
祀
る
人
の
い
な
い
、
い

わ
ゆ
る
無
縁
仏
を
祀
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
日
に
「
シ
ョ
ー
ロ
ー
迎
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え
」
と
称
し
て
、
仏
教
は
シ
キ
ビ
の
花
を
、
神
道
は
榊
を
持
ち
、

幕
参
り
を
し

て
い
る
。

③
七
月
十
四
日
（
旧
暦
）

こ
の
日
は
特
別
な
行
事
は
な
く
、
家
で
床
の
間
に
移
し
た
位
牌
の
前
に
、
様
々

な
供
え
物
を
す
る
だ
け
で
あ
る
。
神
道
の
家
で
は
生
も
の
を
供
え
る
と
い
う
家

も
あ
る
が
、
仏
教
に
お
い
て
は
精
進
料
理
が
基
本
で
、
日
に
何
度
も
食
事
を
供

え
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
食
事
の
一
例
と
し
て
、
①
ア
サ
ン
カ
ー
リ
（
朝
食
前
）

②
ア
サ
メ
シ
③
ナ
カ
イ
レ
（
朝
と
昼
の
間
）
④
ヒ
ル
メ
シ
⑤
ヨ
イ
ノ
ナ
カ
ー
レ

（
昼
と
夜
の
間
）
⑥
ヨ
ー
メ
シ
の
順
で
、
油
揚
げ
と
も
や
し
の
炒
め
も
の
や
、

間
食
に
は
ト
コ
ロ
テ
ン
や
果
物
や
菓
子
な
ど
を
供
え
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

④
七
月
十
五
日
（
旧
暦
）

こ
の
日
の
ア
サ
ン
カ
ー
リ
に
は
ソ
ー
メ
ン
を
供
え
る
家
が
多
い
。
夕
方
に
は
、

モ
チ
、
マ
キ
、
焼
酎
、
米
、
仏
教
の
家
は
バ
シ
ョ
ウ
、
米
、
シ
キ
ビ
を
細
か
く

切
っ
て
混
ぜ
た
も
の
も
持
っ
て
墓
参
り
に
行
く
。
こ
の
日
に
シ
ョ
ー
ロ
ー
様
が

我
が
家
を
去
っ
て
帰
っ
て
い
く
、
と
い
う
考
え
が
一
般
的
で
あ
る
。
位
牌
を
仏

壇
に
戻
し
、
仏
教
の
家
で
は
精
進
落
と
し
を
す
る
。

⑤
盆
踊
り
（
旧
暦
七
月
十
六
日
）

仏
教
で
は
、
「
シ
ョ
ー
ロ
ー
送
り
」
と
称
し
て
、
寺
に
集
ま
り
踊
り
を
奉
納

す
る
。4

．
礼
言
い

盆
の

14
日
、
ま
た
は

15
日
に
、
米
・
マ
キ
・
酒
な
ど
を
み
や
げ
に
実
家
を
訪

れ
る
風
習
で
あ
る
。
昔
は
正
月
・
五
月
・
九
月
の
三
大
節
供
に
は
必
ず
親
元
へ

”
礼
を
言
い
“
に
訪
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

最
近
で
は
正
月
と
盆
だ
け
の
も
の

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

5
．
タ
ノ
ミ
の
セ
ク
（
旧
八
月
）

は
っ
き
り
し
た
日
は
調
査
に
よ
っ
て
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
日
は
嫁
の

親
が
、
娘
の
嫁
い
だ
先
に
み
や
げ
を
手
に
「
娘
を
頼
み
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
に

行
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

6
．
十
五
夜
（
旧
八
月
十
五
日
）

浜
に
出
て
、

青
年
、
大
人
、
子
供
が
協
力
し
て
網
を
練
り
、
夕
方
か
ら
晩
に

か
け
て
綱
引
き
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
、
若
い
人
が
い
な
い
の
で
行

わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
家
で
は
、
縁
側
に
ス
ス
キ
、
だ
ん
ご
な
ど
を

供
え
て
お
祀
り
し
た
。

7
．
ガ
ン
ジ
ョ
ウ
ジ
（
九
月
十
五
日
）

ホ
ウ
ネ
ン
マ
ツ
リ
、
セ
ケ
ン
ガ
ン
な
ど
と
も
い
わ
れ
、
そ
の
年
の
二
日
の
た

ね
つ
け
の
際
に
た
て
た
願
を
ほ
ど
く
祭
で
あ
る
。
八
幡
神
社
に
村
落
民
が
集
ま

り
、
今
年
の
豊
作
を
祝
い
、
踊
り
を
奉
納
し
た
後
、
持
ち
よ
っ
た
ご
ち
そ
う
を

食
べ
て
祝
う
。

8
．
そ
の
他

十
月
以
降
は
、
校
区
で
運
動
会
が
行
わ
れ
る
の
み
で
、
そ
の
後
は
師
走
の
正

月
準
備
に
な
る
。

、̀‘、二
西
之
（
崎
原
、
本
村
）

（
 

1
．
ウ
マ
ヤ
キ

明
治
の
頃
、
村
落
民
が
特
定
の
場
所
に
集
ま
っ
て
酒
宴
を
催
し
た
と
い
う
。

こ
の
日
、
耕
作
に
使
っ
て
い
た
馬
の
尾
の
ソ
ラ
に
マ
キ
（
牧
）
の
判
を
押
し
た

こ
と
か
ら
「
ウ
マ
ヤ
キ
」
と
い
わ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
旧
暦
六
月
に
行
わ
れ
た

と
い
う
が
定
か
で
は
な
い
。

2
．
六
月
灯

旧
暦
六
月
二
十
日
前
後
に
神
社
に
村
落
民
が
集
ま
り
、
ホ
イ
ド
ン
を
や
と
っ

て
お
祀
り
を
し
た
。
現
在
は
七
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。

3
．
盆
行
事
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旧
七
月
一
日
、
ま
た
は
旧
七
月
七
日
に
、

り
に
行
く
人
が
多
い
。

①
旧
七
月
十
三
日

十
三
日
の
朝
ま
で
に
、
家
の
掃
除
を
す
ま
せ
、
ゴ
キ
を
洗
い
、
シ
ョ
ー
ロ
ー

棚
を
作
る
。
そ
し
て
位
牌
を
床
の
間
に
移
し
、
シ
キ
ビ
の
花
、
線
香
、
ろ
う
そ

く
を
供
え
る
。
晩
に
は
”
シ
ョ
ー
ロ
ー
迎
え
“
と
称
し
て
募
参
り
に
行
く
。
シ

キ
ビ
、
ソ
ウ
ハ
ギ
、
米
、
焼
酎
な
ど
を
供
え
る
。
昔
は
墓
の
前
で
、
松
の
木
の

し
ん
を
燃
や
し
迎
え
火
と
し
て
い
た
。

・
ゴ
キ
ア
ラ
ー
（
御
器
洗
い
）

昔
は
食
器
の
こ
と
を
ゴ
キ
（
御
器
）
と
い
い
、
盆
の
十
三
日
に
主
婦
は
家
の

食
器
を
集
め
て
、
桶
に
入
れ
木
灰
を
入
れ
て
、
日
常
の
”
生
臭
さ
“
を
洗
い
清

め
た
。
こ
の
こ
と
を
ゴ
キ
ア
ラ
ー
と
い
う
。

エ
ン
ガ
の
花
、
米
を
持
っ
て
墓
参

・
シ
ョ
ー
ロ
ー
棚
（
精
霊
棚
）

縁
側
の
外
の
隅
に
、
縁
よ
り
少
し
高
め
に
作
っ
た
棚
の
こ
と
で
、
四
角
に
竹

枠
を
し
、
竹
ヘ
キ
で
上
下
二
面
作
り
、
ソ
テ
ツ
の
葉
で
一
＿
一
方
に
囲
い
を
し
、
一

面
だ
け
開
い
た
部
屋
を
作
る
。
（
図
1
参
照
）
バ
シ
ョ
ウ
の
幹
を
さ
い
て
四
角

く
切
り
、
細
か
く
切
っ
た
シ
キ
ビ
、
ソ
ウ
ハ
ギ
と
混
ぜ
た
も
の
を
ミ
ズ
ノ
コ
と

い
い
、
家
へ
の
来
客
は
皆
、
縁
の
外
の
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
棚
に
こ
の
ミ
ズ
ノ
コ
を

―
つ
か
み
ず
つ
供
え
、
上
か
ら
水
を
か
け
て
お
参
り
し
て
か
ら
家
中
へ
上
が
る
。

こ
の
棚
は
、
自
分
の
先
祖
に
つ
い
て
き
た
無
縁
仏
を
祀
る
た
め
で
あ
る
と
い

う。
ま
た
本
村
で
は
十
三
日
の
朝
、
い
ろ
い
ろ
供
物
を
持
っ
て
、
村
落
の
公
民
館

長
が
西
村
時
安
の
供
養
塔
を
お
参
り
す
る
。
昔
は
村
落
民
全
員
が
集
ま
っ
て
い

た
と
い
う
。

②
旧
七
月
十
四
日
・
十
五
日
・
十
六
日

十
四
日
は
家
中
で
供
え
も
の
を
す
る
だ
け
で
あ
る
。

①
ア
サ
ン
カ
ー
リ
（
朝
六
時
頃
）
…
…
オ
カ
ユ

②
ア
サ
メ
シ
…
…
白
飯
．
ッ
ュ
・
煮
し
め
な
ど

③
ヒ
ン
ナ
カ
レ
(
+
時
頃
）
…
…
菓
子
、
ト
コ
ロ
テ
ン

④
チ
ュ
ウ
ハ
ン
…
…
カ
ラ
イ
モ
・
モ
チ
な
ど

⑤
ヨ
ー
ナ
カ
レ
（
三
時
頃
）

⑥
ヨ
ー
メ
シ
（
七
時
頃
）

⑦
ヨ
ナ
ガ
レ
（
九
時
頃
）

以
上
の
よ
う
に
、
日
に
七
回
も
供
え
も
の
を
変
え
る
の
で
あ
る
。
供
え
物
は

家
に
よ
っ
て
多
少
違
う
が
、
一
度
あ
げ
た
も
の
、
同
じ
も
の
は
供
え
な
い
。
供

え
物
を
豪
華
に
す
る
と
、
地
獄
の
先
祖
が
極
楽
に
行
け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

十
五
日
は
午
後
か
ら
ミ
ズ
ノ
コ
、
マ
キ
を
持
っ
て
幕
参
り
を
し
、
各
墓
石
（
個

人
に
一
っ
ず
つ
墓
石
）
に
一
っ
ず
つ
供
え
る
。
帰
り
に
マ
キ
を
集
め
て
戻
る
。

昔
は
墓
前
で
松
を
た
い
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

十
六
日
に
は
、
”
シ
ョ
ー
ロ
ー
ば
な
し
“
と
言
っ
て
魚
を
食
う
風
習
が
あ
る
。

シ
ョ
ー
ロ
ー
様
の
嫌
い
な
も
の
を
敢
え
て
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
盆
の
終
り

を
告
げ
る
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
酒
・
塩
•
松
の
花
を
持
っ
て
墓
参
り
す
る
家

も
あ
る
。

・
盆
踊
り

仏
教
で
は
シ
ョ
ー
ロ
ー
様
が
十
六
日
に
寺
に
集
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、

シ
ョ
ー
ロ
ー
様
を
盛
大
に
送
り
出
す
た
め
に
、
寺
に
門
徒
が
集
ま
っ
て
踊
り
を

奉
納
す
る
。

③

そ

の

他

盆
の
期
間
中
は
、
シ
ョ
ー
ロ
ー
様
が
赤
ト
ン
ボ
や
セ
ミ
に
乗
っ
て
く
る
、
も

し
く
は
の
り
う
つ
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
む
や
み
に
殺
生
を
す

る
な
と
教
え
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

七
月
七
日
の
七
夕
の
日
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
、
本
村
で
は
道
普
請
が
行
わ
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れ
い
た
そ
う
で
あ
る
。
昼
間
は
道
路
の
整
理
、
夜
は
磯
で
採
れ
た
魚
で
村
落
民

全
員
が
集
ま
り
酒
宴
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
村
民
の
団
体
意
識
を
強
め
る
た
め

の
行
事
と
い
え
る
。

4
．
レ
イ
イ
ー
（
礼
言
い
）

盆
の
十
四
日
か
十
五
日
に
、
米
、
酒
を
持
っ
て
親
元
に
あ
い
さ
つ
に
行
く
行

事
で
あ
る
。
昔
は
三
・
五
・
九
月
と
節
供
の
た
び
に
行
っ
て
い
た
が
、
今
で
は

正
月
と
盆
の
二
回
だ
け
で
あ
る
。

5
．
タ
ノ
ミ
の
セ
ク
（
旧
八
月
＿
日
）

娘
の
親
が
、
焼
酎
、
米
を
持
っ
て
、
ム
コ
ド
ン
の
家
を
訪
れ
、
「
娘
を
頼
み

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
に
行
く
行
事
で
あ
る
。
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
こ
の
日
に
シ
ョ
ー
ロ
ー
様
が
墓
に
帰
り
つ
く
と
し
て
、
柳
の
花
、
米
、

焼
酎
を
持
っ
て
墓
参
り
を
す
る
家
も
あ
る
。

6
．
十
五
夜
（
旧
八
月
十
五
日
）

村
落
民
全
員
で
網
引
き
を
し
て
い
た
。
綱
は
ニ
サ
ー
シ
（
青
年
）
が
中
心
と

な
り
、
ワ
ラ
と
ク
ズ
カ
ズ
ラ
を
ま
ぜ
て
練
っ
た
。
昔
は
村
落
対
抗
戦
な
ど
も
行

わ
れ
盛
大
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
綱
引
き
を
す
る
人
が
い
な
い
た
め
行
わ
れ

な
く
な
っ
て
い
る
。

7
．
九
月
の
セ
ク
（
旧
九
月
九
日
）

昔
は
こ
の
日
に
、
菊
の
花
を
持
っ
て
墓
参
り
を
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

8
．
ホ
ウ
ネ
ン
マ
ツ
リ
（
ガ
ン
ジ
ョ
ウ
ジ
）

旧
九
月
十
九
日
、
西
之
の
村
落
中
の
人
々
が
門
倉
押
の
神
社
に
集
ま
っ
て
お

祭
り
を
す
る
。
ホ
イ
ド
ン
を
頼
ん
で
祈
祷
し
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
「
大
踊
り
」

「
中
踊
り
」
を
奉
納
す
る
。
そ
の
年
の
豊
作
を
感
謝
す
る
祭
り
で
あ
る
。

9
．
不
動
山
の
祭
（
旧
十
二
月
十
五
日
）

本
村
に
は
、
不
動
山
と
呼
ば
れ
る
、
女
が
入
る
と
崇
り
が
あ
る
女
人
禁
制
の

山
が
あ
り
、
数
十
年
前
ま
で
、
責
任
者
と
そ
の
氏
子
達
の
手
に
よ
っ
て
祀
ら
れ

t（三）

下
立
石
、
大
川
）

て
い
た
が
、
氏
子
が
野
尻
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
毎

月
一
日
と
十
五
日
に
、
関
係
者
が
朝
早
く
、
誰
に
も
会
わ
な
い
よ
う
に
シ
ュ
エ
ー

取
り
に
行
き
、
そ
の
シ
ュ
エ
ー
を
ワ
ラ
に
つ
め
て
お
供
え
し
て
祝
詞
を
あ
げ
る
。

関
係
者
が
別
地
に
移
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
詳
し
く
は
聞
け
な
か
っ
た
が
、

不
動
山
の
石
塔
は
今
で
も
山
中
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

西
海
（
上
立
石
、

マ
キ
の
神
の
マ
ツ
リ

昔
、
牧
が
あ
っ
た
頃
の
祭
り
で
、
旧
六
月
の
適
当
な
日
を
選
ん
で
行
わ
れ
て

い
た
。
そ
の
日
は
酒
を
つ
く
っ
て
神
（
石
塔
）
に
供
え
て
、
そ
の
後
、
村
落
民

全
員
で
浜
に
出
て
、
そ
の
酒
を
飲
み
か
わ
し
た
。

2
．
六
月
灯

旧
六
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
村
落
の
神
様
の
祭
り
で
あ
る
。
神
社
に
供
え
物

を
持
っ
て
参
拝
し
、
ホ
イ
ド
ン
を
や
と
っ
て
は
ら
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
境
内

で
皆
で
飲
み
食
い
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
近
は
七
月
に
行
わ
れ
る
が
、
か
な

り
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。

3
．
七
夕
（
旧
七
月
七
日
）

こ
の
日
は
ほ
と
ん
ど
の
家
が
、
エ
ン
ガ
の
花
を
持
っ
て
募
参
り
に
行
く
。

4
．
盆
行
事
（
旧
七
月
）

現
在
は
八
月
に
行
わ
れ
る
。

十
二
日
か
ら
十
三
日
の
朝
に
か
け
て
、
家
の
掃
除
を
し
た
り
、
大
き
な
カ
マ

に
食
器
類
を
木
灰
と
一
緒
に
入
れ
て
煮
て
、
そ
の
後
大
川
で
洗
う
ゴ
キ
ア
ラ
ー

を
し
た
り
と
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
を
迎
え
る
準
備
で
忙
し
い
。
こ
の
辺
り
は
神
道

が
多
く
、
神
道
で
は
盆
に
特
別
に
位
牌
を
床
に
移
し
た
り
、
棚
を
作
っ
た
り
し

な
い
そ
う
で
あ
る
。
家
で
の
準
備
が
終
わ
る
と
、
サ
カ
キ
、
酒
な
ど
を
持
っ
て

墓
参
り
に
行
く
。
墓
参
り
は
十
＿
―
-
日
だ
け
で
な
く
十
四
日
、
十
五
日
も
行
く
そ
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う
で
あ
る
。

十
五
日
の
墓
参
り
は
、

四
日
は
ア
サ
ン
カ
ー
リ
、

レ、

必
ず
マ
キ
を
持
っ
て
い
く
。
十
三
日
、
十

ア
サ
メ
シ
、
ヒ
ナ
カ
レ
、
チ
ュ
ウ
ハ
ン
、
ヨ
ー
ナ
カ

ョ
ナ
ガ
レ
な
ど
一
日
に
何
度
も
供
え
物
を
し
、
十
五
日
の
晩

メ
シ
に
は
マ
キ
を
供
え
る
。
供
え
物
は
常
に
新
し
い
も
の
、
珍
し
い
も
の
を
あ

げ
る
よ
う
に
心
が
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
十
五
日
の
晩
、
神
棚
に
は
シ
ョ
ー

リ
ョ
ー
様
が
乗
っ
て
帰
る
よ
う
に
、
船
に
み
た
て
た
ユ
リ
の
根
を
供
え
る
。
十

六
日
に
は
、
盆
花
（
サ
カ
キ
、
シ
キ
ビ
）
と
は
別
の
花
を
持
っ
て
塞
参
り
に
行

く
家
も
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
で
は
、
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
が
寺
に
集
ま
る
と
い
っ

て
、
寺
に
集
ま
り
、
踊
り
を
奉
納
す
る
の
で
あ
る
。

5
．
礼
言
い

盆
の
十
四
日
、
ま
た
は
十
五
日
に
米
、
焼
酎
を
持
っ
て
親
元
に
あ
い
さ
つ
に

訪
れ
、

墓
参
り
を
す
る
。
こ
の
こ
と
を
礼
に
行
く
、
礼
言
い
な
ど
と
言
う

6
．
十
五
夜
（
旧
八
月
十
五
日
）

こ
の
日
、
村
落
で
は
子
供
、

青
年
、
大
人
も
ま
じ
っ
て
綱
引
き
が
行
わ
れ
た
。

綱
は
青
年
が
中
心
と
な
っ
て
ワ
ラ
を
練
っ
て
作
る
。
昔
は
道
や
、
神
社
の
前
な

ど
あ
ち
こ
ち
で
引
い
て
い
た
。
昔
は
す
も
う
も
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、

今
は
学
校
で
子
供
達
が
綱
引
き
を
す
る
だ
け
で
あ
る
。

各
家
で
は
、
ツ
ノ
マ
キ
を
作
っ
て
仏
壇
、
神
棚
や
縁
側
に
供
え
た
。

7
．
九
月
の
セ
ク
（
九
月
九
日
）

昔
は
娘
が
レ
イ
イ
ー
に
帰
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
正
月
と
盆

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
村
落
か
ら
嫁
い
だ
人
は
、
こ
の
日
に

米
や
麦
の
ハ
ツ
ホ
（
初
穂
）
を
一
っ
か
み
持
っ
て
神
社
に
行
く
風
習
が
あ
っ
た
。

・
ガ
ン
ジ
ョ
ウ
ジ
祭
り
（
願
成
就
祭
り
）

春
に
作
物
の
豊
作
を
願
っ
て
た
て
た
願
を
ほ
ど
く
祭
り
で
、
村
落
民
全
員
が

神
社
に
集
ま
り
、
ホ
イ
ド
ン
に
祝
詞
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
後
踊
り
を
奉
納
す
る
。

踊
り
は
村
落
ご
と
に
決
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
昔
は
何
種
類
も
あ

ヨ
ー
メ
シ
、

四
足
二
足
の
も
の
を
食
べ
て
は
い
け
な
い

っ
た
そ
う
だ
が
、
今
は
一
種
だ
け
で
、
青
年
が
紋
付
き
袴
に
セ
ン
ス
を
持
っ
て

踊
る
”
手
踊
り
“
が
村
落
の
踊
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

8
．
火
入
れ
祈
祷

昔
は
下
立
石
、
大
川
で
は
塩
炊
き
が
行
わ
れ
て
い
た
。
上
立
石
は
塩
を
炊
く

た
め
の
山
（
木
）
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
大
正
以
前

塩
炊
き
ガ
マ
が
鉄
鍋
に
か
わ
る
前
は
、
村
落
民
全
員
が
交
替
制
で
石
炭
の
カ
マ

を
作
っ
て
い
た
。
石
炭
ガ
マ
は
非
常
に
く
ず
れ
や
す
か
っ
た
の
で
、
カ
マ
の
無

事
を
願
い
、
塩
ガ
マ
に
初
め
て
火
を
入
れ
る
と
き
に
「
火
入
れ
祈
祷
」
を
行
っ
た
。

塩
炊
き
に
関
す
る
役
は
、
カ
マ
ジ
（
釜
司
）
と
よ
ば
れ
る
責
任
者
一
人
と
、

マ
ス
ド
リ
（
経
理
）
か
ら
成
っ
て
い
た
。

「
火
入
れ
祈
祷
」
は
十
二
月
の
適
当
な
日
を
選
ん
で
行
わ
れ
、
当
日
カ
マ
ジ

は
朝
早
く
シ
ュ
エ
ー
（
潮
井
）
取
り
に
行
く
。
ッ
ト
の
中
に
そ
の
シ
ュ
エ
ー
を

い
れ
た
ッ
ト
シ
ュ
エ
ー
を
2
個
作
り
、
神
社
に
海
の
幸
、
山
の
幸
と
と
も
に
供

え
、
お
祀
り
す
る
。
そ
の
後
、
カ
マ
ジ
の
家
で
酒
宴
が
始
ま
る
。
小
番
人
の
司

会
に
そ
っ
て
進
め
ら
れ
、
膳
の
あ
と
「
ま
わ
り
」
と
呼
ば
れ
る
酒
の
杯
の
ま
わ

し
が
あ
る
。
「
ま
わ
り
」
に
は
何
種
類
も
あ
り
、
途
中
で
メ
デ
タ
節
も
加
わ
っ

て
盛
大
な
式
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

カ
マ
ジ
は
一
年
交
替
で
選
ば
れ
、

と
さ
れ
て
い
た
。

9
.
 
そ
の
他

•
川
の
神
様
の
祭
り

何
月
に
行
わ
れ
る
行
事
か
定
か
で
は
な
い
が
、
毎
年
、
二
人
の
責
任
者
が
村

落
民
全
員
か
ら
甘
酒
を
二
合
ず
つ
集
め
て
、
川
の
神
様
（
石
塔
）
に
供
え
て
い

た
と
い
う
。
昔
、
ヒ
ガ
と
い
う
女
の
子
が
寺
の
祭
り
の
日
に
い
な
く
な
っ
た
。

皆
で
探
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
ヒ
ガ
が
か
ら
っ
て
い
た
稲
束
の
ク
ズ
を
た
ど
っ

て
い
く
と
、
川
の
そ
ば
の
夫
婦
石
の
と
こ
ろ
で
な
く
な
っ
て
い
た
。
川
の
神
様
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（
ガ
ラ
ッ
パ
）
が
連
れ
去
っ
た
も
の
と
考
え
、
そ
れ
以
来
川
の
神
を
祀
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

g
茎
永
（
中
之
町
・
宇
都
浦
）

1
．
ウ
マ
ヤ
キ

昔
、
牧
馬
を
使
っ
て
ホ
イ
ト
ウ
（
足
耕
）
に
よ
る
馬
耕
を
し
て
い
た
こ
ろ
に

由
来
す
る
祭
り
で
あ
る
が
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。
旧
六
月
の
適
当
な
日
に
、

自
分
の
馬
に
焼
判
（
目
印
）
を
し
た
。
現
在
で
は
、
田
植
え
前
の
三
月
の
適
当

な
日
に
、
ホ
イ
ド
ン
を
頼
ん
で
祝
詞
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
あ
と
酒
宴
を
催
す
の

で
あ
る
。

2
.
 
六
月
灯
（
旧
六
月
十
五
日
）

現
在
は
七
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
村
落
の
全
員
が
神
社
を
参
拝
し
、
ホ
イ
ド

ン
に
祝
詞
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
後
持
ち
寄
っ
た
弁
当
、
酒
で
宴
を
催
す
。

3
．
七
夕
（
旧
七
月
七
日
）

先
祖
が
あ
の
世
を
た
つ
日
と
し
て
、
昔
も
今
も
必
ず
エ
ン
ガ
の
花
を
持
っ
て

墓
参
り
に
行
く
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
八
月
七
日
の
日
に
塞
参
り
を
す
る
。

4
．
盆
行
事

十
三
日
の
晩
に
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
が
帰
っ
て
く
る
の
で
そ
の
準
備
と
し
て
、

家
の
掃
除
、
ゴ
キ
ア
ラ
イ
、
神
棚
の
掃
除
、
位
牌
の
床
へ
の
移
し
か
え
な
ど
を

す
ま
す
。
そ
の
後
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
を
迎
え
に
サ
カ
キ
の
花
を
持
っ
て
幕
参
り

に
行
く
。
こ
こ
で
は
神
道
の
家
し
か
調
査
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
棚
な
ど
の
伝

承
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

十
四
日
は
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
は
帰
っ
て
き
て
い
る
の
で
墓
参
り
は
せ
ず
、
家

で
様
々
な
新
し
い
物
珍
し
い
物
を
供
え
る
。
①
ア
サ
ン
カ
ー
リ
②
ア
サ
メ
シ
③

ヒ
ナ
カ
レ
④
チ
ュ
ウ
ハ
ン
⑤
ヨ
ー
ナ
カ
レ
⑥
ヨ
ー
メ
シ
な
ど
日
に
何
度
も
供
え

物
を
す
る
。
そ
の
内
容
は
家
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
が
、
三
度
の
食
事
に
は
白

飯
、
だ
ん
ご
、
餅
な
ど
、
間
食
に
は
果
物
、

菓
子
な
ど
を
供
え
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
最
近
で
は
こ
の
よ
う
に
日
に
何
度
も
時
間
を
決
め
て
供
え
物
を
す
る
こ

と
は
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
五
日
は
朝
メ
シ
ま
で
供
え
て
後
は
適
当
に
作
っ
た
も
の
を
供
え
る
。
こ
の

日
は
親
せ
き
な
ど
の
来
客
が
多
い
の
で
、
主
婦
は
大
忙
し
な
の
で
あ
る
。
夕
方

に
な
る
と
、
マ
キ
と
ソ
ー
メ
ン
を
位
牌
の
前
に
供
え
そ
れ
を
持
っ
て
墓
参
り
に

行
き
”
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
送
り
”
を
す
る
。
床
の
間
か
ら
マ
キ
に
乗
っ
て
塞
に
移

動
し
た
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
は
、
マ
キ
を
船
に
し
て
、
ソ
ー
メ
ン
を
杖
に
し
て
あ

の
世
に
帰
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
昔
は
墓
前
で
松
を
燃
や
し
た
そ
う

で
あ
る
。

ツ
ノ
マ
キ
を
作
り
、

縁
側
に
台
を
出
し
て
、

ス
ス
キ
や
酒
と
共

十
六
日
の
朝
、
位
牌
を
も
と
の
場
所
に
戻
す
。
盆
踊
り
は
、
中
之
町
は
ほ
と

ん
ど
の
家
が
神
道
な
の
で
な
か
っ
た
が
、
宇
都
浦
で
は
昔
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

5
.

「
礼
を
言
い
に
い
く
」
「
礼
言
い
」

盆
の
十
五
日
、
嫁
の
実
家
に
ザ

ッ
シ
ョ
ウ
（
焼
酎
、
米
、
餅
）
を
持
っ
て
あ

い
さ
つ
に
行
く
。
そ
の
後
墓
参
り
も
す
る
。
昔
は
「
正
・
五
・
九
」
の
三
大
節

供
は
必
ず
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
正
月
と
盆
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

6
．
タ
ノ
ミ
の
セ
ク
（
旧
八
月
一
日
）

嫁
方
の
親
が
ム
コ
ド
ン
の
所
に
み
や
げ
を
持
っ
て
「
娘
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
頼
み
に
行
く
行
事
で
あ
る
。
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
こ
の
日
に
柳
の
枝
を
持
っ
て
塞
参
り
に
行
く
と
い
う
家
も
多
い
。

7
．
十
五
夜
（
旧
八
月
十
五
日
）

ニ
サ
ー
（
青
年
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
ワ
ラ
で
練
っ
た
綱
で
綱
引
き
を
し
て

い
た
。
道
路
や
学
校
の
庭
で
、
村
落
内
で
、
ま
た
は
村
落
対
抗
で
綱
引
き
を
し
、

盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

各
家
で
は
、

に
供
え
る
。
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8
、
ホ
ウ
ネ
ン
マ
ツ
リ

九
月
九
日
に
茎
永
中
の
人
が
宝
満
神
社
に
集
ま
っ
て
お
祭
り
を
す
る
。
二
月

に
た
て
た
願
を
ほ
ど
く
祭
り
で
踊
り
を
奉
納
し
た
後
、
手
前
の
広
場
で
持
ち
寄

っ
た
も
の
で
宴
会
を
催
す
。
踊
り
は
、
大
踊
り
、
中
踊
り
と
あ
っ
て
、
中
踊
り

に
は
棒
踊
り
、
ひ
ょ
う
た
ん
踊
り
、
弁
腹
踊
り
な
ど
が
あ
り
、
村
落
ご
と
に
決

ま
っ
た
踊
り
を
年
交
替
で
奉
納
し
て
い
た
。
祭
り
が
盛
大
な
頃
に
は
、
処
女
会

な
ど
が
「
な
ぎ
な
た
踊
り
」
を
奉
納
し
て
い
た
と
い
う
。
宝
満
神
社
の
祭
り
の

後
、
豊
受
神
社
（
村
落
の
神
社
）
で
ホ
イ
ド
ン
を
呼
ん
で
お
祭
り
を
す
る
。
宝

満
神
社
で
踊
っ
た
踊
り
を
奉
納
し
、
そ
の
後
皆
で
飲
み
食
い
を
始
め
る
。
以
前

は
、
宝
満
神
社
の
祭
り
と
別
の
日
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
、

同
じ
九
月
九
日
に
行
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
以
前
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
今
で
は
二
年
に
一
度
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

九
月
の
セ
ク
（
旧
九
月
九
日
）
に
菊
の
花
を
持
っ
て
墓
参
り
に
行
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
辺
り
で
は
、
九
月
九
日
は
ホ
ウ
ネ
ン
マ
ツ
リ
で
忙
し
い

の
で
前
日
に
行
く
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

五
平
山
（
浜
田
）

1
．
ウ
マ
ヤ
キ

昔
、
ま
だ
牧
馬
に
よ
る
ホ
イ
ト
ウ
を
し
て
い
た
時
代
、
田
植
え
が
終
わ
っ
た

後
、
自
分
の
馬
を
マ
キ
に
帰
す
の
に
目
印
（
焼
判
）
を
し
て
か
ら
帰
し
て
い
た
。

カ
ネ
で
焼
判
を
し
て
い
た
の
で
＂
カ
ネ
ヤ
キ
“
と
も
言
う
。
昔
は
六
月
頃
行
わ

れ
て
い
た
が
、
今
は
四
月
中
旬
か
ら
五
月
の
初
め
に
か
け
て
行
わ
れ
、
行
事
の

内
容
も
、
村
落
民
が
一
ケ
所
に
集
ま
っ
て
宴
会
を
催
す
だ
け
の
も
の
と
な
っ
て

い
る
。2

．
六
月
灯

千
座
の
岩
屋
の
上
に
祀
っ
て
あ
る
氏
神
様
に
集
ま
っ
て
、
ホ
イ
ド
ン
を
頼
ん

で
祝
詞
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
後
、
浜
辺
で
も
ち
寄
っ
た
物
で
宴
を
催
す
。
昔
は

一
戸
か
ら
一
人
は
必
ず
参
加
し
、
盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
人
数
も

か
な
り
減
っ
た
と
い
う
。

ま
た
夏
祭
り
と
称
す
る
熊
野
神
社
の
六
月
灯
に
旧
六
月
十
五
日
に
参
拝
し

て
い
た
と
う
。

3
．
七
夕
（
旧
七
月
七
日
）

最
近
に
な
っ
て
、
子
供
達
が
竹
に
短
ざ
く
を
つ
る
し
て
七
夕
を
祝
う
が
、
こ

の
日
に
墓
参
り
を
す
る
と
い
う
伝
承
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

4
．
盆
行
事

浜
田
に
は
特
有
の
石
塔
ま
つ
り
が
存
在
す
る
の
で
一
般
の
家
庭
の
盆
行
事
と

分
け
て
述
べ
る
。

①
浜
田
の
石
塔
ま
つ
り

浜
田
の
石
塔
ま
つ
り
は
、
旧
七
月
一
日
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
日
は
シ
ョ
ー
リ

ョ
ー
様
が
あ
の
世
を
た
っ
て
く
る
日
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
ま
ず
浜
田
の
仏
教

信
者
全
員
の
手
で
石
塔
の
掃
除
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
晩
か
ら
―
二
日
の

晩
ま
で
、
二
人
一
組
に
な
っ
て
、
夜
八
時
ご
ろ
か
ら
一
時
間
、
石
塔
の
と
こ
ろ

で
火
を
燃
や
し
、
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
使
う
ダ
チ

ク
（
枯
竹
）
は
、
子
供
が
拾
い
集
め
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
シ
シ
ョ
ウ
は
、

こ
の
間
、
二
日
に
一
度
の
割
で
来
て
経
を
あ
げ
る
。
浜
田
の
仏
教
信
者
は
毎
晩

こ
の
石
塔
に
サ
サ
ゲ
（
小
豆
）
の
煮
た
物
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
簡
単
な
宴
を
催

す
。
こ
の
一
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
こ
と
を
、
「
チ
ャ
ア
ア
ゲ
（
茶
上
げ
）
」

と
い
う
そ
う
で
あ
る
。

最
近
で
は
十
二
日
の
朝
に
石
塔
を
掃
除
し
、
晩
に
火
を

た
き
、
シ
シ
ョ
ウ
さ
ん
を
頼
ん
で
経
を
あ
げ
て
も
ら
う
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

浜
田
で
は
、
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
は
十
二
日
に
石
塔
に
い
ち
ど
立
ち
寄
っ
て
か

ら
、
十
三
日
に
我
が
家
に
帰
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

十
＿
―
-
日
に
シ
シ
ョ
ウ
さ
ん
か
ら
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
書
い
た
札
を
、
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家
の
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
の
数
だ
け
も
ら
い
、
札
代
の
米
二
合
と
銭
を
渡
す
。
そ
の

札
は
竹
の
先
を
わ
っ
た
も
の
に
は
さ
ん
で
、
位
牌
と
一
緒
に
十
五
日
ま
で
床
の

間
に
た
て
て
お
く
。

十
五
日
、
村
落
民
（
仏
教
信
者
）
全
員
で
、
十
三
日
に
シ
シ
ョ
ウ
に
書
い
て

も
ら
っ
た
札
の
一
枚
と
米
、
シ
キ
ビ
と
バ
シ
ョ
ウ
を
細
か
く
切
っ
て
ま
ぜ
た
も

の
と
マ
キ
を
持
っ
て
、
石
塔
に
午
前
十
一
時
頃
集
ま
り
シ
シ
ョ
ウ
さ
ん
と
一
緒

に
題
目
を
唱
え
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
送
り
を
す
る
。
ま
た
、
役
員
が
前
も
っ
て
各
戸

か
ら
集
め
て
お
い
た
豆
腐
と
酒
で
宴
を
催
し
た
。
石
塔
に
供
え
た
マ
キ
は
シ
シ

ョ
ウ
さ
ん
が
持
っ
て
帰
る
の
が
慣
わ
し
で
あ
る
。

以
前
は
、
二
十
日
前
後
に
、
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
が
あ
の
世
に
帰
り
つ
く
日
と

考
え
て
、
石
塔
に
皆
が
米
、
ろ
う
そ
く
、
線
香
を
持
ち
寄
っ
て
、
シ
シ
ョ
ウ
さ

ん
に
経
を
あ
げ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
簡
単
な
宴
を
催
し
た
。

浜
田
で
は
、
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
を
盆
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

②
家
庭
で
の
盆
行
事

各
家
庭
で
は
十
三
日
に
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
、
仏
壇
（
神

棚
）
を
掃
除
し
た
り
、
ゴ
キ
ア
ラ
イ
を
し
た
り
と
大
忙
し
で
あ
る
。
こ
の
他
に

も
「
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
棚
」
を
作
り
、
位
牌
を
床
に
お
ろ
し
、
提
灯
を
飾
っ
た
り

す
る
。
そ
し
て
午
後
か
ら
墓
参
り
に
行
く
の
で
あ
る
。

十
四
日
に
は
家
で
様
々
な
供
え
物
を
す
る
。
一
日
に
何
度
も
供
え
物
を
す
る

家
も
あ
れ
ば
、
一
＿
一
度
だ
け
の
家
も
あ
り
、
家
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。

十
五
日
の
朝
は
マ
キ
と
ソ
ー
メ
ン
を
位
牌
の
前
に
供
え
る
。
マ
キ
は
墓
参
り

に
も
持
っ
て
行
き
、
各
墓
石
の
上
に
一
っ
ず
つ
供
え
、
帰
る
時
に
は
持
っ
て
帰

る
。
仏
教
信
者
の
家
で
は
、
石
塔
ま
つ
り
が
終
わ
っ
た
後
、
マ
キ
の
他
に
米
と

シ
キ
ビ
、
バ
シ
ョ
ウ
を
細
か
く
切
っ
て
混
ぜ
た
も
の
を
持
っ
て
墓
参
り
を
す
る
、

マ
キ
は
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
の
杖
、
ソ
ー
メ
ン
は
盆
の
間
に
も
ら
っ
た
ご
ち
そ
う

を
背
負
う
と
き
の
縄
が
わ
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
神
道
の
家
で
は
盆
の
間
に
飾
っ
て
お
い
た
榊
は
二
十
日
ま
で
は
変
え

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
二
十
日
ま
で
を
盆
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

盆
踊
り
は
昔
は
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

③

そ

の

他

盆
前
（
盆
を
含
む
一
週
間
内
）
に
亡
く
な
っ
た
人
に
は
す
り
鉢
を
か
ぶ
せ
る

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
こ
れ
は
他
の
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
が
こ
の
世
に
婦
っ
て
く

る
の
に
、
そ
の
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
だ
け
あ
の
世
に
旅
立
っ
て
行
く
の
で
、
は
ち
あ

わ
せ
で
恥
ず
か
し
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
昔
は
盆
の
間
は
セ
ミ
や
ト
ン
ボ
な
ど
の
小
動
物
で
も
殺
し
て
は
い
け
な

い
と
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

5
．
レ
イ
イ
ー
（
礼
言
い
）

盆
の
十
五
日
、
焼
酎
や
米
な
ど
を
持
っ
て
親
元
に
あ
い
さ
つ
に
行
く
こ
と
を

「
レ
イ
イ
ー
」
と
い
う
。
現
在
も
、
正
月
と
盆
に
は
必
ず
「
レ
イ
イ
ー
」
に
行

く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

6
．
タ
ノ
ミ
の
セ
ク

旧
八
月
一
日
に
行
わ
れ
て
い
た
。
田
が
稔
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
意
味
の
行

事
で
、
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
日
は
必
ず
柳
の
花
を
持
っ
て

墓
参
り
に
行
く
も
の
で
あ
っ
た
。

7
．
十
五
夜
（
旧
八
月
十
五
日
）

綱
を
稲
ワ
ラ
を
練
っ
て
作
っ
た
。
村
落
内
で
二
つ
に
分
か
れ
て
綱
を
引
い
た

も
の
で
あ
る
。
大
人
も
子
供
も
皆
さ
ん
か
す
る
。
楽
し
い
行
事
だ
っ
た
そ
う
で

あ
る
が
、
今
は
も
う
行
わ
れ
て
い
な
い
。

各
家
庭
で
は
、
ツ
ノ
マ
キ
や
だ
ん
ご
を
作
っ
て
仏
壇
や
縁
側
に
供
え
、
月
を

拝
ん
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
こ
の
日
に
、
大
正
の
頃
、

ロ
ケ
ッ
ト
基
地
沖
で
沈
没
し
た
軍
艦
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”
し
じ
き
（
志
目
岐
）
丸
“
を
記
念
し
た
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。
当
時
は
、
記
念
碑
の
前
で
式
典
が
行
わ
れ
た
後
、
広
田
海

岸
で
直
線
競
馬
な
ど
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

8
．
九
月
の
セ
ク
（
旧
九
月
九
日
）

こ
の
日
、
菊
の
花
を
持
っ
て
墓
参
り
を
す
る
の
が
慣
わ
し
と
な
っ
て
い
る
。

・
ホ
ウ
サ
ク
祝
・
ガ
ン
ジ
ョ
ウ
ジ
祭
り

旧
九
月
九
日
に
、
平
山
の
豊
受
神
社
で
、
「
弁
慶
踊
り
」
「
ヤ
ー
ト
セ
ー
」

な
ど
村
落
毎
に
決
ま
っ
て
い
る
踊
り
を
奉
納
し
て
祝
う
祭
り
で
あ
る
。
以
前
は

毎
年
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
数
年
に
一
度
だ
け
で
あ
る
。

‘‘‘、六
上
中
（
上
野
）

（
 

1
．
マ
キ
祈
祷

昔
、
牛
馬
で
耕
作
を
し
て
い
る
時
代
、
マ
キ
の
神
に
牛
馬
を
飼
っ
て
い
る
人

が
集
ま
っ
て
、
＂
牛
馬
が
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
“
と
シ
シ
ョ
ウ
さ
ん
を
頼

ん
で
祈
祷
し
た
祭
り
で
あ
る
。
旧
暦
六
月
頃
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で

あ
る
が
定
か
で
は
な
い
。

2
．
六
月
灯

旧
六
月
の
適
当
な
日
の
夕
方
か
ら
晩
に
か
け
て
、
村
落
の
神
社
に
皆
あ
つ
ま

っ
て
参
拝
し
た
。
ホ
イ
ド
ン
が
来
て
祝
詞
を
あ
げ
た
後
、
神
社
の
役
員
と
村
落

の
役
員
の
数
人
で
簡
単
な
宴
を
催
す
だ
け
で
、
一
般
の
人
々
は
参
拝
す
る
だ
け

で
あ
っ
た
。

3
.
 
七
夕
（
旧
七
月
七
日
）

こ
の
日
は
必
ず
エ
ン
ガ
の
花
を
持
っ
て
墓
参
り
に
行
く
慣
わ
し
で
あ
る
。
子

供
の
七
夕
飾
り
は
比
較
的
最
近
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

4
．
盆
行
事

法
華
宗
信
者
は
、

旧
七
月
一
日
を
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
が
あ
の
世
を
た
つ
日
と

考
え
て
、
こ
の
日
必
ず
塞
参
り
を
す
る
。
そ
し
て
一
日
か
ら
十
二
日
ま
で
毎
晩
、

線
香
、
さ
い
銭
を
持
っ
て
、
信
光
寺
に
題
目
を
唱
え
に
行
く
。
十
二
日
の
夕
方

か
ら
晩
に
か
け
て
、
お
寺
で
は
寺
役
が
ご
ち
そ
う
を
し
て
仏
前
に
供
え
る
。
門

徒
達
は
寺
に
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
を
迎
え
に
行
き
、
そ
の
後
ろ
を
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー

様
が
つ
い
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
十
二
日
の
晩
、
寺
役
が
札
を
門
徒

に
配
り
、
門
徒
達
は
そ
れ
を
家
の
亭
主
柱
に
は
る
。

十
二
日
に
、
門
徒
達
の
家
で
は
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
、

家
の
掃
除
、
墓
の
掃
除
を
し
た
り
、
水
棚
を
作
っ
た
り
、
ゴ
キ
ア
ラ
ー
を
し
た

り
、
位
牌
を
仏
壇
か
ら
床
の
間
に
移
し
た
り
す
る
。

•
水
棚

無
縁
仏
の
た
め
の
棚
で
、
縁
側
の
外
の
隅
に
作
る
。
竹
で
部
屋
を
作
り
、
玄

関
側
の
一
面
だ
け
を
開
け
て
お
く
。
そ
こ
に
ミ
ズ
ノ
コ
と
呼
ば
れ
る
、
バ
シ
ョ

ウ
の
茎
を
細
か
く
切
っ
て
米
・
酒
と
ま
ぜ
た
も
の
を
一
っ
か
み
供
え
上
か
ら
水

を
か
け
る
。
水
を
か
け
る
の
で
水
び
た
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
底
は
竹
ヘ
ギ

で
作
っ
て
あ
り
、
水
は
け
が
よ
い
。
ま
た
、
水
棚
の
手
前
に
は
御
飯
を
山
盛
り

に
し
た
茶
腕
に
、
は
し
を
何
本
も
立
て
て
、
「
上
が
ら
ん
で
外
で
食
べ
て
い
け
」

と
言
っ
て
供
え
る
。
家
人
は
家
の
中
か
ら
、
来
客
は
家
へ
上
が
る
前
に
外
か
ら
、

縁
側
に
置
い
て
あ
る
水
の
子
と
水
で
、
水
棚
を
お
参
り
す
る
。

十
三
、
十
四
日
は
家
で
、
①
ア
サ
ン
カ
ー
リ
②
ア
サ
ゴ
ハ
ン
③
ヒ
ル
ナ
カ
レ

④
チ
ュ
ウ
ハ
ン
⑤
ヨ
ー
ナ
カ
レ
⑥
ヨ
ー
メ
シ
⑦
ヨ
ナ
ガ
ー
レ
な
ど
、
日
に
何
度

も
新
し
い
も
の
、
珍
し
い
も
の
を
供
え
る
。
家
に
よ
っ
て
は
昼
・
夜
の
供
え
物

が
き
ち
ん
と
決
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

十
五
日
は
、
位
牌
の
前
に
マ
キ
や
白
百
合
の
根
を
供
え
る
。
百
合
の
根
は
船

を
表
し
、
マ
キ
は
杖
や
船
や
桶
の
形
に
作
っ
て
あ
る
の
で
そ
れ
を
表
し
、
シ
ョ
ー

リ
ョ
ー
様
が
帰
る
と
き
に
使
う
と
さ
れ
て
い
た
。
十
五
日
の
昼
、
水
の
子
と
募

石
分
の
マ
キ
を
持
っ
て
墓
参
り
し
、
各
墓
石
に
一
個
ず
つ
マ
キ
を
供
え
る
。
昔
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は
墓
の
前
で
松
を
燃
や
し
て
い
た
が
、
現
在
は
提
灯
を
飾
る
。
墓
参
り
の
後
、

門
徒
は
皆
寺
に
行
き
、
十
五
日
の
晩
に
寺
に
集
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
シ

ョ
ー
リ
ョ
ー
様
を
送
る
た
め
に
盆
踊
り
を
奉
納
す
る
。

十
六
日
、
門
徒
は
寺
の
石
塔
に
水
の
子
、
米
・
焼
酎
を
供
え
、
そ
の
後
宴
を

催
す
。
ま
た
、
盆
が
終
わ
っ
た
知
ら
せ
と
し
て
松
の
葉
を
募
や
仏
壇
に
飾
る
人

も
い
る
。
位
牌
を
元
に
戻
し
た
り
、
水
棚
を
焼
く
の
も
こ
の
日
で
あ
る
。

•
そ
の
他

七
月
に
亡
く
な
っ
た
人
は
今
年
は
帰
ら
ず
、
来
年
が
初
盆
に
な
る
そ
う
で
あ

る
。
そ
う
い
う
人
に
は
ご
ち
そ
う
が
も
ら
え
な
い
の
で
、
人
の
も
の
を
盗
ま
な

い
よ
う
に
す
り
鉢
を
頭
に
か
ぶ
せ
て
埋
葬
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

盆
の
期
間
中
は
、
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
が
乗
る
物
が
な
く
な
る
の
で
、
虫
（
ト

ン
ボ
、
セ
ミ
な
ど
）
を
殺
す
な
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

5
.
 
レ
イ
イ
ー

盆
の
十
五
日
に
ザ
ッ
シ
ョ
ウ
（
米
・
焼
酎
な
ど
）
を
持
っ
て
親
元
に
あ
い
さ

つ
に
く
る
こ
と
を
レ
イ
イ
ー
と
い
う
。
昔
は
「
正
・
五
・
九
」
の
節
供
に
レ
イ

イ
ー
を
し
て
い
た
が
、
今
で
は
正
月
と
盆
だ
け
で
あ
る
。

6
．
タ
ノ
ミ
の
セ
ク
（
旧
八
月
一
日
）

法
華
宗
で
は
、
こ
の
日
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
が
あ
の
世
に
た
ど
り
つ
く
と
し
て
、

柳
の
花
を
持
っ
て
墓
参
り
を
す
る
。

嫁
の
親
が
ム
コ
の
家
に
娘
を
よ
ろ
し
く
た
の
み
ま
す
と
あ
い
さ
つ
に
行
く
こ

と
か
ら
「
タ
ノ
ミ
の
セ
ク
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
現
在
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。

7
．
十
五
夜
（
旧
八
月
十
五
日
）

ニ
サ
ー
シ
（
青
年
）
が
中
心
に
な
り
、
持
ち
寄
っ
た
ワ
ラ
で
練
っ
た
綱
で
綱

引
き
が
行
わ
れ
る
。
道
路
で
大
人
も
子
供
も
一
緒
に
な
っ
て
引
い
て
い
た
そ
う

で
あ
る
が
、
今
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

各
家
で
は
、
ツ
ノ
マ
キ
を
作
っ
て
仏
壇
や
縁
側
の
台
に
供
え
る
も
の
で
あ
る
。

8
．
九
月
の
セ
ク

菊
の
花
を
持
っ
て
墓
参
り
を
す
る
家
が
多
い
。
以
前
は
九
月
の
セ
ク
に
も
レ

イ
イ
イ
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

9
．
九
月
踊
り

上
野
神
社
で
、
九
月
の
決
ま
っ
た
日
に
行
わ
れ
る
願
ほ
ど
き
の
祭
り
で
あ
る
。

ホ
イ
ド
ン
を
頼
ん
で
祝
詞
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
後
、
村
落
の
踊
り
を
奉
納
す
る
。

ヽ
j七

西
之
（
砂
坂
）

（
 

・
火
入
れ
祈
祷

昔
、
塩
炊
き
を
し
て
い
た
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
行
事
で
、
砂
坂
内
で
は

貝
太
郎
側
と
貝
次
郎
側
の
二
つ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

①
塩
炊
き
に
関
す
る
役
職

・
カ
マ
ジ
（
釜
司
）
…
…
塩
炊
き
の
責
任
者
で
、
一
年
交
替
で
あ
る
。

・
マ
ス
ド
リ
…
…
経
理

②
火
入
れ
祈
祷

十
二
月
の
適
当
な
日
を
選
ん
で
行
わ
れ
た
。
カ
マ
ジ
は
そ
の
日
の
朝
、
途
中

で
人
に
会
わ
な
い
よ
う
に
シ
ュ
エ
ー
（
潮
井
）
取
り
に
行
く
。
そ
の
シ
ュ
エ
ー

を
2
つ
の
ッ
ト
に
入
れ
て
、
カ
マ
ジ
代
々
に
伝
わ
る
釘
・
縄
・
カ
メ
・
鍛
冶
屋

の
ハ
サ
ミ
な
ど
と
伴
に
祀
っ
た
。
神
社
や
塩
小
屋
で
の
お
祓
い
が
終
わ
っ
た
後

は
、
マ
キ
の
神
で
の
お
祓
い
を
す
る
。
そ
の
後
は
カ
マ
ジ
の
家
で
の
祝
宴
と
な

る
。
祝
宴
で
は
ユ
ニ
つ
飲
み
“
”
五
つ
飲
み
“
”
七
つ
飲
み
“
”
ヒ
ト
ラ
（
一

駄
）
飲
み
“
”
タ
テ
飲
み
“
な
ど
が
あ
り
、
途
中
で
メ
デ
タ
節
な
ど
も
唄
わ
れ

盛
大
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
帰
り
に
は
、
「
笹
の
下
」
と
呼
ば
れ
る
、
玄

関
の
外
に
設
置
さ
れ
た
竹
の
囲
み
に
ゴ
ザ
を
敷
い
た
場
所
で
、
一
杯
飲
ん
で
、

祭
り
の
終
り
と
し
た
。
昔
は
、
上
下
塩
屋
毎
に
神
社
も
別
々
、
祝
宴
も
別
々
で
、
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三
、
考

ー
．
ウ
マ
ヤ
キ
、
牧
祈
祷
（
旧
六
月
）

ウ
マ
ヤ
キ
に
し
て
も
、
牧
祈
祷
に
し
て
も
、
馬
で
ホ
イ
ト
ウ
（
放
踏
）
し
、

そ
の
馬
を
牧
に
放
し
戻
す
時
代
の
行
事
で
あ
る
の
で
、
実
際
に
経
験
し
た
人
は

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
整
理
し
て
み
る
と
、
①
牧
に
放
す
前
に
、
馬
に
焼
判
を

す
る
。
②
牧
の
神
（
石
塔
）
ま
た
は
特
定
の
場
所
に
集
ま
っ
て
村
落
民
全
員
で

宴
を
す
る
。
③
枚
の
神
（
石
塔
）
で
ホ
イ
ド
ン
を
頼
ん
で
祝
詞
を
あ
げ
て
も
ら

う
。
④
田
植
え
前
（
現
在
は
三
月
の
下
旬
）
に
、
ホ
イ
ド
ン
又
は
師
匠
さ
ん
に

祝
詞
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
後
、
簡
単
な
宴
を
催
す
と
、
以
上
の
よ
う
な
型
が
み

ら
れ
る
。
特
に
①
と
②
と
③
の
型
が
一
緒
に
な
っ
た
も
の
、
②
と
③
が
一
緒
に

な
っ
た
も
の
が
多
い
。
ウ
マ
ヤ
キ
は
①
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、

牧
祈
祷
は
③
、
ま
た
は
②
を
含
む
③
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、

マ
キ
の
時
代
に
、
マ
キ
祈
祷
と
ウ
マ
ヤ
キ
の
行
事
が
全
く
別
物
と
し
て
存
在
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
現
在
、
今
回
調
査
し
た
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
ど
う
や
ら
二
つ
の
行
事
は
同
じ
行
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
昔
は
ウ
マ
ヤ
キ
で
自
分
の
馬
に
焼
判
を
し
、
マ
キ
祈
祷
で
牧
に
対

し
て
感
謝
し
、
馬
の
健
康
を
祈
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、

マ
キ
や
馬
が
無
関
係
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
、
こ
の
祭
の
意
義
は
何
で
あ
ろ

う
か
。
現
在
は
行
事
事
体
が
全
く
な
く
な
っ
て
い
た
り
、
宴
だ
け
が
催
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
り
、
④
の
型
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
。
④
の
型
は
、
茎
永
で
聞

い
た
伝
承
で
あ
る
が
、
本
来
の
行
事
の
要
素
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
の
に
、
「
ウ

察

お
互
い
競
い
合
っ
た
と
い
う
が
、
今
で
は
神
社
も
統
合
さ
れ
、
数
人
の
役
人
だ

け
で
お
祓
い
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
公
民
館
で
簡
単
な
宴
が
催
さ
れ
る
だ
け
で
あ

る
。
以
前
、
カ
マ
を
自
分
た
ち
で
石
灰
で
作
っ
て
い
た
頃
の
行
事
で
、
塩
炊
き

開
始
の
日
に
火
入
れ
祈
祷
を
行
っ
て
い
た
。

マ
ヤ
キ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
マ
キ
や
馬
が
自
分
達
の
生
活
と
無
関
係
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、

行
事
事
体
は
そ
の
内
容
を
少
し
変
え
な
が
ら
残
る
。
そ
し
て
、
そ
の
行
事
の
意

味
も
マ
キ
や
馬
か
ら
田
（
稲
）
へ
と
変
換
し
、
④
の
よ
う
な
型
が
生
ま
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

2
．
六
月
灯

六
月
灯
と
い
う
行
事
は
薩
摩
藩
特
有
の
行
事
で
、
他
の
地
域
で
は
見
ら
れ
な

い
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
六
月
灯
は
”
氏
神
様
の
祭
り
“
と
い
う
傾
向
が
強

く
ホ
イ
ド
ン
に
祝
詞
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
後
、
村
落
民
皆
で
宴
を
催
す
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

3
.
 
七
夕
（
旧
七
月
七
日
）

一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
る
七
夕
姫
説
話
に
関
す
る
伝
承
は
全
く
得
ら
れ
ず
、

竹
に
短
冊
を
つ
る
し
て
飾
る
の
も
、
比
較
的
最
近
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
と

聞
い
た
。
ま
た
、
機
織
の
上
達
を
願
う
と
い
う
伝
承
は
聞
け
な
か
っ
た
が
昔
は

こ
の
日
、
麻
緒
を
飾
る
家
も
あ
っ
た
と
い
う
。
南
種
子
町
全
域
で
共
通
し
て
い

る
こ
と
は
、
こ
の
日
、
エ
ン
ガ
の
花
（
ほ
う
せ
ん
花
）
を
持
っ
て
墓
参
り
に
行

く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

南
種
子
で
は
、
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
が
あ
の
世
を
た
つ
日
は
旧
七
月
一
日
と
考

え
る
人
が
多
い
。
す
る
と
、
こ
の
日
の
墓
参
り
は
、
シ
ョ
ー
リ
ョ
ー
様
の
旅
の

労
を
ね
ぎ
ら
う
あ
い
さ
つ
参
り
と
も
考
え
ら
れ
る
。
西
之
の
本
国
寺
で
は
、
七

日
（
現
在
八
月
七
日
）
に
水
棚
を
本
堂
の
外
に
作
り
、
こ
の
日
か
ら
シ
ョ
ー
リ

ョ
ー
迎
え
の
題
目
を
唱
え
る
。
こ
の
よ
う
に
七
夕
と
盆
の
関
係
は
深
い
。
し
か

し
、
私
は
こ
の
日
の
墓
参
り
は
節
句
の
日
一
般
に
見
ら
れ
る
墓
参
り
と
見
る
の

が
適
当
で
、
あ
と
か
ら
仏
教
の
要
素
が
加
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

4
．
盆
行
事

南
種
子
の
私
の
調
査
し
た
村
落
に
は
、
神
道
の
家
も
か
な
り
あ
り
、

盆
行
事
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に
お
い
て
も
そ
の
差
が
少
し
見
ら
れ
た
が
、
以
前
は
種
子
島
全
島
が
法
華
宗
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
明
確
な
相
違
点
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

①

精

霊

迎

え

法
華
宗
に
お
い
て
は
、
旧
七
月
一
日
に
精
霊
が
あ
の
世
を
た
っ
と
考
え
ら
れ

て
い
て
、
本
国
寺
で
は
精
霊
の
目
印
と
し
て
旗
を
立
て
、
浜
田
の
村
落
で
は
こ

の
日
か
ら
十
二
日
の
晩
ま
で
石
塔
ま
つ
り
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、

浜
田
の
石
塔
ま
つ
り
も
十
二
日
の
晩
か
ら
、
一
般
家
庭
の
盆
行
事
も
十
二
日
、

も
し
く
は
十
三
日
か
ら
始
ま
る
。
以
前
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
日
か
ら
既
に
盆

で
あ
り
、
そ
の
終
り
も
今
の
よ
う
に
十
六
日
で
は
な
く
、
三
十
一
日
、
ま
た
は

精
霊
が
あ
の
世
に
帰
り
つ
く
と
さ
れ
て
い
る
旧
八
月
一
日
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

旧
七
月
十
三
日
は
、
精
霊
を
迎
え
る
準
備
で
、
ゴ
キ
ア
ラ
イ
、
掃
除
、
水
棚

（
精
霊
棚
）
作
り
な
ど
で
忙
し
い
。
そ
の
あ
と
墓
に
精
霊
を
迎
え
に
行
く
の
で

あ
る
が
、
昔
の
よ
う
に
墓
前
で
松
明
を
燃
や
し
た
り
せ
ず
、
墓
掃
除
を
し
て
、

シ
キ
ビ
の
花
（
神
道
は
榊
）
な
ど
を
供
え
て
か
え
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

水
棚
は
無
縁
仏
の
た
め
の
棚
で
あ
り
、
先
祖
霊
と
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

無
縁
仏
が
家
の
中
で
悪
事
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
な
ぜ
水

棚
と
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
、
芭
蕉
を
細
か
く
切
っ
た
も
の
を
な
ぜ
水
子
と
呼
ぶ

の
で
あ
ろ
う
か
。
無
縁
仏
と
”
水
“
の
関
係
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
日

本
各
地
に
は
”
盆
棚
“
と
称
し
て
、
精
霊
が
帰
る
た
め
の
棚
を
設
け
る
と
こ
ろ

が
多
い
が
、
南
種
子
に
お
い
て
は
、
床
の
間
に
台
を
据
え
る
か
、
芭
蕉
の
葉
を

敷
い
て
そ
の
上
に
位
牌
を
下
ろ
す
程
度
で
あ
る
。
盆
の
期
間
中
に
位
牌
を
移
す

の
は
、
や
は
り
あ
の
世
か
ら
帰
っ
て
き
た
精
霊
を
、
見
晴
ら
し
の
よ
い
、
明
る

い
と
こ
ろ
で
お
迎
え
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

南
種
子
に
お
い
て
は
、
新
仏
の
た
め
の
棚
を
特
別
に
作
る
こ
と
は
し
な
い
が
、

新
仏
に
は
供
え
物
を
多
く
供
え
る
。

十
四
日
は
前
述
の
よ
う
に
、

日
に
六
・
七
回
の
食
事
・
間
食
を
供
え
る
。
特

別
に
何
を
供
え
る
と
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
プ
ト
（
ト
コ
ロ
テ
ン
）

油
揚
げ
と
も
や
し
の
煮
物
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
の
家
で
供
え
る
。
新
し
い
物
、
珍

し
い
物
を
供
え
る
と
い
う
家
が
多
く
、
精
霊
の
供
養
を
怠
る
と
バ
チ
が
あ
た
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

②

精

霊

送

り

ほ
と
ん
ど
の
家
で
、
十
五
日
に
精
霊
送
り
と
称
し
て
、
手
製
の
マ
キ
を
持
っ

て
墓
参
り
に
行
く
。
以
前
は
墓
前
で
迎
え
火
と
同
様
、
松
明
を
燃
や
し
て
い
た

と
い
う
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
必
ず
マ
キ
を
持
っ
て

い
く
の
か
。
調
査
に
よ
る
と
、
マ
キ
が
帰
っ
て
い
く
精
霊
の
杖
と
な
り
、
船
と

な
る
か
ら
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
百
合
の
根
を
供
え
る
と
い

う
家
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
様
の
理
由
で
あ
る
。

仏
教
（
法
華
宗
）
で
は
、
精
霊
は
家
↓
墓
↓
寺
へ
、
石
塔
ま
つ
り
の
あ
る
所

で
は
家
↓
墓
↓
石
塔
↓
寺
へ
と
移
動
し
、
最
後
に
は
寺
へ
と
集
ま
る
。
そ
し
て

十
五
日
、
十
六
日
、
寺
で
は
盆
踊
り
を
し
て
盛
大
に
精
霊
を
送
る
の
で
あ
る
。

西
之
の
本
国
寺
で
は
、
十
六
日
の
午
後
か
ら
”
精
霊
送
り
法
要
“
”
施
餓
鬼
法
要

“
を
行
っ
た
あ
と
、
盆
踊
り
を
行
う
。
最
近
は
十
六
日
ま
で
を
盆
と
見
る
家
が

多
く
、
十
六
日
に
は
棚
を
こ
わ
し
、
位
牌
を
元
に
戻
す
、
し
か
し
以
前
は
、
前

途
の
浜
田
の
よ
う
に
、
精
霊
が
あ
の
世
に
帰
り
つ
く
日
ま
で
を
盆
と
見
な
し
て

い
た
に
違
い
な
い
。

5
．
礼
言
い

盆
の
十
四
日
、
ま
た
は
十
五
日
に
ザ
ッ
シ
ョ
ウ
を
持
っ
て
親
元
に
あ
い
さ
つ

に
行
く
慣
行
は
、
現
在
で
も
南
種
子
全
域
で
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
種
子
島
だ
け

で
な
く
本
土
に
お
い
て
も
、
一
端
嫁
に
行
っ
た
者
が
、
節
句
な
ど
特
別
な
時
に

親
元
を
訪
れ
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

「
レ
イ
イ
ー
」
「
レ
イ
ユ
ー
」
な
ど
、
名
称
を
持
っ
た
行
事
と
し
て
残
っ
て
い

る
の
が
興
味
深
い
、
し
か
し
最
近
で
は
、
正
月
・
盆
だ
け
の
行
事
と
な
っ
て
し
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現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
以
前
は
旧
八
月
一
日
に
、
娘
親
が
ム
コ
の
所

へ
「
娘
を
た
の
み
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
日
に
柳
の
花
を
持
っ
て
墓
参
り
に
行
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
セ
ッ
ク
の
墓
参
り
と
見
る
べ
き
か
、
盆
行
事
に
関
連
し
た
も
の
と
見
る

べ
き
か
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
日
に
精
霊
が
あ
の
世
に
帰
り
つ
く
と

い
う
伝
承
か
ら
考
え
る
と
、
や
は
り
盆
行
事
と
関
連
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

7
．
十
五
夜
（
旧
八
月
十
五
日
）

南
種
子
全
域
に
わ
た
っ
て
、
綱
引
き
が
行
わ
れ
る
。
ニ
サ
ー
シ
が
中
心
と
な

っ
て
ワ
ラ
で
綱
を
練
り
、
村
落
全
員
で
引
く
の
で
あ
る
。
村
落
の
娯
楽
的
行
事

で
あ
り
、
団
体
意
識
を
高
め
る
行
事
で
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
最
近
は
子
供
の
た

め
だ
け
の
行
事
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

各
家
庭
で
は
、
仏
壇
、
神
棚
や
縁
側
に
ち
ょ
っ
と
し
た
台
を
つ
く
り
、
そ
こ

に
ツ
ノ
マ
キ
・
餅
・
ス
ス
キ
な
ど
を
飾
る
。
十
五
夜
行
事
は
、
そ
の
収
穫
祭
的

性
格
が
よ
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
が
、
南
種
子
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
顕

著
で
は
な
い
。

8
．
九
月
の
セ
ク
（
旧
九
月
九
日
）

以
前
は
こ
の
日
も
礼
言
い
が
行
わ
れ
て
い
た
が
今
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
菊
の

花
を
持
っ
て
墓
参
り
を
す
る
家
が
多
い
。

9
．
ガ
ソ
ジ
ョ
ウ
ジ
祭
り
・
ホ
ウ
ネ
ン
マ
ツ
リ

神
社
に
よ
っ
て
違
う
が
、
旧
九
月
の
特
定
の
日
に
行
う
願
ほ
ど
き
祭
り
で
あ

る
。
二
月
の
シ
オ
マ
ツ
リ
に
た
て
た
”
豊
作
を
願
ぅ
“
願
を
成
就
さ
れ
た
の
で
、

感
謝
の
意
を
も
っ
て
ほ
ど
く
。
ホ
イ
ド
ン
の
祝
詞
の
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落

が
自
分
た
ち
の
踊
り
を
奉
納
し
、
宴
を
催
す
の
が
特
徴
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
祭
り
は
収
穫
を
祝
い
、
感
謝
の
印
に
踊
り
を
奉
納
し
、
最
後

ま
っ
て
い
る
の
は
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
。

6
．
タ
ノ
ミ
の
セ
ク

に
神
と
共
食
す
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
た
祭
り
で
あ
ろ
う
。

10
．
火
入
れ
祈
祷

旧
十
二
月
に
、
南
種
子
の
立
石
•
砂
坂
等
で
行
わ
れ
て
い
た
種
子
島
特
有
の

行
事
で
あ
る
。
砂
坂
は
近
年
ま
で
昔
の
ま
ま
の
行
事
を
保
っ
て
い
た
が
、
上
下

塩
屋
の
神
社
が
統
合
さ
れ
て
か
ら
そ
の
規
模
は
小
さ
く
な
り
、
最
近
で
は
数
人

の
役
員
と
村
民
で
行
う
だ
け
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
下
、
砂
坂
の
火

入
れ
祈
祷
を
中
心
に
述
べ
る
と
、
火
入
れ
祈
祷
は
製
塩
開
始
の
日
に
行
わ
れ
る

行
事
で
、
神
社
、
塩
小
屋
、
マ
キ
の
神
で
の
お
祓
い
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
カ
マ

ジ
の
家
で
直
会
が
男
だ
け
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
直
会
は
小
番
人
の
司
会
に
よ
っ

て
す
す
め
ら
れ
、
ユ
ニ
つ
の
み
“
”
五
つ
の
み
“
”
七
つ
の
み
“
”
ヒ
ト
ラ
オ
ー

セ
（
一
駄
負
う
せ
）
“
”
タ
テ
ノ
ミ
“
な
ど
何
種
類
も
の
杯
の
「
ま
わ
り
」
が

あ
り
、
メ
デ
タ
節
な
ど
も
加
わ
っ
て
、
非
常
に
盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
行
事
は
、
昔
石
灰
で
釜
を
作
っ
て
い
た
時
代
そ
の
釜
が
こ
わ
れ
や
す
い

こ
と
か
ら
、
釜
の
安
全
を
願
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
行
事
で
、
鉄
釜
に
な
っ
て
か

ら
も
、
”
塩
が
多
く
と
れ
る
よ
う
に
”
と
願
い
続
け
ら
れ
た
。
現
在
で
は
、
そ

の
製
塩
も
行
わ
れ
な
く
な
り
、
火
入
れ
祈
祷
の
祭
り
が
す
た
れ
て
い
く
の
は
仕

方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
残
念
で
あ
る
。

南
種
子
町
も
含
め
て
、
日
本
ま
た
は
世
界
の
伝
統
的
な
年
中
行
事
が
失
わ
れ

て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
。
盆
行
事
に
お
い

て
も
、
水
棚
作
り
、
盆
踊
り
、
石
塔
ま
つ
り
な
ど
以
前
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

慣
行
が
一
っ
ず
つ
失
わ
れ
て
い
き
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
の
盆
行
事
は
ど
う
な

る
の
か
、
民
俗
学
を
志
す
私
は
不
安
に
思
う
の
で
あ
る
。
ま
た
礼
言
い
や
タ
ノ

ミ
の
セ
ク
な
ど
、
昔
の
礼
儀
を
重
ん
じ
る
行
事
も
今
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

年
中
行
事
は
、
古
代
暦
が
日
本
に
入
っ
て
く
る
以
前
か
ら
、
固
定
的
で
は
な

四、

さ
い
ご
に
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い
に
し
ろ
存
在
し
た
も
の
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
桜
井
氏
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
よ
う
な
性
格
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
ま
た
一
年
と

い
う
時
の
流
れ
を
自
然
を
含
め
て
、
折
々
に
意
識
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
。
し
か
し
最
近
で
は
、
そ
の
伝
承
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
せ
い
か
、
一

っ
―
つ
の
年
中
行
事
の
本
来
の
意
味
を
知
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
祭
事
的
（
シ

ョ
ー
的
）
部
分
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
年
中
行
事
1
1

祭
り
（
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
）

と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

現
代
社
会
は
常
時
変
容
し
、
伝
統
的
な
も
の
に
即
応
し
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
は
確
か
だ
が
、
そ
の
現
代
社
会
に
応
じ
た
、
し
か
も
伝
統
的
要
素
も
持
つ
年

中
行
事
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
年
中
行
事
の
も

つ
本
来
の
意
味
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た
上
で
、
新
し
い
形
へ
と
変
化
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
単
に
派
手
な
だ
け
で
季
節
感
や
信
仰
色
の
全
く

な
い
年
中
行
事
は
無
意
味
で
あ
る
。

年
中
行
事
を
ど
の
よ
う
に
意
識
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
不
備
な
点
も
多
く
、
当
初
予
定
し
て
い
た
内
容
の
半
分

も
こ
な
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
深
く
反
省
し
、
次
回
の
課
題
と
し
て

と
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

さ
い
ご
に
、
今
回
の
実
習
に
お
い
て
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
方
々
に
、
紙

面
に
お
い
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
参
考
文
献
」

・
橋
浦
泰
雄
『
月
ご
と
の
祭
』
(
-
九
六
六
年
、
岩
崎
美
術
社
）

・
大
島
建
彦
編
『
年
中
行
事
』
（
昭
和
五
三
年
、
有
精
堂
）

・
下
野
敏
見
著
「
南
西
諸
島
民
俗
ー
』
(
-
九
八

0
年
、
法
政
大
学
出
版
局
）

・
『
日
本
祭
祀
研
究
集
成
第
二
巻
』
（
昭
和
五

0
年
、
名
著
出
版
）

・
遠
藤
元
男
山
中
祐
編
『
年
中
行
事
の
歴
史
学
』
（
昭
和
五
六
年
、
弘
文
堂
）

附
録伝

承
者
（
敬
称
略
）

有
留
新
内
（
下
中

有
留
チ
マ
（
下
中

寺
内
弥
六
（
下
中

寺
内
ツ
ヤ
（
下
中

大
脇
平
蔵
（
西
之

”
ト
ミ
（
西
之

岩
坪
末
也
（
西
之

”
ス
エ
（
西
之

岩
坪
睦
男
（
西
之

中
脇
ケ
イ
子
（
西
之

広
浜
タ
ネ
（
西
海

大
川
助
蔵
（
西
海

立
石
久
義
（
西
海

大
崎
鉄
次
（
茎
永

梶
原
ミ
ツ
（
茎
永

柳
田
ト
ヨ
（
茎
永

大
崎
蘇
市
（
茎
永

園
田
ソ
メ
（
茎
永

山
野
甚
八
（
平
山

長

田

実

（

平

山

旦

両

伝

（

上

中

古
市
エ
ミ
（
上
中

古
藤
ハ
ル
（
上
中

砂
坂
岩
碩
（
西
之

砂
坂
為
次
郎
（
西
之

河
野
永
源
（
西
之

”
三
枝
子
（
西
之

平平砂砂上上上 浜浜 宇宇 宇中 中上 大上本本本本崎崎里里里里
野野 坂坂野野野田田都都都之之立川立 村 村 村 村 原 原

浦浦浦町町石 石

明
治
二
三
．

大
正
一

0.

明
治
三
五
．

明
治
四

0.

明
治
三
四
）

明
治
三
六
．

明
治
四
三
．

大
正
三
．

昭
和
二

o
・

昭
和
一

o
・

明
治
三
八
．

明
治
三
六
．

明
治
四
五
．

明
治
三
五
．

明
治
三
八
．

明
治
三
七
．

明
治
四
五
．

明
治
三
五
．

明
治
四
一

．

昭
和
二
．

明
治
三
四
．

明
治
四
四
．

明
治
三
六
．

明
治
四
三
．

明
治
三
七
．

昭
和
二

o
・

昭
和
一
八
．

六
．
二

0
)

六
．
二
0
)

二
．
二

0
)

二
．
一
）

-
．

―二）

七
．
六
）

二
．
一

0
)

三
．
二

0
)

二
．
一
）

九
．
一
）

―
-
．
二
五
）

三
．
二
六
）

四
二
五
）

三
．
一
）

-
0．
五
）

―
-
．
二

0
)

二
．
一
五
）

五
．
一
）

二
．
一
九
）

四

一

）

―
-
．
二
九
）

四
．
三

0
)

五
．
二
五
）

三
．
ニ
―
)

七
．
三

0
)

八
．
二

0
)
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南種子町の民俗

神
社

‘.j 一

上

中

、,`‘
二
、
村
落
別
の
事
例

種
子
島
は
大
隅
半
島
の
南
に
位
置
す
る
細
長
い
平
坦
な
島
で
あ
る
。
日
本
書

紀
等
の
古
い
文
献
に
も
、
そ
の
名
が
出
て
く
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
本
土
と
の

交
流
が
あ
り
、
古
い
文
化
も
数
多
く
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

私
は
今
回
の
調
査
の
テ
ー
マ
と
し
て
信
仰
を
選
ん
だ
が
、
種
子
島
は
古
く
か

ら
法
華
宗
の
盛
ん
な
島
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
人
々
の
信
仰
に
何
ら
か
の
影
響

を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

ま
た
、
も
う
一
っ
興
味
深
い
も
の
と
し
て
、
ガ
ロ
ー
山
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
は
島
内
で
も
特
に
南
種
子
に
多
い
。
今
回
は
あ
ま
り
詳
し
く
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
3
か
所
ほ
ど
ガ
ロ
ー

山
を
観
察
し
、
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

ヽ

は
じ
め
に

（

三

璽

県

）

宮

川

医

療

少

年

院

職

員

園

田

成

史

（
村
落
神
・
屋
敷
神
・
屋
内
神
）

信

仰

I

①

河

内

神

社

も
と
も
と
は
極
楽
寺
と
い
う
寺
で
あ
っ
た
が
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
河
内
神
社
と

な
る
。
明
治
四
十
三
年
、
豊
受
神
社
を
合
祀
。
河
内
の
村
落
の
神
社
で
も
あ
り

上
中
校
区
の
神
社
で
も
あ
り
、
管
理
は
上
中
校
区
で
し
て
い
る
。

2

屋
内
神

カ
ミ
ダ
ナ

‘,ノー（
 ①

河
野
宗
得
さ
ん
宅

カ
ミ
ノ
ザ
の
床
の
間
の
、
向
か
っ
て
右
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
親
や
子

供
な
ど
の
う
ち
最
近
亡
く
な
っ
た
人
を
祀
っ
て
い
る
。
奥
さ
ん
と
本
人
が
、
た

ま
に
拝
む
。
そ
の
時
は
柏
手
は
打
た
な
い
。
珍
し
い
物
が
あ
っ
た
ら
そ
れ
を

供
え
る
。

②
古
市
啓
喜
さ
ん
宅

カ
ミ
ン
ザ
の
床
の
間
に
、
向
か
っ
て
左
側
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
注
連
縄

が
張
ら
れ
て
い
る
。
中
央
に
祖
先
、
そ
の
両
側
に
両
親
を
祀
っ
て
い
る
。
そ

の
上
に
は
大
麻
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
供
え
る
花
は
イ
ロ
バ
ナ
で
も
よ
い
と
さ

れ
て
い
る
。
供
え
物
を
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
奥
さ
ん
で
あ
る
。
三
日
に
一

度
く
ら
い
柏
手
を
打
っ
て
拝
む
。
タ
イ
ヤ
の
時
な
ど
は
二
礼
二
拍
の
正
式
な

拝
み
方
を
す
る
。

カ
ミ
ダ
ナ
に
関
す
る
禁
忌
と
し
て
、
隣
の
家
の
カ
ミ
ダ
ナ
と
背
中
合
せ
に

な
る
場
所
に
設
置
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
の
が
あ
る
。

②

御

札

①
河
野
宗
得
さ
ん
宅

テ
イ
ス
バ
シ
ラ
に
天
津
神
・
国
津
神
の
御
札
が
台
所
の
方
に
向
け
て
貼
ら

れ
て
い
る
。
村
落
で
毎
年
、
配
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
拝
ん
だ
り
す

る
こ
と
は
な
い
。
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②
古
市
啓
喜
さ
ん
宅

テ
イ
ス
バ
シ
ラ
の
御
札
は
河
野
さ
ん
宅
の
も
の
と
同
じ
で
台
所
の
方
に
向
け

て
貼
ら
れ
て
い
る
。
日
常
は
特
に
拝
む
こ
と
は
な
い
が
、
七

S
八
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
は
、
ト
シ
ノ
バ
ン
に
ザ
ワ
リ
（
座
割
り
）
と
い
う
注
連
縄
を
カ
ミ
ダ
ナ
の

左
か
ら
台
所
ま
で
テ
イ
ス
バ
シ
ラ
を
経
て
張
り
ス
ミ
・
ユ
ズ
リ
ハ
・
ウ
ラ
ジ
ロ

を
飾
っ
た
。

ヒ
ノ
カ
ミ
は
台
所
の
壁
に
水
神
・
火
神
の
御
札
が
貼
ら
れ
て
い
て
、
女
の
人

が
水
等
を
供
え
た
。
花
を
供
え
る
場
合
、
白
や
黄
色
の
花
は
よ
い
が
、
赤
い
花

は
火
と
争
う
た
め
供
え
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
御
札
は
毎
年
、
公
民
館
長
の
と
こ
ろ
で
配
布
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ガ
ロ
ー
ヤ
マ

村
落
の
は
ず
れ
の
道
路
脇
の
人
家
の
北
西
に
上
中
の
山
崎
の
尾
辻
さ
ん
と
い

う
人
が
管
理
し
て
い
る
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
が
あ
り
、
管
理
者
以
外
は
寄
り
付
か
な
い
。

今
で
も
タ
タ
ル
と
い
わ
れ
、
お
じ
さ
ん
が
木
を
切
っ
た
た
め
目
が
見
え
な
く
な

っ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。
木
の
根
本
に
自
然
石
が
祀
ら
れ
て
い
て
、
果

物
や
塩
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
河
野
さ
ん
に
よ
る
と
昔
は
神
社
の
近
く
に
も
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
が
あ
り
、
恐

い
よ
う
な
気
が
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

1

神
社

①

上

里

神

社

ウ
ジ
ガ
ミ
サ
マ
と
か
ミ
ヤ
と
か
ヒ
ゼ
ン
神
社
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
村
落
の
神

社
、
昔
は
堀
が
あ
っ
た
。
戦
に
負
け
て
逃
げ
て
来
た
人
が
城
を
構
え
た
跡
で
あ

る
、
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
春
祭
り
と
霜
月
の
十
五
日
に
お
参
り
に
行
く
。

2

屋
内
神

・
カ
ミ
ダ
ナ

‘ーー（
 ①

羽
生
千
代
松
さ
ん
宅

現
在
千
代
松
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
建
物
は
イ
ン
キ
ョ
ヤ
で
あ
る
。
カ
ミ
ダ

ナ
の
中
の
も
の
は
奥
さ
ん
の
死
後
全
て
本
宅
に
移
し
て
い
る
。

こ
れ
は
カ
ミ
ダ
ナ
で
は
な
い
が
、
羽
生
さ
ん
の
家
に
は
巻
物
を
く
わ
え
た

キ
ツ
ネ
の
焼
物
が
あ
り
、
こ
れ
が
大
事
に
さ
れ
て
い
て
、
現
在
は
本
宅
の
床

の
間
に
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
千
代
松
さ
ん
は
毎
朝
拝
み
に
行
く
そ
う
で
あ
る
。

②

御

札

①
羽
生
千
代
松
さ
ん
宅

テ
イ
ス
バ
シ
ラ
に
天
津
神
・
国
津
神
の
御
札
が
玄
関
の
方
に
向
か
っ
て
貼

ら
れ
て
い
る
。
台
所
に
は
火
の
神
と
し
て
奥
津
比
古
神
・
火
産
霊
神
・
奥
津

比
女
神
の
御
札
が
テ
イ
ス
バ
シ
ラ
の
御
札
と
同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
貼
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
札
は
毎
年
貼
り
替
え
ら
れ
る
。
火
の
神
に
は
サ
カ
キ
と

ツ
バ
キ
が
供
え
ら
れ
て
い
て
、
毎
朝
水
を
や
っ
て
家
内
安
全
と
火
事
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
を
祈
る
。
テ
イ
ス
バ
シ
ラ
の
御
札
は
特
に
拝
む

こ
と
は
な
い
。

③
バ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン

こ
れ
は
上
里
の
も
の
で
は
な
い
が
、
昔
千
代
松
さ
ん
が
元
気
な
頃
、
上
中

に
行
く
道
の
途
中
に
バ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン
が
あ
り
、
千
代
松
さ
ん
は
そ
こ
を
通

る
時
は
い
つ
も
そ
れ
を
拝
ん
だ
。
そ
し
て
オ
カ
ミ
サ
ン
に
千
代
松
さ
ん
に
は

バ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン
が
障
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
悪
い
も
の
で
は
な
く
、
自
分

を
頼
り
に
し
ろ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
。
千
代
松
さ
ん
は
そ
の
た
め
病
気
を
あ
ま
り
し
な
い
そ
う
だ
。
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カ
ミ
ノ
ザ
の
床
の
間
の
右
に
設
置
さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
人
や
先
祖
を
祀
っ

て
い
る
。
お
茶
と
水
は
毎
朝
供
え
る
。
新
し
く
御
飯
を
炊
い
た
時
は
自
分
が

食
べ
る
前
に
先
に
カ
ミ
ダ
ナ
に
供
え
る
。
珍
し
い
も
の
も
カ
ミ
ダ
ナ
に
供
え

る
。
お
盆
に
は
果
物
・

煮
物
も
供
え
、
一
日
に
三
回
も
四
回
も
拝
む
そ
う
で

あ
る
。
普
段
は
様
々
な
花
を
、
彼
岸
に
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
お
盆
に
は
サ
カ
キ

2

屋
内
神

①
カ
ミ
ダ
ナ

①
篠
山
ミ
エ
さ
ん
宅

1

神
社

①
下
中
八
幡
神
社

下
中
全
体
の
神
社
で
、
祭
神
は
応
神
天
皇
と
天
照
大
神
。
大
祭
が
二
月
十
五

日
、
六
月
十
五
日
、
九
月
十
五
日
、
十
二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
。
戦
の
神
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

②

花

峰

神

社

花
峰
小
学
校
の
裏
に
あ
る
。
も
と
も
と
は
山
神
の
神
社
で
あ
っ
た
が
、
里
に

は
神
社
が
無
か
っ
た
た
め
現
在
は
里
と
山
神
の
神
社
に
な
っ
て
い
る
。
昔
山
神

に
い
た
山
神
ド
ン
と
い
う
人
の
幕
で
、
七
月
に
草
払
い
を
し
た
後
、
男
の
長
老

が
紋
付
き
袴
を
着
て
的
を
射
る
行
事
が
あ
る
。
ク
ボ
ノ
ミ
ヤ
サ
マ
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
。

③
ウ
ジ
ガ
ミ

真
所
に
も
小
さ
な
神
社
が
あ
り
、
こ
れ
は
真
所
の
村
落
の
神
に
な
っ
て
い
る
。

境
内
に
三
つ
の
石
塔
が
あ
り
法
華
宗
の
題
目
と
全
修
院
日
生
大
徳
と
い
う
師
匠

の
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

、̀＇‘-三

下

中

（
 

を
供
え
る
。
拝
む
時
は
柏
手
を
打
つ
。

篠
山
さ
ん
宅
に
は
こ
の
他
に
ミ
エ
さ
ん
の
部
屋
に
遠
藤
家
の
祖
先
の
カ
ミ

ダ
ナ
も
あ
る
。
ミ
エ
さ
ん
は
も
と
も
と
遠
藤
家
か
ら
篠
山
家
に
嫁
に
来
た
の

だ
が
、
遠
藤
家
で
祀
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
カ
ミ
ダ
ナ
を
こ
ち
ら
に

持
っ
て
き
た
そ
う
で
、
篠
山
家
の
カ
ミ
ダ
ナ
と
同
じ
よ
う
に
公
平
に
祀
っ
て

い
る
そ
う
だ
。

②
寺
内
弥
六
さ
ん
宅

昔
は
カ
ミ
ダ
ナ
と
呼
ん
で
い
た
が
、
現
在
は
プ
ツ
ダ
ン
と
呼
ん
で
い
る
。
床

の
間
と
同
じ
向
き
で
は
な
く
直
角
に
な
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
調
査
の
中
で
こ
の
家
だ
け
が
市
販
さ
れ
て
い
る
仏
壇
を
使
用
し
て
い
た
。

②

御

札

①
篠
山
ミ
エ
さ
ん
宅

山
神
で
も
正
月
一
日
に
カ
イ
タ
ク
（
公
民
館
）
で
御
札
が
配
ら
れ
、
お
祓

い
を
受
け
悪
い
神
や
悪
い
カ
ゼ
を
防
ぐ
。
御
札
は
テ
イ
ス
バ
シ
ラ
と
台
所
に

貼
る
。
テ
イ
ス
バ
シ
ラ
に
は
正
月
は
注
連
縄
を
巻
い
て
、
花
餅
・
ユ
ズ
リ
ハ

を
供
え
る
。

②
寺
内
弥
六
さ
ん
宅

テ
イ
ス
バ
シ
ラ
に
天
津
神
・
国
津
神
の
御
札
と
家
運
長
久
守
護
仮
の
御
札

が
貼
ら
れ
て
い
る
。
台
所
に
は
火
の
神
と
し
て
奥
津
比
古
神
・
火
産
霊
神
・
奥

津
比
女
神
の
御
札
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
奥
さ
ん
が
供
え
物
を
し
て
火

事
に
な
ら
な
い
よ
う
に
拝
む
。
プ
ツ
ダ
ン
の
上
と
玄
関
の
戸
の
上
に
は
法
華

宗
の
御
札
が
貼
っ
て
あ
る
。

③

水

神

①
篠
山
ミ
エ
さ
ん
宅

篠
山
さ
ん
の
家
に
は
井
戸
が
あ
る
が
、
正
月
は
家
族
み
ん
な
で
シ
ュ
エ
ー

や
御
神
酒
を
供
え
る
。
水
神
は
祟
る
の
で
恐
い
そ
う
だ
。
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⑩

西

之
②
寺
内
弥
六
さ
ん
宅

昔
、
奥
さ
ん
が
井
戸
端
で
洗
潅
を
し
て
い
る
と
、
三
オ
に
な
る
子
が
小
便

を
し
た
ら
し
く
急
に
注
ぎ
始
め
た
。
そ
の
後
足
腰
が
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
本
善
寺
の
師
匠
に
祈
祷
し
て
も
ら
う
と
治
っ
た
。
こ
れ
は
水
神
の
ト
ガ

メ
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

1

神
社

①
砂
坂
塩
釜
神
社

上
下
塩
屋
神
と
貝
先
祖
神
の
三
社
を
昭
和
五
十
一
年
に
合
祀
遥
座
し
た
も
の

で
も
と
は
製
塩
業
者
の
神
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
砂
坂
の
村
落
の
氏
神
と
な
っ

て
い
て
天
照
皇
大
神
を
祀
っ
て
い
る
。

②
エ
ビ
ス

砂
坂
神
社
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
。
海
の
方
に
向
か
っ
て
建
っ
て
い
る
。
漁
業

の
人
々
の
神
で
あ
る
。

2

屋
内
神

カ
ミ
ダ
ナ

）
 

ー（
 ①

砂
坂
福
丸
さ
ん
宅

玄
関
か
ら
入
っ
て
左
側
の
部
屋
に
奥
の
方
に
向
か
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

奥
さ
ん
が
毎
日
朝
晩
拝
む
が
、
福
丸
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
手
を
合
わ
せ
る
こ
と

も
な
い
。

②

御

札

テ
イ
ス
バ
シ
ラ
に
は
天
津
神
・
国
津
神
の
御
札
が
台
所
の
方
に
向
か
っ
て
貼

ら
れ
て
い
る
。
台
所
に
は
火
の
神
と
し
て
奥
津
比
古
神
・
火
産
霊
神
・
奥
津
比

女
神
の
御
札
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
玄
関
脇
に
も
法
華
宗
の
御
札
が
二
枚
貼
ら
れ

て
い
る
。

③

ガ

ロ

ー

山

昔
●
老
松
の
根
本
に
鎌
倉
か
ら
製
塩
技
師
と
し
て
連
れ
て
来
た
貝
氏
の
死
体

を
埋
め
た
。
そ
こ
が
ガ
ロ
ー
山
で
あ
り
、
立
ち
入
る
こ
と
を
忌
む
そ
う
だ
。

1

神
社

①

滝

口

神

社

祭
神
は
滝
口
大
明
神
。
こ
の
地
は
も
と
も
と
石
塔
と
呼
ば
れ
最
初
に
こ
の
地

に
住
み
着
い
た
祖
先
の
墓
と
い
わ
れ
、
村
の
守
り
神
の
聖
地
と
し
て
祀
ら
れ
て

き
た
。
明
治
維
新
前
に
は
小
平
山
十
六
門
の
百
姓
の
田
の
神
と
し
て
祭
っ
て
い

た
が
明
治
十
四
年
村
全
員
の
神
と
し
て
祀
る
こ
と
に
な
り
神
社
を
建
て
か
え
た
。

2

屋
内
神

カ
ミ
ダ
ナ

'ヽ‘
,
ー（
 ①

久
保
田
孝
男
さ
ん
宅

玄
関
か
ら
入
っ
て
左
側
の
部
屋
の
床
の
間
の
向
か
っ
て
右
側
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
先
祖
を
祀
っ
て
い
る
。
菊
の
花
・
サ
カ
キ
•
お
茶
等
を
供
え
て
い

る。）
 

2

バ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン

（
 ①

久
保
田
孝
男
さ
ん
宅

久
保
田
さ
ん
宅
で
は
床
の
間
の
左
側
に
バ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン
を
祀
っ
て
い
る
。

神
体
は
石
だ
そ
う
だ
。
こ
れ
は
牛
の
神
様
で
、
馬
の
神
様
は
隣
の
家
で
祀
ら

れ
て
い
る
。
四

O
S五
0
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
近
所
で
牛
の
お
産
が
あ
る
と

、̀'’’五

島

間

（
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3
 き

は
、
そ
の
家
の
人
が
御
神
酒
を
持
っ
て
お
参
り
に
き
た
。
現
在
は
奥
さ
ん

が
お
茶
な
ど
を
供
え
て
毎
朝
拝
む
が
、
奥
さ
ん
が
四
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
は

拝
ま
せ
な
か
っ
た
。
理
由
は
月
経
が
あ
り
汚
れ
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
あ
る
。

③

御

札

①
久
保
田
孝
男
さ
ん
宅

毎
年
神
主
が
二
枚
の
御
札
を
持
っ
て
来
る
。
テ
イ
シ
ュ
バ
シ
ラ
と
台
所
に

貼
る
が
、
毎
年
一
月
三
日
に
貼
り
替
え
、
古
い
も
の
は
お
祓
い
を
し
て
焼
く
。

毎
朝
拝
む
が
、
若
い
人
は
拝
ま
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
。

パ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン

長
谷
に
通
じ
る
道
路
脇
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
管
理
者
は
久
保
田
孝
男
さ
ん
。
昔
、

牛
を
放
牧
し
て
い
た
所
で
、
盆
・
正
月
・
節
句
に
は
久
保
田
さ
ん
宅
と
、
も
う

一
軒
（
馬
の
神
を
祀
っ
て
い
る
家
）
の
人
が
掃
除
を
し
て
供
え
物
を
す
る
。
こ

こ
の
前
を
馬
に
乗
っ
て
通
る
時
は
足
を
ア
プ
ミ
か
ら
外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
か
月
経
中
の
女
は
通
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
禁
忌
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
村
落
の
人
々
は
こ
こ
に
拝
み
に
来
る
こ
と
は
な
い
が
、

に
も
バ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
を
拝
む
。

ガ
ロ
ー
ヤ
マ

滝
口
神
社

ガ
ロ
ー
ヤ
マ
と
は
言
っ
て
い
な
い
が
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
に
似
た
話
を
聞
け
た
の
で

記
し
て
お
く
。

小
山
ス
ミ
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
五

S
六
年
前
、
稲
子
泊
の
浜
の
橋
の
そ
ば

の
山
に
、
あ
る
女
の
人
が
薪
を
拾
い
に
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
夕
方
に
な
っ
て
も

帰
宅
し
な
い
た
め
夫
が
探
す
と
瀬
の
大
き
な
岩
の
上
に
ぼ
ん
や
り
と
座
っ
て
い

た
。
夫
が
問
い
た
だ
し
て
も
何
故
そ
こ
に
座
っ
て
い
た
か
憶
え
が
な
く
、
た
だ

山
で
ワ
ァ
ー
ン
と
大
き
な
音
が
し
た
こ
と
だ
け
記
憶
し
て
い
た
。
そ
の
女
の
人

3

屋
内
神

1

神
社

①
平
山
豊
受
神
社

も
と
は
善
福
寺
と
い
う
寺
だ
っ
た
が
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
神
社
が
建
て
ら
れ

た
。
平
山
校
区
全
体
の
神
社
で
あ
る
。

2

寺
①

善

福

寺

廃
仏
毀
釈
後
、
西
之
町
の
善
福
寺
か
ら
広
田
に
師
匠
を
連
れ
て
来
て
か
く
ま

っ
て
い
た
。
そ
し
て
宗
教
が
自
由
に
な
っ
た
後
も
広
田
の
人
々
が
帰
し
た
が
ら

な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
に
寺
を
造
っ
た
。
現
在
住
職
は
山
田
妙
信
さ
ん
で
あ
る
。

広
田
の
主
な
法
華
宗
の
行
事
と
し
て
は
初
ギ
ト
ウ
や
石
塔
祭
が
あ
る
が
、
善
福

寺
で
行
う
の
は
初
ギ
ト
ウ
で
あ
る
。
明
治
八
年
の
一
月
四
日
そ
れ
ま
で
埋
め
て

隠
さ
れ
て
い
た
日
蓮
の
像
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
そ
れ
を
祝
っ
て
毎
年
一
月
四
日

は
広
田
の
人
が
集
っ
て
雑
煮
を
作
っ
て
食
べ
る
。

入
っ
て
左
側
に
御
宝
前
と
い
う
祭
壇
が
設
け
て
あ
り
日
蓮
上
人
が
祀
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
右
に
は
善
福
寺
の
代
々
の
位
牌
、
左
に
は
住
職
の
家
庭
の
位
牌
が

祀
ら
れ
て
い
る
。

、̀‘、六

平

山

（
 

は
そ
の
後
病
気
に
な
っ
て
入
院
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。

こ
の
こ
と
を
稲
子
泊
で
畑
仕
事
を
し
て
い
た
女
の
人
に
聞
い
て
み
た
が
、
そ

の
人
は
そ
の
話
は
知
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
そ
こ
は
国
有
林
だ
か
ら
入
っ
て
は
い

け
な
い
と
い
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
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カ
ミ
ダ
ナ

‘,'’
 

ー（
 ①

飼
田
義
一
郎
さ
ん
宅

カ
ミ
ザ
の
床
の
間
の
左
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
次
男
家
で
あ
る
た
め
親
の

位
牌
は
祀
る
が
、
そ
れ
以
前
の
祖
先
の
位
牌
は
長
男
家
で
祀
ら
れ
る
。
牛
玉

根
本
山
賓
印
の
御
札
と
豊
受
神
社
の
御
札
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

②
向
井
二
生
さ
ん
宅

カ
ミ
ザ
と
ヨ
コ
ザ
の
間
の
壁
に
縁
側
の
方
に
向
か
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

家
族
の
誰
も
が
朝
拝
む
。
子
供
の
土
産
な
ど
珍
し
い
も
の
は
一
度
カ
ミ
ダ
ナ

に
供
え
て
か
ら
食
べ
る
。

③
向
井
喜
之
夫
さ
ん
宅

カ
ミ
ン
ザ
に
二
つ
の
カ
ミ
ダ
ナ
が
あ
る
。
床
の
右
の
カ
ミ
ダ
ナ
は
喜
之
夫

さ
ん
が
お
伊
勢
参
り
を
し
た
あ
と
に
作
っ
た
も
の
で
天
照
皇
大
神
宮
の
御
札

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
コ
ザ
と
の
間
の
壁
に
設
置
さ
れ
て
い
る
カ
ミ
ダ
ナ
は

も
と
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
、
先
祖
の
位
牌
・
豊
受
神
社
の
御
札
・
エ
ビ
ス
と

大
黒
の
絵
等
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

④
佐
藤
｀
ソ
ナ
さ
ん
宅

床
の
横
に
設
罷
さ
れ
て
い
る
。
誰
が
祀
る
か
は
特
に
決
ま
っ
て
は
い
な
い

が
、
供
え
物
は
朝
供
え
る
。
新
し
い
仏
に
は
一
日
三
回
、
ま
た
信
心
深
い
人

は
朝
晩
供
え
物
を
す
る
と
い
う
。

⑤
徳
永
実
さ
ん
宅

カ
ミ
ザ
の
床
の
間
の
右
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
先
祖
を
祀
っ
て
い
る
。
家

族
の
誰
で
も
拝
む
。
朝
だ
け
お
茶
と
御
飯
を
供
え
る
。

②

御

札

①
鮪
田
義
＿
郎
さ
ん
宅

テ
イ
ス
バ
シ
ラ
に
は
何
も
貼
っ
て
い
な
い
。
台
所
に
は
火
不
能
焼
・
水
不

能
漂
の
御
札
が
貼
っ
て
あ
る
。
カ
ミ
ダ
ナ
の
横
に
は
勧
請
普
賢
三
賓
大
荒
神

，
 

（
こ
れ
も
火
の
神
）
と
も
う
一
枚
法
華
宗
の
御
札
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
火
の
神

は
主
婦
が
祀
る
そ
う
だ
。

鮪
田
さ
ん
宅
は
法
華
宗
を
厚
く
信
仰
し
て
い
る
そ
う
で
、
神
社
か
ら
配
ら

れ
る
二
枚
の
御
札
は
貼
ら
ず
に
カ
ミ
ダ
ナ
に
置
い
て
あ
る
。
ま
た
神
社
の
行

事
も
み
ん
な
が
参
加
す
る
も
の
に
は
参
加
す
る
が
、
そ
れ
以
外
に
お
参
り
に

行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
そ
う
で
あ
る
。

②
向
井
二
生
さ
ん
宅

テ
イ
シ
ュ
バ
シ
ラ
に
は
天
津
神
・
国
津
神
の
御
札
が
台
所
の
方
に
向
か
っ

て
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
供
え
物
を
し
た
り
、
拝
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
な

、。
し

台
所
に
は
奥
津
比
古
神
・
奥
津
比
女
神
・
火
産
霊
神
の
御
札
が
貼
ら
れ
奥

さ
ん
が
サ
カ
キ
を
供
え
て
拝
ん
で
い
る
。

③
向
井
喜
之
夫
さ
ん
宅

向
井
二
生
さ
ん
宅
と
同
じ
御
札
を
テ
イ
シ
ュ
バ
シ
ラ
と
台
所
に
貼
っ
て
い

る
が
、
テ
イ
シ
ュ
バ
シ
ラ
に
は
シ
ダ
と
サ
カ
キ
、
火
の
神
に
は
サ
カ
キ
と
水

と
古
銭
が
供
え
て
あ
る
。

④
広
田
実
さ
ん
宅

テ
イ
シ
ュ
バ
シ
ラ
に
は
天
津
神
・
国
津
神
の
御
札
が
台
所
の
方
に
向
か
っ

て
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
供
え
物
を
し
た
り
、
拝
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
な

い
。
家
内
安
全
を
願
っ
て
貼
ら
れ
て
い
る
。
台
所
に
は
奥
津
比
古
神
・
火
産

霊
神
・
奥
津
比
女
神
の
御
札
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

4

水
神

①
向
井
里
の
水
神

向
井
里
十
三
戸
が
昔
、
産
湯
か
ら
死
に
水
ま
で
世
話
に
な
っ
た
井
戸
の
跡
に

石
碑
を
建
て
て
祀
っ
て
い
る
。
特
に
祭
は
な
い
が
、
年
に
二
回
ぐ
ら
い
掃
除
を
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ま
た
祟
っ
た
り
す
る
と

す
る
。
昔
、
向
井
ト
キ
オ
と
い
う
人
が
石
亀
を
捕
っ
て
来
て
井
川
に
投
げ
込
ん

で
お
い
た
ら
熱
が
出
た
が
翌
日
、
そ
の
亀
の
死
体
を
お
祓
い
し
た
ら
治
っ
た
、
と

い
う
話
が
伝
っ
て
い
る
。

②
広
田
の
水
神

広
田
川
の
橋
の
た
も
と
か
ら
少
し
入
っ
た
田
の
脇
に
豊
受
水
神
が
祀
ら
れ
て

い
る
。
約
五
十
セ
ン
チ
四
方
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
台
に
幅
二
十
ニ
セ
ン
チ
、
高

さ
五
十
セ
ン
チ
程
の
石
が
建
て
ら
れ
表
に
「
豊
受
水
神
」
、
裏
に
「
平
山
地
区
公

民
館
建
立
」
と
彫
っ
て
あ
る
。

徳
永
実
さ
ん
に
よ
れ
ば
水
神
は
火
の
神
よ
り
強
く
、

、．つ。＇ 
5

ガ
ロ
ー
山

①
中
畠
助
十
ガ
ロ
ー

西
之
町
の
中
畠
泉
さ
ん
宅
の
イ
ン
キ
ョ
ヤ
を
過
ぎ
、
よ
く
整
え
ら
れ
た
道
を

数
十
メ
ー
ト
ル
行
っ
た
所
に
あ
り
、
家
か
ら
北
東
の
方
向
に
あ
る
。
祭
場
の
敷

地
は
底
辺
二
．
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
．
六
メ
ー
ト
ル
程
の
三
角
形
に
な
っ
て
い
て
、

そ
の
頂
点
に
あ
る
椎
の
木
の
根
本
に
幅
二
十
七
セ
ン
チ
、
高
さ
五
十
七
セ
ン
チ

程
の
自
然
石
が
あ
り
、
そ
の
周
り
に
は
総
出
し
て
い
る
だ
け
で
も
百
二
十
個
を

超
え
る
ガ
ル
石
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
る
。

②
向
井
里
の
ガ
ロ
ー
ヤ
マ

石
の
小
祠
が
建
て
て
あ
り
、
そ
の
両
側
に
イ
ヌ
マ
キ
の
木
が
植
え
て
い
る
。
向

井
里
十
三
戸
で
祀
っ
て
い
て
、
ウ
ジ
ガ
ミ
サ
マ
と
も
言
う
。

ト
シ
ノ
バ
ン
に
各
戸
主
や
跡
継
ぎ
が
来
て
、
杯
、
餅
、
ユ
ズ
リ
ハ
を
供
え
一

年
の
感
謝
を
し
、
翌
年
の
お
願
い
を
す
る
。
最
近
で
は
六
月
燈
も
行
う
。

一
年
交
替
で
係
を
決
め
、
そ
の
人
が
掃
除
を
し
た
り
す
る
。
そ
れ
以
外
の
人

は
あ
ま
り
来
な
い
。
特
に
女
性
は
立
ち
入
ら
な
い
。

③
岩
下
ガ
ロ
ー

徳
瀬
の
道
路
脇
に
あ
る
。
タ
プ
の
木
の
根
本
に
灯
籠
の
頭
の
部
分
が
置
い
て

あ
り
、
周
囲
に
ガ
ル
石
が
敷
き
つ
め
ら
れ
、
焼
酎
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
岩
下

さ
ん
に
会
え
な
か
っ
た
た
め
詳
し
い
話
は
聞
け
な
か
っ
た
。
一
年
程
前
に
見
た

時
は
林
の
中
だ
っ
た
が
、
現
在
は
周
り
の
木
が
切
ら
れ
、
道
路
か
ら
丸
見
え
の

状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

④
そ
の
他
の
ガ
ロ
ー
ヤ
マ

徳
永
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
広
田
に
は
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
は
無
い
が
、
昔
は
あ

っ
た
そ
う
で
、
大
き
な
サ
ン
タ
プ
の
木
が
あ
っ
て
、
徳
永
さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん

の
頃
ま
で
祀
ら
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
今
で
も
近
く
に
行
く
と
気
持
ち
が
悪
い
と

．つ，
 

三
、
考
察

神
社

今
回
、
私
が
調
査
し
た
神
社
は
大
字
（
校
区
）
の
神
社
と
小
字
（
村
落
）
の

神
社
に
大
き
く
別
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
山
豊
受
神
社
・
河
内
神
社
が
前
者

に
あ
た
る
。
こ
の
二
つ
の
神
社
の
共
通
点
と
し
て
、
も
と
も
と
寺
院
で
あ
っ
た

も
の
が
、
廃
仏
毀
釈
後
、
神
社
と
な
り
校
区
全
体
の
神
社
と
な
っ
た
点
が
挙
げ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
調
査
で
の
私
の
感
想
で
は
こ
の
二
つ
の
神
社
は
住
民

に
深
く
信
仰
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
日
常
生
活
と
は
あ
ま
り
密
着
し
て
い
な
い

よ
う
な
気
が
す
る
。

例
え
ば
平
山
の
あ
る
家
を
見
て
み
る
と
、
御
主
人
自
身
は
神
社
に
行
く
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。
神
社
に
関
す
る
行
事
で
校
区
の
全
員
が
参
加
す
る
も
の

に
は
参
加
す
る
が
、
そ
れ
以
外
で
神
社
に
行
く
こ
と
は
な
い
。
初
詣
も
寺
に
行
く

し
、
子
供
も
平
山
豊
受
神
社
で
は
な
く
熊
野
の
神
社
に
行
く
と
い
う
。
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」 仰 （村落神・屋敷神・屋内神）

こ
の
事
例
か
ら
考
え
る
と
、
平
山
豊
受
神
社
の
よ
う
に
政
治
的
な
力
に
よ
っ

て
造
ら
れ
た
神
社
と
い
う
も
の
の
機
能
と
数
百
年
来
あ
る
寺
の
機
能
と
は
、
若

干
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
も
う
―
つ
の
小
字
の
神
社
の
方
は
、
花
峰
神
社
・
滝
口
神

社
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
が
、
大
字
の
神
社
に
比
べ
て
、
住
民
に
す
ん
な
り
と

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
ミ
ヤ
と
か
ウ
ジ
ガ
ミ
サ
マ
と
か
の
親
し
み
を

込
め
た
呼
称
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

屋
内
神

ま
ず
カ
ミ
ダ
ナ
に
関
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
今
回
の
調
査
で
は
一

軒
だ
け
プ
ツ
ダ
ン
と
呼
ん
で
い
た
が
、
そ
の
他
は
カ
ミ
ダ
ナ
と
言
っ
て
い
た
。

本
土
と
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
本
土
で
は
神
棚
と
仏
壇
が
分
離
し
、
神
棚

に
は
神
様
を
、
仏
壇
に
は
先
祖
を
祀
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
南
種
子
の
カ
ミ
ダ

ナ
は
先
祖
を
祀
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
神
社
の
御
札
が
あ
っ
た
り
す
る
。
神
道

の
家
で
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
法
華
宗
の
家
で
も
そ
う
な
っ
て

い
た
。
つ
ま
り
神
仏
混
交
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の
が
法
華
宗
の
影
響
で
あ
る
。
山
田
妙
信
さ
ん
の
話

で
は
、
法
華
宗
の
題
目
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
に
は
「
南
無
」
…
…
「
お
任
せ

し
ま
す
」
、
「
法
蓮
華
経
」
…
…
「
全
宇
宙
の
全
て
の
神
様
」
と
い
う
意
味
が
あ

る
そ
う
だ
。
あ
る
―
つ
の
神
や
仏
で
は
な
く
全
て
の
神
仏
を
信
仰
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
祖
霊
と
天
照
皇
大
神
等
を
い
っ
し
ょ
に
拝
ん
だ
と
し
て
も
よ
い
わ
け

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
御
札
に
つ
い
て
も
納
得
が
い
く
。
法
華
宗
の
信
者
が

神
社
の
御
札
を
貼
っ
て
も
何
ら
問
題
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

テ
イ
シ
ュ
バ
シ
ラ
の
御
札
は
家
内
安
全
を
、
台
所
の
御
札
は
火
難
除
け
の
役

割
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
ど
の
家
で
も
共
通
し
て
い
た
。
ま
た
台
所
の
御
札
は

2
 

4
 

供
え
物
を
し
た
り
拝
ん
だ
り
す
る
の
に
対
し
て
テ
イ
シ
ュ
バ
シ
ラ
の
御
札
は
特

に
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
の
も
共
通
し
て
い
る
。

ガ
ロ
ー
ヤ
マ

ガ
ロ
ー
ヤ
マ
は
少
し
ず
つ
消
え
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
様
々
な
タ

イ
プ
が
残
っ
て
い
る
。

ガ
ロ
ー
ヤ
マ
と
し
て
住
民
に
は
っ
き
り
意
識
さ
れ
て
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、

そ
う
で
は
な
い
が
「
あ
そ
こ
は
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
ら
し
い
」
と
思
わ
れ
て
も
、
は
っ

き
り
と
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
畠
中
助
十
ガ
ロ
ー
や
向
井
里
の
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
、
河

内
の
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
な
ど
は
前
者
の
例
で
あ
る
が
、
小
平
山
の
稲
子
泊
で
の
話
は

後
者
の
例
だ
ろ
う
。

前
者
の
も
の
は
更
に
幾
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
―
つ
は
樹
木
あ
る
い
は
森
林
に
対
す
る
信
仰
、
も
う
―
つ
は
氏
神
と
し
て

の
信
仰
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
考
え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
今

回
は
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
の
管
理
者
に
話
を
聞
く
機
会
が
一
度
し
か
無
か
っ
た
の
で
今

の
と
こ
ろ
は
そ
れ
だ
け
を
挙
げ
る
。

ま
た
管
理
者
以
外
の
者
の
視
点
か
ら
見
る
と
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
に
は
防
風
林
と
し

て
の
機
能
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
「
タ
タ
ル
」
と
い
う
伝

承
に
よ
っ
て
樹
木
を
み
だ
り
に
切
っ
た
り
す
る
こ
と
を
戒
め
大
事
に
し
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

石
に
対
す
る
信
仰

今
回
の
調
査
で
気
付
い
た
こ
と
の
―
つ
に
信
仰
の
場
に
し
ば
し
ば
石
が
登
場

す
る
こ
と
で
あ
る
。
幕
・
ガ
ロ
ー
山
・
神
社
・
カ
ミ
ダ
ナ
・
バ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン

等
あ
ら
ゆ
る
信
仰
の
場
に
自
然
石
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど

が
表
面
は
つ
る
つ
る
し
て
い
て
全
体
に
丸
み
を
帯
び
た
も
の
が
置
か
れ
て
い
る
。

3
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ど
の
よ
う
な
経
過
で
そ
の
よ
う
な
石
を
持
っ
て
来
て
置
い
て
い
る
の
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
そ
の
使
わ
れ
方
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
―
つ
は

信
仰
の
場
に
お
い
て
装
飾
的
な
感
じ
で
周
り
に
並
べ
ら
れ
た
り
積
ま
れ
た
り
し

て
い
る
も
の
で
、
ガ
ル
石
と
同
じ
よ
う
な
使
わ
れ
方
で
あ
る
。

も
う
―
つ
は
石
自
体
が
神
体
あ
る
い
は
神
の
依
代
の
よ
う
に
祀
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
要
素
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
理
由
で
自
然
石
が
信
仰
の
対
象
に
な
る
の
か
と
い
う

こ
と
は
今
回
の
調
査
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
興
味
深

い
も
の
で
あ
る
。

5

そ
の
他
の
信
仰

①

水

神

今
回
の
調
査
で
は
事
例
は
少
な
い
が
、
共
通
点
と
し
て
は
、
強
い
神
で
あ
り
、

祟
る
こ
と
さ
え
あ
る
、
と
い
う
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
種
子
島
以
外

に
も
事
例
が
あ
り
、
桜
島
で
も
同
様
の
話
が
聞
け
た
。

②
バ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン

今
回
の
調
査
で
は
小
平
山
の
一
列
だ
け
だ
っ
た
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
の

は
、
そ
れ
が
一
か
所
で
は
な
く
、
牧
の
あ
っ
た
場
所
、
滝
口
神
社
、
管
理
者
の

家
の
四
か
所
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
よ
っ
て
拝
む
人
が
異
な

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

も
と
も
と
は
牛
馬
の
神
で
あ
る
の
に
、
滝
口
神
社
・
管
理
者
の
家
の
も
の
は
、

守
殿
神
的
な
も
の
に
変
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。

牧
の
あ
っ
た
場
所
に
あ
る
バ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン
は
、
そ
の
形
態
は
ガ
ロ
ー
ヤ
マ

に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。

こ
の
バ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン
の
事
例
と
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
れ

ば
、
原
始
的
な
宗
教
か
ら
現
在
の
よ
う
な
宗
教
へ
の
変
遷
の
過
程
を
考
え
る
場

砂
坂
福
丸
さ
ん
西
之

昭
和
ニ
・
九
・
ニ

0

合
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
調
査
は
た
っ
た
の
一
週
間
で
南
種
子
を
大
急
ぎ
で
回
っ
た
た
め
、
南

種
子
の
信
仰
の
お
お
ま
か
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
つ
か
ん
だ
だ
け
に
終
っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
だ
。
あ
え
て
南
種
子
の
信
仰
の
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
、
法
華
宗
が
強

力
に
根
付
い
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
祖
先
の
祭
祀
や
そ
の
他
日
常
の
信
仰
に
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
と
、
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
等
、
古
い
信
仰
の
形
態
が
残
っ
て
い

て
、
そ
れ
が
日
常
の
生
活
に
異
和
感
も
な
く
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と
の
二
点
を

挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
私
の
準
備
の
不
足
や
手
際
の
悪
さ
の
た
め
突
っ
込
ん
だ
こ
と
が
あ
ま

り
聞
け
ず
残
念
で
あ
る
。
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
等
は
少
し
ず
つ
そ
の
姿
を
変
え
た
り
消

し
た
り
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、
信
仰
・
宗
教
の
発
生
•
発
展
を
考
え
る
上
で

非
常
に
貴
重
な
も
の
だ
と
思
う
。
是
非
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
残
し
て
い
っ
て
欲

し
い
も
の
だ
。

最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
私
達
の
調
査
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
役
場
の
皆
様
と
、
農
繁
期
の
忙
し
さ
に
も
関
ら
ず
、
快

く
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
伝
承
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

〔
付
伝
承
者
〕

羽
生
千
代
松
さ
ん
茎
永
上
里

明
治
三
九
•
四
・
五
神
社
・
屋
内
神
等

四、

最
後
に

砂
坂

マ
キ
・
神
社
等
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―-＝ロ↓ 仰 （村落神・屋敷神・屋内神）

徳
永
道
子
さ
ん

平

山

広

田

徳

永

実

さ

ん

平

山

広

田

大
正
―
ニ
・
八
•
四
屋
内
神
・
ガ
ロ
ー
ヤ
マ

山

田

妙

信

さ

ん

平

山

広

田

昭
和
五
・
一
・
一
七
法
華
宗

佐
藤
シ
ナ
さ
ん
平
山

明
治
四
五
・
ニ
五

広
田

屋
内
神

向
井
喜
之
夫
さ
ん
平
山
仲
之
町

大
正
三
・
―
―
-
•
一
屋
内
神

向

井

二

生

さ

ん

平

山

仲

之

町

昭
和
ニ
・
一
・
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
・
水
神
等

鮪
田
義
一
郎
さ
ん
平
山
西
之
町

昭
和
九
―
―
•
四
屋
内
神

小

山

ス

ミ

さ

ん

島

間

小

平

山

明
治
四
三
・
一
五
産
育
・
祟
り

久
保
田
孝
男
さ
ん
島
間
小
平
山

大
正
一
五
・
三
・
ニ
八
バ
ト
ウ
カ
ン
ノ
ン

寺
内
弥
六
さ
ん
下
中
．
里

明
治
三
五
・
七
・
三
〇
屋
内
神
・
神
社
・
水
神
等

遠

藤

シ

オ

さ

ん

下

中

山

神

明
治
四

O・
ニ

―

六

神

社

・

屋

内

神

川

畑

シ

ナ

さ

ん

下

中

山

神

明
治
三
ニ

・
三

・
-
0
神
社
・
屋
内
神

篠

山

ミ

エ

さ

ん

下

中

山

神

明
治
三
七
・
六
・
ニ
八
屋
内
神
・
水
神
・
神
社

古

市

美

江

子

さ

ん

上

中

河

内

大
正
一
四
・
―
-
．
七
屋
内
神
・
ガ
ロ
ー
ヤ
マ

古
市
啓
喜
さ

ん

上

中

河

内

大
正
八
•
一
・
屋
内
神
・
ガ
ロ
ー
ヤ
マ

河

野

宗

得

さ

ん

上

中

河

内

明
治
四
0
•
五
・
ニ
五
屋
内
神
・
ガ
ロ
ー
ヤ
マ

徳

永

ヒ

デ

さ

ん

平

山

広

田

明
治
三
三
・
三
・
一
五
屋
内
神
・
ガ
ロ
ー
ヤ
マ

昭
和
ニ
・
三
・
一
五

屋
内
神
・
ガ
ロ
ー
ヤ
マ
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種子町の信仰から I（ガローヤマ 。牧の神 ・水神）

小平山のマキノカミ（牧の神） 向井里のガローヤマ

．斗

向井里の水神 河内のガローヤマ

広田の水神 畠中助十ガロー
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ヽ 仰 （村落神 ・屋敷神・屋内神）

南種子町の信仰からII（仏壇。神棚・亭主柱・火の神）
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南種子町の信仰からm（神棚・寺）

篠山ミエさん宅のカミダナ 善福寺の御宝前（広田）

篠山ミエさん宅にある遠藤家の先祖のカミダナ 崎田義一郎さん宅のカミダナ
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＿言L 仰 II （シャーニズム・民間神・墓制）

一
九
九

0
年
三
月
十
二
日
か
ら
三
月
二
十
日
に
か
け
て
八
日
間
に
亘
り
南
種

子
町
の
民
俗
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
昔
の
伝
説
や
民
俗
風
習
の
豊
か
な
種
子
島
で
、
私
は
主
に
昔
か
ら
現

在
ま
で
の
日
本
人
の
巫
俗
信
仰
と
民
間
神
と
幕
制
に
つ
い
て
調
べ
た
の
で
あ
る
。

物
質
生
活
の
豊
か
な
現
代
日
本
で
は
、
特
に
都
会
で
は
ほ
と
ん
ど
昔
の
姿
が

見
ら
れ
な
い
。
但
し
、
日
本
人
の
精
神
生
活
の
中
の
、
心
的
活
動
に
は
、
ま
だ

東
洋
人
そ
の
も
の
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
し
、
ち
ゃ
ん
と
生
き
て
い
る
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
現
代
社
会
に
適
応
さ
せ
る
の
か
、

そ
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
時
代
の
変
遥
に
従
っ
て
進
ま
せ
る
の
か
、
私
は
知
り

た
い
し
、
興
味
深
い
の
で
あ
る
。

`
‘
巫
俗
ー
人
神
の
交
流
者
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」

①
大
脇
キ
リ
さ
ん
大
正
十
年
生
ま
れ
、
住
所
野
尻

二
十
八
歳
の
と
き
、
子
供
が
三
人
な
く
な
っ
た
。
あ
る
日
カ
ラ
イ
モ
を
き

二、

調
査
実
態

ヽ

は
じ
め
に

中
華
人
民
共
和
国
長
春
市
在
住
何
艶

（
シ
ャ
ー
ニ
ズ
ム

信

仰

II

・
民
間
神
・
墓
制
）

お
米
な

る
と
き
一
匹
の
へ
び
を
殺
し
た
。
そ
の
し
っ
ぼ
が
竹
を
ま
わ
っ
て
動
い
た
様

子
を
見
る
と
照
い
て
病
気
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
手
足
も
不
自
由
に
な
っ
て

一
年
間
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
も
治
せ
な
か
っ
た
。
神
職
の
紹
介
で
鹿
児
島
市
に

住
ん
で
い
る
伊
佐
山
ア
ッ
コ
と
い
う
シ
ャ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
昭
和
二
十
九
年

一
月
十
日
か
ら
本
格
的
に
修
行
に
入
っ
た
。
週
一
回
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ

み
そ
ぎ

て
巫
女
の
練
習
を
す
る
。
そ
し
て
水
を
か
ぶ
っ
て
潔
を
し
、
歌
を
歌
っ
た
り
、

家
に
た
く
さ
ん
の
塩
を
撒
い
た
り
酒
を
ふ
り
か
け
た
り
す
る
。
大
根
を
ま
ず

神
の
前
に
置
い
て
そ
れ
か
ら
海
に
な
が
す
。
三
十
三
年
に
免
許
を
取
っ
た
。
先

生
の
な
く
な
っ
た
三
十
七
年
ま
で
一
緒
に
歩
き
回
っ
た
が
あ
と
は
一
人
で
神

様
に
な
っ
た
。
自
宅
に
は
祭
壇
が
あ
り
、
依
頼
者
が
電
話
で
予
約
を
す
る
の

が
普
通
で
あ
る
。
や
り
方
は
来
訪
と
出
訪
と
の
二
種
類
、
依
頼
者
に
は
く
す

り
を
あ
げ
た
り
し
な
い
。
そ
の
頼
む
こ
と
を
神
様
に
伝
え
て
、
そ
れ
か
ら
神

様
の
話
を
托
宣
す
る
。
神
様
の
前
で
は
き
れ
い
な
ほ
う
が
い
い
か
ら
仮
衣
を

着
る
。
白
い
シ
ャ
ツ
と
水
色
の
ス
カ
ー
ト
で
あ
る
。
本
人
の
信
仰
は
仏
教
で

あ
る
が
神
事
は
御
嶽
教
で
あ
り
、
そ
の
本
部
は
熊
本
に
あ
る
。
後
継
者
が
弟

か
も
知
れ
な
い
が
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

依
頼
者
の
お
礼
は
普
通
二
千
円
ぐ
ら
い
で
ほ
か
に
焼
酎
、
果
物
、

ど
も
あ
る
。

巫
具
は
一
台
の
太
鼓
と
御
幣
と
御
嶽
教
の
経
書
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。
巫

儀
は
ま
ず
依
頼
者
か
ら
話
し
、
そ
れ
か
ら
シ
ャ
ー
マ
ン
（
神
様
）
が
太
鼓
を

た
た
き
、
伝
え
る
。
悩
み
ご
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
祈
祷
で
き
る
。
一
人
の
高

校
生
の
大
学
入
試
の
祈
祷
が
当
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
の
依

頼
者
が
多
い
。

神
様
の
供
物
は
ほ
と
ん
ど
依
頼
者
が
持
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
朝
晩
祈

祷
す
る
。
ふ
だ
ん
は
不
潔
な
こ
と
を
し
な
い
。
占
い
も
す
る
。
年
一
回
祭
り

を
す
る
が
、
二
月
一
日
に
信
者
が
皆
シ
ャ
ー
マ
ン
の
家
に
来
て
、
一
緒
に
ご
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ち
そ
う
を
し
た
り
、
写
真
を
と
っ
た
り
神
様
に
祈
っ
た
り
す
る
。
一
人
二
、
三

千

円

ず

つ

出

す

。

（

三

月

十

四

日

）

②
折
戸
ト
メ
さ
ん
、
明
治
三
十
九
年
四
月
十
二
日
生
ま
れ
、

住
所
、
中
種
子
町

ご
主
人
が
海
軍
な
の
で
一
緒
に
台
湾
へ
行
っ
た
。
そ
こ
で
和
洋
裁
の
仕
事

を
し
て
、
い
つ
も
教
会
の
前
を
通
る
。
い
つ
の
ま
に
か
神
に
憑
か
れ
て
、
体
が
急

に
へ
ん
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
の
前
に
立
ち
上
が
り
長
時
間
話
を
し
た
。

日
本
に
も
ど
っ
て
か
ら
鹿
児
島
市
の
山
さ
き
先
生
に
つ
い
て
あ
ち
こ
ち
歩

き
ま
わ
り
、
先
生
が
な
く
な
っ
て
か
ら
種
子
島
に
住
ん
で
い
る
姉
の
と
こ
ろ

に
来
て
、
自
宅
に
祭
壇
を
設
け
た
。
人
の
家
へ
行
っ
た
り
依
頼
者
が
来
訪
し

た
り
す
る
。
飛
行
機
で
き
た
人
も
い
る
。
占
い
や
病
気
治
療
、
失
い
も
の
な

ど
も
当
て
る
。
太
鼓
、
御
幣
、
鈴
の
巫
具
が
あ
り
、
患
者
に
薬
は
あ
げ
な
い
。

主
に
原
因
不
明
の
患
者
に
病
気
の
原
因
を
教
え
る
。
信
仰
は
御
撤
教
で
あ
る
。

そ
の
経
書
も
あ
る
。
神
様
に
歌
う
と
き
、
そ
の
経
書
の
中
の
内
容
で
あ
る
。
修

行
の
と
き
海
や
川
に
入
っ
て
体
を
洗
う
。

後
継
は
お
嫁
さ
ん
で
あ
る
。
昭
和
五
十
五
年
ご
ろ
か
ら
一
人
の
訪
問
者
の

す
す
め
で
、
そ
の
信
仰
を
続
け
て
い
く
た
め
に
修
行
の
道
に
入
っ
た
。
苦
労

な
修
行
を
し
な
か
っ
た
か
ら
な
か
な
か
神
様
の
声
は
聞
こ
え
な
い
。
朝
晩
神

様
の
前
に
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
声
を
出
し
て
御
嶽
教
の
経
書
を
読
む
。
金
を

出
し
て
免
許
を
取
っ
た
が
試
験
を
受
け
な
い
。
依
頼
者
が
来
た
ら
お
母
さ
ん

の
手
伝
い
を
す
る
。
（
神
様
（
お
母
さ
ん
）
・は

耳
が
遠
い
か
ら
お
嫁
さ
ん
が
依

頼
者
の
話
を
伝
え
て
あ
げ
る
）
祈
祷
す
る
の
が
中
心
、
死
霊
憑
き
な
ど
す
ぐ

落
ち
る
。
女
性
の
依
頼
者
が
多
い
。
そ
し
て
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
来
た
人
が
多

い
。
神
様
は
足
が
ち
ょ
っ
と
悪
く
て
、
薬
を
毎
日
の
ん
で
い
る
。
神
に
祈
祷

し
た
ら
い
い
の
か
と
聞
い
た
と
き
、
ま
あ
、
よ
く
も
な
ら
な
い
し
、
悪
く
も

な
ら
な
い
と
答
え
て
く
れ
た
。
話
を
す
る
と
き
は
普
通
の
人
と
同
じ
で
、
神

に
祈
祷
す
る
と
き
、
仮
衣
に
着
替
え
て
（
白
い
シ
ャ
ツ
と
水
色
の
ス
カ
ー
ト
）

元
気
い
っ
ば
い
に
な
っ
た
。
御
嶽
教
の
教
本
を
暗
誦
し
な
が
ら
、
依
頼
者
に

あ
ん
ま
し
て
あ
げ
る
。
そ
し
て
焼
酎
を
顔
や
体
に
浴
び
る
。

依
頼
者
か
ら
の
お
礼
は
金
な
ら
二
千
円
ぐ
ら
い
、
ほ
か
に
も
の
で
も
い
い
。

人
の
家
に
行
く
と
き
、
は
ら
い
ぐ
さ
（
御
幣
）
と
衣
装
を
持
っ
て
行
く
。
家

の
神
棚
の
前
に
儀
礼
を
す
る
。
決
っ
た
時
間
で
は
な
く
、
夜
で
も
ひ
る
で
も
、

人
に
よ
っ
て
違
う
。
神
様
は
自
分
の
霊
が
出
て
き
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
と

い
う
。
祈
祷
す
る
と
き
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
人
に
神
の
話
を
伝
え
る
と
き
は

目
を
あ
け
る
。
話
の
内
容
に
よ
っ
て
や
さ
し
か
っ
た
り
、
活
発
に
な
っ
た
り

す
る
。依

頼
者
が
電
話
で
予
約
す
る
の
が
多
い
が
手
紙
で
予
約
す
る
の
も
い
る
。

（
三
月
十
七
日
）

③
遠
藤
友
成
さ
ん
、
五
十
五
歳
？
住
所
、
新
町

以
前
は
無
信
仰
で
あ
り
、
四
十
九
歳
の
と
き
交
通
事
故
で
失
明
、
精
神
も

狂
う
。
鹿
児
島
県
神
経
病
院
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
院
長
さ
ん
の
す
す
め
で
、
神

の
道
に
す
が
る
こ
と
で
生
き
る
力
が
湧
く
。
そ
れ
で
こ
の
道
に
入
っ
た
。
六

年
間
の
修
行
を
し
た
。
夏
で
も
冬
で
も
水
か
ぶ
り
し
た
り
、
修
行
の
内
容
を

朝
か
ら
晩
ま
で
千
回
く
り
か
え
し
て
読
む
う
ち
に
、
自
分
の
頭
に
全
部
覚
え

る
。
奥
さ
ん
に
最
初
読
ん
で
も
ら
っ
て
、
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
は
録
音
し
て

聞
い
て
い
る
う
ち
に
神
様
の
様
子
も
目
の
前
に
現
れ
る
。
信
仰
は
御
狐
教
で

あ
り
、
奈
良
で
六
年
修
行
、
そ
れ
か
ら
種
子
島
に
住
ん
で
い
る
お
ば
あ
さ
ん

に
つ
い
て
三
年
間
勉
強
、
試
験
を
受
け
て
、
免
許
を
取
っ
た
。
先
生
は
試
験

の
問
題
を
出
し
て
、
面
接
試
験
で
あ
る
。
自
宅
の
二
階
に
祭
壇
が
あ
り
、
依

頼
者
が
来
た
と
き
、
ま
ず
奥
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
名
前
と
年
令
を
書
い
て
、
そ

れ
か
ら
奥
さ
ん
が
二
階
に
上
が
っ
て
神
様
に
伝
え
て
、
許
し
を
も
ら
っ
て
ニ

階
に
登
る
。
神
様
は
占
い
を
中
心
に
す
る
。
耳
で
見
る
。

鼻
で
聞
く
。
依
頼
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者
が
来
て
、

か
る
。

ほ
と
ん
ど
依
頼
の
こ
と
を
く
わ
し
く
言
わ
な
い
が
神
様
は
亜
分

そ
し
て
、
人
の
話
を
聞
く
と
き
、
そ
の
人
の
顔
立
ち
ゃ
服
装
も
分
か

る
そ
う
で
あ
り
、
祈
る
と
き
歌
の
よ
う
に
声
が
の
び
の
び
し
て
い
る
。
節
分

の
と
き
太
鼓
を
た
た
く
。
占
い
道
具
が
な
い
。
自
分
が
祈
祷
す
る
と
き
は
ど

ん
な
感
じ
も
な
い
、
た
だ
目
の
前
に
神
様
の
姿
が
浮
か
ん
で
来
る
。
但
し
、
依

頼
者
が
信
仰
し
な
け
れ
ば
効
か
な
い
。
仮
衣
も
あ
る
。
白
い
シ
ャ
ツ
と
水
色

の
袴
で
あ
る
。
こ
の
道
に
入
っ
て
か
ら
病
気
が
自
然
に
治
っ
た
。
私
た
ち
と

話
を
す
る
と
き
は
普
通
の
人
間
と
同
じ
で
あ
る
。
祈
祷
の
と
き
人
間
の
苦
労

を
人
形
に
移
す
。
そ
し
て
水
に
流
す
。
以
前
は
依
頼
者
が
い
つ
で
も
来
て
も

よ
か
っ
た
が
今
は
健
康
の
た
め
に
朝
は
九
時
か
ら
夜
六
時
ま
で
占
い
を
す
る

と
い
う
。
そ
れ
以
外
の
時
間
に
来
た
人
は
こ
と
わ
る
。
礼
金
は
二
千
円
ぐ
ら

い
、
ほ
か
の
も
の
で
も
い
い
。
ま
た
何
も
持
っ
て
こ
な
い
人
も
い
る
。
依
頼

者
に
は
心
配
事
の
多
い
方
が
多
い
。
遠
藤
さ
ん
の
家
の
そ
ば
に
は
「
御
嶽
教

教
室
」
と
い
う
大
き
な
看
板
も
立
っ
て
あ
る
。

②

民

間

神

①
南
種
子
町
、
野
尻

村
落
神
は
仏
で
あ
り
毎
年
一
回
祭
り
を
九
月
二
十
八
日
に
八
満
宮
で
行
な

う
。
村
落
の
全
員
参
加
す
る
。
主
祭
人
は
交
替
で
男
性
が
担
当
す
る
。
祭
り

の
日
に
は
踊
っ
た
り
ご
ち
そ
う
を
し
た
り
、
不
幸
を
な
く
す
よ
う
に
祈
っ
た

り
す
る
。
個
人
の
家
に
は
仏
壇
が
あ
る
。
そ
の
中
に
祖
先
の
位
牌
も
置
い
て
、

朝
晩
ご
飯
や
茶
を
上
げ
て
、
と
き
ど
き
夜
焼
酎
も
あ
げ
る
。
新
鮮
な
果
物
や

お
菓
子
な
ど
も
ま
ず
仏
壇
の
前
に
供
え
る
。
仏
壇
は
「
カ
ミ
ノ
ザ
」
に
あ
る
。

②
郡
原

村
落
神
は
神
道
の
神
様
で
あ
り
、
毎
年
の
九
月
二
十
日
ご
ろ
神
社
で
祭
り

を
す
る
。
神
社
の
係
の
家
で
ご
ち
そ
う
を
つ
く
り
、
村
の
全
員
参
加
す
る
。
主

（
三
月
十
八
日
）

祭
者
は
村
の
年
長
の
男
性
で
担
当
す
る
が
今
は
年
寄
り
が
い
な
い
か
ら
若
い

人
が
担
当
し
て
い
る
。

個
人
の
家
に
は
神
棚
が
あ
る
。
先
祖
の
位
牌
も
一
緒
に
供
養
す
る
。
毎
朝

ご
飯
と
茶
、
夜
は
た
ま
に
酒
を
あ
げ
て
、
な
く
な
っ
た
お
か
あ
さ
ん
と
お
と

う
さ
ん
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
そ
う
だ
。
神
棚
は
カ
ミ

ノ
ザ
の
へ
や
の
床
の
ま
の
そ
ば
に
設
け
る
。

③
田
尾

村
落
神
は
仏
と
神
様
（
エ
ビ
ス
神
）
で
あ
る
。
毎
年
の
十
一
月
神
社
で
祭

り
を
行
な
い
、
参
加
者
は
老
人
と
役
員
で
あ
り
、
普
通
の
漁
民
は
た
だ
そ
の

日
と
っ
た
一
番
大
き
な
魚
を
神
様
の
前
に
供
え
て
、
そ
れ
か
ら
目
分
の
家
へ

持
っ
て
帰
っ
て
そ
の
魚
は
男
の
子
に
食
べ
さ
せ
て
、
女
の
子
に
食
べ
さ
せ
な

い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
海
の
神
は
女
性
で
あ
る
か
ら
互
い
に
し
っ
と
し
て

た
く
さ
ん
魚
が
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
と
の
こ
と
。
こ
の
習
慣
は
ず

っ
と
昔
か
ら
今
ま
で
続
い
て
い
る
。

昔
五
月
の
節
句
に
は
祭
り
も
し
た
。
男
女
と
も
に
踊
っ
た
り
し
た
が
、
今

は
ど
ん
な
祭
り
も
し
な
い
。

個
人
の
家
に
エ
ビ
ス
神
を
供
養
す
る
人
も
い
る
し
仏
と
神
道
の
神
様
を
供

養
す
る
人
も
い
る
。
エ
ビ
ス
神
様
の
神
体
は
一
個
の
石
で
あ
る
。

④
島
間

村
落
神
は
仏
と
エ
ビ
ス
神
様
で
あ
る
。
昔
か
ら
半
農
半
漁
の
村
で
両
方
を

信
仰
す
る
。
祭
り
は
お
正
月
、
三
月
の
節
句
、
五
月
の
節
句
と
お
盆
の
日
に

す
る
。
村
全
員
参
加
す
る
。
寺
を
建
て
る
と
き
の
世
話
人
が
一
年
二
人
ず
つ

し
し
ょ
人
に
な
る
。
寺
総
代
と
言
う。

個
人
の
家
に
は
仏
壇
が
設
け
て
あ
り
祖
先
の
位
牌
と
一
緒
に
供
捉
、
朝
は

ご
飯
と
お
茶
、
晩
に
は
酒
だ
け
あ
げ
る
。
も
ら
っ
た
も
の
を
ま
ず
仏
の
前
に

出
す
。
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屋
敷
神
は
二
枚
の
銅
鏡
で
あ
る
。
も
う
四
代
目
で
あ
り
、
鏡
の
う
ら
に
家

も
ん
が
あ
り
、
屋
敷
神
様
は
そ
の
家
の
後
に
小
さ
い
神
社
の
よ
う
な
建
物
の

中
に
箇
い
て
あ
る
。
赤
い
布
で
包
む
。
ほ
か
に
石
も
置
い
て
あ
る
。

⑤
仲
之
町
（
平
山
）

村
落
神
、
昔
は
全
部
仏
教
で
あ
っ
た
が
明
治
以
後
神
社
が
で
き
て
、

寺
も

神
社
に
変
わ
っ
た
。
そ
れ
で
今
は
仏
教
と
神
道
両
方
信
仰
す
る
。

向
井
喜
之
夫
さ
ん
の
家
に
は
火
の
神
を
供
え
て
あ
る
。
台
所
の
カ
マ
の
そ

ば
に
あ
る
柱
の
上
に
置
い
て
あ
る
。
一
本
の
花
瓶
に
木
の
葉
を
さ
し
て
、
柱

の
上
に
字
を
書
い
て
あ
る
紙
を
は
っ
て
い
る
。

仏
壇
に
祖
先
の
位
牌
を
―
つ
の
小
さ
い
箱
に
入
っ
て
い
る
。
形
は
一
枚
の

位
牌
と
同
じ
、
と
て
も
便
利
で
い
い
方
法
だ
と
思
う
。
毎
朝
ご
飯
と
茶
、
晩

に
酒
を
あ
げ
る
。
新
鮮
な
果
物
な
ど
ま
ず
仏
壇
の
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
る
。
場

所
は
カ
ミ
ノ
ザ
の
と
こ
の
マ
の
横
に
あ
る
。

⑥
梶
潟
（
中
種
子
町
）

村
落
の
神
様
は
神
道
で
あ
り
、
塩
釜
神
社
で
年
二
回
祭
り
を
す
る
。
大
き

な
の
は
十
月
十
日
の
秋
祭
り
で
あ
る
。
収
穫
物
を
も
っ
て
行
っ
て
踊
り
、
神

社
の
係
が
し
し
ょ
人
に
な
る
。
不
幸
の
あ
っ
た
家
庭
の
人
は
参
加
し
な
い
。

小
さ
い
祭
り
は
春
祭
り
で
あ
り
、
一
年
の
豊
作
と
幸
せ
を
祈
祷
す
る
。
踊

ら
な
い
。

個
人
の
家
に
は
神
棚
を
設
け
る
。
が
、
エ
ビ
ス
神
も
祀
祭
す
る
。
こ
の
村

は
農
業
が
盛
ん
で
あ
る
。

⑦
本
村
（
西
之
）

村
落
神
は
仏
と
神
様
両
方
で
あ
る
。
個
人
の
家
に
は
仏
壇
と
神
棚
が
あ
る
。

一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
が
息
子
の
家
に
仏
壇
と
祖
先
の
位
牌
を
供
養
す
る
か
ら
、

自
分
の
家
に
は
仮
仏
壇
を
つ
く
っ
た
。
な
ぜ
か
と
聞
い
て
み
る
と
、
な
け
れ

ば
何
か
お
ち
つ
か
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
る
。
机
の
上

に
供
物
を
置
い
て
、
壁
に
寺
か
ら
も
ら
っ
た
符
を
は
っ
て
い
る
。
場
所
は
寝

室
に
あ
る
。
た
ぶ
ん
仏
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
な
ら
よ
く
ね
む
れ
る
か
も
知
れ

な
い
。⑧

茎
永

村
落
神
は
村
落
の
氏
神
で
あ
る
。
毎
年
の
旧
暦
九
月
の
願
成
就
祭
り
は
役

員
は
も
と
よ
り
村
の
全
員
が
参
加
し
て
祝
う
。

神
道
の
家
で
は
個
人
の
家
に
神
棚
が
あ
り
、
山
の
き
れ
い
な
木
の
葉
を
神

棚
に
置
い
て
、
花
を
さ
さ
な
い
。
位
牌
を
そ
の
中
に
置
い
て
毎
朝
お
茶
と
ご

飯
、
晩
は
少
し
酒
を
あ
げ
る
。

③

墓

制

①
郡
原

昔
か
ら
今
ま
で
土
葬
で
あ
る
。
葬
式
の
と
き
親
類
と
村
全
員
参
加
す
る
。
男

女
合
葬
し
て
、
一
人
一
個
ず
つ
墓
石
を
立
て
る
。
専
門
店
で
買
う
け
ど
も
の

に
よ
っ
て
値
段
が
違
う
。
だ
い
た
い
十
万
円
、
三
十
万
円
、
五
十
万
円
だ
そ

う
で
あ
り
、
普
通
は
一
年
忌
の
と
き
立
て
る
。
そ
れ
ま
で
に
木
で
つ
く
っ
た

小
さ
い
「
た
ま
屋
」
と
い
う
家
が
あ
り
、
墓
石
を
立
て
る
と
き
、
そ
れ
を
取

り
の
ぞ
く
。
盆
の
と
き
募
場
へ
酒
を
持
っ
て
参
る
。
葬
服
は
黒
い
色
、
発
葬

は
死
ん
だ
翌
日
で
す
る
。
ご
飯
も
墓
所
へ
持
っ
て
行
く
。

②
南
種
子
町

葬
式
は
仏
教
と
神
道
の
両
方
あ
る
。
三
年
忌
の
と
き
募
石
を
立
て
る
人
が

い
る
。
そ
れ
ま
で
は
た
ま
屋
を
立
て
て
あ
る
。
石
碑
の
値
段
も
前
と
同
じ
、
十

万
円
、
五
十
万
円
、
三
十
万
円
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
神
道
を
信
仰
す
る
人
の
石

碑
は
南
む
き
、
仏
教
の
ほ
う
が
北
む
き
だ
そ
う
で
あ
る
。
葬
式
は
翌
日
で
、
馬

で
送
り
、
途
中
で
鳴
い
た
ら
不
幸
が
お
こ
る
か
ら
た
く
さ
ん
の
草
を
持
っ
て

行
く
。
お
盆
の
と
き
酒
を
墓
場
ま
で
持
っ
て
行
く
。
改
葬
し
な
い
。
男
女
と

も
同
じ
墓
場
に
埋
め
る
。
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③
野
尻

昔
か
ら
土
葬
、
神
道
で
も
仏
教
で
も
改
葬
し
な
い
。
幕
石
は
昔
は
三
年
忌

で
立
て
る
人
が
多
か
っ
た
が
、
今
は
一
年
忌
で
立
て
る
人
も
い
る
。
値
段
は

四
、
五
十
万
円
の
が
多
い
。

ヒ
ト
ナ
ヌ
カ
、
ミ
ナ
ヌ
カ
、
五
十
日
、
百
日
、
一
年
忌
、
三
年
忌
、
七
年

忌
、
十
三
年
忌
な
ど
親
類
が
集
っ
て
、
供
養
を
し
ご
ち
そ
う
を
食
べ
る
。

④
田
尾

昔
か
ら
火
葬
、
海
で
死
ん
だ
人
は
す
ぐ
焼
い
て
、
骨
を
家
族
に
渡
す
。
ぼ

う
さ
ん
も
来
て
、
墓
石
は
立
て
な
い
で
埋
め
る
だ
け
。
村
の
人
が
死
ん
だ
ら

土
葬
と
火
葬
両
方
で
あ
り
、
翌
日
葬
式
を
す
る
。
お
茶
と
酒
を
持
っ
て
行
く
。

墓
か
ら
帰
っ
て
か
ら
家
で
ま
つ
り
を
行
い
村
の
人
も
参
加
す
る
。
今
は
納
骨

堂
を
つ
く
る
人
が
多
い
。
墓
石
の
値
段
は
八
万
円
、
十
万
円
ぐ
ら
い
。
北
む

き
で
あ
る
。
墓
場
は
山
の
中
に
あ
り
墓
参
り
が
不
便
で
あ
っ
た
が
、
今
は
納

骨
堂
が
家
の
す
ぐ
前
に
あ
る
。

⑤
仲
之
町

昔
は
土
葬
。
ま
る
い
棺
に
入
っ
て
生
前
大
す
き
だ
っ
た
衣
裳
を
着
さ
せ
て
、

米
や
花
も
棺
に
入
れ
る
。
七
日
、
四
十
九
日
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
一
周
忌
を

す
る
。
墓
場
は
家
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
小
さ
い
石
は
子
供
の
墓
石
だ

そ
う
で
あ
る
。
妊
婦
が
死
ん
だ
ら
子
供
を
出
さ
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
埋
め
る
。

昔
は
神
道
を
信
仰
す
る
人
も
石
碑
が
北
む
き
も
あ
る
し
、
東
む
き
も
あ
る
。
今

は
納
骨
堂
が
北
む
き
で
あ
る
。
改
葬
し
な
い
。

⑥
梶
潟
（
中
種
子
町
）

昔
は
土
葬
、
今
は
火
葬
が
多
い
。
そ
し
て
納
骨
堂
を
つ
く
り
、
一
週
忌
が

多
い
。
納
骨
堂
は
南
む
き
、
火
葬
を
し
て
か
ら
一
晩
家
に
置
い
て
、
そ
れ
か

ら
納
骨
堂
に
入
れ
る
人
も
い
る
し
、
す
ぐ
入
れ
る
人
も
い
る
。
坐
棺
が
習
慣

で
あ
っ
た
。
葬
服
は
黒
の
和
服
で
あ
り
、
今
は
簡
単
に
な
っ
た
と
は
い
う
も

の
の
和
服
の
人
も
多
い
。
土
葬
の
と
き
米
、
茶
、
お
金
な
ど
棺
に
入
れ
る
。
昔

は
四
十
九
日
、
五
十
日
に
祀
り
を
し
た
が
、
今
は
仕
事
の
関
係
で
、
翌
日
、
あ

る
い
は
二
、
三
日
し
て
か
ら
四
十
九
日
、
五
十
日
祀
り
を
す
る
人
も
い
る
。
改

葬
し
な
い
。
妊
婦
は
葬
式
の
列
に
は
入
れ
な
い
。
墓
石
は
南
む
き
、
神
道
信

仰゚
⑦
新
町
（
中
種
子
町
）

仏
教
と
神
道
両
方
信
仰
す
る
。
死
者
は
翌
日
葬
式
、
一
年
忌
、
三
年
忌
を

祀
り
人
が
普
通
で
あ
る
。

四
十
九
年
忌
を
し
て
か
ら
あ
と
は
し
な
い
。

墓
石
を
買
え
な
い
人
も
五
、
六
年
の
間
に
は
石
を
立
て
る
。
今
は
納
骨
堂

を
つ
く
る
人
が
多
い
。
仏
教
は
北
む
き
、
神
道
は
南
む
き
だ
そ
う
で
あ
る
。
も

し
道
の
そ
ば
に
あ
る
な
ら
道
に
む
け
る
。

⑧
本
村
（
西
之
）

昔
は
土
葬
、
今
は
土
葬
と
火
葬
両
方
で
あ
る
。
産
婦
が
死
ん
だ
と
き
子
供

を
出
し
て
別
々
に
埋
め
る
。
九
カ
月
以
下
の
子
は
墓
の
ぐ
る
り
に
埋
め
、
生

ん
で
か
ら
の
子
は
墓
場
の
中
に
埋
め
、
も
し
親
が
死
ん
だ
ら
そ
の
そ
ば
に
埋

め
、
男
女
と
も
同
じ
墓
場
で
埋
葬
、
火
葬
す
る
前
に
ま
ず
親
類
に
見
せ
て
か

ら
す
る
。
墓
石
は
人
に
よ
っ
て
違
う
。
一
年
忌
、
三
年
忌
に
立
て
る
。
そ
れ

ま
で
は
た
ま
屋
を
建
て
て
お
く
。
昔
は
四
十
九
年
忌
は
一
番
大
き
な
祀
り
を

し
た
が
、
今
は
み
ん
な
仕
事
が
あ
る
し
、
簡
単
に
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
土

葬
と
火
葬
が
ど
っ
ち
が
い
い
か
聞
い
て
み
る
と
、
土
葬
が
人
の
感
情
は
い
つ

ま
で
も
あ
る
。
火
葬
は
死
者
も
か
わ
い
そ
う
で
あ
る
し
、
生
き
る
人
と
の
感

情
も
な
く
な
っ
た
と
一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
が
答
え
て
く
れ
た
。
土
葬
の
人
は

改
葬
し
な
い
。
た
だ
納
骨
堂
に
入
れ
る
と
き
、
骨
を
出
す
。
墓
場
は
山
の
中

に
あ
る
。
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三
、
考
察

シ
ャ
ー
マ
ン
に
つ
い
て

‘,'‘
 

ー（
 ①

入
巫
の
動
機

三
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
の
二
人
は
病
気
を
な
お
す

た
め
に
神
に
す
が
る
思
い
で
、
修
行
の
道
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
一
人
は

神
が
憑
霊
し
た
の
で
あ
る
。

②
三
人
と
も
御
嶽
教
で
あ
る
。
先
生
も
い
る
。

③
祭
壇
も
あ
り
、
太
鼓
と
御
嶽
教
詞
集
を
持
っ
て
い
る
。

④
や
り
方
も
同
じ
依
頼
者
が
来
訪
と
神
様
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
が
出
訪
す
る

と
き
も
あ
る
。

⑤
二
人
の
女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
は
ほ
と
ん
ど
占
い
を
し
な
い
が
、
男
性
の
ほ

う
は
占
い
を
す
る
。

⑥
職
業
が
病
気
治
療
で
あ
る
が
患
者
に
対
し
て
は
薬
は
使
わ
な
い
。
悪
霊

や
死
霊
憑
き
の
人
の
そ
れ
を
落
と
す
の
が
多
い
。

⑦
道
具
は
太
鼓
と
御
幣
と
鈴
が
中
心
。

⑧
衣
裳
も
同
じ
、
白
い
シ
ャ
ツ
と
水
色
の
ス
カ
ー
ト
或
は
袴
で
あ
る
。

⑨
三
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
皆
踊
ら
な
い
。

⑩
収
入
も
だ
い
た
い
同
じ
一
回
二
千
円
、
そ
の
代
り
に
物
品
も
あ
る
。

⑪
三
人
と
も
試
験
を
受
け
て
、
免
許
を
取
っ
た
。

⑫
二
人
の
女
性
は
御
嶽
教
の
本
部
が
同
じ
熊
本
に
あ
り
、
男
巫
の
本
部
は

京
都
に
あ
る
。

⑬
依
頼
者
が
電
話
で
予
約
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

⑭
一
人
だ
け
は
後
継
が
い
る
が
二
人
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

②
民
間
信
仰
に
つ
い
て

①
村
落
神
が
あ
る
。
仏
教
で
も
神
道
で
も
祭
り
の
と
き
神
社
で
す
る
の
が

多
い
。

②
同
じ
村
で
も
仏
教
と
神
道
を
両
方
信
仰
す
る
場
合
が
多
い
。

③
個
人
の
家
に
必
ず
仏
壇
或
い
は
神
棚
が
あ
る
。

④
祖
先
の
位
牌
は
一
緒
に
供
養
し
て
、
朝
晩
祭
祀
す
る
。

⑤
仏
壇
、
神
棚
の
場
所
も
皆
同
じ
カ
ミ
ノ
ザ
の
へ
や
に
設
け
て
あ
る
。

⑥
村
の
祭
り
は
年
二
回
が
多
い
。
春
祭
り
と
秋
祭
り
。
参
加
者
は
村
全
員
。

し
し
ょ
者
は
交
替
で
男
性
で
担
当
す
る
の
も
同
じ
で
あ
る
。

⑦
祭
り
の
と
き
踊
っ
た
り
、
ご
ち
そ
う
す
る
の
は
普
通
で
あ
り
、
踊
ら
な

い
の
も
あ
る
が
少
な
い
。

⑧
昔
は
祭
り
を
し
た
が
今
は
ぜ
ん
ぜ
ん
し
な
い
の
は
田
尾
と
い
う
村
だ
け

の
よ
う
で
あ
る
。

⑨
仮
仏
壇
も
調
査
し
た
中
で
た
だ
一
軒
の
家
に
あ
っ
た
。

⑩
先
祖
の
位
牌
が
一
枚
ず
つ
並
ん
で
い
る
の
が
多
い
。
―
つ
の
箱
に
入
れ
る

の
が
と
て
も
便
利
で
あ
る
が
た
だ
一
軒
の
家
に
見
つ
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

⑪
以
前
は
仏
教
信
仰
が
多
か
っ
た
が
明
治
以
後
、
又
戦
後
神
道
が
だ
ん
だ

ん
増
え
た
よ
う
で
あ
る
。

③

墓
制
に
つ
い
て

①
昔
は
土
葬
、
今
は
土
葬
と
火
葬
二
種
類
が
あ
る
。

②
男
女
と
も
同
じ
墓
場
を
使
う
。

③
墓
場
の
場
所
は
昔
は
家
ま
で
遠
か
っ
た
が
、
今
は
近
い
ほ
う
が
多
い
。

④
墓
石
は
一
年
忌
、
三
年
忌
に
立
て
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
値
段
も
十
万

円
、
三
十
万
円
、
五
十
万
円
ぐ
ら
い
と
少
し
差
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
買
う
。

⑤
墓
石
を
立
て
る
前
に
た
ま
屋
を
建
て
る
。

⑥
墓
石
の
方
向
は
仏
教
は
北
む
き
が
多
い
。
神
道
は
南
む
き
が
多
い
。

⑦
土
葬
の
場
合
は
皆
改
葬
し
な
い
。
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以
上
南
種
子
町
の
巫
俗
と
民
間
信
仰
と
墓
制
に
つ
い
て
は
各
項
で
す
で
に
述

べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
沖
縄
に
お
け
る
巫
女
と
比
較
し
て
そ
の
特
色
を
述
べ
た

い
。
沖
縄
に
お
け
る
巫
女
は
入
巫
の
契
機
は
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
総
じ
て
次

の
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
。
即
ち
巫
病
、
捜
神
的
遍
歴
、
憑
霊

「
降
神
・
啓
示
」

で
あ
る
。
こ
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
種
子
島
南
種
子
町
の
モ
ノ
シ
リ
と
い
う
巫
女

と
共
通
し
て
い
る
が
、

男
性
の
占
い
師
は
偶
然
な
交
通
事
故
で
生
き
る
た
め
に

修
行
の
道
に
入
っ
た
の
が
特
別
な
事
例
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
沖
縄
地
方
で
は

シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
ユ
タ
は
民
間
医
療
の
ほ
う
で
活
躍
し
て
い
る
。
現
在
で
も

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
対
し
止
血
、
喀
血
名
な
ど
の
小
手
術
を
施
す
も
の
も
あ
り
、
と

く
に
巫
病
に
か
か
っ
た
も
の
に
与
え
る
指
示
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
も
の
に
対
す
る

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
的
役
割
に
は
無
視
し
え
な
い
効
能
を
示
す
こ
と
が
あ
る
の
に
対

し
て
、
南
種
子
町
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
モ
ノ
シ
リ
は
ぜ
ん
ぜ
ん
薬
も
あ
げ
な

い
の
に
手
術
な
ん
か
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
る
。
た
だ
自
宅
の
祭
壇
の
前
で
神
様

の
神
託
を
患
者
さ
ん
に
伝
え
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
す
る
。

又
、
沖
縄
巫
俗
の
文
化
複
合
現
象
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
易
学
、
卜
占
い
は

現
在
的
機
能
と
し
て
最
大
の
領
域
を
占
め
る
。
民
間
道
教
と
密
着
す
る
シ
ャ
ー

マ
ン
の
活
動
、
シ
ジ
（
セ
ジ
）
タ
ダ
シ
と
祖
先
祭
祀
な
ど
の
特
色
が
あ
る
が
、
南

四、

ま
と
め

⑧
今
は
納
骨
堂
を
つ
く
る
人
が
多
い
。

⑨
死
者
の
葬
式
は
仏
教
で
も
神
道
で
も
翌
日
す
る
。

⑩
四
十
九
年
忌
を
し
て
か
ら
あ
と
は
し
な
い
。

⑪
祭
り
は
簡
素
化
に
な
っ
た
。

⑫
土
葬
な
ら
坐
棺
で
あ
る
。

⑬
祭
り
は
一
年
忌
、

三
年
忌
、
七
年
忌
、

四
十
九
年
忌
に
す
る
の
が
多
い
。

種
子
町
の
モ
ノ
シ
リ
は
こ
の
複
合
文
化
の
特
色
が
強
く
現
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

南
種
子
町
で
あ
っ
た
三
人
の
モ
ノ
シ
リ
は
皆
御
嶽
教
に
属
し
て
、
そ
し
て
、
や

り
方
も
似
て
い
る
。
巫
具
と
巫
装
も
似
て
い
る
。
そ
の
お
も
し
ろ
い
と
思
う
の

は
、
巫
俗
も
現
代
社
会
に
適
応
し
て
、
現
代
の
生
活
道
具
を
利
用
し
て
活
動
す

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
電
話
で
予
約
す
る
と
か
、
免
許
を
取
る
と
か
は
昔
は

思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
神
様
も
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
り
つ
つ
あ
る

の
で
あ
ろ
う
。

次
に
民
間
信
仰
と
墓
制
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

民
間
信
仰
と
塞
制
は
あ
る
面
で
は
モ
ノ
シ
リ
と
同
じ
よ
う
に
現
代
社
会
の
発

展
に
従
っ
て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
昔
の
よ
う
に
ま
じ
め
に
神
様
や
仏
を
信
仰
す

る
姿
が
い
く
ぶ
ん
薄
ら
い
で
い
る
よ
う
に
思
う
。
一
種
の
習
慣
と
存
在
し
続
け

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
ん
だ
ん
簡
素
化
、
表
面
化
に
な
っ
て
し
ま
つ
て
い
る

よ
う
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
た
ぶ
ん
民
間
信
仰
や
墓
制
の
発
展
か
も
知
れ
な
い
が
、

や
は
り
そ
れ
は
人
間
の
生
活
に
重
要
な
地
位
を
も
う
占
め
な
い
と
言
え
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
た
だ
の
伝
統
と
し
て
続
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
あ
る
。
こ

の
現
象
が
い
い
か
、
悪
い
か
、
こ
こ
で
言
え
な
い
け
れ
ど
、
例
え
ば
墓
制
の
納

骨
堂
の
出
現
が
ご
く
合
理
的
に
、
経
済
的
な
も
の
で
‘
―
つ
の
社
会
文
明
の
進

歩
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
祖
先
の
位
牌
を
供
捉
す
る
こ
と
も
同
じ

v
―
つ
の
位
牌
を
同
じ
箱
に
何
枚
も
重
ね
て
入
れ
る
と
い
う
。
そ
の
発
想
に
と

て
も
感
心
す
る
し
、
こ
れ
も
―
つ
の
進
歩
で
あ
ろ
う
。

又
、
昔
は
死
者
の
四
十
九
年
忌
の
祀
り
は
と
て
も
盛
大
で
あ
っ
た
が
、
今
は

仕
事
の
関
係
と
か
、
村
の
人
に
め
い
わ
く
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
簡

単
に
す
る
。
或
い
は
し
な
い
人
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
変
化
も
人
問
の
考
え
を

表
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
た
だ
日
本
の
南
の
島
の
調
査
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
日
本
全
土
更
に
現

代
社
会
に
お
け
る
昔
の
伝
統
文
化
の
生
命
力
が
感
じ
ら
れ
る
し
、
そ
の
将
来
の
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歩
み
も
少
し
予
想
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

〔
参
考
文
献
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版
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）
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縄
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マ
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ム
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桜
井
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郎
(
-
九
七
三
年
七
月
、
弘
文
堂
）
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―-＝[ 
ヽ 仰 II （シャーニズム・民間神・墓制）

①南種子町野尻大脇キリさんの自宅の祭壇

③大脇キリさんが持っている太鼓

逹
3

”’
 

タ
'
.
'

r
.”
 

•

し

＇

•
9 

•V 

.

.
 

... ヽ
•

⑤折戸トメさんが使う御嶽教詞集

シャーマンと巫具

19 
、、

②大脇キリさん。大正十年生まれ。
太鼓をたたきながら神様を呼び出す。

f
 

④折戸トメさん、明治三十九年生まれ （中種子町）。
後継のお嫁さんといっしょに調査者の谷口雄三さん
の祓いをしている場面

⑥折戸トメさんの「御嶽教七五三の教」
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シャーマンと巫具•仏壇・屋敷神、．e. ・ヽ• -

ム．‘‘ly rも
’!) •. 

• 
f
 

1

、,`ヽ
i.--- • 
総5 ＼ 

監‘...~ .
4·~ ̀  

⑦折戸トメさんが神様を呼び出すのに使う鈴

ー
ー

1"li
／， 

⑨床の間のそばにある仏壇（田尾）

--」
→ ¥/．．.J. 

ヽヽ．， 

ヽ
----・

⑧遠藤友成さん (58歳、中種子町坂井新町）
自宅の祭壇に座る仮衣の姿。占師

⑩屋敷神の家（祠）。（島間）。本宅のうらにある。

合
C' 

⑪屋敷神の祠の中（島間）

I

I

l

r

lL,＇

i
 

j

1

.
 ¢

≫
‘
‘
 

ム
、

9
.
11

'

 ．．
 
L
-

―-
．
,1
,
 

！＇ •11 

l

l

 

-
c
i
i

,． 

ゑ

9f1.0
,＂

↓
}
↑
 

O
l
 旦唖唖

⑫二枚の銅鏡は屋敷神の神鏡である。
今の持主はもう四代目である（島間）
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＿＿＿＿C
 

↓
 仰 II （シャーニズム・民間神・墓制）

霊屋・供養石塔・墓石・納骨堂

⑬砂坂にある墓場の霊屋

⑯▽田尾にある茎地。
仏教（法華宗）の信者の墓石塔である。

- ` ；;．.，：ド•9震
ふ炉・
、sy翠心

9, 9.iぷ •'P‘·迄．． 
、',．．" •‘9 `人Y，い＇叫

⑭割合簡単な石塔である。
仏教の信者の供養石塔である（砂坂）

⑮現代的な納骨堂である（田尾）

⑰▼田尾の道のそばにある「河脇」という家の
納骨堂である
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南種子町の民俗

0

烏
が
鳴
く
と
縁
起
が
悪
い
。

ヽ
j一

予
兆
ー
事
例

（
 烏

鳴
き

二、
種
子
島
と
聞
い
て
思
い
浮
か
ぶ
も
の
は
、
ふ
つ
う
火
縄
銃
と
ロ
ケ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
と
も
が
南
種
子
町
に
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
火
縄
銃
を
積
ん
だ

南
蛮
船
は
ま
ず
、
島
の
南
端
門
倉
岬
に
到
着
し
た
の
だ
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

は
同
じ
く
島
の
南
部
東
方
の
茎
永
に
位
箇
し
て
い
る
。

鉄
砲
と
ロ
ケ
ッ
ト
。
こ
の
二
つ
か
ら
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
最
先
端
の
文
化
が
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
、
本
土
へ
向
か
っ
て
発
射
さ

れ
た
、
近
代
戦
法
が
現
代
の
そ
れ
を
呼
び
、
や
が
て
人
々
は
宇
宙
利
用
を
目
指

さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
な
ど
な
ど
。

い
ず
れ
に
せ
よ
。
種
子
島
は
歴
史
の
島
で
あ
る
と
同
時
に
未
来
の
島
で
あ
る
。

そ
の
島
に
あ
っ
て
人
々
は
非
常
に
精
神
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

種
子
島
々
民
の
心
意
を
、
俗
信
と
い
う
側
面
か
ら
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

ヽ

調
査
内
容

は
じ
め
に

信
仰

m
鹿
児
島
市
立
美
術
館
学
芸
員

（
島
間
、
田
尾
）

谷

口

雄

ぼ
く
せ
ん
き
ん
き

（
俗
信
ー
予
兆
・
ト
占
・
禁
忌
・
呪
術
・

ひ
ょ
う
れ
い

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
・
憑
霊
・
妖
怪
•
他
）

一
匹
だ
け
屋
敷
内
に
止
ま
っ
て
鳴
く
と
凶
゜

（
島
間
、
仲
之
町
）

0

烏
が
奇
妙
な
鳴
き
声
（
カ
ウ
カ
ウ
カ
ウ
）
を
出
す
と
人
が
死
ぬ
。（

平
山
、
広
田
）

0

烏
が
鳴
く
と
凶
と
い
う
（
し
か
し
実
際
に
何
か
起
こ
っ
た
こ
と
は
な
い
）
。

（
平
山
、
仲
之
町
）

0

烏

が

鳴

く

と

凶

。

（

中

之

上

、

上

中

）

0

烏
が
身
の
回
り
に
来
て
鳴
け
ば
そ
の
人
は
死
ぬ
。
（
中
之
上
、
上
中
）

〇
遠
く
で
死
人
が
あ
る
と
、
烏
は
悪
い
鳴
き
声
で
人
に
知
ら
せ
る
。（

西
之
、

気

象

0
言
葉
が
ヅ
モ
ル
（
ど
も
る
）
と
翌
日
雨
。

0

神

経

痛

が

出

る

と

翌

日

雨

。

（

以

上

、

中

之

下

、

里

）

0

屋

久

島

に

雲

が

か

か

る

と

雨

。

（

島

間

、

田

尾

）

0

ケ
シ
コ
鳥
（
フ
ク
ロ
ウ
）
が
（
伝
承
者
宅
か
ら
）
東
の
ガ
ロ
ー
山
で
鳴
く
と

翌
日
は
晴
れ
、
西
の
ガ
ロ
ー
山
で
鳴
く
と
雨
に
な
る
。
（
平
山
、
広
田
）

0

朝

、

虹

が

出

る

と

天

気

が

い

い

。

（

中

之

上

、

上

中

）

0
七
、
八
月
に
ホ
ガ
レ
（
夕
焼
け
）
が
あ
る
と
大
嵐
に
な
る
。
（
中
之
上
、
上
中
）

0

虹

が

立

つ

と

天

気

。

し

か

し

雨

が

近

い

。

（

西

之

、

平

野

）

0

夕
日
が
手
に
取
る
よ
う
に
近
く
あ
る
と
嵐
゜

0

月

に

雲

が

か

か

る

と

雨

。

（

以

上

、

西

之

、

平

野

）

0

朝
虹
は
人
を
雇
う
な
（
朝
虹
は
し
ば
ら
く
し
て
雨
に
な
る
か
ら
、
農
繁
期
に

人
を
雇
っ
て
も
無
駄
に
な
る
）
、
宵
虹
は
人
を
雇
え
（
翌
日
は
晴
れ
る
か
ら
）
。

み

ず

に

し

0

春
の
雨
西
風
（
春
の
西
風
は
雨
を
運
ん
で
く
る
。
”
片
袖
は
濡
れ
て
も
、
も

う
片
袖
は
濡
れ
な
い
“
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
極
端
な
集
中
豪
雨
で
あ
る
）
。

（
以
上
、
西
之
、
平
野
）

0

烏
が
群
れ
来
る
の
は
当
然
、

平
野
）
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信仰 Ill （俗信一予兆・ト占・禁忌・呪術・シャーマニズム・憑霊・妖怪•他）

0
次
の
夢
を
見
る
と
縁
起
が
良
い
ー
一
富
士
二
鷹
三
な
す
び
。

0

夢
の
中
で
悪
い
こ
と
を
し
た
夢
は
悪
い
夢
。
（
以
上
、
中
之
下
、
里
）

0

死

ん

だ

夢

は

吉

、

火

事

の

夢

は

凶

。

（

西

之

、

野

尻

）

0

死
人
の
夢
や
飯
を
た
ら
ふ
く
食
べ
た
夢
を
見
る
と
死
人
が
あ
る
。（

平
山
、
広
田
）

0

潮
が
満
ち
て
く
る
夢
、
葬
式
の
夢
は
よ
い
。
（
平
山
、
仲
之
町
）

0

よ
り
つ
き
の
悪
い
（
座
り
に
く
い
）
夢
は
悪
い
夢
。
（
中
之
上
、
上
中
）

0
大
漁
の
夢
は
凶
、
風
呂
の
夢
、
葬
式
の
夢
は
吉
。
（
中
之
上
、
上
中
）

〇
故
人
の
夢
は
悪
い
夢
、
銭
も
う
け
の
夢
は
良
い
夢
。
（
西
之
、
平
野
）

〇
雄
牛
に
追
わ
れ
る
夢
は
良
い
夢
、
ご
馳
走
の
夢
は
悪
い
夢
。
（
西
之
、
平
野
）

0

自
分
の
親
、
兄
弟
が
、
死
ん
だ
夢
を
見
る
と
よ
い
。
元
気
に
ば
り
ば
り
働
く

夢

は

縁

起

が

悪

い

。

（

西

之

、

平

野

）

そ
の
他

0

海
の
火
（
メ
ン
1
1

妖
怪
が
つ
け
る
）
は
走
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ
が
見
え
る
と

不

漁

で

あ

る

。

（

島

間

、

中

之

町

）

0

魚
釣
り
に
行
く
と
き
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
る
と
、
ま
ず
釣
れ
な
い
1

イ
タ
チ
が
懐
へ
右
か
ら
入
っ
て
く
る
。
大
き
な
蛇
を
見
る
。
若
い
女
性
に
出

会

う

、

女

性

が

竿

に

触

れ

る

、

跨

ぐ

。

（

平

山

、

中

之

町

）

0
山
桃
が
た
く
さ
ん
生
る
と
そ
の
年
は
豊
作
。
（
中
之
上
、
上
中
）

0
大

き

な

南

瓜

が

生

る

と

不

幸

の

前

兆

。

（

西

之

、

平

野

）

‘,'‘ 一
予
兆
—
考
察

（
 

調
査
者
の
質
問
の
し
か
た
に
偏
り
が
あ
っ
た
ろ
う
し
、
全
国
の
予
兆
と
の
比

較
を
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
南
種
子
町
の
予
兆
の
特
色
を
述
べ
る
に
は
多

少
気
の
ひ
け
る
き
ら
い
も
あ
る
が
、
以
上
の
如
く
、
烏
鳴
き
、
気
象
、
夢
に
関

夢

す
る
予
兆
が
多
く
見
ら
れ
た
。

烏
鳴
き
…
…
多
く
群
が
っ
て
鳴
く
、
一
羽
だ
け
で
鳴
く
、
変
な
声
で
鳴
く
と

凶
と
い
う
伝
承
の
違
い
が
あ
る
。
死
体
や
墓
場
の
供
物
に
群
が
る
こ
と
か
ら
の

連
想
、
現
在
で
は
一
羽
の
方
が
珍
し
い
た
め
、
普
段
と
違
う
鳴
き
声
だ
か
ら
奇

異
に
思
う
た
め
、
と
そ
れ
ぞ
れ
解
釈
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
イ
ナ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
を
付
与
さ
れ
て
い
る
烏
が
、
非
日
常
的
な
振
る
舞
い
を
す
る
と
ケ
ガ

レ
視
さ
れ
る
ら
し
い
。

気
象
：
・
…
い
う
ま
で
も
な
く
気
象
状
況
は
、
農
業
に
従
事
す
る
も
の
に
と
っ

て
常
に
気
を
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
重
大
事
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
烏
鳴

き
の
場
合
の
よ
う
な
連
想
に
よ
る
予
兆
と
違
っ
て
、
経
験
の
積
み
重
ね
に
よ
る

統
計
的
な
、
よ
り
科
学
的
な
予
兆
で
あ
る
と
い
え
る
。
む
ろ
ん
、
例
外
的
な
予

兆
も
見
ら
れ
る
が
。

夢
…
…
人
が
死
ぬ
夢
を
吉
と
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
凶
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
同

じ
夢
で
も
吉
と
も
凶
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
正
夢
と
逆
夢
と
関
連
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
正
夢
は
よ
い
と
し
て
も
、
常
識
に
照
ら
し
て
悪
い
こ
と
の

お
こ
る
夢
を
良
い
夢
と
し
、
良
い
こ
と
の
お
こ
る
夢
を
悪
い
夢
と
す
る
逆
夢
を

ど
う
解
釈
し
た
ら
よ
い
か
。
単
純
に
考
え
て
―
つ
に
は
、
寝
起
き
の
感
覚
が
あ

る
と
思
う
。
悪
夢
に
う
な
さ
れ
て
目
覚
め
た
時
は
現
実
に
深
い
安
堵
感
を
覚
え

よ
う
し
、
幸
福
す
ぎ
る
夢
か
ら
目
覚
め
た
時
は
み
す
ぼ
ら
し
く
、
色
褪
せ
た
現

実
に
落
胆
す
る
だ
ろ
う
。
―
つ
に
は
夢
と
現
実
の
境
界
を
越
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ハ
レ
と
ケ
ガ
レ
が
転
換
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
↓
水
死
体
と
エ
ビ
ス
信

仰
な
ど
）

要
す
る
に
夢
を
現
実
と

一
続
き
の
も
の
と
し
て
促
え
る
か
、
全
く
別
の
世
界

と
し
て
促
え
る
か
で
、
正
夢
と
逆
夢
と
い
う
違
い
が
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

逆
夢
的
な
予
兆
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
心
の
中
を
異
界
と
み
な
す
、
よ
り

精
神
的
な
文
化
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
い
え
な
く
も
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
資
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‘.＇/ 二（
 

ト
占
と
い
っ
て
も
、
年
中
行
事
と
し
て
定
期
的
に
行
う
も
の
、
人
生
儀
礼
の

折
々
に
行
う
も
の
、
日
常
の
行
為
に
伴
う
も
の
な
ど
、
様
々
で
あ
る
が
、
今
回

の
調
査
で
は
、
個
人
的
あ
る
い
は
家
庭
的
な
相
談
事
を
シ
ャ
ー
マ
ン
に
よ
っ
て

占
っ
て
も
ら
う
と
い
う
形
の
も
の
し
か
調
査
で
き
な
か
っ
た
。
年
占
、
く
じ
、
シ

ャ
ー
マ
ン
以
外
の
売
卜
者
に
よ
る
卜
占
、
い
ず
れ
も
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

そ
こ
で
俗
信
の
四
要
素
と
さ
れ
る
兆
占
忌
呪
の
あ
と
の
五
番
目
に
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
の
項
を
設
け
、
そ
の
中
で
卜
占
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
う
。

‘‘‘、三
禁
忌
ー
事
例

（
 産

0

妊
婦
は
イ
カ
・
タ
コ
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
。

0

産
後
、
梅
干
し
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
。

（
以
上
、
中
之
下
、
里
）

0

産
後
の
人
、
月
経
中
の
人
は
寺
、
神
社
、
仏
壇
の
前
を
通
っ
て
さ
え
い
け
な

い
。
田
に
入
っ
て
も
い
け
な
い
。
田
の
神
が
嫌
う
。

0

産
後
33
日
問
は
玄
関
か
ら
出
入
り
し
な
い
。
飯
を
炊
く
釜
も
違
え
る
。

〇
妻
が
ア
カ
ビ
（
産
後
一
週
間
。
月
経
は
関
係
な
い
）
の
時
、
漁
に
出
る
と
怪

我

を

す

る

。

（

以

上

、

平

山

、

広

田

）

0
産
後
33
日
が
過
ぎ
な
い
と
囲
炉
裏
、
釜
な
ど
火
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
。
使

う

と

き

は

塩

を

の

せ

る

こ

と

。

（

平

山

、

中

之

町

）

0

産
後
の
女
性
は
飯
と
梅
干
し
だ
け
を
食
べ
る
こ
と
。
酢
の
物
を
食
べ
て
は
い

け

な

い

。

（

中

之

上

、

上

中

）

卜

占

料
で
は
な
ん
と
も
い
い
か
ね
る
。

出
血
が
ひ
ど
く
な
る
。

0

産
後
の
女
性
は
酢
の
入
っ
た
も
の
を

m日
は
食
べ
ら
れ
な
い
。
食
べ
て
い
い

の

は

、

別

な

鍋

に

作

っ

た

粥

だ

け

。

（

中

之

上

、

上

中

）

0

お
腹
の
大
き
い
人
は
神
社
に
参
拝
し
て
は
い
け
な
い
。
産
ん
だ
後
は
よ
い
。

（
西
之
、
平
野
）

葬

0

葬
列
に
加
わ
る
と
き
は
幼
児
を
か
ら
っ
て
（
背
負
っ
て
）
は
い
け
な
い
。
抱

く
こ
と
。

0

葬
列
が
門
口
に
差
し
か
か
っ
た
と
き
、
そ
こ
の
馬
が
鳴
け
ば
死
ん
だ
人
が
出

て
き
て
悪
い
こ
と
が
お
こ
る
。
だ
か
ら
そ
の
日
は
多
く
の
草
を
食
べ
さ
せ
て
、

鳴

か

な

い

よ

う

に

し

て

い

た

。

（

以

上

、

中

之

下

、

里

）

0

友
引
の
と
き
に
死
人
を
送
っ
て
は
い
け
な
い
。
（
西
之
、
野
原
）

〇
祭
り
の
供
物
の
魚
は
女
に
食
べ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
（
島
間
、
田
尾
）

0

仏

事

中

に

魚

を

食

べ

た

ら

い

か

ん

。

（

島

間

、

仲

之

町

）

0

死
者
の
着
物
を
洗
潅
す
る
と
き
は
近
親
の
も
の
が
し
て
、
片
身
と
し
て
一
着

ず
つ
も
ら
う
。
他
人
が
し
て
は
な
ら
ん
。

0

死
人
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
家
の
も
の
は
神
社
の
前
を
通
る
の
さ
え
い
け

な

い

。

（

以

上

、

平

山

、

広

田

）

0

葬
式
の
入
棺
は
二
つ
釜
で
湧
か
し
た
湯
で
体
を
拭
く
。

0

湯
濯
し
た
部
屋
は
二
人
で
掃
除
す
る
こ
と
。
（
逆
に
普
段
は
二
人
で
掃
く
と
縁

起

が

悪

い

）

（

以

上

、

平

山

、

仲

之

町

）

ガ
ロ
ー
山
、

そ
の
他

0

ガ
ロ
ー
山
に
入
る
と
祟
る
。
障
っ
て
熱
が
出
る
。
（
善
福
寺
で
祈
祷
し
て
も
ら

う

と

治

る

）

（

平

山

、

広

田

）

0

ガ
ロ
ー
山
に
入
る
と
病
気
を
す
る
。
（
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
）

（
中
之
上
、
上
中
）

（
西
之
、
平
野
）

0

ガ
ロ
ー
山
に
女
性
が
入
っ
て
は
い
け
な
い
。
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0

ガ
ラ
ン
に
二

m
く
ら
い
の
高
い
石
が
あ
っ
た
。
そ
の
下
に
銭
が
埋
ま
っ
て
い

る
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
子
供
の
頃
掘
っ
て
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
銭
は
な

く
、
カ
ラ
ス
蛇
が
一

0
匹
く
ら
い
絡
み
合
っ
て
い
た
。
全
部
殺
し
た
が
何
の

祟

り

も

な

か

っ

た

。

（

西

之

、

平

野

）

0

丑

三

つ

時

は

忌

ま

れ

る

時

間

帯

。

（

中

之

上

、

上

中

）

0

ビ
ワ
は
寝
息
の
聞
こ
え
る
所
に
植
え
る
な
。
（
茎
永
、
宇
都
浦
）

、̀＇’’三
禁
忌
ー
考
察

（
 

禁
忌
習
俗
を
様
々
な
方
面
に
わ
た
っ
て
調
査
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
―
つ
の

大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
う
る
。
俗
信
全
般
を
扱
う
今
回
の
調
査
で
は
、
主
に
産

と
葬
に
関
わ
る
禁
忌
に
絞
っ
て
調
べ
て
み
た
。

兆
占
忌
呪
の
四
項
目
中
、
禁
忌
は
予
兆
と
並
ん
で
同
じ
く
消
極
的
な
技
術
で

あ
り
、
や
は
り
連
想
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
イ

カ
、
タ
コ
の
食
物
禁
忌
（
胎
児
が
胎
盤
に
癒
着
す
る
。
指
の
数
の
多
い
子
が
産

ま
れ
る
。
な
ど
）
梅
干
し
、
酢
の
物
の
食
物
禁
忌
（
出
血
の
イ
メ
ー
ジ
）
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。

産
と
葬
の
禁
忌
を
比
較
し
て
み
て
気
付
く
こ
と
は
、
ど
ち
ら
も
ケ
ガ
レ
（
不

浄
）
を
嫌
う
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
が
、
産
の
場
合
、
忌
ま
れ
る
の
が
そ
の
産

婦
、
せ
い
ぜ
い
夫
ま
で
で
あ
る
点
で
あ
る
。
釜
や
鍋
、
ひ
い
て
は
火
ま
で
家
族

と
別
に
さ
れ
、
食
物
禁
忌
も
産
婦
の
み
で
あ
る
。

一
方
、
葬
の
場
合
、
忌
ま
れ
る
の
は
そ
の
近
親
の
者
す
べ
て
で
あ
る
。
食
物

禁
忌
も
喪
に
服
す
る
者
、
す
べ
て
に
課
せ
ら
れ
る
。
友
人
さ
え
引
き
込
む
友
引

と
い
う
も
の
ま
で
あ
る
。

こ
の
辺
に
も
黒
不
浄
の
強
さ
と
い
う
も
の
を
感
じ
る
。
絶
対
的
な
不
幸
で
あ

る
葬
に
比
べ
、
生
命
の
誕
生
と
い
う
祝
福
す
べ
き
側
面
も
併
せ
も
つ
産
の
性
格

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

産
と
葬
の
禁
忌
に
比
べ
て
、
忌
ま
れ
る
土
地
、
ガ
ロ
ー
山
の
性
格
は
ま
た
異

な
る
。
不
浄
を
嫌
う
の
で
な
く
、
聖
な
る
地
を
畏
れ
る
意
の
禁
忌
な
の
だ
。
前

者
の
禁
忌
は
現
在
に
も
残
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
後
者
は
ほ
と
ん
ど
顧

み
ら
れ
な
い
。

⑩

呪

術

0

友
引
に
人
を
送
る
と
き
は
棺
の
中
に
ワ
ラ
人
形
を
入
れ
る
。

（
西
之
、
野
尻
。
中
之
上
、
上
中
）

0

正
月
に
法
華
宗
の
魔
除
け
の
札
を
貼
る
。
仏
壇
、
火
の
神
、
テ
ー
ス
（
亭
主
）

柱

、

庭

の

戸

口

、

玄

関

。

（

西

之

、

野

尻

、

平

野

）

0

悪
い
夢
を
見
た
翌
朝
は
、
門
口
に
出
て
「
悪
魔
通
れ
通
れ
、
今
日
は
よ
い
日
」

と

唱

え

る

。

（

西

之

、

平

野

）

0

便
所
を
き
れ
い
に
す
る
と
よ
い
娘
が
生
ま
れ
る
。

0

じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
の
名
を
孫
に
つ
け
る
こ
と
が
多
い
。
長
寿
を
願
う
た

め

。

（

平

山

、

広

田

）

今
回
の
調
査
で
は
、
一
般
に
行
わ
れ
る
呪
術
と
し
て
右
の
数
例
し
か
採
集
で

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
な
ん
の
考
察
も
し
難
い
の
で
、
次
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
の
項
で
改
め
て
触
れ
た
い
と
思
う
。

ぽ
シ
ャ
—
マ
ニ
ズ
ム
ー
事
例

南
種
子
町
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
生
態
を
次
の
九
つ
の
観
点
よ
り
箇
条
書
き

に
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

①
生
年
、
生
地
、
現
住
地
、
②
入
巫
（
巫
病
、
障
害
、
啓
示
）
、
③
成
巫
過
程

（
修
業
、
成
巫
）
‘
④
守
渡
霊
（
オ
ヤ
ガ
ミ
、
参
拝
者
）
‘
⑤
巫
堂
、
⑥
巫
具
、
巫

経
、
⑦
巫
術
（
種
類
、
特
徴
）
、
⑧
系
譜
（
家
族
、
先
師
」
、
⑨
活
動
（
組
織
、
信

者）
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0

大
嵐
イ
チ

①
明
治
四
三
年
一
月
一

0
日
生
れ
、
？
、
西
之
、
木
原
。

②
啓
示
型
の
中
の
偶
発
型
。
（
桜
井
徳
太
郎
著
「
日
本
巫
俗
の
特
徴
」
よ
り
）

農
作
業
中
に
抜
を
殺
し
た
際
、
手
に
巻
き
つ
い
た
の
を
見
て
照
き
、

意
識
を

失
っ
た
。
の
ち
に
意
識
は
戻
っ
た
が
体
の
動
か
ぬ
ま
ま
一
年
を
過
ご
す
。
世

間
の
目
は
気
に
な
る
、
医
者
は
お
手
上
げ
と
い
う
状
態
で
、
夫
に
付
き
添
わ

れ
て
カ
ミ
サ
マ
の
所
へ
。
（
こ
の
こ
と
よ
り
以
前
に
三
人
の
子
供
が
み
な
幼
く

し
て
死
ん
で
い
た
。
）
御
嶽
教
の
カ
ミ
サ
マ
伊
佐
山
ア
ッ
コ
に
診
て
も
ら
う
と
、

10

代
前
に
氏
神
を
祀
っ
て
い
た
が
、
捨
て
お
い
た
た
め
、

4
代
前
か
ら
早
死
に

の
家
系
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
た
。
（
昭
和
二
八
．
―
-
．
一
三

s
一
五
）

③
夫
に
強
制
的
に
入
信
さ
せ
ら
れ
る
。
口
の
中
か
ら
頭
の
上
ま
で
塩
を
か
け

ら
れ
る
。

着
物
三
か
さ
ね
（
朝
晩
用
、
昼
用
、
訪
問
着
）
を
そ
ろ
え
、
修
行

に
入
る
。
（
昭
和
二
九
．
一
．
一

0
)

祝
詞
の
練
習
、
潔
を
行
う
。
学
科
・
実
地
試
験
を
経
て
、
御
嶽
教
免
許
状
を

う
く
。
（
昭
和
一
二
三
）
し
ば
ら
く
師
の
補
佐
役
を
し
た
後
、
昭
和
三
九
年
九
月

か
ら
一
人
立
ち
。
人
の
家
の
お
祓
い
な
ど
始
め
る
。

④
御
嶽
教
の
祭
神
は
天
照
大
神
を
始
め
、
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
の
命
、
オ
オ
ア

ナ
ム
チ
の
命
、
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
の
命
。

⑤
玄
関
よ
り
は
入
っ
て
右
側
、
縁
側
沿
い
の
一
間
。
奥
に
祭
壇
が
あ
り
、
神

体
は
八
幡
の
鏡
゜

⑥
鈴
、
太
鼓
。
御
嶽
教
経
典
。

⑦
厄
祓
い
。
紛
失
物
・
行
方
不
明
者
の
探
索
、
受
験
校
の
選
択
な
ど
神
に
お

伺
い
す
る
。
（
占
う
と
い
う
い
い
方
を
嫌
う
）

⑧
家
系
に
カ
ミ
サ
マ
を
し
て
い
た
人
な
し
。
神
の
お
告
げ
に
よ
り
入
来
か
ら

布
教
に
き
た
伊
佐
山
ア
ッ
コ
。

⑨
毎
年
二
月
一
日
六

O
S七
0
人
の
信
者
夫
婦
が
集
い
、
祭
り
を
す
る
。
来

訪
を
待
ち
、
今
は
訪
問
を
し
な
い
。
一
日
、
二
日
で
た
い
て
い
の
こ
と
は
解

決
す
る
。
布
施
は
千
円
か
ら
二
千
円
。
三
千
円
の
と
き
も
あ
る
。

（
以
上
、
本
人
談
）

〇
善
応
院
ー
善
福
寺
元
住
職
。
故
人
。
男
性
。

①
?
、
四
国
松
山
‘
|
0

②
法
華
宗
僧
侶
で
あ
る
た
め
、
啓
示
型
の
修
行
型
と
推
測
さ
れ
る
の
み
。

③

?

 

④
明
治
四
年
の
廃
仏
毀
釈
の
際
、
仲
之
町
平
山
神
社
に
埋
め
て
あ
っ
た
日
蓮

上
人
像
を
、
明
治
八
年
、
宗
教
の
自
由
が
許
さ
れ
た
頃
か
ら
掘
り
出
し
、
こ

の
寺
に
奉
っ
た
。

⑤
寺
の
正
面
か
ら
巫
堂
に
な
っ
て
い
る
。
仏
壇
は
左
奥
で
あ
る
。

⑥
太
鼓
、
数
珠
。
？

⑦
祈
祷
…
…
ま
ず
シ
ャ
ー
マ
ン
が
仏
壇
へ
向
か
い
、
数
珠
を
持
ち
題
目
を
唱

え
る
。
そ
の
間
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は
シ
ャ
ー
マ
ン
後
方
に
平
伏
し
た
状
態
で
い

る
。
次
に
シ
ャ
ー
マ
ン
が
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
後
方
へ
行
き
、
何
事
か
口
走
り
な

が
ら
気
合
を
入
れ
て
祓
う
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は
動
か
ず
。

占
い
…
…
手
相
、
人
相
を
見
る
だ
け
で
そ
の
人
の
運
勢
が
ピ
タ
リ
と
わ
か

る
。
（
自
分
が
五
四
歳
で
死
ぬ
と
い
っ
て
そ
の
通
り
に
亡
く
な
っ
た
）

一
日
四
、
五
回
の
祈
祷
を
一
、

ニ

⑧

?

 

⑨
昔
は
精
神
病
者
を
こ
の
寺
に
か
く
ま
い
、

ヶ
月
も
行
っ
て
治
し
た
と
い
う
。

現
在
は
一
月
四
日
に
オ
オ
マ
ツ
リ
が
あ
る
と
い
う
。
（
以
上
、
現
住
職
山
田

妙
信
談
）

0
折
戸
ト
メ

①
明
治
三
九
年
四
月
―
二
日
生
れ
、
宮
之
城
、
中
種
子
町
坂
井
梶
潟
゜

②
啓
示
型
の
偶
発
的
で
あ
る
。
台
湾
に
い
た
と
き
神
様
の
教
会
（
何
教
か
は
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不
明
）
に
い
っ
て
か
ら
入
信
。
み
ん
な
の
前
で
急
に
立
ち
上
が
り
、
何
か
口

走
っ
た
と
い
う
。
や
が
て
御
嶽
教
に
入
信
。
自
然
と
好
き
に
な
っ
た
た
め
。

③
修
行
と
し
て
は
海
で
潔
を
し
た
程
度
。
あ
ち
こ
ち
先
生
が
訪
問
し
て
回
る

の
に
つ
い
て
い
く
う
ち
に
自
然
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
御
椒
教
（
大
嵐
イ
チ
の
場
合
と
同
）

⑤
隠
居
屋
に
あ
る
。
玄
関
に
入
っ
て
左
の
縁
側
沿
い
の
一
間
で
あ
る
。
祭
壇

も
あ
る
。

⑥
全
長
九
五

e
m
の
数
珠
、
三
0
•
五

C
m
の
鈴
、
五
O
·
五

C
m
の
祓
い
グ
サ
（
御

幣
の
た
く
さ
ん
付
い
た
棒
）
。

⑦
病
気
や
紛
失
物
な
ど
個
人
的
な
相
談
事
。
占
い
は
し
な
い
。
病
名
を
わ
か

ら
な
く
さ
せ
る
悪
霊
が
い
る
。
そ
れ
を
祓
っ
て
病
名
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ら
、

後
は
医
者
に
任
せ
る
。

⑧
家
系
で
シ
ャ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
人
は
な
い
が
、
嫁
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
補

佐
役
を
し
て
い
る
。
彼
女
も
御
様
教
の
免
許
状
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
ま

だ
お
伺
い
は
立
て
ら
れ
な
い
。

⑨
高
齢
で
耳
が
遠
い
た
め
、
特
別
な
活
動
は
し
て
い
な
い
。
相
談
者
が
来
る

の
を
待
つ
だ
け
。

⑩
こ
こ
で
祈
祷
の
順
序
に
つ
い
て
詳
細
に
み
て
み
た
い
と
思
う
。
（
シ
ャ
ー
マ

ン
を
S
、
補
佐
役
を
A
《

A
S
S
l
s
t
a
n
t
》
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
C
と

し
て
表
す
）

⑧
祭
壇
に
向
か
っ
て
左
に
S
、
右
に
A
、
二
人
の
間
少
し
後
方
に
C
、
皆

正
座
。
R
S
、
水
を
飲
み
眼
鏡
を
か
け
る
。
C
に
年
齢
や
相
談
事
を
聞
く
。
に

こ
や
か
に
談
笑
°
c
礼
2
回
、
礼
2
回
、
祓
い
グ
サ
で
2
回
祓
い
、
ま
た
礼
。

⑥
二
人
同
時
に
祝
詞
を
立
て
る
。

2
回
拍
手
、

2
回
祓
う
。
⑥
高
天
原
の
歌

を
甲
高
く
歌
う
。

2
回
拍
手
。
①
低
い
声
聞
き
取
れ
な
い
く
ら
い
の
声
。
”

人
は
水
が
大
事
、
水
神
様
を
大
切
に
。
家
の
周
り
は
塩
で
清
め
よ
。
先
祖
を

大
事
に
“
ぃ
っ
て
い
る
こ
と
は
だ
い
た
い
そ
の
よ
う
な
こ
と
。
R
S
と
A
、
向

き
直
り
、
C
を
祓
い
グ
サ
で
祓
い
な
が
ら
”
人
に
挨
拶
を
、
先
祖
を
大
事
に、

火
の
神
、
水
神
、
便
所
神
、
天
道
さ
ん
を
大
事
に
。
み
ん
な
仲
良
く
、
円
満

に
“
な
ど
”
ろ
っ
こ
ん
し
ょ
ー
じ
ょ
ー
“
と
唱
え
な
が
ら
。
R
C
を
寝
か
せ

（
仰
向
き
、
う
つ
伏
せ
）
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
唱
え
な
が
ら
、
S
と
A
、
体

中
に
按
摩
を
す
る
。
①
縁
側
を
向
い
て
座
ら
せ
、
S
、
C
の
顔
に
焼
酎
を
吹

き
つ
け
る
。
①
”
に
ん
ぴ
ょ
ー
と
し
ゃ
ー
か
い
ぜ
ん
れ
つ
ざ
い
ぜ
ん
“
と
唱

え
な
が
ら
、
中
指
・
人
差
し
指
を
立
て
た
刀
で
空
を
切
り
、
体
の
中
の
魔
を

爪
の
先
か
ら
引
き
ず
り
出
す
。
R
と
た
ん
に
二
人
、
に
こ
や
か
に
な
っ
て
「
ご

く
ろ
う
さ
ん
」
と
い
い
、
ま
た
談
笑
゜

（①

S
⑨
本
人
及
び
嫁
の
談
、
⑩
は
調
査
者
の
見
聞
）

0

松
下
親
法

①
昭
和
八
年
九
月
一
八
日
生
れ
、
？
、
上
中
。

②
入
巫
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
な
い
。
親
兄
弟
も
し
て
い
た
の
で
。
職
を
転
々

と
し
た
後
に
。

③
本
興
寺
尼
ケ
崎
学
林
学
院
で
修
行
。

④
法
華
宗
ー
日
蓮
上
人
。

⑤
信
光
寺
正
面
。
仏
壇
は
奥
゜

⑥
数
珠
、
巻
き
物
。

⑦
悪
霊
や
病
を
祓
う
祈
祷
。
占
い
は
し
な
い
。
病
人
の
頭
上
に
巻
き
物
を
か

ざ
し
て
精
神
的
な
安
定
感
を
与
え
る
。
病
人
の
肌
着
を
祓
っ
た
り
す
る
。

⑧
父
、
兄
、
弟
、
み
な
法
華
宗
の
寺
の
住
職
に
な
っ
て
い
る
。

⑨
春
、
秋
に
お
彼
岸
供
養
。
盆
行
事
な
ど
。
ふ
だ
ん
は
檀
家
を
一
軒
一
軒
訪

問

。

（

以

上

、

本

人

談

）

〇
遠
藤
友
教

①
?
、
？
、
上
中
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②
啓
ホ
型
の
修
行
型
と
い
え
る
。
昭
和
四
九
年
、
交
通
事
故
に
よ
り
失
明
。
生

き
る
力
を
失
い
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
。
ま
と
も
で
な
く
人
が
避
け
て
い
た
。
医
者

の
薦
め
で
、
上
中
東
の
伊
佐
山
ア
ッ
コ
の
も
と
を
訪
ね
、
神
の
力
に
す
が
る
。

③
6
年
間
の
修
行
を
し
た
。
夏
も
冬
も
毎
日
、
水
を
被
っ
て
潔
を
し
、
皮
閲

が
た
だ
れ
た
。
妻
が
カ
セ
ッ
ト
に
入
れ
て
く
れ
た
祝
詞
を
何
万
遍
と
き
く
う

ち
に
祝
詞
が
ほ
ど
け
て
霊
感
が
出
て
き
た
。
や
が
て
御
狼
教
の
試
験
に
通
っ

こ。t
 

④
御
嶽
教
。

⑤
家
の
二
階
、
よ
く
陽
の
差
す
所
。
祭
壇
あ
り
。

⑥
太
鼓
゜

⑦
車
、
落
成
式
、
地
鎮
祭
、
憑
き
物
、
障
り
物
の
お
祓
い
な
ど
。
”
耳
で
み

る、

鼻
で
き

V“

。
祝
詞
を
唱
え
る
と
、
相
談
さ
れ
た
こ
と
が
自
然
と
目
に

見
え
て
く
る
。
視
覚
的
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
。

⑧
家
系
に
シ
ャ
ー
マ
ン
は
い
な
い
。
先
師
は
伊
佐
山
ア
ッ
コ
。

⑨
特
別
な
祭
り
は
い
な
い
。

（
以
上
、
本
人
談
）

ぽ
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
ー
考
察

以
上
、
今
回
の
調
査
で
は
五
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
お
話
し
を
伺
っ
た
。
う
ち

三
人
が
御
嶽
教
、
二
人
が
法
華
宗
僧
侶
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
桜
井
徳
太
郎
先

生
の
分
類
さ
れ
る
所
の
啓
示
型
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
盲
目

の
幼
女
が
目
指
す
修
行
型
の
も
の
に
比
べ
、
人
生
苦
を
な
め
た
後
に
神
の
啓
示

を
受
け
る
と
い
う
入
巫
過
程
を
取
る
。
こ
れ
も
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
神
の
啓
示

を
一
方
的
に
受
け
る
偶
発
型
と
、
自
ら
求
め
る
修
行
型
に
分
け
ら
れ
る
。
ど
の

シ
ャ
ー
マ
ン
が
ど
の
タ
イ
プ
に
あ
た
る
か
は
各
々
②
に
示
し
て
あ
る
通
り
。

ト
占
に
つ
い
て
…
…
五
人
中
、
四
人
ま
で
が
占
い
と
い
う
言
葉
を
嫌
っ
た
。
唯

一
、
故
人
の
善
応
院
が
手
相
や
人
相
を
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
御
嶽
教
シ
ャ
ー

マ
ン
の
よ
く
す
る
紛
失
物
や
行
方
不
明
者
の
探
索
な
ど
も
占
い
と
い
え
な
く
も

な
い
の
だ
が
、
こ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
胡
散
臭
さ
を
神
（
仏
）
に
仕
え
て
い

る
と
い
う
誇
り
が
嫌
う
よ
う
で
あ
る
。

呪
術
に
つ
い
て
…
…
む
ろ
ん
巫
術
は
呪
術
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
呪

術
と
は
そ
も
そ
も
「
超
人
間
的
な
力
を
操
作
し
て
、
目
的
を
果
た
そ
う
と
す
る

技
術
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
力
を
操
作
あ
る
い
は
利
用
し
て
い
る
こ

と
は
事
実
な
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
力
が
存
在
し
て
い
る
の
か
、
目
的

と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
る
の
か
な
ど
は
こ
こ
で
問
題
で
は
な
い
。
シ
ャ
ー
マ
ン

が
現
に
存
在
し
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
も
絶
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

、̀＇‘六
憑
霊
ー
事
例

（
 

0

茎
永
で
よ
く
犬
神
の
話
は
あ
っ
た
。

や
真
所
神
社
の
神
主
（
ホ
イ
ド
ン
）

一
種
の
精
神
病
で
あ
ろ
う
。
師
匠
さ
ん

に
祓
っ
て
も
ら
っ
て
治
し
た
。

（
中
之
下
、
里
）

0

小
学
三
年
の
頃
、
妬
み
事
を
す
る
精
神
の
悪
い
人
が
イ
ン
ガ
ミ
を
使
っ
て
い

た
。
憑
か
さ
れ
た
人
は
病
に
か
か
り
、
昂
じ
て
死
ん
だ
。
（
西
之
、
野
尻
）

0

犬

神

は

お

る

こ

と

は

お

っ

た

。

上

中

の

方

に

。

（
島
間
、
田
尾
）

0

犬
神
が
憑
く
な
ん
と
い
う
こ
と
は
認
め
な
い
。
（
善
福
寺
住
職
）
た
だ
行
い
や

祖

先

祭

祀

が

悪

い

と

精

神

病

に

な

る

。

（

平

山

、

広

田

）

0

動
物
霊
、
生
き
霊
、
死
に
霊
が
憑
な
ど
と
い
う
。
体
が
だ
る
く
な
る
。
精
神

的
な
も
の
だ
ろ
う
。
お
祓
い
を
し
て
も
ら
う
。
（
中
之
上
、
上
中
）

0

大
昔
は
イ
ン
ガ
ミ
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
人
を
取
り
殺
す
と
い
わ
れ
た
。
従

順
な
女
性
に
い
っ
て
い
た
。
結
婚
も
し
て
い
た
。
本
人
は
知
ら
な
い
。

（
西
之
、
平
野
）

0

イ
ン
ガ
ミ
は
迷
信
み
た
い
な
も
の
だ
ろ
う
。
ワ
ラ
人
形
を
使
っ
て
呪
っ
た
り

す
る
。
ず
っ
と
代
々
続
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
嫁
に
い
け
な
い
。
他
所
か
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ら
夫
が
来
る
。
経
済
的
に
は
か
え
っ
て
よ
い
。
子
供
た
ち
は
頭
も
い
い
し
、
立

派
な
職
業
に
つ
い
て
い
る
。

イ
ン
ガ
ミ
を
憑
か
さ
れ
る
と
、
健
康
を
崩
し
、
若
く
し
て
ポ
ケ
る
。
占
者

に
頼
む
と
、
石
か
地
蔵
を
祀
っ
て
い
る
者
が
呪
い
を
し
て
い
る
と
教
え
て
く

れ

る

。

（

西

之

、

平

野

）

0

イ
ン
ガ
ミ
と
は
イ
タ
チ
の
こ
と
だ
と
い
う
。
夕
方
、
仕
事
か
ら
帰
っ
て
く
る

と
、
「
早
く
来
い
来
い
」
と
呼
び
寄
せ
、
あ
っ
ち
へ
行
け
、
こ
っ
ち
へ
行
け
と

指
示
す
る
。
そ
の
人
に
悪
さ
を
す
る
と
憑
か
さ
れ
て
病
気
に
な
る
の
で
、
あ

の
人
に
近
づ
く
な
と
い
わ
れ
た
。

病
気
に
な
っ
た
人
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
に
誰
が
遣
わ
し
た
イ
ン
ガ
ミ
か
見
て

も
ら
い
、
そ
の
イ
ン
ガ
ミ
使
い
の
と
こ
ろ
へ
謝
り
に
い
っ
て
ハ
ナ
し
て
も
ら

う
。
終
戦
頃
ま
で
、
こ
の
村
落
に
二
、
三
軒
あ
っ
た
。
（
西
之
、
平
野
）

0
犬
神
使
い
と
は
友
達
だ
っ
た
。
近
づ
く
な
と
い
わ
れ
た
が
ず
っ
と
友
達
だ
っ

た
。
自
分
よ
り
良
い
所
が
あ
る
と
そ
れ
を
嫌
っ
て
妬
む
、
負
け
ず
嫌
い
の
性

格
だ
っ
た
が
、
人
付
き
合
い
の
よ
い
と
て
も
い
い
人
だ
っ
た
。
五
、
六

0
年

前
、
十
五
、
六
歳
の
頃
の
こ
と
。

本
人
同
土
は
好
き
合
っ
て
い
た
が
、
結
婚
が
駄
目
に
な
っ
た
。

イ
タ
チ
か
ね
ず
み
の
よ
う
な
も
の
を
、
一
っ
壷
に
何
匹
も
飼
っ
て
い
た
。
餌

は
カ
ラ
イ
モ
だ
っ
た
。
病
人
の
よ
う
に
鳴
き
、
病
人
の
よ
う
に
食
べ
た
。
こ

れ
を
妬
ま
し
く
憎
い
女
性
に
憑
か
せ
る
。
戸
口
を
出
る
と
き
倒
れ
て
発
病
す

る
と
い
わ
れ
る
。

恐
が
る
人
は
恐
が
っ
て
、
土
地
を
買
っ
て
も
買
い
か
え
た
り
し
た
。
近
所

の
蚕
が
繭
を
作
ら
ず
、
ぴ
た
り
と
動
か
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
祈
祷

師
に
祓
っ
て
も
ら
う
と
ま
た
動
き
出
し
た
。

八
十
近
い
人
で
健
在
。
息
子
た
ち
は
元
気
で
働
く
良
い
人
た
ち
。
家
は
栄

え

て

い

る

。

（

中

之

上

、

上

中

）

、̀'‘六
憑
霊
ー
考
察

（
 

憑
霊
に
は
生
き
霊
、
死
に
霊
、
動
物
霊
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
南
種
子
ー
と

い
わ
ず
種
子
島
全
島
で
犬
神
（
イ
ン
ガ
ミ
、
イ
リ
ガ
ミ
）
の
話
が
よ
く
聞
か
れ

る
。
「
種
子
島
家
譜
』
に
犬
神
が
跳
梁
し
て
困
っ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
く
ら
い

で
あ
る
。

科
学
の
力
が
ま
だ
弱
か
っ
た
頃
、
原
因
不
明
の
災
厄
が
起
こ
る
と
、
民
俗
社

会
は
そ
の
解
決
に
困
っ
た
。
そ
こ
で
”
犬
神
“
と
い
う
伝
承
を
利
用
す
る
こ
と

で
災
厄
の
責
任
を
、
社
会
関
係
を
乱
す
存
在
に
負
わ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
い

わ
ば
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
で
あ
り
、
よ
り
陰
惨
な
ム
ラ
ハ
チ
プ
と
い
え
る
。

犬
神
を
使
っ
て
い
た
の
は
犬
神
使
い
で
は
な
く
、
実
は
社
会
と
い
う
権
力
、
そ

の
代
弁
者
と
し
て
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
は
な
か
っ
た
か
。

、̀'‘七
妖
怪
ー
事
例

（
 ガ

ラ
ッ
パ

0

五
月
と
八
月
の
彼
岸
の
夜
に
ガ
ラ
ッ
パ
が
ヒ
ー
ヒ
ョ
、
ヒ
ー
ヒ
ョ
と
い
っ
て

通
る
。
―
二
時
頃
寝
て
い
る
と
見
に
染
む
よ
う
に
鳴
く
。
こ
の
辺
り
は
水
が

難
か
っ
た
た
め
、
釣
瓶
か
ら
釣
瓶
へ
と
伝
い
動
く
。
鹿
鳴
川
に
住
ん
で
お
り
、

今
で
も
鳴
く
。
正
体
は
鳥
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
（
西
之
、
平
野
）

〇
昔
、
郡
川
は
橋
が
な
か
っ
た
。
兄
弟
が
馬
を
引
い
て
そ
こ
を
渡
る
と
き
、
河

童
が
出
て
き
て
尻
を
抜
く
と
い
っ
た
。
ぼ
っ
け
も
ん
の
兄
弟
は
、
抜
け
る
も

ん
な
ら
抜
い
て
み
い
と
悠
々
と
渡
っ
た
。
何
事
も
な
か
っ
た
。
み
て
み
い
、
河

童
な
ん
か
と
思
っ
て
い
る
と
馬
の
尻
が
抜
か
れ
て
い
た
。
（
西
之
、
平
野
）

0

カ
シ
ラ
ニ
イ
サ
ン
（
長
兄
）
は
飲
ん
べ
え
で
、
酔
っ
て
外
に
寝
て
し
ま
っ
た
。

茎
永
か
ら
里
へ
至
る
途
中
の
夏
目
で
ふ
と
目
を
覚
ま
す
と
、
七
・
八

O
c
m
の

小
さ
い
子
供
が
百
人
く
ら
い
次
か
ら
次
へ
と
飛
び
か
か
っ
て
き
た
。
あ
れ
は

ガ

ラ

ッ

パ

で

は

な

か

っ

た

か

。

像

（

下

中

、

山

神

）
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0
終
戦
直
後
頃
、
池
や
川
、
小
学
校
の
校
庭
に
も
ガ
ラ
ッ
パ
が
い
た
。
夜
、
酔

っ
て
川
に
は
ま
っ
て
尻
を
抜
か
れ
た
（
肛
門
が
開
く
の
意
）
者
も
い
た
。

（
西
之
、

平
野
）

幽
霊
（
ヌ
レ
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
な
ど
）

0

若
い
女
性
に
も
の
を
い
っ
た
ら
返
事
も
し
な
い
の
で
、
む
っ
と
し
て
振
り
返

る

と

も

う

い

な

い

。

（

島
間
、
田
尾
）

0

目
鼻
は
な
く
、
髪
は
長
く
、
裂
け
た
口
で
櫛
を
く
わ
え
て
い
る
ヌ
レ
ヨ
メ
ジ

ョ

ウ

を

見

た

。

（

平

山

、

中

之

町

）

0

夜
道
を
歩
い
た
ら
き
れ
い
な
女
性
（
あ
と
に
し
て
思
え
ば
ヌ
レ
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
）

が
餞
頭
を
く
れ
た
。
帰
っ
て
み
る
と
馬
糞
だ
っ
た
。
狸
に
化
か
さ
れ
た
ら
し

‘
~

〇，
 

0

花
峰
小
学
校
の
隅
に
住
宅
が
あ
っ
た
。
人
が
入
っ
て
は
出
、
入
っ
て
は
出
て

ゆ
く
一
室
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
雨
の
夜
に
「
こ
こ
に
い
て
は
い
か
ん
、
出

て
い
き
な
さ
い
」
と
い
っ
て
新
入
居
者
を
追
い
出
す
美
し
い
女
性
の
幽
霊
が

出

る

と

い

う

。

（

以

上

、

西

之

、

平

野

）

0
白
馬
（
神
馬
）
に
乗
っ
た
き
れ
い
な
女
の
人
が
現
れ
る
。

〈
※
〉

0

椎
の
木
陰
に
女
の
人
が
じ
っ
と
立
っ
て
い
る
。
難
産
し
て
死
ん
だ
人
ら
し
い
。

こ
う
い
う
の
を
”
淋
し
い
も
の
“
と
形
容
す
る
。

〈
※
〉

0
六
、
七

0
年
前
、
危
篤
の
人
が
い
た
の
で
、
西
之
の
砂
坂
ま
で
医
者
を
呼
び

に
行
く
と
、
三
叉
路
の
と
こ
ろ
に
そ
の
人
が
現
れ
た
。
〈
※
〉

0
女
性
が
稲
の
穂
の
実
り
が
と
て
も
き
れ
い
な
所
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
。
そ

ん
な
と
き
は
黙
っ
て
穂
を
二
つ
三
つ
取
る
。
持
ち
帰
り
、
米
び
つ
の
中
に
い

れ
て
お
く
と
運
が
向
い
て
く
る
。
田
を
作
っ
て
も
立
派
に
で
き
る
。
ヌ
レ
ヨ

メ
ジ
ョ
ー
は
悪
さ
も
す
る
が
、
い
い
こ
と
も
す
る
。

〈
※
〉

0

鰻
取
り
に
行
っ
て
死
ん
だ
人
が
あ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
そ
こ
で
”
淋
し

い
も
の
“
が
出
る
の
を
見
た
と
い
う
。
ホ
イ
ド
ン
に
お
祓
い
を
し
て
も
ら
う

と
出
な
く
な
っ
た
。
〈
※
〉

0

橋
の
下
中
川
に
松
林
が
あ
る
。
昔
、
女
の
人
が
お
産
の
と
き
に
死
ん
だ
所
で

あ
る
。
夜
通
る
と
赤
子
の
鳴
き
声
が
す
る
。
〈
※
〉

0

何
年
か
前
、
夜
、
川
の
ほ
と
り
を
登
っ
て
い
る
と
人
が
呼
ん
で
い
る
よ
う
に

感
じ
た
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
何
度
も
探
し
て
み
る
と
、
川
に
水
死
体
が
あ
っ

た。

〈
※
〉
（
以
上
、
下
中
、
里
。
な
お

〈
※
〉
の
印
は
調
査
者
松
村
利
規
氏
）

ヒ
ト
ダ
マ

0

ヒ
ダ
マ
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
る
。
珍
し
く
も
な
い
。
（
平
山
、
広
田
）

0

ヒ
ラ
マ
、
シ
ト
ラ
マ
、
雲
の
上
の
方
に
出
る
。
（
西
之
、
野
原
）

0

ヒ
ダ
マ
は
よ
く
見
る
。
リ
ン
だ
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
戦
時
中
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
見
た
リ
ン
の
燃
え
る
の
と
は
違
う
。
隕
石
か
何
か
か
も
し
れ
な
い
。

（
西
之
、
平
野
）

0

ヒ
ノ
タ
マ
を
二
回
見
た
。
三

O
c
m
く
ら
い
あ
っ
て
ニ
Cm
く
ら
い
尾
を
引
い
て

い
た
。
一
回
目
は
稲
刈
り
の
あ
と
、
東
の
空
か
ら
飛
ん
で
き
た
。

二
回
目
は

夜
釣
り
の
と
き
水
平
線
の
上
に
浮
い
て
い
た
。

〈
※
〉

（
下
中
、
里
）

”
目
“
に
関
す
る
妖
怪
謬

0
魚
を
―
―
-
、
四
匹
買
っ
て
帰
る
途
中
、
小
心
物
の
そ
の
人
は
昼
な
お
暗
い
林
の

所
で
何
か
音
が
し
た
た
め
、
走
っ
て
逃
げ
帰
っ
て
、
魚
を
軒
に
吊
る
し
て
お

い
た
。
翌
朝
見
て
み
る
と
、
全
部
の
魚
が
片
目
に
な
っ
て
い
た
。

（
平
山
、
仲
之
町
）

0

魚
を
土
産
に
も
ら
い
、
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
そ
こ
の
主
人
が
、
も
う
遅
い
か

ら
と
魚
の
目
に
塩
を
な
す
り
付
け
て
く
れ
た
。
メ
ン
コ
ー
が
目
を
抜
く
と
い

う

。

正

体

は

狸

と

思

わ

れ

て

い

る

。

（

西

之

、

平

野

）

0

た
く
さ
ん
の
ガ
ラ
ッ
パ
が
相
撲
を
取
ろ
う
と
詰
め
寄
っ
て
き
た
。
あ
ま
り
＜

ど
く
い
う
の
で
怒
っ
て
根
棒
で
撲
り
、
全
部
の
片
目
を
潰
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
後
、
そ
の
川
で
取
れ
る
魚
の
類
は
み
な
片
目
と
な
っ
た
。

〈※
〉
（
下
中
、
里
）
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そ
の
他

0

切
り
通
し
の
道
な
ど
で
ア
バ
ラ
マ
キ
が
出
て
、
道
の
側
面
か
ら
石
や
砂
を
落

と

す

。

〈

※

〉

（

下

中

、

里

）

0
山
神
か
ら
上
中
へ
至
る
坂
で
ア
バ
ラ
マ
キ
が
出
て
バ
ラ
ス
を
撒
く
。
こ
れ
に

当
た
る
と
病
気
に
な
る
。
特
に
女
性
。
〈
※
〉
（
下
中
、
里
）

0

海
に
妖
怪
ら
し
き
も
の
が
出
た
と
き
は
、
火
を
つ
け
て
投
げ
込
ん
で
く
る
。

（
島
間
、
仲
之
町
）

0

チ
ョ
カ
メ
ン
（
黒
ジ
ョ
カ
）
が
坂
を
転
げ
落
ち
た
り
、
昇
っ
た
り
す
る
。
〈
※
〉

0

ゴ
ロ
ー
プ
ツ
と
い
う
メ
ン
が
山
か
ら
転
げ
落
ち
て
き
た
。
〈
※
〉

（
以
上
、
下
中
、
里
）

‘,＇‘ 七
妖
怪
ー
考
察

ば

っ

こ

（
 

調
査
前
か
ら
種
子
島
は
、
妖
怪
の
跳
梁
祓
隠
す
る
島
だ
と
聞
い
て
い
た
。
妖

怪
を
鎮
め
る
碑
さ
え
建
立
さ
れ
て
い
る
く
ら
い
だ
。
島
に
着
い
て
ま
ず
感
じ
た

の
は
非
常
に
強
引
な
風
だ
っ
た
。
ま
た
植
生
が
南
島
独
特
の
も
の
で
あ
り
、
思

わ
ず
”
幽
霊
の
正
体
見
た
り
枯
尾
花
”
と
い
う
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
っ

た
。
島
は
平
坦
地
の
た
め
よ
く
強
風
が
吹
く
。
こ
の
こ
と
も
妖
怪
諏
作
成
の
一

因
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

ガ
ラ
ッ
パ
や
チ
ョ
カ
メ
ン
な
ど
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
妖
怪
も
多
い
が
、
ヌ
レ
ヨ

メ
ジ
ョ
ー
な
ど
う
ら
寂
し
い
も
の
も
ま
た
多
く
見
ら
れ
る
。
伝
承
者
寺
内
弥
六

”
妖
し
い
も
の
“
”
淋
し
い
も
の
“
と
い
う
形
容
に
は
な
か
な
か
味
が

さ
ん
の

あ
る
。目

に
関
す
る
妖
怪
諏
が
と
て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
に
は
他
に
目
一

つ
五
郎
の
伝
説
も
あ
る
。

片
目
の
神
の
伝
説
は
全
国
各
地
に
見
ら
れ
る
。
降
臨
し
て
き
た
際
に
、
木
の

枝
で
突
い
た
り
転
ん
だ
り
し
て
片
目
を
潰
す
神
話
で
あ
る
。
こ
こ
に
聖
な
る
犯

し
難
い
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
的
な
像
が
浮
か

び
上
が
る
。
文
字
通
り
、
客
落
し
た
神
と
し
て
の
妖
怪
像
が
考
え
ら
れ
る
。
（
目

を
潰
す
原
因
と
な
っ
た
も
の
や
場
所
は
忌
ま
れ
、
そ
れ
に
関
係
す
る
動
物
は
祟

り
に
よ
っ
て
片
目
に
な
る
、
と
さ
れ
る
）

人
の
目
が
二
つ
あ
る
の
は
三
次
元
を
見
る
た
め
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
神
々
は

目
が
三
つ
あ
り
、
一
っ
目
は
妖
怪
に
な
る
。
人
は
自
分
と
異
な
る
目
の
数
を
も

つ
存
在
に
、
異
次
元
を
見
る
能
力
が
あ
る
と
考
え
、
畏
怖
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

仇
そ
の
他
ー
死
人
と
豊
漁

〇
母
親
が
危
篤
状
態
で
あ
っ
た
。
突
然
い
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
ぬ
ほ
ど
釣
り

が
し
た
く
な
っ
た
。
ど
う
せ
一
晩
の
命
だ
ろ
う
と
、
妻
と
嫁
に
任
せ
て
、
釣

り
に
出
た
。
メ
バ
ル
や
そ
の
他
大
き
な
魚
が
、
当
時
の
お
金
で
何
万
円
分
と

釣
れ
た
。
喜
ん
で
戻
る
と
も
う
母
は
冷
た
く
な
っ
て
い
た
。
（
島
間
、
田
尾
）

0

幼
い
時
、
田
舎
へ
帰
っ
て
釣
り
を
す
る
と
い
う
と
、
祖
母
が
、
取
っ
て
置
い

な
か

た
葬
式
の
足
半
を
履
い
て
い
け
と
い
う
。
嫌
だ
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も
と
い

う
の
で
そ
う
す
る
と
、
黒
ダ
イ
が
二

0
数
匹
、
イ
ザ
リ
籠
一
杯
釣
れ
た
。

（
平
山
、
広
田
）

0
大

漁

の

夢

は

凶

。

（

中

之

上

、

上

中

）

0

葬
列
の
際
、
肉
親
は
霊
屋
に
向
か
っ
て
米
と
銭
を
撤
く
。
こ
の
銭
で
買
っ
た

釣

具

を

使

う

と

豊

漁

に

な

る

。

（

「

南

種

子

町

郷

土

誌

』

）

今
回
の
調
査
で
特
に
興
味
を
魅
か
れ
た
の
が
右
の
事
例
で
あ
る
。
死
人
と
豊

漁
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

次
の
よ
う
な
補
助
線
を
引
く
と
わ
か
り
や
す
く
な
る
。
漁
師
の
間
に
、
あ
る

魚
を
万
匹
取
る
と
そ
の
命
は
人
一
人
分
に
相
当
す
る
と
い
う
伝
承
が
そ
れ
で
あ

る
。
猟
師
の
間
に
も
獣
何
匹
分
か
の
命
を
一
人
分
に
相
当
す
る
と
考
え
る
伝
承
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多
く
を
求
め
る
と
恵
み
は
少
な
い
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
欲
張
っ
た
結
果
、
満

足
の
い
く
よ
う
な
考
察
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ど
ん
な
熟
練
の
調
査
者
で
あ
ろ
う

と
一
日
の
調
査
量
に
は
限
度
が
あ
ろ
う
。
十
日
問
は
そ
の
積
み
重
ね
だ
か
ら
同

じ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
が
―
つ
の
大
テ
ー
マ
と
し
て
独
立
し
う
る

よ
う
な
も
の
を
九
項
目
に
も
わ
た
っ
て
、
し
か
も
新
米
の
私
が
調
べ
よ
う
な
ど

と
い
う
の
は
、
今
に
し
て
思
え
ば
大
そ
れ
た
考
え
だ
っ
た
。

し
か
し
悔
や
ん
で
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
お
け
る
考

察
の
突
っ
込
み
は
弱
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
俗
信
全
般
を
広
く
見
渡
す
こ
と
は

で
き
た
と
思
う
か
ら
だ
。

俗
信
を
調
べ
て
き
て
感
じ
た
こ
と
は
、
人
が
日
々
暮
ら
し
て
い
く
と
い
う
単

純
さ
の
中
に
あ
る
困
難
さ
と
、
人
々
の
精
神
の
繊
細
さ
で
あ
る
。

人
は
常
に
異
界
を
意
識
し
て
生
活
し
て
い
る
。
異
界
と
い
う
い
い
方
が
お
か

し
い
な
ら
ハ
レ
、
ケ
ガ
レ
と
し
て
も
よ
い
。
鳥
や
雲
の
動
き
―
つ
に
”
異
“
を

感
じ
、
心
の
中
、
夢
の
世
界
も
”
異
“
と
み
な
す
。
そ
の
”
異
“
は
現
実
の
も

の
な
の
か
、
な
ら
ば
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
超
人
間
的
力
に
判
じ
て
も
ら
う
。

そ
し
て
行
動
を
慎
み
、
ま
た
行
動
を
起
こ
し
た
り
す
る
。

人
間
、
社
会
関
係
に
お
け
る
”
異
“
は
憑
霊
と
い
う
現
象
を
呼
び
、

そ
の
も
の
の
象
徴
と
し
て
妖
怪
が
出
現
す
る
。

三、

ま
と
め

”異“

が
あ
る
。
つ
ま
り
人
1
1

大
最
の
魚
と
い
う
図
式
が
成
り
立
つ
。

海
は
海
辺
に
住
む
も
の
に
と
っ
て
異
界
で
あ
り
、
同
時
に
あ
の
世
で
あ
る
。
人

が
死
ぬ
と
あ
の
世
へ
行
く
。
つ
ま
り
万
匹
分
の
魚
の
生
命
が
も
た
ら
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
あ
の
世
、
海
が
そ
の
お
返
し
と
し
て
こ
の
世
に
大
量
の
魚
を

恵
ん
で
く
れ
る
。

死
人
と
豊
漁
の
関
係
は
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
人
と
い
う
も
の
は
紬
細
な
精
神
で
外
界
へ
目
を
向
け
続
け
て
い

る。
し
か
し
こ
の
過
敏
な
ま
で
の
緞
細
さ
は
決
し
て
弱
さ
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら

そ
れ
は
想
像
力
の
母
体
で
あ
る
か
ら
。

俗
信
全
般
を
広
く
見
渡
し
て
感
じ
る
こ
と
は
想
像
力
の
豊
か
さ
で
あ
る
。
憑

霊
や
妖
怪
は
い
う
に
及
ば
ず
、
兆
・
占
・
禁
．
呪
さ
え
、
深
く
連
想
能
力
が
関

与
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
突
っ
込
み
が
浅
か
っ
た
た
め
、
南
種
子
町
の
地
域
性
と

い
う
よ
う
な
も
の
は
つ
か
み
き
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
人
の
精
神
の
一
面
と
い

う
の
は
垣
間
見
ら
れ
た
気
が
し
た
。

調
査
に
当
た
っ
て
各
村
落
の
伝
承
者
の
方
々
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ

た
。
改
め
て
こ
こ
で
感
謝
し
た
い
と
思
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
参
与
文
献
〉

下
野
敏
見
著
『
タ
ネ
ガ
シ
マ
風
物
語
』
(
-
九
六
九
、
未
来
社
）

下
野
敏
見
著
『
カ
ミ
と
シ
ャ
ー
マ
ン
と
芸
能
』
（
昭
和
五
九
年
、
八
重
岳
書
房）

井
之
口
章
次

著

『

日

本

の

俗

信

』

（

昭

和

五

0
年
、
弘
文
堂
）

共
著
『
講
座
日
本
の
民
俗
宗
教
—
四
、
巫
俗
と
俗
信
』
（
昭
和
五
四
年
、
弘
文
堂
）

小
松
和
彦
著
『
憑
霊
信
仰
論
ー
妖
怪
研
究
の
試
み
』

（
一
九
八
四
年
、
あ
り
な
書
房）

柳
田
國
男
著
「
一
目
小
僧
そ
の
他
」
『
定
本
柳
田
國
男
集
第
五
巻
』

（
昭
和
四
三
年
、
筑
摩
書
房
）

波
平
恵
美
子
著
「
水
死
体
を
エ
ビ
ス
神
と
し
て
祀
る
信
仰
~
そ
の
意
味
と
解

釈
」
『
民
俗
学
研
究
四
二
巻
四
号
」

(
-
九
七
八
年
、
日
本
民
俗
学
会
）

そ
の
他
、
『
南
種
子
町
郷
土
誌
』
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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信仰lll (｛谷信一予兆・ト占・禁忌・呪術・シャーマニズム・憑霊・妖怪•他）

付録、伝承者名一覧

氏 名 生年月日 大 字 小 字

寺 JI I キ ヨ Tl2. 9.20 下 中 郡 原

有 留 新 内 M23. 5.25 下 中 里

大 嵐 イ チ M43. 1.10 西 之 木 原

峯 山 秀 太 郎 M39. 6.11 島 間 田 尾

JI I プ 実 清 M45. 1.10 島 間 仲 之 町

山 田 妙 信 s 5. 1. 1 7 平 山 広 田

堂 原 キ ク M35. 3.15 平 山 広 田

折 戸 卜 メ M39. 4.12 （中種子町）坂井 梶 潟

松 下 親 法 s 8. 9. 1 8 中 之 上 上 中

遠 藤 友 教 中 之 上 上 中

岩 JI I ヽ 工 M43. 1.11 中 之 上 上 中

日 高 矢太郎 M34. 4. 1 平 之 平 野

大 脇 市 彦 T 3.11.28 平 之 平 野

寺 内 弥
-』—• M35. 7.30 下 中 里/‘ 

寺 内 弥 吉 TlO. 3.10 下 中 里
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‘‘,’ 一
多
撤
国
府
・
国
分
寺
の
存
在
期
間

（
 ①

多
徴
国
府

し

ま

ま

か
わ
ひ
が
し

ふ

ぼ

ん

先
般
、
種
子
島
の
島
間
に
居
住
し
て
お
ら
れ
る
河
東
不
凡
氏
が
筆
者
の
所
に

こ
う
づ
ま

来
ら
れ
て
、
同
地
に
残
る
島
間
城
す
な
わ
ち
上
妻
城
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
語
ら

れ
た
。島

間
城
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
在
島
一
五
年
間
に
し
ば
し
ば
耳
に
し
、
実
地

も
見
て
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
、
一
部
を
整
地
し
た

と
き
に
下
積
み
遺
構
が
数
力
所
見
つ
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
意
見
を

聞
き
た
い
、
と
い
う
ご
意
向
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
氏
は
、
石
積
み
の
様
相
を

図
示
し
、
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
し
か
し
、
実
地
を
踏
ま
な
い
こ
と
に
は
何

と
も
答
え
ら
れ
な
い
の
で
渡
島
す
る
こ
と
に
し
た
。

た

ね

島
間
は
、
多
徴
国
府
所
在
地
説
の
一
カ
所
で
あ
り
、
古
来
、
要
地
と
さ
れ
て

き
た
所
だ
。
島
間
城
の
調
査
は
当
然
多
襟
国
府
や
国
分
寺
を
視
野
に
入
れ
た
も

の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
筆
者
は
、
二
十
数
年
来
の
住
み
な

れ
た
島
で
は
あ
る
が
、
、
島
間
城
と
似
た
種
子
島
の
諸
城
跡
を
全
部
再
調
査
し
、

ま
た
主
要
な
律
宗
寺
院
（
種
子
島
古
代
末

S
中
世
初
）
跡
を
調
べ
、
こ
れ
ま
で

の
多
襟
国
府
・
国
分
寺
説
を
洗
い
直
し
て
み
る
こ
と
に
し
、
数
日
間
ず
つ
二
回

渡
島
し
た
の
で
あ
っ
た
。

＿
‘
序

鹿
児
島
大
学
教
授

下

野

敏

見

た

ね
多
徴
国
府
と
多
襟
国
分
寺

し
ま
ま

ー
島
間
城
を
め
ぐ
っ
て
ー
—

多
徴
国
府
が
存
在
し
た
事
実
は
、
『
続
日
本
記
』
に
、
「
和
銅
二
年
（
七

0
九）

六
月
癸
丑
、
勅
し
て
大
宰
率
よ
り
巳
下
品
官
に
至
る
ま
で
、
事
力
半
を
滅
ず
。
た

だ
薩
摩
、
多
襟
両
国
及
び
国
師
僧
等
は
滅
例
に
在
ら
ず
」
と
あ
る
こ
と
や
続
出

の
諸
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

大
宝
二
年
（
七

0
二
）
に
は
「
薩
摩
多
襟
、
化
に
隔
り
、
命
に
逆
う
。
こ
こ

は
か

に
お
い
て
兵
を
発
し
て
征
討
し
、
遂
に
戸
を
校
り
、
吏
を
置
く
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
多
襟
国
府
創
設
は
七

0
二
年
で
あ
り
、
そ
の
と
き
置
い
た
吏
は
国
司
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

多
徴
国
府
の
終
焉
は
天
長
元
年
（
八
二
四
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
三
代
実
録
」

に
こ
の
年
、
「
多
撤
嶋
を
停
め
て
大
隅
国
に
隷
せ
し
む
」
と
あ
る
こ
と
で
明
ら
か

で
あ
り
、
多
徴
国
は
七

0
二
年
創
設
以
来
、
八
二
四
年
ま
で
―
二
二
年
間
存
続

し
た
の
で
あ
る
。

『
日
本
記
略
』
に
は
「
多
徴
嶋
司
を
停
め
て
大
隅
国
に
隷
せ
し
む
」
と
あ
っ

て
、
『
三
代
実
録
」
の
多
撤
嶋
の
表
現
と
と
も
に
、
国
と
い
わ
ず
嶋
と
あ
る
点
か

ら
、
多
襟
国
は
下
国
と
し
て
の
扱
い
を
う
け
、
国
司
は
嶋
司
で
あ
り
、
国
分
寺

は
島
分
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
島
司
や
島
分
寺
の
表
現
は
、
『
日
本
後
紀
』

大
同
二
年
（
八

0
七
）
の
記
事
や
『
類
衆
三
代
格
』
巻
三
諸
国
購
読
時
の
斉
衡

二
年
（
八
五
五
）
の
記
事
な
ど
に
も
散
見
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
「
九
国
三
嶋
」

と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
太
宰
府
管
内
の
壱
岐
・
対
馬
も
多
徴
と
同
じ
く
「
嶋
」

の
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
壱
岐
・
対
馬
は
多
襟
よ
り
も
後
ま
で
国
府
・
国

分
寺
が
存
続
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
故
地
や
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
筆

者
も
両
島
を
訪
ね
、
そ
の
場
所
を
実
見
し
た
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
り
多
襟
の
み

は
い
ま
だ
に
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

壱
岐
・
対
馬
・
多
襟
と
も
嶋
司
・
嶋
分
寺
と
表
現
さ
れ
よ
う
と
も
、
ま
た
格

が
下
に
感
ぜ
ら
れ
よ
う
と
も
、
や
は
り
国
司
・
国
分
寺
扱
い
に
は
ち
が
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
多
撤
に
つ
い
て
見
る
と
、
天
平
宝
字
四
年
（
七
六

0
)
に
左
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遥
さ
れ
て
き
た
大
伴
宿
禰
が
多
徴
嶋
操
と
い
う
肩
書
で
あ
る
こ
と
や
、
天
平
神

護
元
年
（
七
六
五
）
に
左
遷
さ
れ
た
佐
伯
禰
毛
人
を
多
撤
嶋
守
と
記
し
、
宝
亀

元
年
（
七
七

0
)
に
左
遷
さ
れ
た
習
宜
朝
臣
阿
曾
麻
呂
を
多
徴
嶋
守
と
記
し
て

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
か
る
。
す
な
わ
ち
国
司
の
長
官
で
あ
る
「
守
」
の
称
や

同
じ
く
三
等
官
で
あ
る
「
操
」
の
称
が
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
多
撤
嶋
は
創

設
以
来
一
貫
し
て
嶋
司
は
国
司
待
遇
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

多

撤

に

お

い

て

、

「

国

」

名

が

見

え

る

の

は

、

七

0
九
年
の

「
国
司
及
び
国
師
僧
等
」
の
み
で
あ
っ
て
、
七
一
四
年
の
「
多
徴
嶋
印
一
面
を
給

う
」
の
記
事
以
後
は
「
嶋
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
七

0
九
年
の
場
合
も
、
薩

摩
と
並
記
し
て
あ
る
の
で
「
国
」
の
文
字
を
使
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の

点
か
ら
は
多
徴
は
一
貫
し
て
「
嶋
」
で
あ
り
、
他
の
国
と
は
違
う
意
味
の
国
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
違
う
意
味
と
は
、
本
土
の
周
辺
部
に
存
在
し
、
防
衛
上

の
意
義
が
大
き
い
た
め
に
、
小
嶋
を
も
っ
て
国
扱
い
に
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
七

0
二
年
か
ら
八
二
四
年
ま
で
―
二
二
年
の
間
、
国
司
（
嶋

司
）
政
庁
お
よ
び
居
館
を
包
含
す
る
国
府
が
島
内
の
い
ず
こ
か
に
存
在
し
た
と

い
う
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ
れ
が
多
撤
国
府
考
の
出
発
点
で
あ
る
。

②
多
襟
国
分
寺

既
に
、
七

0
九
年
の
記
事
に
「
国
司
及
び
国
師
僧
等
」
と
見
え
て
お
り
、
国

府
専
任
の
僧
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
国
分
寺
の
建
立
は
七
四
一
年
の
詔
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
建
立
さ
れ
る
と
、
長
く
続
き
、
八

ニ
四
年
の
多
撤
国
廃
止
ま
で
は
確
実
に
存
在
し
た
が
、
そ
の
後
も
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
初
期
の
国
師
僧
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
大
き
な
伽
藍
は
な
く
、
政
庁
の

近
く
に
小
堂
が
あ
っ
た
程
度
と
み
ら
れ
る
。

位
階
を
授
与
し
た
り
、
国
師
僧
に
よ
る
仏
教
で
宣
撫
し
た
り
し
た
努
力
が
実

り
、
七
三
八
年
に
は
島
出
身
の
僧
二
人
が
太
宰
府
で
得
度
し
、
帰
島
し
た
。
国

分
寺
・
国
分
尼
寺
建
立
の
詔
は
そ
の
三
年
後
で
あ
る
。
ま
た
翌
七
四
二
年
に
は
、

島
出
身
の
有
力
者
を
擬
郡
司
に
採
用
し
て
い
る
が
、
土
着
勢
力
を
皇
撫
し
、
大

和
政
権
の
末
端
行
政
の
中
に
組
み
入
れ
て
い
っ
た
過
程
が
分
か
る
。
多
撤
国
分

寺
（
嶋
分
寺
）
は
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
類
衆
三
代
格
』
の
「
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
、
多
襟
等
の
講
師
（
嶋
師
）

を
停
止
し
、
こ
れ
よ
り
以
降
百
余
歳
を
へ
て
（
八
五
五
年
）
、
徒
ら
に
嶋
分
寺
あ

り
」
と
い
う
記
事
か
ら
す
る
と
、
七
五
五
年
に
は
既
に
嶋
分
寺
が
あ
っ
た
わ
け

で
、
実
際
に
は
そ
れ
よ
り
以
前
に
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
国
分
寺
•
国
分
尼
寺
建
立
の
詔
の
あ
っ
た
七
四
一
年
か
ら
七
五
五
年
ま
で

の
一
四
年
間
に
多
徴
国
分
寺
は
建
立
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
の
国
分
寺

は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
っ
た
か
。
以
上
が
多
徴
国
分
寺
探
し
の
出
発
点
で
あ
る
。

‘.,'‘ 二
多
撤
国
府
・
国
分
寺
の
研
究
史

（
 こ

れ
ま
で
の
研
究
史
を
簡
単
に
述
べ
る
。

、
、
国
上
説
こ
れ
を
最
初
に
述
べ
た
の
は
、
羽
生
道
潔
で
、
文
化
一
五
年

（
一
八
一
八
）
、
『
種
子
島
家
年
中
行
事
』
（
河
内
和
夫
写
）
の
中
に
、
浦
田
港
を

控
え
た
国
上
に
大
内
屋
敷
（
内
裏
）
や
大
内
士
の
家
が
あ
り
、
ま
た
国
見
山
も

と

こ

ろ

あ
り
、
京
都
の
八
瀬
の
里
と
い
う
内
裏
百
姓
村
が
将
軍
家
に
野
老
を
献
上
す
る

が
、
種
子
国
の
国
上
か
ら
島
主
へ
野
老
を
献
上
す
る
こ
と
の
相
似
な
ど
を
指
摘

し
、
国
府
が
国
上
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
同
様
の
考
え
を
西
村
天

囚
が
『
南
島
偉
功
伝
」
で
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
羽
生
道
潔
の
記
録
を
踏
ま

え
て
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
、
佐
藤
敬
順
氏
が
『
ち
く
ら
五
号
』
に

「
種
子
島
島
分
寺
考
」
を
述
べ
、
寺
之
門
地
名
お
よ
び
花
堂
（
五
重
の
塔
）
、
大

内
士
の
点
か
ら
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
同
氏
は
「
大
隅
』

(
-
0周
年
記
念
第
二

輯
）
に
も
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
う
の
ご
う

甲
女
川
説
『
鹿
児
島
県
史
』
に
「
多
撤
国
府
の
地
は
島
北
、
国
上
方

‘,‘, 2
 

（
 

面
と
の
二
説
が
あ
る
が
、
あ
る
い
は
西
之
表
附
近
で
、
甲
女
川
の
甲
は
国
府
の
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訛
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
あ
る
。
島
北
と
い
う
地
名
は
な
い
。
北
部
の
国
上
と

対
照
さ
せ
て
あ
る
点
か
ら
み
て
南
部
の
島
間
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
甲
女
川

説
は
、
西
之
表
附
近
と
し
て
あ
る
こ
と
で
、
③
の
西
之
表
説
と
重
な
る
も
の
で
あ

る
。
甲
女
川
説
に
立
脚
し
て
い
る
も
の
に
、
高
璽
義
好
氏
の
「
慈
遠
寺
の
創
建

年
代
と
種
子
島
国
分
寺
に
つ
い
て
」
（
『
種
子
島
研
究
八
号
』
）
が
あ
っ
て
、
「
西

之
表
市
街
地
一
帯
に
、
国
司
庁
（
甲
女
川
畔
）
、
国
分
寺
（
慈
遠
寺
跡
）
、
国
分

尼
寺
（
大
会
寺
跡
）
を
配
す
る
と
、
み
な
と
、
川
、
山
な
み
、
多
徴
国
国
府
の

全
容
が
目
に
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。
」
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
石
寺
の
山
を

コ
ー
ノ
ミ
ネ
と
い
う
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

③
西
之
表
説
西
之
表
の
旧
名
赤
尾
木
に
ち
な
み
、
赤
尾
木
説
と
も
い
う
。

こ
の
説
は
、
甲
女
川
説
は
、
一
応
考
慮
せ
ず
に
、
国
府
・
国
分
寺
を
西
之
表
と

見
な
す
が
、
と
く
に
国
分
寺
1
1
慈
遠
寺
説
が
重
視
さ
れ
る
。
河
内
和
夫
氏
を
箪

頭
に
、
平
山
武
章
氏
・
高
璽
義
好
氏
ら
が
い
る
。
平
山
氏
は
、
「
種
子
島
に
於
け

し
も
な
か

る
条
理
制
迫
構
に
つ
い
て
」
（
『
種
子
島
民
俗
一
三
号
J

)

で
、
下
中
の
市
之
坪
お

に
し
の

よ
び
西
之
の
一
の
坪
を
条
理
制
迫
構
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。
国
府
・
国
分
寺
に

つ
い
て
は
、
他
国
で
は
条
理
制
施
行
地
に
近
い
台
地
に
あ
る
が
、
種
子
島
の
場

合
は
例
外
で
、
交
通
の
要
地
で
あ
り
、
地
形
、
そ
の
後
の
島
内
宗
教
史
か
ら
考

慮
し
て
、
赤
尾
木
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
、
国
府
を
「
本
城
」
の
地
、
国
分
寺
を

現
在
種
子
島
家
墓
地
の
あ
る
「
御
坊
」
の
地
と
想
定
さ
れ
た
。

『
太
宰
管
内
志
』
に
よ
る
と
、
「
島
分
寺
今
は
詳
な
ら
ず
、
此
島
（
種
子
島
）

今
は
す
べ
て
法
華
宗
な
る
由
な
れ
ば
、
島
分
寺
も
其
宗
旨
に
て
伝
わ
る
に
や
。
も

し
島
分
寺
今
に
伝
は
れ
る
事
あ
ら
ば
、
必
ず
尼
寺
も
そ
の
あ
た
り
に
あ
る
べ
し
」

と
い
う
見
解
で
、
島
分
寺
が
法
華
宗
寺
院
に
変
わ
っ
て
存
続
し
て
い
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
こ
の
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
法
華
宗
寺
院
の
当
時
の
最
高
の
寺

は
慈
遠
寺
で
あ
る
の
で
、
島
分
寺
は
慈
遠
寺
と
な
る
。
上
妻
隆
直
著
『
懐
中
島

記
』
（
元
禄
二
年
）
に
よ
る
と
、
慈
遠
寺
は
大
同
四
年
（
八

0
九
）
創
建
の
寺
で
、

は
じ
め
奈
良
の
興
福
寺
末
寺
と
し
て
律
宗
の
寺
で
あ
っ
た
が
、
長
亨
二
年
（
一

四
八
八
）
法
華
宗
に
改
宗
し
た
と
あ
る
。
こ
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
慈
遠
寺

は
、
国
分
寺
↓
律
寺
↓
法
華
宗
と
い
う
三
段
階
を
へ
て
存
続
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
種
子
島
に
お
い
て
は
、
律
寺
↓
法
華
宗
の
改
宗
に
お
い
て
、
大

方
の
寺
院
は
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
国
分
寺
↓
律
寺
の
移

行
も
寺
院
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
律
宗
と

国
分
寺
仏
教
は
鑑
真
以
来
関
係
が
深
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
慈
遠
寺
国
分

寺
説
を
補
強
す
る
の
で
あ
る
。
『
太
宰
管
内
志
』
の
尼
寺
云
々
は
、
こ
れ
も
慈
遠

寺
に
近
い
古
刹
を
求
め
る
と
な
る
と
、
大
会
寺
（
ダ
エ
ン
ジ
と
訛
音
）
が
適
当

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
懐
中
島
記
」
に
よ
る
と
、
大
会
寺
は
は
じ
め
屋
久
田
（
甲
女
川
畔
）
に
あ

っ
た
が
、
草
創
年
号
不
詳
で
律
寺
で
あ
っ
た
。
七
代
島
主
頼
時
室
の
大
禅
定
尼

が
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
辺
は
尼
寺
の
匂
い
が
強
く
、
古
例
の

正
月
詠
歌
題
が
「
霞
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
女
性
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
国
分
尼

寺
説
を
補
強
す
る
材
料
で
あ
ろ
う
。

高
重
義
好
氏
は
「
種
子
島
上
代
仏
教
に
つ
い
て
〈
国
分
寺
を
め
ぐ
る
問
題
点
〉
」

と
題
し
て
、
『
大
隅
』
（
昭
和
四
二
年
）
に
、
慈
遠
寺
国
分
寺
説
を
展
開
し
て
お

ら
れ
る
。

ま
た
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
高
重
氏
は
、
大
会
寺
国
分
尼
寺
説
を
提
唱
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

④
中
田
説
こ
の
説
は
、
小
川
玄
一
＿
一
郎
氏
が
「
多
徴
国
中
田
説
」
と
し
て

『
種
子
島
民
俗
』
一
四
号
（
昭
和
三
六
年
）
に
発
表
し
た
新
説
で
、
当
時
の
人
び

と
を
驚
か
せ
た
。
小
川
氏
に
よ
る
と
、
中
田
ほ
ど
国
府
に
関
係
の
あ
る
地
名
が

多
い
所
は
な
い
そ
う
で
、
た
と
え
ば
国
ノ
峰
（
国
府
の
峰
）
、
上
府
（
上
府
中
あ

つ
け
や
ま

る
い
は
上
国
府
）
、
屋
ノ
平
（
屋
形
の
平
す
な
わ
ち
国
司
館
の
平
）
附
山
（
国
府

に
付
属
し
た
山
）
な
ど
の
地
名
が
あ
る
。
水
田
は
約
八

0
町
歩
で
、
国
司
の
職
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分
田
と
し
て
の
多
撤
（
下
国
）
の
守
一
町
六
段
、
目
一
町
、
史
生
六
段
の
総
地

は
十
分
確
保
で
き
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
小
川
氏
は
、
第
一
国
府
が
国
上
で
、

第

二
国
府
が
中
田
で
あ
っ
た
と
い
う
国
府
移
転
の
可
能
性
も
考
え
て
お
ら
れ
る
。
ま

た
、
中
田
の
外
港
は
島
間
で
あ
り
、
屋
久
島
と
の
連
絡
に
当
た
っ
た
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

小
川
氏
説
は
、
ユ
ニ
ー
ク
で
興
味
深
い
が
、
地
名
だ
け
の
推
論
で
あ
る
点
と

外
港
の
島
間
港
と
の
陸
路
の
問
題
や
島
間
や
島
間
よ
り
む
し
ろ
屋
久
津
港
が
近

い
こ
と
な
ど
が
限
界
で
、
さ
ら
に
他
の
角
度
か
ら
の
補
強
が
必
要
で
あ
る
。
氏

は
述
べ
て
お
ら
れ
な
い
が
、
外
港
と
し
て
東
岸
の
熊
野
港
を
持
ち
得
る
の
は
利

点
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
川
氏
も
書
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、

最
終
的
に
は
古

瓦
や
（
茅
葺
き
で
あ
れ
ば
な
い
の
だ
が
）
、
礎
石
・
法
具
な
ど
の
発
掘
が
決
め
手

に
な
ろ
う
。

⑮
‘
島
間
説
明
治
二

0
年
ご
ろ
の
益
救
神
社
の
陳
情
文
書
に
、
国
府
政
庁

が
か
つ
て
島
間
に
あ
っ
て
、
政
庁
官
人
ら
は
島
間
崎
か
ら
益
救
神
社
を
遥
拝
し

た
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
記
録
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
信
用
は

で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
口
碑
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
記
事
は
、
一
応
注

目
に
価
す
る
。
と
い
う
の
は
、

島
間
と
い
う
地
名
か
ら
し
て
、

島
と
島
す
な
わ

ち
屋
久
島
と
種
子
島
の
間
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、

島
間
城
す

こ

う

づ

ま

う

え
ほ
う

な
わ
ち
上
妻
城
と
い
う
古
い
城
郭
が
あ
る
上
方
と
い
う
地
が
昔
か
ら
重
視
さ
れ

て
き
た
こ
と
も
あ
る
。
島
問
説
と
し
て
は
一
般
口
碑
の
ほ
か
に
、
小
川
氏
は
中

田
国
府
の
外
港
と
し
て
ふ
れ
、
平
山
氏
は
多
徴
・
益
救
両
島
間
の
海
上
交
通
の

要
地
で
あ
る
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
最
近
、
藤
井
重
壽
氏
が
隼
人
研
究
会
に

お
い
て
新
た
に
島
間
国
府
説
を
提
唱
さ
れ
た
。
氏
の
説
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

①
国
防
の
前
線
と
し
て
多
徽
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
適
地
と
し
て
島
間
が
注

目
さ
れ
る
。

②
益
救
神
社
文
書

（
前
記
）
の
島
間
国
司
政
庁
跡
説
。

③
下
中
の
「
市
之
坪
」
は
「
一
の
坪
」
で
、
条
理
制
遺
構
で
あ
る
。

④
国
府
は
、
文
化
の
中
心
、
豊
か
な
生
産
地
帯
、
交
通
の
結
節
点
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
多
徴
国
の
場
合
、
と
く
に
、
種
子
島
・
屋
久
島
・
ロ
永
良

部
島
三
島
の
中
心
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
い
う
地
は
島
間
で
あ
る
。

⑤
島
間
の
宮
松
原
神
社
（
海
岸
の
古
社
）
に
熊
毛
入
道
の
伝
説
（
日
高
円
碩

記
）
が
あ
る
こ
と
。
上
妻
城
は
、
国
府
津
城
が
上
妻
城
と
な
り
、
上
妻
姓
発

生
の
元
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
島
間
上
方
に
国
府
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
。
氏
の

説
の
背
景
に
は
、

島
間
上
方
に
居
住
し
、
町
役
場
退
職
後
、
一
途
に
島
間
城

（
上
妻
城
）
を
は
じ
め
、
市
之
坪
、
そ
の
他
の
地
名
研
究
を
し
て
き
た
河
東
不

凡
氏
の
研
究
が
あ
り
、
そ
の
現
地
資
料
に
立
脚
し
て
い
る
。
島
間
説
の
難
点

は
、
傾
斜
地
が
多
く
、
地
域
が
狭
い
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
上
妻
氏
は
筑
後

の
上
妻
郡
か
ら
来
島
し
た
一
族
で
あ
り
、
国
府
津
城
か
ら
上
妻
姓
が
発
生
し

た
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
藤
井
氏
の
説
は
今
ま
で
の
島
間
説
と
共
通
す
る

要
素
が
あ
る
も
の
の
、
新
し
い
見
解
も
加
え
て
、
ず
ば
り
、

島
間
説
を
打
ち

出
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

筆
者
も
自
分
な
り
の
考
え
に
し
た
が
っ

て
島
間
説
を
と
る
も
の
で
あ
る
が
、
永
年
、
薩
摩
国
府
や
大
隅
国
府
を
研
究

し
て
こ
ら
れ
た
氏
の
説
に
は
傾
聴
さ
せ
ら
れ
る
。

ま
ど
こ

ろ

ほ

ん

だ

ら

⑥
そ
の
他
の
説
真
所
説
と
西
之
表
膜
事
試
験
場
（
本
立
）
付
近
説
が
あ
る
。

、ヽ
9
‘

げ
真
所
説
真
所
は
、
政
所
の
訛
音
で
あ
り
、
こ
こ
に
郡
衛
あ
る
い
は
国
衛

を
想
定
す
る
説
。
こ
の
説
の
代
表
は
小
川
玄
三
郎
氏
で
あ
る
が
、
氏
は
先
述

の
ご
と
く
、
あ
と
で
、
国
衛
に
つ
い
て
は
中
田
説
を
打
ち
出
し
た
。
真
所
に

は
郡
・
郡
川
・
市
之
坪
•
一
の
坪
な
ど
の
地
名
も
近
く
に
あ
っ
て
昔
か
ら
注

目
さ
れ
て
き
た
。
利
点
は
、
広
い
水
田
を
控
え
て
い
る
こ
と
だ
が
、
難
点
は
、

種
子
島
の
南
端
に
あ
っ
て
、
海
上
交
通
・
陸
上
交
通
と
も
不
便
で
あ
る
こ
と
。
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し
か
し
、
全
国
の
国
府
が
条
理
制
施
行
地
に
あ
る
の
が
通
例
だ
か
ら
、
「
市
之

坪
」
、
「
一
の
坪
」
、
「
里
」
を
手
が
か
り
に
、
国
府
を
想
定
し
て
み
る
の
も
有

意
義
で
あ
る
。
ま
た
、
「
真
所
八
幡
」
も
あ
っ
て
、
そ
の
前
に
は
古
例
の
田
植

祭
祀
を
営
む
森
山
も
あ
り
、
少
し
離
れ
て
古
刹
峯
之
寺
も
あ
り
、
推
理
の
条

件
に
は
欠
か
な
い
。

）
 

イ
西
之
表
農
事
試
験
場
付
近
説
、
こ
れ
は
『
鹿
児
島
県
史
』
に
、
同
所
付
近

（
 

の
経
路
か
ら
発
見
さ
れ
た
二
、
三
の
素
焼
土
器
と
平
安
中
期
ご
ろ
の
瑞
花
窟

怨
八
稜
鏡
を
、

島
分
寺
の
も
の
と
推
定
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
し
か
し
、

島

分
寺
の
場
所
は
分
か
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
地
は
西
之
表
の
後
背
地
で

あ
る
が
、
湊
川
沿
い
の
細
長
い
水
田
地
帯
で
、
国
府
や
国
分
寺
所
在
地
と
し

て
は
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
、
西
の
赤
尾
木
港
、
東
の
庄
司
浦
港
を
控
え
た
格

好
の
地
で
は
あ
る
。

以
上
、
多
徴
国
府
・
国
分
寺
に
つ
い
て
従
来
の
各
説
を
述
べ
た
。

筆
者
は

こ
れ
ら
の
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
自
説
を
展
開
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
、
結
論

か
ら
述
べ
る
と
、
島
間
説
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
の
ち
南
島

宣
撫
が
功
を
奏
し
て
平
和
が
続
い
た
が
、
そ
の
う
ち
、
北
方
の
薩
摩
・
大
隅

も
安
定
し
、
と
く
に
山
川
経
由
あ
る
い
は
禰
寝

（
根
占
）
経
由
国
分
へ
の
交

流
も
多
く
な
っ
た
。
そ
の
他
の
事
情
も
加
え
て
、
や
が
て
、
多
撤
国
府
・
国

分
寺
は
赤
尾
木
に
移
転
し
た
と
考
え
る
。
こ
の
点
は
従
来
の
島
間
説
と
大
き

く
違
う
。

二
、
島
間
説
の
展
開

、̀'’一

多

撤

国

府

（
 

〇
史
料
の
検
討

、̀‘
、①

屋
久
島
が
『
日
本
書
紀
J

に
初
登
場
す
る
の
は
、
推
古
二
四
年
（
六
一

六
）
で
、
以
後
た
び
た
び
登
場
す
る
の
に
、
種
子
島
の
初
登
場
は
天
武
六
年

（
六
七
七
）
で
六
一
年
も
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
「
延
喜
式
』
に

や

く

南
島
で
た
だ
一
社
、
益
救
神
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
分
か
る
よ
う

に
、
九
州
管
内
第
一
の
高
山
を
持
つ
屋
久
島
が
古
く
か
ら
菫
視
さ
れ
た
こ
と

と
関
係
が
あ
っ
て
、
種
子
島
よ
り
も
屋
久
島
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
示
し

て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
多
襟
国
府
は
屋
久
島
に
近
い
、
ま
た
屋
久
島
の

霊
山
宮
之
浦
岳
を
拝
み
や
す
い
島
間
に
国
府
を
定
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
六
七
七
年
、
種
子
島
が
登
場
し
、
ま
も
な
く
、
六
七
九
年
・
六
九
八
年
・

六
九
九
年
・
七
一
四
年
・
七
三
五
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
朝
廷
は
南
島
に
使
を

辿
し
て
い
る
。
南
島
は
、
沖
縄
に
至
る
広
い
地
域
で
あ
り
、
朝
廷
の
南
島
経

営
の
積
極
性
が
読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
島
間
が
拠
点
で
あ
っ
た

と
し
て
よ
い
。

③
六
七
九
年
の
種
子
島
第
一
回
目
の
遣
使
は
倭
馬
飼
部
造
連
な
ど
で
あ
る

が
、
名
前
か
ら
し
て
こ
の
人
物
は
牧
な
ど
の
畜
産
技
術
を
持
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
、
後
年
の
種
子
島
マ
キ
制
度
の
基
礎
づ
く
り
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
よ
り
五
九
年
後
の
天
平
一

0
年
（
七
三
八
）
に
は
太
宰
府
に
種
子
島
人
二

八
人
が
官
の
馬
牛
の
皮
を
納
め
て
い
る
（
「筑
後
国
正
税
帳
J
)

。
種
子
島
内
で
、

は

せ

の

牧
の
最
良
の
適
地
は
長
谷
野
で
あ
り
、

島
間
は
そ
の
一
角
で
あ
り
、
長
谷
野

牧
全
体
を
管
理
し
や
す
い
。

④
六
九
五
年
に
は
、
文
忌
寸
博
勢
や
訳
語
諸
田
等
を
種
子
島
へ
遣
わ
し
、
蛮

人
の
調
査
を
さ
せ
て
い
る
が
、
通
訳
を
伴
っ
て
の
こ
の
調
査
行
は
、
六
九
八

年
に
も
再
度
行
か
せ
、
し
か
も
武
器
を
持
た
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
年
帰

朝
す
る
の
で
あ
る
が
、
屋
久
島
・
奄
美
大
島
・
徳
之
島
人
を
伴
っ
て
き
た
の

で
、
主
に
薩
南
諸
島
、
奄
美
諸
島
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

と
と
も
に
、
そ
の
前
進
拠
点
と
し
て
、
屋
久
島
の
宮
之
浦
・
安
房
・
種
子
島

の
島
間
な
ど
が
適
地
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
当
時
は
既
に
多
撤
国

の
地
図
も
献
上
さ
れ
、
種
子
島
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
、
島
間
が
最
適
地
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国叫□ロ
七七七七七七七

言ら5五三兄竺
戸
を
は
か
り
、
吏
を
置
く
。

国
司
及
び
国
師
僧
等
減
例
に
あ
ら
ず
。

（
大
隅
国
建
国
）

多
撤
嶋
印
一
面
を
給
う
。

（
大
隅
隼
人
反
乱
）

（
薩
隅
ま
だ
班
田
せ
ず
）

多
徽
嶋
熊
毛
郡
大
領
外
従
七
位
下
安
志
託
等
十
一
人
、
多

撤
後
国
造
姓
を
賜
つ
。
益
酪
大
領
外
六
位
下
加
理
伽
等

百
出
六
人
多
徴
直
、
能
満
郡
少
領
外
従
八
位
上
粟
麻
呂
等

九
百
六
十
九
人
、
居
に
よ
り
直
姓
を
賜
っ
゜〗

亨
〗

と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

⑤
南
島
宣
撫
が
活
発
で
、
来
朝
者
（
帰
順
者
）
に
は
位
階
を
授
け
て
い
る

の
だ
が
、
そ
れ
に
は
差
が
あ
る
こ
と
お
よ
び
位
階
に
洩
れ
た
者
な
ど
の
不
満
、

さ
ら
に
開
田
や
牧
整
地
な
ど
の
急
激
な
経
済
政
策
へ
の
不
満
な
ど
が
積
も
っ

て
、
つ
い
に
大
宝
二
年
（
七

0
二
）
、
多
撤
は
薩
摩
と
と
も
に
命
に
叛
き
征
討

さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
と
き
、
初
め
て
戸
を
は
か
り
吏
を
置
い
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
の
官
衛
は
、
ま
だ
政
情
不
安
も
あ
る
の
で
、
防
衛
も
十
分
に
考

慮
し
た
官
術
（
国
術
）
を
造
営
し
て
吏
す
な
わ
ち
官
人
を
配
置
し
た
で
あ
ろ

う
。
こ
う
し
た
点
か
ら
島
間
の
上
方
は
適
地
で
あ
る
。

⑥
天
平
五
年
（
七
三
三
）
の
記
事
（
年
表
に
記
載
）
は
、
次
の
よ
う
に
姓

を
賜
っ
て
い
る
。

これは短い文であるが、いくつかの興味深い事実を秘めている。そ

れを述べる前に、筆者はたとえば―一人というのは、熊毛郡内の人

―一人というのではなくて、熊毛郡の安志託ほか多徴国内の一―人

と解したい。そこで、

①まず最初に熊毛郡を記したのは、熊毛郡が最重要地であった

からであり、国府に近い地と見なければならない。熊毛郡の場所

は、の島間、叩中の「郡原」、5西之表の「城」の三カ所が伝承さ

れているが、げは旦尚円碩の想像であり、5は高野入道居住地の伝
‘‘,’ 

承もあるというぐあいで、残るイが確実性が高いと思う。りは、「里」（（ 

村落・真所（政所）・郡川・郡原・市之坪など地名が集中し、古代

能益 熊

満 救 毛

郡郡 郡

〗八位上少領 下大領外六位 外陪位下大領

粟 加 安

麻 理 志

呂 伽 託

等 等 等

九
＇ ＝ Iヽ

九
....L. 

Iヽ

人 人 人

居 多 多
に

撤
撤

ょ 後

り 直 国
直 坦、A

姓 姓 姓

- 286 -



南種子町の民俗

南 中 西

之

表

種 種

＾ 北

種

子
子 子 ヽ

下 中 上

之 之 之

郡 郡 郡

下 増 住
中 田 吉
郡 郡
原 原 里

熊 ム月ヒI:: 

毛 満

郡 郡

地
方
行
政
官
庁
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
郡
」
の
つ
く
地

名
は
、
中
種
子
町
増
田
の
郡
原
、
西
之
表
市
住
吉
の
里
の
郡
川
に
も
見
ら
れ

る
。
こ
れ
を
整
理
す
る
と
、

となる。能満郡は、現在野間の地名に継承されているが、増田は

もとは野間の区域であったという伝承があるので拙著（『中種子町

口碑集』ー『種子島の民俗ー』）郡原は能満の行政センターとなる。

上之郡の郡名は不明である。このころまではまだ能満郡に屈し、一

郡であったのか、別な名称があったのかも史料では判然としない。

住吉の里は、良港を控え、海上交通上はよいが、後背地が山であ

り、上之郡全体を統轄するには適地とはいえない。したがって、住

吉に郡のセンターが長期間あったとは考え難く、むしろ赤尾木が

適している。住吉は、赤尾木港の避難港としての存在価値がある。

ただし、益救に重点を置く当時の政策では、上之郡・中之郡を合

わせて一郡とし、能満郡としたことが考えられる。赤尾木の整備

はその後であろう。

②「多襟後国造」姓の「後」は、ノチか、シリか、議論の分かれ

るところだが、もしシリとすると、熊毛郡の位置と合って便利だ

が、それにはサキ（前）もないと完結しない。したがって、初期

国造に対する後期国造の意味でノチと解するのがよい。『鹿児島県

史』もノチの趣旨を主張している。

③『鹿児島県史』が説くように、益救郡の大領が国造の家柄を示

赤 住 島

尾
木

＾ 西
之
表

吉 間‘—/‘ 

火 火 火g
合 ＾ ロ

ム口せゎ

ノ ノ
峰 ノ 峰

＾ 
峰

＾ 四

＾ ゚九 岬
七

メ メ
I の I 
ト 鼻

ト
ル ル
ヽ 、一 ヽ•-

花,, 住 島

里り 吉 間

港 港
の

の の

先 上 上

す
多
徴
直
の
姓
を
賜
い
、
多
徴
島
内
の
熊
毛
郡
大
領
が
多
徴
の
後
国
造
姓
を

賜
わ
っ
た
の
は
、
も
と
も
と
屋
久
島
に
最
初
の
国
造
が
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
舒
明
元
年
（
六
二
九
）
に
田
部
連
を
屋
久
島
に
派
遣
し
た

と
き
に
ち
な
む
の
で
は
な
い
か
。
田
部
連
は
名
前
か
ら
見
て
開
田
使
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
、
屋
久
島
だ
け
で
な
く
、
種
子
島
も
視
察
し
た
と
思
わ
れ
る
。
屋

久
島
の
中
心
は
古
来
、
宮
之
浦
で
あ
り
、
そ
こ
に
後
年
の
式
内
社
の
益
救
神

社
が
あ
る
の
だ
が
、
益
救
郡
の
国
造
は
宮
之
浦
に
あ
っ
て
益
救
神
社
を
祀
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
益
救
神
社
は
、
そ
の
後
の
南
嶋
経
営
・
南
嶋
交
通

の
も
っ
と
も
重
要
な
守
殿
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。
そ
れ
で
、
後
世
に
至
る

ま
で
、
島
間
岬
か
ら
国
司
遥
拝
の
伝
承
や
門
倉
岬
か
ら
の
遥
拝
の
伝
承
が
存

続
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

多
撤
国
創
設
に
当
た
っ
て
、
益
救
郡
は
こ
の
よ
う
な
伝
統
を
踏
ま
え
、
重
視

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
多
襟
直
」
と
多
徴
の
文
字
を
冠
す
る
点

は
、
国
府
が
多
襟
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
。
か
か
る
点
か
ら
、
国
府
は
益

救
に
近
く
、
朝
夕
、
宮
之
浦
岳
を
遥
拝
で
き
、
益
救
郡
の
国
造
と
も
焙
火
・
便

船
で
た
だ
ち
に
連
絡
で
き
る
島
間
に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

④
蜂
火
は
古
代
に
お
い
て
の
み
で
な
く
、
近
世
ま
で
も
重
要
な
通
信
法
で

あ
っ
た
が
、
と
く
に
南
島
に
お
い
て
は
、
終
戦
前
ま
で
、
も
っ
と
も
手
っ
取

り
早
い
通
信
法
で
あ
り
、
よ
く
用
い
ら
れ
た
（
「
南
島
の
通
信
法
』
『
南
西
諸

島
の
民
俗
ー
』
）
。
種
子
島
に
お
け
る
焙
火
の
山
は
、
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こ
の
三
点
が
あ
り
、
島
間

S
赤
尾
木
を
結
び
、
島
を
縦
走
す
る
線
上
に
あ
る
。

宮
之
浦
と
島
間
の
間
は
約
六
キ
ロ
で
、
民
謡
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に
「
屋
久
の

嫁
女
が
布
さ
ら
す
」
の
が
見
え
る
く
ら
い
近
い
。
し
た
が
っ
て
、
宮
之
浦
と

結
ぶ
最
重
要
地
点
は
島
問
で
あ
る
。
大
隅
国
が
成
立
す
る
と
、
益
救
•
島
間

の
情
報
は
蜂
火
に
よ
り
、
一
時
間
も
し
な
い
で
大
隅
海
峡
を
へ
て
大
隅
国
府

ま
で
的
確
に
連
絡
で
き
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

⑤
能
満
郡
少
領
の
粟
麻
呂
の
名
は
、
粟
を
主
作
と
す
る
畑
作
地
帯
（
中
之

郡
・
上
之
郡
）
ら
い
し
名
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
見
る
と
、
対
比
さ
れ

て
い
る
熊
毛
郡
（
下
之
郡
）
が
水
田
地
帯
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
九
六

九
人
に
直
姓
を
賜
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
多
徹
国
全
体
に
ま
た
が
る
人
数
で

あ
ろ
う
。

⑦
下
中
の
「
市
之
坪
」
、
西
之
の
「
一
の
坪
」
は
、
郡
川
と
鹿
鳴
川
の
間
の

じ
ょ
う
か
く

条
理
制
追
構
と
考
え
ら
れ
、
西
之
の
宇
都
の
上
の
城
角
も
「
条
」
に
ち
な
む
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
中
と
西
之
は
対
比
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
東
之

「
里
」
（
下
中
）
、
「
西
之
」
里
（
西
之
）
の
も
と
、
条
理
制
が
展
開
し
て
い
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

市
之
坪
の
地
に
は
、
聖
地
の
森
山
が
あ
る
。
周
囲
一
六
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

約
一
三
メ
ー
ト
ル
の
山
で
、
田
の
中
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
周
辺
の
七
つ
が
峰
の

―
っ
と
し
て
自
然
の
岩
山
で
あ
り
、
そ
こ
に
木
が
茂
っ
た
森
で
あ
る
。
開
田
に

よ
っ
て
他
の
山
と
切
り
離
さ
れ
た
。
森
山
は
、
古
来
、
真
所
神
社
田
植
え
祭
り

の
直
会
を
や
っ
て
き
た
聖
地
で
、
今
で
も
み
だ
り
に
入
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
周
辺
の
市
の
坪
は
神
田
と
な
っ
て
い
て
、
赤
米
を
栽
培
し
て
き
た
が
、
明
治

以
後
白
米
に
か
わ
っ
た
。
森
・
田
植
え
神
事
・
赤
米
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
は
隣
り

の
茎
永
の
宝
満
神
社
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
下
中
や
西
之
と

時
を
同
じ
く
し
て
茎
永
も
開
田
さ
れ
た
と
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

近
世
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
地
で
収
穫
さ
れ
た
米
は
、
中
種
子
町
南
部
（
坂

1
1
1
,
 

9
,
9
9
r
1
_

1
 

井
）
の
も
の
も
合
わ
せ
て
島
問
に
集
荷
さ
れ
、
年
貢
米
と
し
て
赤
尾
木
へ
回
送

さ
れ
た
が
、
島
間
へ
の
陸
路
は
、
い
っ
た
ん
尾
根
伝
い
に
長
谷
野
へ
出
て
島
問

へ
向
か
っ
た
。
広
大
な
牧
地
の
長
谷
野
は
平
坦
地
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
村
落
を

連
絡
す
る
地
理
的
役
目
を
果
た
し
た
。
こ
の
長
谷
野
を
媒
介
に
し
て
考
え
る
と
、

島
間
ー
下
中
、
島
問
ー
西
之
、
島
間
1

茎
氷
、
島
間
ー
坂
井
は
、
扇
形
状
に
要

の
島
間
と
各
村
落
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
容
易
に
、
迅
速
に
通
交
し
合
え
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
・
南
種
子
の
地
で
も
っ
と
も
重
要
な
地
は
陸
路
か

ら
見
て
も
島
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑧
多
徴
国
が
設
置
さ
れ
た
七

0
二
年
に
は
、
大
隅
国
は
ま
だ
設
置
さ
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
は
大
隅
東
岸
や
錦
江
湾
内
の
交
通
は
整
備
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
太
宰
府
と
の
連
絡
は
、
薩
摩
国

府
を
へ
て
薩
摩
半
島
の
坊
津
を
へ
て
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
坊
津
と
宮
之
浦
や

島
間
と
の
連
絡
は
、
潮
流
の
激
し
い
佐
多
岬
沖
を
挟
ん
で
行
う
坊
津

S
赤
尾
木

の
交
通
よ
り
も
容
易
で
あ
る
。
坊
津
か
ら
は
、
硫
黄
島
、
次
い
で
屋
久
島
を
目

指
し
て
一
気
に
南
下
し
、
昔
、
田
部
連
が
な
し
た
ご
と
く
宮
之
浦
の
益
救
神
社

に
参
拝
し
、
南
島
皇
撫
成
功
を
祈
願
し
、
次
に
対
岸
の
島
間
め
ざ
し
て
種
子
島

海
峡
を
再
び
一
気
に
横
切
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
島
間
の
港
は
、
島
間
お
よ
び

稲
子
泊
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
薩
摩
・
大
隅
の
支
配
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
。

七
二

0
年
に
は
大
隅
隼
人
の
抵
抗
が
あ
り
、
七
三

0
年
に
至
っ
て
も
薩
摩
・
大

隅
と
も
班
田
を
実
施
せ
ず
、
八

0
0年
に
至
っ
て
実
施
の
確
証
が
認
め
ら
れ
る

あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
薩
摩
・
大
隅
の
実
情
に
対
し
、
多
徽
国
を
中

心
と
す
る
南
島
経
営
は
予
想
外
に
順
調
に
行
わ
れ
た
。
朝
廷
の
南
島
経
営
の
目

的
の
一
っ
は
、
多
徴
国
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
太
宰
府
と
の
中
間
の
薩
摩
・

大
隅
を
挟
み
込
ん
で
制
約
す
る
と
い
う
狙
い
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
南
島
経

営
の
趣
旨
か
ら
は
最
初
は
島
間
が
国
府
の
適
地
で
あ
る
が
、
南
島
経
営
が
一
応
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安
定
し
た
七
二
七
年
（
南
島
人
叙
位
）
を
経
過
し
、
さ
ら
に
南
島
記
事
の
最
終

で
あ
る
七
五
四
年
（
南
島
に
牌
を
修
復
）
以
後
に
な
る
と
、
島
間
に
国
府
を
設

置
し
た
意
義
の
―
つ
が
色
あ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
朝
廷
の
目
は
完

全
に
同
化
し
な
い
薩
摩
・
大
隅
に
向
き
、
多
徴
国
府
の
位
置
の
再
検
討
も
行
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
薩
摩
・
大
隅
の
同
化
が
進
む
と
、
多
襟
国
府

は
こ
れ
と
接
触
を
深
め
た
で
あ
ろ
う
。
南
九
州
の
港
津
も
坊
津
に
対
し
て
、
山

川
や
根
占
・
大
泊
・
内
之
浦
・
志
布
志
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
こ
れ
ら
と
の
海
運

も
次
第
に
活
発
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。
大
泊
や
内
之
浦
・
志
布
志
と
の
連
絡
は

西
風
の
強
い
冬
期
は
種
子
島
東
岸
、
中
で
も
浦
田
や
湊
・
圧
司
浦
・
田
之
脇
な

ど
を
利
用
す
る
の
が
よ
い
。
こ
う
し
て
、
多
徽
国
と
の
中
心
勢
力
は
、
や
が
て

島
間
か
ら
、
条
件
の
整
っ
た
赤
尾
木
へ
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
以
上
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
初
期
多
撤
国
に
お
い
て
は
、
益
救

神
社
信
仰
（
山
岳
信
仰
・
航
海
の
目
標
）
・
旧
国
造
・
南
島
経
営
・
南
島
交
通
と

い
う
益
救
勢
力
に
対
し
、
条
理
制
・
新
（
後
）
国
造
・
水
田
経
営
•
島
内
交
通

と
い
う
多
徴
勢
力
の
新
旧
勢
力
交
替
の
接
点
と
し
て
、
島
間
は
非
常
に
重
要
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
初
期
多
襟
国
府
は
当
然
島
間
に
設
置
さ
る
べ
き
で
あ
っ

こ。t
 こ

の
新
旧
勢
力
を
い
っ
し
ょ
に
し
て
島
間
の
重
要
性
を
考
え
る
と
、
第
一
に
、

広
大
な
地
域
に
及
ぶ
南
島
経
営
上
、
第
二
に
屋
久
島
を
重
視
し
た
場
合
、
第
三

に
種
子
島
南
部
の
水
田
地
帯
を
管
理
す
る
上
か
ら
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る
が
、

こ
れ
ら
の
理
由
が
な
く
な
る
と
島
間
の
重
要
性
は
失
せ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ

て
、
多
撤
国
府
は
は
じ
め
は
島
間
に
あ
っ
た
が
、
多
撤
国
停
止
前
、
あ
る
い
は

停
止
後
、
赤
尾
木
へ
移
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
初
期
多
襟
国
時
代
に
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
多
徽
国
府
は
い
っ
た
い

島
間
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
。

こ
う
づ
ま

（
上
妻
城
）

し

ま

ま

島
間
城

ヽ`
／2
 

（
 ①

概

観

う
え
ほ
う

上
方
に
あ
る
島
間
城
跡
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
、
西
田
善
三
氏
と
い
う
古
老

か
ら
昭
和
三

0
年
代
に
聞
い
て
知
っ
て
い
た
し
、
そ
の
後
も
何
回
か
島
問
上
方

を
訪
れ
て
見
聞
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
今
回
、
河
東
不
凡
氏
の
案
内
で
、
徹
底

的
に
調
査
す
る
に
お
よ
ん
で
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
、
古
さ
、
保
存
の
よ
さ
な

ど
に
つ
い
て
深
い
感
動
を
も
っ
て
改
め
て
理
解
し
た
。
な
お
、
西
田
善
三
氏
は

カ
リ
ヤ
跡
に
居
住
し
て
お
ら
れ
た
。

島
間
城
は
、
上
（
東
）
か
ら
数
え
て
、
通
称
、
ミ
ズ
ガ
ウ
エ
ジ
ョ
ウ
、
カ
リ

ャ
、
ウ
チ
ジ
ョ
ウ
の
―
―
―
つ
の
城
廓
が
東
西
に
連
な
る
連
廓
で
あ
る
。
一
＿
一
廓
と
も

高
い
タ
カ
ボ
リ
（
土
塁
）
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
、
南
面
・
東
面
と
も
深
い
谷
の
小

川
で
も
っ
て
守
ら
れ
る
と
い
う
防
禦
を
目
的
と
し
た
城
で
あ
り
、
カ
リ
ヤ
と
ウ

チ
ジ
ョ
ウ
は
名
の
ご
と
く
、
役
所
と
居
館
の
あ
る
所
で
あ
る
。
海
岸
か
ら
標
高

二
0
七
メ
ー
ト
ル
の
火
合
ノ
峰
の
中
間
の
斜
面
台
地
に
位
置
し
、
自
然
の
地
形

を
巧
み
に
利
用
し
て
防
禦
・
用
水
等
を
考
慮
し
た
こ
の
城
は
、
山
城
的
平
山
城

で
あ
り
、
古
い
柵
形
式
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
土
塁
は
、
内
側
お
よ
び
外
側

の
土
を
削
り
、
積
み
重
ね
た
も
の
で
、
石
は
―
つ
も
使
用
し
て
い
な
い
。
土
塁

の
高
さ
は
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一

0
メ
ー
ト
ル
内
外
、
そ
の
幅
も
場
所

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
数
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
余
メ
ー
ト
ル
。
内
城
の
北
西
角
面

の
土
塁
か
ら
は
基
盤
の
赤
土
層
の
上
に
築
い
た
黒
色
土
層
と
の
中
間
あ
た
り
の

崩
士
か
ら
縄
文
土
器
片
も
拾
え
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
土
塁
を
築
い
た
と
き

の
黒
色
土
の
底
に
混
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

内
城
の
通
用
門
に
当
た
る
東
南
の
入
口
を
入
っ
て
く
る
と
き
の
土
塁
中
か
ら

は
鉄
滓
が
い
く
つ
も
出
た
。
そ
の
鉄
滓
は
重
く
て
、
製
鉄
跡
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
は
、
土
塁
を
築
い
た
の
が
鉄
器
使
用
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
砂
鉄
の

豊
富
な
種
子
島
で
は
弥
生
以
来
製
鉄
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
い
つ
の
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こ
ろ
の
も
の
と
も
決
め
が
た
い
。
最
近
、
内
城
の
西
南
の
地
点
に
経
一
メ
ー
ト

ル
大
の
団
子
状
礎
石
ら
し
い
も
の
が
出
土
し
た
。
周
辺
を
掘
る
と
ま
だ
出
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
礎
石
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

内
城
は
現
在
柳
田
忍
氏
が
居
住
し
て
い
る
。
内
城
の
北
側
の
泉
を
殿
の
川
と

い
う
よ
う
に
、
内
城
は
島
間
支
配
者
の
居
館
で
あ
っ
た
。
幕
末
に
中
島
郷
舎
が

で
き
て
明
治
に
入
る
と
青
年
会
舎
と
な
り
、
明
治
五
年
、
島
間
小
学
校
に
な
っ

た
。
や
が
て
、
島
間
小
は
仮
屋
へ
移
り
、
さ
ら
に
今
の
コ
ー
プ
シ
畠
の
地
へ
移

転
し
た
。
柳
田
氏
は
島
問
小
の
跡
を
払
い
下
げ
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
土
塁

は
、
門
の
北
側
を
少
し
切
り
崩
し
て
あ
け
て
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
よ
く
保

存
さ
れ
て
い
る
。
内
城
の
内
側
は
、
柳
田
氏
の
家
と
菜
園
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

な
ど
が
あ
る
。
土
塁
の
上
に
は
、
苦
竹
や
木
が
生
え
て
い
る
。

内
城
の
土
塁
の
外
周
の
長
さ
は
、
東
面
五
九
メ
ー
ト
ル
、
西
面
九
ニ
メ
ー
ト

ル
、
南
面
六
八
メ
ー
ト
ル
、
北
面
四
七
メ
ー
ト
ル
で
、
合
計
二
六
六
メ
ー
ト
ル
、

内
城
門
口
の
土
塁
幅
は
向
か
っ
て
右
一
三
メ
ー
ト
ル
、
左
一

0
メ
ー
ト
ル
、
土

塁
の
西
面
外
側
の
高
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
、
東
面
内
側
の
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
余
゜

仮
屋
に
は
、
現
在
、
日
高
公
司
氏
が
居
住
し
て
い
る
、
藩
政
時
代
の
役
所
跡

で
、
旦
両
氏
の
門
口
も
昔
の
仮
屋
の
門
口
そ
の
ま
ま
を
利
用
し
て
い
る
が
、
氏

も
最
近
、
北
西
面
の
土
塁
を
崩
し
て
道
を
つ
け
た
。
全
体
の
保
存
景
観
に
大
き

な
変
化
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
蚕
食
は
今
後
は
止
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仮
屋

の
内
側
は
、
旦
晶
氏
の
家
屋
と
菜
園
が
あ
る
。
仮
屋
の
あ
る
こ
ろ
は
、
外
か
ら

門
に
向
か
っ
て
左
方
の
内
側
に
仮
屋
が
あ
り
、
右
側
は
少
し
高
く
な
っ
て
い
て
、

建
物
は
な
く
、
訓
練
地
み
た
い
な
平
坦
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
に
は
今
、
日

高
氏
の
家
が
あ
り
、
左
方
は
畑
で
あ
る
。
土
塁
の
上
に
は
、
三
連
廓
と
も
椎
の

大
木
が
多
い
。
か
つ
て
内
城
の
居
住
者
が
土
塁
の
黒
色
土
よ
り
下
を
試
掘
し
た

と
き
椎
の
実
の
炭
火
し
た
も
の
が
一
升
く
ら
い
出
土
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ

は
縄
文
期
に
お
け
る
食
糧
目
的
の
椎
の
実
と
思
わ
れ
る
が
、
歴
史
時
代
に
入
っ

て
か
ら
の
こ
の
土
塁
上
の
椎
の
木
は
、
椎
の
実
採
取
の
た
め
の
栽
培
樹
木
で
あ

ろ
う
。
椎
の
木
は
ガ
ジ
ュ
マ
ル
や
ア
コ
ー
み
た
い
に
は
急
に
伸
び
な
い
点
も
考

慮
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
、
し
か
し
、
と
く
に
仮
屋
の
タ
カ
ボ
リ
（
土
塁
）
に

何
本
も
生
え
て
い
る
椎
の
木
は
三
人
抱
え
ほ
ど
も
あ
っ
て
、
七
、
八

0
0年
は

侵
に
経
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
大
木
で
あ
る
。
ミ
ズ
ガ
上
城
の
椎
の
木

も
同
様
の
大
木
で
あ
っ
た
。

仮
屋
の
東
面
外
側
の
長
さ
は
九
ニ
メ
ー
ト
ル
、
西
面
一

0
三
メ
ー
ト
ル
、
南

面
三
九
メ
ー
ト
ル
、
北
面
五
四
メ
ー
ト
ル
で
、
外
周
の
合
計
二
八
八
メ
ー
ト
ル
、

仮
屋
の
門
口
の
タ
カ
ボ
リ
の
幅
は
向
か
っ
て
右
側
一
七
メ
ー
ト
ル
、
左
―
―
メ
ー

ト
ル
。
タ
カ
ボ
リ
の
西
面
外
側
の
高
さ
約
一

0
メ
ー
ト
ル
、
北
面
内
側
の
高
さ

八
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。
犬
之
馬
場
は
昔
犬
追
う
物
を
行
っ
た
所
で
練
兵
場
。

ミ
ズ
ガ
上
城
は
、
古
老
に
よ
る
と
、
島
間
城
の
中
で
も
と
く
に
こ
こ
を
上
妻

城
と
呼
ぶ
地
で
、
河
東
不
凡
氏
の
所
有
地
。
氏
は
、
幼
い
こ
ろ
よ
り
、
父
母
か

ら
こ
こ
に
は
入
っ
て
は
な
ら
な
い
。
入
る
と
崇
る
と
教
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、

「
こ
こ
は
上
妻
と
い
う
殿
様
が
い
た
場
所
で
西
之
表
と
交
替
し
た
。
そ
の
よ
う
な

地
だ
か
ら
入
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
も
教
え
ら
れ
た
。

所
有
者
の
河
東
氏
も
め
っ
た
に
入
ら
ぬ
聖
地
で
あ
っ
た
の
で
、
島
間
の
人
び

と
も
、
場
所
は
目
の
前
に
あ
り
な
が
ら
も
、
た
だ
、
山
で
も
あ
り
、
入
口
も
な

く
、
し
か
も
一

0
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
ホ
リ
キ
リ
（
空
掘
り
）
の
た
め
そ
の
ホ
リ

キ
リ
の
道
は
毎
日
何
人
も
通
っ
て
も
誰
一
人
、
実
情
を
知
る
人
は
な
か
っ
た
と

い
う
。
河
東
氏
に
よ
る
と
、
氏
が
台
湾
か
ら
持
っ
て
き
た
ポ
ン
カ
ン
を
十
数
本

植
え
て
あ
っ
た
の
で
、
た
ま
に
見
に
行
っ
た
が
、
気
持
ち
の
よ
く
な
い
場
所
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
ほ
か
に
椎
の
大
木
や
苦
竹
な
ど
も
生
え
て
い
た
。
東
面
壁
上

に
は
、
逢
莱
竹
も
ひ
と
か
た
ま
り
生
え
て
い
る
。
逢
莱
竹
は
、
必
ず
人
が
植
え

た
も
の
で
あ
り
、
火
縄
や
カ
ゴ
・
ザ
ル
な
ど
を
作
っ
た
り
、
薪
の
束
を
く
く
る

紐
に
し
た
り
す
る
生
活
竹
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
老
人
会
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
設
け
る
た
め
に
、
ミ
ズ
ガ
上
城
の

東
面
の
ホ
リ
キ
リ
を
埋
め
て
、
そ
の
東
隣
に
コ
ー
ト
を
設
け
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
河
東
不
凡
氏
は
照
い
た
。
氏
は
か
ね
て
上
妻
城
保

存
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
の
で
、
直
ち
に
老
人
会
に
対
し
、
「
ホ
リ
キ
リ
は
埋
め

な
い
で
く
れ
。
代
わ
り
に
、
自
分
の
所
有
地
が
ミ
ズ
ガ
上
城
に
あ
る
か
ら
そ
こ

を
開
い
て
も
よ
い
」
と
申
し
出
た
。
こ
う
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
ミ
ズ
ガ
上

城
に
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
作
ろ
う
と
し
た
場
所

も
実
は
図
の
よ
う
な
ホ
リ
キ
リ
跡
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
少
し
整
地
し
た
過
程
で
、

惜
し
い
こ
と
に
そ
れ
は
消
失
し
た
。

現
在
、
ミ
ズ
ガ
上
城
に
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
開
か
れ
、
入
口
に
は
上
妻
城

に
つ
い
て
の
解
説
文
も
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
初
め
て
入
っ
た
老
人
た

ち
は
皆
照
い
た
。
八

0
歳
の
老
人
も
一
回
も
入
っ
た
こ
と
の
な
い
、
城
廓
の
上

の
山
中
に
、
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
コ
ー
ト
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
椎
の
木
な
ど

の
立
木
を
刈
り
、
プ
ル
を
入
れ
て
平
坦
地
に
整
備
し
た
点
で
は
、
若
干
、
辿
跡

破
壊
と
も
い
え
る
が
、
カ
ラ
ボ
リ
の
埋
没
を
救
い
、
そ
の
た
め
ミ
ズ
ガ
上
城
の

外
周
を
保
持
し
、
か
つ
次
に
述
べ
る
、
出
土
品
を
得
た
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
を

河
東
氏
が
た
い
せ
つ
に
保
存
し
、
出
土
状
況
を
注
意
し
て
い
た
こ
と
は
、
大
き

な
功
績
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ミ
ズ
ガ
上
城
は
、
表
面
は
人
々
に
解
放
さ
れ
た

が
、
大
局
的
に
は
何
ら
損
傷
さ
れ
ず
に
す
ん
だ
。

出
土
品
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
東
面
外
周
の
長
さ
六
八
メ
ー
ト
ル
、
西
面

九
ニ
メ
ー
ト
ル
、
南
面
四
五
メ
ー
ト
ル
、
北
面
三
四
メ
ー
ト
ル
で
、
北
面
の
土

塁
の
高
さ
一

O・
八
メ
ー
ト
ル
、
東
面
の
高
さ
―
―
メ
ー
ト
ル
。
仮
屋
と
の
間

の
ホ
リ
キ
リ
は
現
在
四
メ
ー
ト
ル
幅
の
道
で
あ
る
が
、
以
前
は
下
部
は
一
•
五

メ
ー
ト
ル
幅
で
あ
っ
た
。
そ
の
道
の
南
口
は
ふ
さ
が
れ
て
よ
く
通
れ
な
い
所
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
北
面
の
ホ
リ
キ
リ
道
も
今
ニ
・
五
メ
ー
ト
ル
幅
で
あ
る
が
、
昔

は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
幅
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ミ
ズ
ガ
上
城
は
周
囲
の
土
手
だ
け

が
あ
っ
て
、

出
入
口
の
な
い
地
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
河
東
氏
は
そ
ん
な
土
手

に
つ
い
た
一
・
五
メ
ー
ト
ル
幡
の
急
な
道
ら
し
い
所
を
通
っ
て
、
ポ
ン
カ
ン
を

見
に
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
周
囲
を
き
ち
っ
と
、
掘
り
切
っ
て
、
土
塁
城
を
築

き
な
が
ら
こ
こ
だ
け
出
入
口
を
無
視
し
て
い
て
、
し
か
も
整
地
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
建
設
当
初
か
ら
め
っ
た
に
入
ら
ぬ
聖
地
で
、
時
お
り
、
重
要
な
祭
り
を

執
行
す
る
場
所
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ミ
ズ
ガ
上
城
は
、
「
見
ズ
ガ
上
城
」
で

あ
ろ
う
と
思
っ
。
泉
と
は
関
係
が
な
く
、
水
ヶ
上
城
で
は
な
い
。
三
連
廓
の
一

番
上
方
に
あ
る
城
で
、
上
城
で
あ
る
が
、
禁
忌
を
伴
い
「
見
ズ
ガ
上
城
」
と
い

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
名
称
は
、
不
凡
氏
が
父
母
か
ら
教
え
ら

れ
た
名
称
で
、
他
の
人
は
い
わ
な
か
っ
た
。
他
の
人
は
、
一
般
に
上
妻
城
と
い

っ
た
。
仮
屋
に
住
ん
で
い
た
伝
承
者
の
西
田
善
三
氏
は
、
昭
和
三
四
年
ご
ろ
、
筆

者
に
、
「
こ
の
上
に
、
め
っ
た
に
入
ら
な
い
上
妻
城
が
あ
る
が
、
い
つ
で
も
案
内

し
よ
う
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
す
る
と
、
三
連
廓
の
中
で
、
ミ

ズ
ガ
上
城
を
と
く
に
上
妻
城
と
い
っ
て
重
要
視
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

②
ミ
ズ
ガ
上
城
（
見
ズ
ガ
上
城
）

こ
の
城
廓
に
つ
い
て
は
概
観
は
の
べ
た
が
、
次
に
出
土
品
の
分
析
を
行
い
、
見

ズ
ガ
上
城
の
機
能
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

①
竃
形
石
積
遺
構
ミ
ズ
ガ
上
城
か
ら
出
土
し
た
石
積
み
A
B
C
D
E
は

図
3
の
形
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
地
中
に
、
ほ
ぼ
同
じ
深
さ
の
位
置
に
あ

っ
た
。

A
C
D
は
東
面
切
り
込
み
の

a
に
沿
い
、

B
E
は
西
面
の
切
り
込
み

b
に
沿
っ
て
い
た
。

a
は
高
さ
お
よ
そ
一
五

0
セ
ン
チ
、

b
は
三

0
セ
ン
チ
。

A
B
C
D
E
は
地
表
よ
り
―
二

O
S
一
五

0
セ
ン
チ
の
深
さ
に
そ
の
基
底
部

が
あ
っ
た
。

五
例
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
基
底
部
は
ヤ
マ
イ
シ
と
称
す
る
自
然
石
の
三

つ
組
み
で
あ
る
こ
と
。
三
つ
組
み
は
、
南
の
形
で
あ
り
、
適
当
な
幅
に
組
み
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南種子町の民俗

合
わ
せ
て
鉄
釜
あ
る
い
は
土
鍋
を
置
い
て
煮
沸
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
け

れ
ど
も
（
と
く
に

C
D
E
)
、
鉄
器
や
土
器
の
出
土
を
全
く
見
な
い
点
か
ら
実

際
に
屯
と
し
て
使
っ
た
か
疑
わ
し
い
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
工
事
で
掘
り
下
げ
た
現
段
階
で
は
、
他
に
礎
石
な
ど

は
何
も
出
土
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
地
に
大
き
な
建
物
は
な
か
っ

た
と
い
え
よ
う
。
掘
建
小
屋
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
柱
穴
な
ど

は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
地
に
竜
を
築
く
目
的
は
祭
祀
関
係
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
も
長
時
間
滞
在
し
て
祭
祀
を
行
う
た
め
に
、
人

里
の
け
が
れ
を
知
ら
な
い
浄
火
を
必
要
と
し
た
あ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
。

A 
↑ B 

机 l1鼻鼻
， 黒い軽石 ： • 

--・・ ． ・山 ．； 

石り』
、＇／＇ （・払底部 ） ．．・ . E 

,・ 68m / -← ..... 

34ml 」 )..r/［口〗旦北

図3.ミズガウエジョウ出土竃形積み石遺構
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多禍国府と多禍国分寺

第6図 ：国府津城（島間城）と各村落
および水田地帯との連絡（長谷野台地経由の道）

島ま価妥

゜
ヽヽ

玉
＼
＼
．

づ
府

溢国

．

濯
3

城

ー
ーツ町・ニツ町
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南種子町の民俗

多徽国府・国分寺関係 (1~Vl、撮影下野敏見）
しもなかさと まどころ

想定一ー（1)南種子町下中「里」（国府） （2)南種子町下中「真所」（国府）

六

・=`、へ和9盲-'‘”ャー賓 ．泣～
①下中海評。黒潮直撃の浜には砂止めの垣をする。
前方は魚見の鼻。そのかなたに竹崎が見える。

③下中の里村落（琉球竹林で囲まれている）を望む。
左は花緑（鼻蜂に由来か）。

⑤真柄八幡宮を望む。七つが森の一つに鎖まり、

前を二番堰の溝川が流れる。

“ 
②下中～西之の海岸。鉄砲伝来の浜。
向こうの岬は門倉岬。砂止めの垣が一直線に走る。

• どころ

④森の中は真所村落。
この水田から車の見える向こうまでふくめて
「市の坪」という。

⑥森山。真所八幡宮の前にある。
森の左下は神田。森の手前一帯は「市の坪」字。
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多禍国府と多禍国分寺

多禍国府。 国分寺関係II

（ミズガ上城・ 仮屋・ 内城。 大塚山 ・森山・市之坪 ・真所）

①「ミズガ上城」ポールの右より租石出土

③「仮屋」の正面ロ

⑤「内城」内部

,;1 : • i 

⑦島問城の仮屋園

②左は「ミズガ上城」、右後は「仮屋」、
人物は河束不凡氏

d
 ．．．． 

．
 ｀
 

、.
`
．

し
’

．．． 

，
 

9..、'ヤ
•.•• 

.

.

.
 t
 
•• 

．ヽt
 
•••. 

④「内城」北西面角地の巴状道路

•、. ；、,．と

9 .  

⑥大塚山（島間大久保）

⑧「頁所」村落、手前は「市の坪」（下中）
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南種子町の民俗

多徽国府・国分寺関係III

金峰山護摩壇、対馬天道信仰、日足日扇紋、ミズガ上城、大光寺礎石

溢ンrっャー←ヽ-噌

①天道信仰の積石塔（対馬竜良山の天道（天童）
法師入定地）

う伍．”'...-.'ふ
④「ミズガ上城」出土 (A)

'.-・ 

L 

②金蜂山（薩摩）のさざれ岩（護摩壇）

③上妻氏の「日足日扇」の幕紋

⑤「ミズガ上城」出土の軽石 (A)

⑦後世に割った礎石（大光寺跡） ⑧後世に割った礎石の廓

（大光寺跡）
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多禍国府と多禍国分寺

想定一

多襟国府・国分寺関係IV
かみざと

(1)南種子町「上里」（国府）、

／ 

か ざと

①上里の村落。向こうの山は上里城。有留家を
はじめ旧士族居住村落で、茎永水田を管理して
いた。やや高台にある村落。

．
．
 

、
E`

．
 

ー、ヽt
.

・コ・・一 ァ• .. . “―”・

③島間城。左はミズガウエジョウ（見ずが上
城）、右は仮屋の土塁。

.’ヽ

9
.
 

・

ヽ
’．．
 

t.3
『

.

.

 

ぐ

．．
 

r• 

だ平速

⑤島間城の犬之馬場。左は内城壁、右は仮屋壁。

この道は掘りの切り道で、上部は土塁になって
いる。

(2)南種子町

．．．． 

②お田の森。茎永平野を望む前方中央の森がそ
れで、宝満神社の神田があり、赤米を栽培して
いる。

.9,• 

,9
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．
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ヽ
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9
.
 ．． ↓.

し

へ

．．．．．． 
，
＇
：
．
，
＇
．
 

;•t 

••••• 

？̀
．．9

，ヽ
．．
 

1

ぃ，
．

•••..• 

•. 

q
 

.

.
.
 

,
 

•.••.• 

．．
 

'
 

.• 

9

.

，
 
．．．． 
9
 • 

.•
••

•
••• 

••.• 

＂▼、．，

9
 .. 

ヽ

．． 

9
•

、
•

．．
 ．．
 

9
 .

.

 
9

.

 

•••• ・、
'... -・・.. b,ら．‘・ • 

．一‘””: • •..． ••9鼻．．,..... -,,,._.. 
.. •·.-. 
.， 坊ーや、吝

．逹全• .・ • ..,, 

・.̀？・・・・ •・・ 滋:ぇ
‘. a~》心．．•・、

·\••·· ． • ・ •’ .... 

·“~` ・ベt・:．：；ヽ..... . . 
` ・ ;．．`：. 

うえほう

島間「上方」（国府）

•G', J •3三'9ニ”た、

④島間城。左の壁は仮屋の土塁。

らク~- ..・:.、.,・・
・ニ・・

＇ 

⑥大塚山の石塔、五百有余年前、法華改宗に反
対して刑死したという大蔵さまの墓だという。
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多襟国府・国分寺関係v
想定・一西之表市西之表「本城」（国府）

J

9

.
 

K
'

、

9

．

＇ヽ，

•• 

t

i
ぃ

＼
 

‘

k

・

①沫滋（左）。北側入口。 ②「井の上」の井戸。すぐ
上に種子島氏の次男家があ
り、また内城、上の城に近い。

④内城の土塁。棺城中学校校庭。

⑥棺城の犬之馬場。左の土塁は内城。右
は種子島氏次男家。この道路は堀り切り
道である。

(2)西之表市西之表「棺城」（国府）
9, r ̀-と

~• ・ •`-、

③蛤滋（右）。南側入口。

⑤内城の土塁。人物は中世城郭研究家の
山崎勇三氏。

⑦右は上の城の土壁。熔城小学校がある。
左は内城で、棺城中学校がある。
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多撤国府・国分寺関係VI
じょう いしのみね

想定ー西之表市西之表「城」（国府）、（2)西之表市西之表「石之峯」（国府）

.,”' ， ． 
o・. •.. 

9̀ ` ̀  
，ヽ＇

ヽ J
.
 4

 

c
 

•-· 
．、

≪ ̂:.: 
9.i...、

．．．．  
. :・..  

，曹＇，．._.,,-:,.'・.,,. ・.... •·., 
••.• ・.,や r.:,!'・ ・,.、,． o．． ..・

.. -., ・-．が，・ -
．ヽ．、心＇や::;··.•令．． 9●●．． 

‘̀ ・ ら：かメ、•··
・ ・．．．．•.．ヘ・・ •ヤ· .・, -

じょう こうのごう

①城之内。五連廓の山城で、甲女川の上にあり、

西之表の棺城湾を一望に見おろせる。

③宝永山より、西名唇り台地を望む。山と海岸

の中間の台地で、本城（左上方）、内城（左側、

見えない）がつづく。

売て；り
名 . -

⑤「石之峯」城入口。 S字型の道がつき、踊り場
のまわりは礎石ににた巨石を柄み上げてある。人
物は種子烏宗教研究者で、「種子島を語る会」主
宰の高重義好氏（右）。左は中世城廓研究会の山
崎勇三氏。

じょう

②城から城之内を望む。右方の楽に城之内がある。

④単妥前。川の左方は砂浜であったが戦後、

市街地に。沖の防波堤も戦後。左の岬は盪泊。
じょ う ． 

昔はこの川を船がさかのぼって、城の下まで

きた。

・ー，

竺Bm直．`’
⑥林の上にそびえるのは熊毛支庁の建物。そこ
は昔の石之楽城の地。

- 302 -



南種子町の民俗

A
B
は
、
他
と
少
し
違
う
。
と
く
に
A
は
バ
ラ
ス
（
指
先
ほ
ど
の
浜
の
小

石
）
を
敷
き
つ
め
た
上
に
三
つ
石
を
組
み
、
そ
の
中
央
に
こ
ぶ
し
大
の
黒
い

軽
石
五
個
を
置
い
て
あ
っ
た
。
こ
の
軽
石
は
シ
ラ
ス
系
の
も
の
で
は
な
い
。
浜

に
寄
っ
た
石
を
拾
っ
て
き
た
も
の
で
、
聖
石
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
に
、
大
小

の
ヤ
マ
イ
シ
を
た
く
さ
ん
積
ん
だ
形
で
あ
っ
た
。
そ
の
石
は
長
さ
三

0
セ
ン

チ
、
幅
一
五
セ
ン
チ
く
ら
い
の
も
の
が
標
準
で
あ
る
が
、
焼
け
て
赤
く
な
っ

た
も
の
や
火
熱
に
よ
っ
て
割
れ
た
も
の
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は、

A
B
で
実
際
に
火
を
焚
い
た
証
拠
に
な
る
。
石
を
焼
い
て
根
栽
作
物
や

動
物
肉
の
ム
シ
焼
き
を
作
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
ホ
リ
キ
リ
を
め
ぐ
ら
し
た

こ
の
地
に
わ
ざ
わ
ざ
持
っ
て
き
て
、
祭
祀
以
外
そ
の
よ
う
な
調
理
を
行
う
こ

と
も
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
火
は
、
火
を
焚
く
こ
と
自
体
が
目
的
で

あ
り
、
祭
祀
の
中
心
を
な
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、

A
が
こ
の
火
を
焚
く
祭
り
の
中
心
で
、

B
は
そ
の
補
助
、

C
D
E
は
さ
ら
に
そ
の
補
助
も
し
く
は
簡
単
な
浄
火
調
理
用
の
南
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
真
中
の
平
地
に
人
々
が
参
集
し
、
見
守
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
小
さ
い
掘
建
小
屋
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
は
こ
の
際
は
枝
葉
の
問

題
で
あ
る
。

A
は
東
向
き
で
あ
る
。
東
天
を
排
し
て
祭
祀
は
執
行
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

②
石
積
み
自
然
石
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
に
積
ん
だ
祭
祀
追
跡
と
し
て
、
対

馬
の
竜
良
山
の
表
八
丁
角
に
あ
る
天
童
法
師
の
入
定
地
を
示
す
石
積
み
が
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
天
童
信
仰
は
、
天
道
信
仰
と
も
い
わ
れ
、
古
代
の
太
陽

崇
拝
に
立
脚
し
て
い
る
。
し
か
も
、
ビ
ラ
ミ
ッ
ド
形
を
造
形
し
、
望
眺
う
る

わ
し
い
竜
良
山
の
麓
に
設
け
て
あ
る
の
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
や
は
り
古
代

の
山
岳
信
仰
を
背
景
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
太
陽
崇
拝
と
山
岳
信
仰
の
複
合

で
あ
り
、
わ
が
国
の
古
代
信
仰
の
原
形
で
あ
る
。
同
形
態
の
石
積
み
信
仰
は
、

対
馬
の
佐
殿
や
壱
岐
に
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
島
が
多
徴
と
同
じ
く
太
宰
府

管
内
で
あ
り
、
と
も
に
国
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
注
目
し
な
け
れ
ば

つ

つ

な
ら
な
い
。
天
道
信
仰
は
、
対
馬
の
豆
酸
に
あ
っ
て
は
神
事
用
の
赤
米
俵
そ

の
も
の
を
「
天
道
様
」
と
称
し
、
太
陽
崇
拝
が
稲
作
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

③
天
道
信
仰
こ
の
信
仰
の
南
日
本
波
及
は
広
く
、
琉
球
圏
で
は
太
陽
を

テ
イ
ダ
と
い
い
、
天
道
信
仰
が
古
い
時
代
に
南
下
し
た
こ
と
を
示
す
。
ト
カ

ラ
列
島
で
は
、
天
道
弊
を
こ
し
ら
え
て
水
芋
を
供
え
、
太
陽
と
芋
が
結
び
つ

い
て
い
る
。
大
隅
で
は
天
道
を
拝
む
祭
祀
遺
跡
が
岡
の
頂
上
に
あ
る
。
鹿
児

島
市
川
上
で
も
村
落
の
上
の
見
晴
ら
し
の
よ
い
所
で
東
天
を
拝
し
、
天
道
祭

り
を
行
う
。
種
子
島
で
は
、
一
月
一
五
日
の
カ
シ
ワ
ガ
ユ
を
炊
い
て
天
道
に

供
え
る
が
、
そ
の
と
き
、
天
道
の
箸
と
い
う
柳
箸
を
添
え
て
お
く
。
天
道
信

仰
は
こ
の
よ
う
に
、
古
く
、
広
範
に
分
布
し
て
い
る
民
俗
で
あ
る
。

太
陽
信
仰
は
、
火
の
信
仰
に
連
な
る
。
琉
球
の
火
の
神
信
仰
も
太
陽
崇
拝

と
結
ぶ
も
の
で
あ
る
。
種
子
島
の
塩
屋
牧
（
製
塩
村
落
）
の
火
の
神
は
、
太

陽
神
天
照
大
神
を
祭
神
と
す
る
塩
釜
神
社
に
祀
っ
て
あ
っ
て
火
の
神
と
太
陽

神
は
疑
い
も
な
く
同
一
神
と
解
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ズ
ガ
上
城
の
石
積
み
は
、
そ

こ
で
火
を
焚
き
、
太
陽
神
を
祀
る
、
す
な
わ
ち
古
い
天
道
信
仰
の
祭
祀
が
展

開
さ
れ
た
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④
護
摩
壇
火
を
焚
い
て
祀
る
の
に
、
ほ
か
に
密
教
の
殿
摩
壇
が
あ
る
が
、

修
験
道
の
場
合
、
高
山
の
頂
に
談
摩
壇
が
あ
る
例
が
あ
る
。
薩
摩
の
修
験
霊

山
で
あ
る
金
峰
山
の
山
頂
に
は
、
サ
ザ
レ
石
と
称
す
る
護
摩
壇
が
あ
り
、
串

木
野
市
の
冠
岳
に
も
同
様
の
護
摩
壇
が
あ
る
。

修
験
道
は
種
子
島
に
も
古
く
か
ら
波
及
し
て
い
た
。
第
一

0
代
島
主
即
印

（
一
五
世
紀
）
の
修
験
道
傾
倒
ぶ
り
は
有
名
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
早
く
、
上
妻

家
真
(
-
三
世
紀
初
）
は
増
田
に
蔵
王
権
現
を
祀
り
、
修
験
道
に
通
じ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
上
妻
氏
は
口
碑
に
島
間
の
上
妻
城
を
運
営
し
、
種
子
島
を

支
配
し
て
い
た
が
、
種
子
島
氏
の
入
島
に
際
し
、
そ
の
臣
下
と
な
っ
た
。
そ
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の
と
き
、

増
田
村
五

0
町
歩
を
種
子
島
氏
よ
り
も
ら
っ
て
、
増
田
村
に
居
住

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
今
問
題
に
し
て
い
る
城
跡
を
上
妻
城
と
い
う

の
で
、
ミ
ズ
ガ
上
城
の
祭
祀
迫
跡
は
、
上
妻
氏
が
設
け
た
護
摩
壇
で
あ
り
、
ミ

ズ
ガ
上
城
は
修
験
秘
法
を
験
ず
る
秘
密
の
場
所
で
あ
っ
た
と
な
る
と
、
た
い

へ
ん
つ
ご
う
が
よ
い
の
だ
が
、
次
に
上
妻
氏
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

⑤
上
妻
氏
こ
の
姓
は
現
在
種
子
島
に
広
く
分
布
し
、
そ
れ
だ
け
で
も
家

系
が
古
い
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
。
そ
の
本
家
は
、
西
之
表
市
小
牧
と
納
曾

の
ニ
カ
所
に
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
も
自
家
が
本
家
だ
と
伝
え
て
き
て
い
る
。

そ
の
系
図
に
よ
る
と
、
藤
原
鎌
足
に
発
し
、
隆
宗
の
代
、
筑
後
の
国
司
と

な
っ
て
下
向
し
、
上
妻
郡
に
居
住
し
、
以
来
上
妻
姓
を
名
の
り
、
「
日
足
旦
扇
」

を
も
っ
て
旗
幕
の
紋
と
な
す
、
と
あ
る
。
『
種
子
島
家
譜
』
（
上
妻
氏
編
纂
）
に

よ
る
と
、
鎌
倉
時
代
の
初
め
、
種
子
島
の
地
頭
大
浦
口
氏
（
在
鎌
倉
）
に
代

わ
っ
て
、
上
妻
氏
が
代
官
と
な
っ
て
種
子
島
に
赴
任
し
、
支
配
し
て
い
た
、
と

あ
る
。
そ
し
て
前
記
の
よ
う
に
、
ま
も
な
く
種
子
島
氏
が
島
主
と
な
り
、
上

妻
氏
は
そ
の
臣
と
し
て
増
田
村
に
住
む
こ
と
に
な
る
。
小
牧
の
系
図
に
は
こ

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
納
曾
の
系
図
に
は
、
政
長
の
代
に
て
下
野
国

か
ら
筑
後
国
へ
下
向
し
、
上
妻
郡
を
領
し
、
上
妻
姓
を
名
の
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
政
真
の
代
（
建
久
年
間
）
に
、
大
浦
口
氏
に
代
わ
っ
て
そ
の

年
貢
運
送
の
た
め
に
来
島
し
、
や
が
て
政
真
は
種
子
島
氏
の
臣
と
な
り
、
代
々

住
吉
村
へ
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。
両
者
は
、
名
前
と
領
地
（
増

田
と
住
吉
）
の
違
い
は
あ
る
と
し
て
も
、
大
体
符
牒
が
合
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
両
者
の
正
統
性
を
比
較
す
る
必
要
は
な
い
。
増
田
に
も
住
吉
に
も
現
に

上
妻
氏
の
足
跡
は
あ
っ
て
、
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
。

こ
こ
で
も
っ
と
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
上
妻
氏
が
島
間
に

い
た
記
載
が
系
図
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
だ
。
も
し
、
島
主
代
と
し
て
島
間

に
い
て
居
城
を
構
え
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
居
城
た
る
上
妻
城
は
、
種
子
島

氏
入
島
時
代
り
っ
ぱ
な
城
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
た
と
え
系
図
は
後
年
に

記
入
し
た
と
し
て
も
、
や
は
り
堂
々
と
記
載
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
城
趾
と

と
も
に
も
っ
と
も
記
憶
さ
れ
て
よ
い
は
ず
の
島
間
在
館
記
事
が
双
方
と
も
洩

れ
て
い
る
の
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
わ
け
か
。

筆
者
は
、
上
妻
氏
は
建
仁
年
中
島
間
に
住
ん
で
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
当

時
は
赤
尾
木
を
は
じ
め
北
部
の
開
発
が
進
ん
で
い
た
の
で
、
赤
尾
木
に
い
た

と
思
っ
。
も
し
も
上
妻
氏
が
島
間
に
居
城
し
て
お
れ
ば
、
ま
た
、
上
妻
城
を

管
理
し
て
お
れ
ば
、
そ
の
墓
所
が
ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
し
、
河
東
不
凡
氏
に
尋
ね
て
も
そ
の
よ
う
な
所
は

な
い
と
い
わ
れ
る
。
上
妻
氏
が
島
主
代
を
し
た
年
数
は
、
『
種
子
島
家
譜
』
お

よ
び
『
二
十
人
家
伝
記
』
等
の
記
載
に
よ
る
と
、
わ
ず
か
数
年
で
あ
る
。
こ

の
短
い
期
間
に
あ
の
島
嶼
に
し
て
は
壮
大
な
上
妻
城
を
築
城
で
き
た
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
上
妻
氏
が
築
城
し
た
と
す
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
が
開
始
さ
れ
、
世

は
安
定
に
向
か
う
と
い
う
と
き
に
、
何
ゆ
え
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
ま
た
、
年

貢
輸
送
官
の
義
務
も
持
ち
な
が
ら
、
多
数
の
人
民
を
使
役
し
て
、
あ
れ
ほ
ど

の
運
営
を
す
る
余
裕
と
力
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
答

え
は
否
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
上
妻
氏
は
上
妻
城
と
は
無
関
係
な
の
で
あ
る
。
ま

し
て
や
そ
の
運
営
と
は
何
の
か
か
わ
り
も
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
島
間
に

は
、
上
妻
姓
の
子
孫
も
い
な
い
。

で
は
な
ぜ
、

島
間
城
を
上
妻
城
と
い
う
か
。
こ
れ
は
、
考
え
ら
れ
る
の
は

た
だ
―
つ
国
府
津
城
が
訛
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
後
世
、
上
妻

氏
は
種
子
島
氏
の
重
要
な
家
臣
と
し
て
、
『
種
子
島
家
譜
』
や

「懐
中
島
記
』

な
ど
の
記
録
に
も
参
与
し
、
中
枢
的
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
う
し
た
上
妻
氏

の
コ
ー
ヅ
マ
と
コ
ー
ヅ
と
が
重
な
り
合
っ
て
い
つ
し
か
、
コ
ー
ヅ
マ
ジ
ョ
ウ

（
上
妻
城
）
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
思
う
。

上
妻
氏
の
紋
「
日
足
旦
扇
」
の
日
足
は
朝
日
を
表
し
、

旦
扇
は
太
陽
を
招
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＜
趣
旨
で
、
太
陽
信
仰
を
意
味
し
、
国
司
に
ふ
さ
わ
し
く
、
日
の
御
子
的
出

自
を
も
示
唆
す
る
が
、
ミ
ズ
ガ
上
城
の
屯
形
石
積
み
辿
構
と
は
何
の
関
係
も

な
く
、
上
妻
氏
の
修
験
道
の
殿
摩
壇
と
も
無
関
係
な
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る

と
、
い
よ
い
よ
古
代
の
天
道
信
仰
に
そ
の
由
緒
を
求
め
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
修
験
道
の
護
摩
壇
と
は
い
え
な
い
が
、
石
積
み
の
炉
で
火
を
焚
い
て
祀

る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
護
摩
壇
の
古
い
形
を
見
せ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

こ
の
祭
祀
を
執
行
し
た
の
は
、
「
国
司
」
（
後
年
の
嶋
司
）
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。国

司
は
祠
社
（
総
社
）
の
祭
祀
を
管
掌
し
、
国
内
の
神
々
を
勧
請
し
て
祀

っ
た
の
だ
が
、
多
徴
国
に
あ
っ
て
は
、
ミ
ズ
ガ
上
城
に
祭
場
を
設
け
、
そ
れ

を
執
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
多
徴
国
の
神
々
は
『
薩
摩
旧
記
』
（
太
宰
府
符

案
）
に
よ
る
と
、
熊
毛
郡
（
種
子
島
全
部
）
国
玉
大
明
神
、
五
（
立
）
国
玉

大
明
神
、
海
子
大
明
神
、
菅
男
大
明
神
、
海
男
大
明
神
、
稲
男
大
明
神
、
上

社
大
明
神
、
辟
大
明
神
、
高
屋
大
明
神
、
下
浦
大
明
神
、
雄
大
明
神
、
江
良

貴
大
明
神
、
屎
世
大
明
神
、
神
玉
大
明
神
、
平
世
大
明
神
、
新
島
大
明
神
、
沖

之
比
瀬
大
明
神
、
子
奈
義
比
之
瀬
大
明
神
、
豊
鍬
明
神
、

真
長
明
神
、
愛
雄

明
神
、
以
世
明
神
、

妻
明
神
、
笠
明
神
、
談
志
明
神
、
揚
田
明
神
、
粟
屎
峯

明
神
、
大
佐
吉
明
神
、
瀬
明
神
、
永
上
明
神
（
以
上
三

0
神
）
と
な
っ
て
い

ご

む

て
、
他
に
、
駅
誤
郡
（
屋
久
島
）
一
三
神
が
あ
る
。
ミ
ズ
ガ
上
城
は
、
こ
れ

ら
の
神
々
の
総
社
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
多
徴
国
に
お
け
る
そ
の
祭
祀

方
法
は
、
天
道
祭
り
と
も
深
く
関
与
し
て
い
て
、
火
を
焚
い
て
祀
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
国
師
僧
は
、
国
庁
内
に
仏
舎
を
設
置
し
、
最
勝
会
な
ど
営
ん
だ
が
、

最
初
は
そ
れ
も
ミ
ズ
ガ
上
城
で
執
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥

国

祷

会

種

子

島
家
の
菩
提
寺
の
本
源
寺
で
行
う
行
事
に
、
国
祷
会
と

い
う
の
が
あ
る
。
一
月
―
―
日
の
夕
刻
か
ら
一
三
日
の
早
朝
ま
で
、
徹
夜
の

読
経
が
行
わ
れ
、

島
の
平
穏
を
祈
念
す
る
。
温
座
祈
念
と
も
い
う
。

島
津
藩

主
の
寺
の
場
合
な
ら
と
も
か
く
、
一
島
の
島
主
の
行
事
に
な
ぜ
「
国
」
の
文

字
を
冠
す
る
か
。
こ
の
行
事
は
、
本
土
の
法
華
宗
の
寺
に
は
な
い
も
の
と
い

わ
れ
、
全
島
の
僧
侶
が
集
ま
り
、
激
し
い
口
調
で
読
経
す
る
。
島
主
家
か
ら

も
参
加
し
、

島
主
の
刀
を
供
え
、
三
三
灯
を
灯
し
て
祈
念
す
る
も
の
で
、
正

月
の
初
祈
祷
で
あ
る
が
、
こ
の
行
事
は
古
く
か
ら
あ
っ
て
、
律
宗
時
代
よ
り

引
き
継
ぐ
も
の
だ
と
い
う
。
筆
者
に
は
、
こ
の
国
祷
会
と
国
府
津
城
の
ミ
ズ

ガ
上
城
に
お
け
る
国
師
僧
の
多
徴
国
安
泰
を
祈
念
す
る
行
事
と
が
重
な
っ
て

見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
国
祷
会
は
、
律
宗
よ
り
も
さ
ら
に
古
い
国
分
寺
仏

教
さ
ら
に
は
も
っ
と
古
い
国
府
寺
（
仏
舎
）
仏
教
に
起
源
を
持
つ
行
事
な
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

⑦

河

東

氏

種

子

島
氏
始
租
信
基
の
曾
孫
信
時
の
子
孫
で
、
時
永
の
時
代

か
ら
島
間
河
東
家
の
系
図
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
子
時
宣
は
慶
長
一
七
年

に
死
去
し
て
い
る
。
河
東
氏
は
上
妻
氏
が
種
子
島
氏
と
交
替
し
臣
下
に
な
っ

た
の
で
、
代
わ
っ
て
、
河
東
氏
が
や
っ
て
き
て
、
島
問
を
支
配
し
た
の
だ
と

い
う
説
が
あ
る
こ
と
は
、
前
に
も
記
し
た
。
だ
が
、
系
図
記
事
は
右
の
状
況

だ
し
、
河
東
氏
の
宅
地
も
三
連
廓
の
城
内
に
は
な
い
。
も
し
、
館
の
主
と
し

て
赴
任
す
る
な
ら
ば
当
然
、
内
城
に
居
館
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
幕

末
、
中
島
郷
舎
が
で
き
て
い
た
。
そ
れ
以
前
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
河
東
家

の
館
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
河
東
本
家
は
、
仮
屋
の
外
の
北
側
の
平

坦
地
に
あ
っ
て
、
藩
政
時
代
以
来
の
庭
園
・
池
水
を
誇
っ
て
い
る
。
河
東
氏

は
明
治
初
年
ま
で
島
間
の
圧
屋
役
な
ど
勤
め
て
い
た
。
河
東
氏
が
な
ぜ
居
住

し
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
外
来
の
者
が
住
め
な
い
事
情
が
あ
っ
た
と
し
か

思
え
な
い
。
そ
の
事
情
と
は
、
「
見
ズ
ガ
上
城
」
は
禁
断
の
聖
地
、
仮
屋
は
役

所
、
内
城
は
中
島
郷
舎
が
存
在
し
た
よ
う
に
公
的
集
会
地
も
し
く
は
島
主
宿

泊
地
と
し
て
使
用
さ
れ
、
個
人
が
住
む
地
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
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の
こ
と
は
、
や
は
り
、
遠
く
古
い
国
府
津
城
の
誇
り
高
い
伝
統
が
そ
う
さ
せ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

河
東
不
凡
氏
の
父
貞
千
代
氏
は
、
毎
朝
、
神
棚
を
拝
ん
だ
あ
と
、
縁
側
に

出
て
坐
り
、
東
天
を
向
き
、
拍
手
し
て
オ
テ
ン
ト
ー
サ
マ
を
拝
ん
だ
と
い
う
。

こ
の
天
道
信
仰
は
、
ミ
ズ
ガ
上
城
の
迫
構
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く

て
、
先
に
各
地
の
天
道
信
仰
の
事
例
を
あ
げ
た
よ
う
に
、
一
事
例
と
し
て
、
し

か
も
国
府
津
城
下
の
一
般
的
事
例
と
し
て
参
考
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

河
東
氏
は
上
妻
氏
に
代
わ
っ
て
島
間
に
や
っ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
上
妻

氏
の
い
な
い
（
本
来
上
妻
氏
と
は
無
関
係
の
）
コ
ー
ヅ
ジ
ョ
ウ
の
地
に
赴
任

し
、
業
務
を
仮
屋
で
執
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
上
妻
城
説
と
と
も
に
上

妻
氏
・
河
東
氏
交
替
説
が
生
ま
れ
出
た
と
思
わ
れ
る
。

⑧
天
神
信
仰
古
代
、
天
神
地
祇
を
祀
っ
た
が
、
天
神
信
仰
は
島
間
に
も

あ
っ
た
証
拠
に
、
国
府
津
城
の
北
東
、
塚
川
を
一
っ
へ
だ
て
た
小
平
山
村
落

の
上
の
台
地
状
の
畑
に
、
「
天
神
」
、
「
北
野
天
神
」
の
字
名
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
地
は
、
見
晴
ら
し
の
よ
い
所
で
、
雷
神
に
由
来
す
る
天
神
を
祀
る
に
は

格
好
の
地
で
あ
る
。
ミ
ズ
ガ
上
城
に
お
け
る
祭
祀
は
天
道
信
仰
を
中
心
に
総
社

を
祀
る
と
は
い
え
、
天
神
地
祇
を
祀
る
の
は
古
代
官
僚
の
祭
祀
義
務
で
あ
る
の

で
、
合
わ
せ
て
祀
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
の
ち
、
天
神
北
野
天
神
は
、

国
庁
の
丑
寅
の
方
角
で
、
見
晴
ら
し
が
よ
い
小
平
山
の
上
の
台
地
に
祀
る
こ
と

に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
神
の
下
の
塚
川
の
ほ
と
り
に
は
、
大
光
寺
と
い
う
律

宗
の
寺
が
あ
っ
た
。
両
者
は
近
く
に
、
上
下
の
位
置
に
あ
っ
て
、
丑
寅
の
方
角
か

ら
国
庁
を
護
り
つ
つ
‘
雷
神
を
鎮
め
、
あ
る
い
は
人
心
を
教
導
し
て
、
種
子
島
を

鎮
護
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
窪
徳
忠
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
『
中

国
文
化
と
南
島
』
）
琉
球
の
火
の
神
信
仰
に
道
教
の
影
響
が
あ
る
よ
う
に
、
ミ

ズ
ガ
上
城
に
お
け
る
三
つ
石
組
み
迫
構
の
祭
祀
に
道
教
の
影
響
が
あ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

③
国
府
津
城

以
上
、
島
間
城
す
な
わ
ち
、
上
妻
城
は
第
一
に
史
料
吟
味
上
か
ら
、
第
二
に

城
の
実
態
、
と
く
に
ミ
ズ
ガ
上
城
の
出
土
品
か
ら
、
第
三
に
そ
の
呼
称
か
ら
、
国

府
津
城
で
あ
る
と
結
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
三
連
廓
の
城
は
、
西

之
表
市
の
格
城
や
南
九
州
の
中
世
山
城
と
よ
く
似
た
形
式
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

に
そ
の
起
源
を
中
世
に
求
め
、
と
く
に
倭
寇
は
な
や
か
な
り
し
こ
ろ
に
求
め
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
私
は
た
と
え
中
世
に
関
連
が
深
い
城
で
あ
っ

て
も
そ
の
原
形
は
も
っ
と
遡
り
、
古
代
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。
三
連
廓
の
う
ち
内
城
は
そ
の
形
態
な
ど
か
ら
見
て
比
較
的
に
新
し
く
て
も

他
の
二
廓
は
相
当
古
い
起
源
を
も
つ
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
国
府
津
城
の
系
統

を
ふ
む
城
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

①
国
府
津
城
と
種
子
島
氏
国
府
津
城
と
上
妻
氏
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な

い
が
、
種
子
島
氏
は
上
妻
氏
に
対
し
て
一
貫
し
て
全
幅
の
信
頼
を
お
い
て
い
た

こ
と
は
、
『
種
子
島
家
譜
』
そ
の
他
の
文
献
が
立
証
す
る
。
島
主
が
野
間
伏
之
前

を
通
過
す
る
と
き
は
、
上
妻
氏
勧
請
の
古
房
蔵
王
権
現
を
伏
し
拝
ん
だ
と
い
う
。

『
二
十
人
家
伝
記
』
に
よ
る
と
、
島
主
は
島
間
村
や
住
吉
村
で
越
年
す
る
習
わ
し

が
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
と
き
は
近
臣
二
十
人
衆
が
お
供
し
て
越
年
し
た
。
あ

と
で
述
べ
る
が
、
住
吉
に
も
仮
屋
は
あ
っ
た
の
で
、
島
主
は
そ
こ
に
滞
在
し
た
。

島
間
で
は
当
然
、
国
府
津
城
に
宿
泊
し
た
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
島
内
各
地
で
は

島
主
は
仮
屋
に
泊
ま
る
の
で
あ
る
が
、
島
間
の
場
合
は
仮
屋
と
内
城
と
両
方
あ

る
の
で
、
仮
屋
は
政
務
執
行
所
と
し
、
内
城
を
居
館
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
島
主

の
別
荘
居
館
で
あ
っ
た
の
で
、
圧
屋
の
河
東
氏
と
い
え
ど
も
内
城
に
居
住
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
河
東
本
家
は
仮
屋
の
外
北
隣
に
構
え
、
分
家
は
そ
の
隣
り
の

通
称
ヒ
キ
ヂ
字
（
築
城
時
の
引
地
）
の
所
な
ど
に
居
住
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
島
主
は
、
な
ぜ
、
島
問
・
住
吉
で
越
年
す
る
習
い
が
あ
っ
た
の

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
住
吉
の
場
合
、
上
妻
氏
拝
領
地
で
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
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縁
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
島
間
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
は
新
参
者
の
肥
後
氏

系
島
主
が
多
撤
国
の
中
心
地
国
府
津
城
に
一
泊
し
、
新
年
を
迎
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
王
朝
の
正
統
な
支
配
資
格
を
一
身
に
獲
得
す
る
儀
礼
行
為
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
王
朝
と
種
子
島
氏
を
仲
介
す
る
存
在
が
上
妻
氏
で
あ
る
。
も
と

も
と
筑
後
国
司
系
の
上
妻
氏
は
、
南
九
州
・
薩
南
諸
島
一
帯
を
実
力
で
支
配
し

つ
つ
あ
っ
た
肥
後
氏
系
島
主
に
と
っ
て
は
、
配
下
に
組
み
入
れ
つ
つ
も
敬
意
を

払
わ
ざ
る
を
得
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
っ
ぼ
う
、
上
妻
氏
は
常

に
ナ
ン
バ
ー
2
の
地
位
を
保
つ
こ
と
に
お
い
て
安
泰
を
得
る
と
い
う
賢
い
家
筋

で
あ
り
、
か
く
て
、
そ
の
子
孫
は
全
島
に
繁
栄
し
た
の
で
あ
る
。

種
子
島
氏
の
島
問
村
下
向
の
意
義
は
右
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の

儀
礼
行
為
の
中
心
と
し
て
、
元
朝
の
島
間
岬
か
ら
の
屋
久
島
宮
之
浦
岳
遥
拝
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
・
近
世
初
期
こ
ろ
に
お
け
る
島
主
の
こ
の
慣
行
が
、

益
救
神
社
文
書
の
島
間
岬
よ
り
政
庁
官
人
遥
拝
云
々
の
記
録
と
な
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
古
代
政
庁
官
人
と
中
・
近
世
初
期
島
主
の
姿
が
重
な
る
こ

と
は
、
も
し
島
主
が
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
本
望
で
あ
り
、
島
間
越
年
の

目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
住
吉
村
越
年
の
目
的
も
や
は

り
同
じ
で
、
島
間
村
に
行
け
な
い
場
合
、
住
吉
岬
あ
た
り
か
ら
屋
久
島
を
遥
拝

し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
た
め
に
住
吉
越
年
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

②

立

地

と

営

城

図

2
に
見
る
よ
う
に
、
国
府
津
城
は
高
い
土
塁
壁
を
持

つ
方
形
の
廓
が
東
西
に
三
連
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
機
能
分
化
し
て
い
る
。
そ
し
て

断
面
図
に
み
る
よ
う
に
、
東
高
西
低
の
斜
面
地
を
利
用
し
、
土
を
掘
り
、
ホ
リ

キ
リ
溝
を
造
り
、
そ
の
土
と
内
側
の
土
で
タ
カ
ボ
リ
（
土
塁
）
を
築
い
た
も
の

で
あ
る
。

三
連
廓
を
包
み
込
む
周
辺
地
全
体
が
外
城
で
あ
り
、
南
北
に
は
深
い
谷
が
東

西
に
刻
ま
れ
、
天
然
の
要
害
と
な
っ
て
い
る
。
内
城
の
北
隣
の
ト
ノ
ノ
カ
ワ
を

は
じ
め
た
く
さ
ん
の
泉
が
湧
出
し
、
水
に
は
困
ら
な
い
地
で
あ
る
。
山
腹
の
標

高
七

O
S
1
0
0
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
地
に
立
脚
し
た
山
城
的
平
城
で
、
防
備

に
心
を
配
っ
た
造
営
で
あ
る
。
不
凡
氏
に
よ
る
と
、
も
と
は
仮
屋
か
ら
北
隣
の

ガ
ロ
ー
（
伽
藍
）
山
に
通
ず
る
地
下
間
道
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ガ
ロ
ー
山
の
先

に
は
図
ー
に
見
る
よ
う
に
、
二
条
の
堀
切
り
跡
が
あ
る
。
こ
れ
も
防
備
用
で
あ

ろ
う
。
ミ
ズ
ガ
上
城
か
ら
仮
屋
へ
、
仮
屋
か
ら
内
城
へ
の
北
側
の
道
路
は
三
つ

巴
状
に
交
叉
し
て
い
た
。
こ
れ
は
魔
祓
い
の
呪
術
と
防
敵
の
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
ま

た
北
陸
の
道
は
、
深
堀
り
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
道
幅
が
狭
く
、
馬
に
荷
を

負
わ
せ
る
と
や
っ
と
通
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
も
防
敵
の
用
意
で
あ
ろ
う
。
こ
う

見
る
と
、
こ
の
城
は
ま
ず
軍
事
目
的
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ

は
攻
柴
で
は
な
く
て
防
禦
の
た
め
で
あ
る
。

国
府
津
城
の
機
能
の
一
っ
を
今
述
べ
た
が
、
も
う
―
つ
の
機
能
は
、
津
口
の

監
視
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
国
府
津
城
か
ら
細
道
が
番
屋
峰
と
火
合

ノ
峰
に
通
じ
て
い
た
こ
と
は
先
に
も
記
し
た
。
第
三
の
機
能
は
政
務
を
執
る
こ

と
で
あ
る
。
三
連
廓
の
う
ち
高
地
に
位
置
す
る
ミ
ズ
ガ
上
城
は
先
に
検
討
し
た

よ
う
に
祭
祀
を
営
む
場
所
で
、
聖
地
。
次
の
仮
屋
は
政
庁
で
、
官
人
の
執
務
場

所
。
仮
屋
の
南
半
分
が
一
段
高
い
の
は
、
こ
こ
に
政
庁
が
あ
っ
た
印
で
は
な
い

か
と
思
う
。
藩
政
時
代
の
仮
屋
の
建
物
は
北
半
分
の
一
段
低
い
地
に
あ
っ
た
。
内

城
は
官
人
の
居
館
。
0
•
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
内
城
に
は
、
現
在
一
軒
あ
る

が
、
国
司
・
国
師
僧
・
博
土
・
医
師
な
ど
、
五
家
族
く
ら
い
は
居
住
可
能
で
あ

っ
た
と
思
う
。
仮
屋
に
番
役
と
し
て
住
む
者
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
他
は
、
外

城
に
居
住
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
た
だ
し
、
内
城
は
、
土
塁
上
の
大
木
な

ど
が
ミ
ズ
ガ
上
城
や
仮
屋
に
比
し
、
小
さ
い
こ
と
や
ホ
リ
な
ど
の
形
な
ど
か
ら
、
、

前
二
廓
よ
り
も
後
か
ら
で
き
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
犬
之
馬
場
と
い
う
名
称

は
鎌
倉
時
代
の
犬
追
物
に
ち
な
む
。
と
こ
ろ
で
、
『
続
日
本
紀
』
に
「
多
撤
嶋
印

一
面
を
給
っ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
発
見
さ
れ
る
と
国
府
論
争
は
飛
躍
す
る
。
国

府
赤
尾
木
移
転
説
を
と
る
と
、
島
間
に
あ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ

- 307 -



多徽国府と多禍国分寺

で
も
、
紛
失
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
島
間
で
見
つ
か
る
可
能
性
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
そ
の
場
所
は
仮
屋
が
も
っ
と
も
蓋
然
性
が
高
い
。

全
国
の
国
府
は
、
条
理
性
施
行
の
水
田
の
近
く
の
低
い
台
地
に
多
い
。
し
か

し
種
子
島
で
は
、
当
時
の
島
内
諸
豪
族
や
南
島
各
地
の
夷
族
の
服
属
状
況
を
考

え
る
と
、
ど
う
し
て
も
防
備
を
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
、
朝
廷

と
し
て
は
、
唐
に
対
す
る
防
衛
上
、
南
島
の
警
備
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
こ
こ
に
、
島
間
国
府
津
城
の
よ
う
な
周
辺
の
地
形
を
巧
み
に
生

か
し
た
城
が
津
口
か
ら
や
や
離
れ
た
所
に
出
現
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
国
府

津
城
は
、
津
城
で
あ
る
が
、
当
時
、
ほ
か
に
国
府
は
な
く
、
こ
の
軍
街
的
・
居

館
的
津
城
が
多
撤
国
府
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
『
続
日
本
紀
』
に
「
元
明
天
皇
元

年
（
七
一
五
）
、
蝦
夷
お
よ
び
南
嶋
七
十
七
人
に
位
を
授
く
」
と
あ
る
が
、
八
世

紀
初
頭
、
朝
廷
の
こ
の
政
策
を
考
え
る
な
ら
ば
、
東
北
の
多
賀
柵
の
よ
う
な
軍

術
的
・
居
館
的
築
城
方
針
が
貫
か
れ
、
そ
れ
が
地
形
の
狭
い
種
子
島
に
あ
っ
て

は
、
島
間
国
府
津
城
の
よ
う
な
形
態
と
し
て
実
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
築
城
年
代
と
背
最
多
撤
国
の
出
発
点
の
七

0
二
年
か
ら
七
一
四
年
の

多
襟
嶋
印
を
給
う
ま
で
の
―
二
年
間
が
も
っ
と
も
基
礎
固
め
の
時
期
で
、
国
府

津
城
の
構
想
と
着
工
は
こ
の
こ
ろ
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
七
三
三
年
の
多

徴
国
内
の
大
量
の
授
位
は
た
だ
ご
と
で
は
な
く
、
島
内
行
政
の
エ
ポ
ッ
ク
を
画

す
る
も
の
で
、
背
最
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
薩
隅
に
さ
き
が
け
て
の

班
田
制
の
実
施
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
国
府
津
城
の
完
成
で
あ
る
。

も
し
、
三
連
廓
の
国
府
津
城
を
同
時
に
造
っ
た
と
す
る
と
、
す
べ
て
人
力
で

深
さ
一

0
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
空
掘
や
高
掘
を
め
ぐ
ら
し
て
築
く
に
は
、
相
当
な

人
数
を
必
要
と
す
る
。
た
と
え
、
内
城
を
除
く
ミ
ズ
ガ
上
城
、
仮
屋
だ
け
を
築

城
し
た
と
し
て
も
、
当
時
の
人
口
が
い
く
ら
か
分
か
ら
な
い
が
、
一
六
八
四
年

に
八
一

0
0人
い
た
こ
と
か
ら
推
し
て
、
多
く
み
て
も
三

0
0
0人
く
ら
い
は

い
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
う
ち
か
ら
壮
丁
が
徴
用
さ
れ
て
築
城
す
る
と
な
る
と
、

一
人
当
た
り
か
な
り
な
日
数
の
労
働
と
年
数
を
必
要
と
し
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
築
城
は
何
力
年
か
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
西
之
・
下

中
、
お
そ
ら
く
茎
永
も
含
め
て
の
条
理
制
施
行
の
工
事
人
夫
と
前
後
の
つ
な
が

り
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
多
徴
国
の
津
口
を
し
っ
か
り
押
さ
え
た
上
で
現

地
に
工
事
事
務
所
を
設
け
て
指
導
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
条
理

制
施
行
と
築
城
の
両
方
に
巧
み
に
人
民
を
振
り
分
け
て
完
成
を
急
い
だ
で
あ
ろ

う
。
条
理
制
水
田
と
築
城
地
が
あ
ま
り
遠
く
な
く
、
長
谷
野
を
介
し
て
二
、
三

里
の
近
距
離
で
あ
る
こ
と
は
労
働
配
置
に
有
利
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
七

0
ニ

年
の
薩
摩
・
多
徴
が
朝
廷
の
命
に
逆
ら
っ
た
一
件
は
、
六
二
九
年
の
田
部
連
の

派
遣
以
来
の
班
田
制
実
施
へ
の
反
抗
と
見
な
さ
れ
る
か
ら
、
開
田
の
工
事
は
そ

の
反
抗
鎮
圧
後
も
続
け
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
七
三
三
年
の

大
量
授
位
は
条
理
完
成
、
築
城
完
成
の
双
方
の
論
功
行
賞
で
あ
っ
た
と
い
う
見

方
が
で
き
、
こ
の
と
き
を
も
っ
て
、
多
徴
国
は
安
定
し
、
完
全
に
統
轄
で
き
た

と
い
え
よ
う
。

ヽ
j二

多
徴
国
分
寺

（
 多

襟
国
分
寺
は
、
建
立
の
詔
以
前
の
国
府
寺
（
仏
舎
）
と
詔
以
後
の
国
分
寺

に
分
け
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
は
七

0
二
年
こ
ろ
か
ら
七
四
一
年
こ
ろ
ま

で
、
後
者
は
七
四
一
年
こ
ろ
か
ら
正
式
に
は
八
二
四
年
の
多
徴
国
停
止
ま
で
。
し

か
し
、
嶋
分
寺
は
八
五
五
年
以
降
ま
で
も
存
続
し
た
。

①
国
府
寺
（
仏
舎
）

国
府
津
城
内
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
前
述
の
ご
と
く
ミ
ズ
ガ
上
城
し
か
考
え
ら

れ
な
い
。
そ
こ
は
ま
た
国
師
が
司
祭
す
る
総
社
で
あ
り
、
天
道
祭
地
で
も
あ
っ
た
。

②

国

分

寺

国
分
寺
・
国
分
尼
寺
の
詔
が
く
だ
り
、
仏
舎
は
国
庁
か
ら
分
離
し
、
付
近
の

好
所
を
選
び
、
国
分
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
で
は
、
国
分
寺
は
い
っ
た
い
ど
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こ
に
あ
っ
た
か
。

第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ミ
ズ
ガ
上
城
の
東
隣
、
現
在
の
豊
受
神
社
、
霧

島
神
社
、
向
方
公
民
館
の
あ
る
地
す
な
わ
ち
藩
政
時
代
法
華
宗
の
本
妙
寺
が
あ

っ
た
桜
園
の
地
で
あ
る
。
『
海
中
島
記
』
（
元
禄
二
年
）
に
よ
る
と
、
本
妙
寺
は
、

「
板
葺
社
壇
（
一
問
四
面
）
、
拝
殿
（
―
-
間
四
面
）
、
仏
祖
一
堂
（
五
間
四
面
）
、

客
殿
（
四
間
、
三
間
之
尺
）
」
、
茅
葺
庫
裏
（
三
間
二
問
三
尺
）
と
あ
っ
て
、
一

反
五
畝
歩
く
ら
い
の
地
に
五
棟
建
っ
て
い
た
。
こ
の
地
は
、
七
四
一
年
の
詔
に

あ
る
よ
う
な
、
造
塔
の
寺
は
国
華
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
好
所
を
選
ぶ
べ
き
こ
と
、

と
い
う
条
件
に
も
か
な
っ
て
い
る
。
仰
ぎ
見
る
よ
う
な
地
は
こ
こ
を
お
い
て
他

に
は
な
い
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
多
徴
国
分
寺
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
律
宗
寺
の
大
光
寺
（
字
「
大
広
」
）
は
こ
こ
に
は
な
く
、
国
庁
か
ら
約
一
キ

ロ
丑
寅
の
方
角
の
低
平
地
に
あ
る
。
国
分
寺
の
系
統
を
ひ
く
寺
に
「
大
光
寺
」
の

名
称
が
よ
く
あ
る
が
、
そ
の
字
名
も
「
大
広
」
の
地
に
あ
っ
た
大
光
寺
は
島
間

国
府
津
お
よ
び
島
間
国
分
寺
設
置
説
の
―
つ
の
有
力
な
根
拠
で
あ
る
。
桜
園
に

国
分
寺
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
期
は
別
問
題
と
し
て
も
な
ぜ
谷
間
状
の

低
平
地
に
移
っ
た
か
。
あ
る
い
は
最
初
か
ら
字
大
広
に
国
分
寺
を
造
っ
た
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
最
終
的
に
大
広
に
設
置
し
た
と
思
わ
れ
る
理
由
は
、
第
一
に

島
の
強
い
台
風
を
避
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
封
戸
と
し
て
小
平
山
農
民

を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
。
小
平
山
の
字
名
に
は
「
開
」
の
文
字
が
い
く
つ
も

見
え
る
が
、
耕
地
は
直
接
に
は
近
世
の
開
墾
地
と
し
て
も
、
村
落
自
体
は
も
と

も
と
律
令
制
村
落
と
し
て
開
か
れ
た
所
で
は
な
い
か
。
第
三
に
、
大
広
の
地
は

水
利
の
便
が
よ
い
。
第
四
に
、
実
は
こ
れ
が
第
一
の
理
由
と
も
い
え
る
が
、
丑

寅
の
方
向
か
ら
国
庁
を
守
護
す
る
地
で
あ
る
こ
と
。
第
五
に
人
家
か
ら
適
当
に

離
れ
て
い
て
、
清
流
が
あ
り
、
四
反
歩
の
平
地
が
あ
り
、
清
浄
な
地
域
で
あ
る

ヽ
~

と
い
う
こ
と
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
イ
桜
園
の
過
程
を
へ
て
大
広
に
国
分
寺
を

、し

造
っ
た
か
、
口
桜
園
を
へ
ず
に
最
初
か
ら
大
広
に
建
立
し
た
か
、
ハ
桜
園
だ
け
に

終
始
し
、
大
広
に
大
光
寺
は
嶋
分
寺
廃
止
後
の
律
寺
か
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
前
に
現
地
を
調
べ
て
み
よ
う
。

過
日
、
河
東
不
凡
氏
な
ら
び
に
老
人
会
の
か
た
が
た
の
案
内
で
「
大
広
」
字

に
行
っ
て
み
た
。
国
府
津
城
か
ら
丑
寅
の
方
角
一
キ
ロ
ば
か
り
の
所
で
、
屋
久

島
・
硫
黄
島
な
ど
を
望
む
見
晴
ら
し
の
よ
い
台
地
を
少
し
く
だ
っ
た
塚
川
の
ほ

と
り
で
、
四
反
歩
ば
か
り
の
田
の
真
中
に
、
寺
跡
と
い
う
塚
が
あ
る
。
も
っ
と

も
田
は
休
耕
田
で
竹
ヤ
プ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
道
は
消
え
て
、
だ
い
ぶ
苦
労
し

て
降
り
た
。
塚
は
‘
―
ニ
メ
ー
ト
ル
X

八
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
の
盛
土
で
高
さ

ニ
メ
ー
ト
ル
。
玉
シ
ダ
や
椿
が
生
え
て
い
る
。
二

0
余
メ
ー
ト
ル
先
を
、
川
幅

五
メ
ー
ト
ル
の
塚
川
が
流
れ
て
い
る
。
長
谷
野
の
滝
か
ら
落
ち
て
く
る
き
れ
い

な
谷
川
で
あ
る
が
、
西
岸
の
川
岸
が
高
く
、
水
が
溢
れ
る
こ
と
は
な
く
、
田
に

冠
水
す
る
こ
と
も
な
い
。
田
は
水
ハ
ケ
が
よ
く
て
、
付
近
は
も
と
は
居
住
に
適

し
た
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
寺
の
庭
を
田
に
し
た
の
で
あ
る
。
塚
川
の

名
の
起
こ
り
は
こ
の
塚
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
、
経
塚
の
類
で
あ
ろ
う
。
将
来
、

発
掘
さ
れ
れ
ば
律
宗
時
代
の
謎
が
い
く
つ
か
解
け
る
で
あ
ろ
う
。

塚
の
ま
わ
り
に
は
礎
石
が
い
く
つ
も
こ
ろ
が
っ
て
い
て
、
大
方
、
田
の
脇
の

石
垣
用
に
割
っ
た
跡
が
見
ら
れ
、
五
―

X

五
六

x
1
0
セ
ン
チ
、
六
五
X

七
三

X

ニ
ニ
セ
ン
チ
な
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
。
島
内
の
民
家
の
礎
石
と
較
べ
る
と
大

き
い
が
、
箪
者
が
見
た
壱
岐
国
分
寺
跡
礎
石
と
較
べ
る
と
厚
み
が
足
ら
な
い
、
礎

石
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
う
よ
う
で
、
田
の
石
垣
に
納
ま
っ
た
の
が
多
い
。
前
期

旦
尚
善
三
氏
は
、
こ
の
石
を
割
っ
て
田
の
土
手
を
築
こ
う
と
す
る
と
き
、
石
の

砕
片
が
目
に
入
っ
て
失
明
し
た
と
い
い
、
こ
れ
は
寺
の
崇
り
だ
と
受
け
止
め
て

t
t
 

塚
川
を
下
る
と
海
は
近
い
。
寺
は
普
通
は
台
地
に
あ
る
の
に
、
大
光
寺
は
、
台

地
に
は
さ
ま
れ
た
谷
川
の
近
く
の
低
平
地
に
あ
る
。
こ
の
理
由
の
第
一
は
防
風
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の
た
め
で
あ
る
。
層
塔
の
ご
と
き
も
の
は
、
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
防
風
を

意
識
し
て
い
る
点
や
礎
石
か
ら
見
て
、
島
に
し
て
は
相
当
大
き
な
伽
藍
が
い
く

つ
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
種
子
島
の
律
寺
は
、
法
華
改
宗
の
際
、
ほ
と
ん

ど
旧
名
を
も
っ
て
旧
地
に
ひ
き
つ
づ
い
て
存
在
し
た
の
に
、
大
光
寺
は
な
ぜ
廃

止
し
、
新
し
く
本
妙
寺
を
称
し
た
か
。
こ
れ
は
、
大
光
寺
の
出
自
に
問
題
が
あ

り
そ
う
で
、
①
国
府
津
城
時
代
の
仏
教
か
ら
律
宗
へ
と
ひ
き
つ
づ
い
た
寺
で
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
関
連
を
断
ち
切
っ
て
宗
旨
を
か
え
る
以
上
、
思
い
切
っ
て
寺

名
、
場
所
を
変
更
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
②
律
宗
は
僧
侶
仏
教
で
あ
る
が
法

華
宗
は
大
衆
仏
教
だ
か
ら
、
谷
底
か
ら
人
里
へ
移
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。

③
法
華
改
宗
時
の
往
時
は
隆
錯
と
い
う
律
僧
で
あ
る
が
、
彼
は
桜
園
の
地
が
右

)

、

.
j

記
（
ま
た
は
い
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
復
帰
し
、
人
び
と
を
納
得
さ
せ
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
。

こ
れ
ら
の
こ
と
と
符
牒
を
合
わ
せ
る
も
の
に
大
蔵
様
の
伝
説
が
あ
る
。
大
蔵

様
は
、
神
か
ら
仏
へ
改
め
な
か
っ
た
の
で
捕
ら
え
ら
れ
、
オ
グ
ル
メ
屋
敷
の
上

の
山
に
半
分
埋
め
ら
れ
、
そ
ば
の
道
を
通
る
人
ご
と
に
竹
鋸
で
首
を
ひ
い
て
処

刑
さ
れ
た
、
と
。
そ
の
悲
鳴
の
聞
こ
え
た
範
囲
の
家
で
は
盆
に
拝
ま
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
い
、
今
も
オ
グ
ル
メ
の
前
の
大
塚
山
の
頂
で
祀
っ
て
い
る
。

こ
の
話
に
は
い
く
つ
か
の
要
点
が
あ
る
。
―
つ
は
、
神
か
ら
仏
へ
の
転
換
ヘ

の
抵
抗
、
も
―
つ
は
大
塚
山
で
の
祖
霊
祭
。
そ
こ
で
、
島
間
上
方
の
村
落
に
つ

い
て
素
描
す
る
と
、
ま
ず
向
方
（
士
族
）
と
大
久
保
（
膜
民
）
の
二
村
落
か
ら

な
り
、
三
連
廓
の
国
府
津
城
は
向
方
に
あ
る
が
、
大
塚
山
は
大
久
保
に
あ
る
。
大

塚
山
の
下
に
は
、
大
宮
田
・
宮
之
前
・
三
月
田
な
ど
の
字
名
が
あ
り
、
御
山
、
さ

ら
に
宮
松
原
神
社
が
あ
っ
て
、
神
に
関
係
の
深
い
農
民
集
団
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
大
久
保
村
落
の
中
に
は
オ
グ
ル
メ
（
苧
車
梅
、
機
織
り
集
団
か
）
、
カ
ジ

バ
タ
ケ
（
梶
栽
培
膜
民
）
、
ク
ロ
イ
シ
ザ
カ
（
黒
曜
石
加
工
集
団
か
）
な
ど
の
職

能
集
団
や
膜
民
が
住
ん
で
い
て
、
古
代
か
ら
の
国
庁
付
展
集
団
の
伝
統
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
村
落
で
あ
っ
た
の
で
神
か
ら
仏
へ
の
転
換
に
抵

抗
し
、
そ
の
代
表
者
が
殺
さ
れ
、
そ
の
祖
霊
祭
を
子
孫
た
ち
が
催
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
大
塚
山
は
、
古
く
は
上
方
（
大
久
保
・
向
方
）
全
体
の
祖
霊
を

祀
る
祭
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
国
庁
官
人
の
霊
も
こ
こ
で
祀
っ
た
で
あ
ろ

う
。
現
在
の
上
方
の
墓
地
は
―
ニ
カ
所
も
あ
っ
て
、
一
族
ご
と
に
場
所
を
違
え

て
い
て
、
大
き
な
共
同
墓
地
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
昔
は
ア
キ
ホ
ウ
に
埋
葬

し
、
特
定
の
幕
地
は
な
か
っ
た
と
い
う
種
子
島
各
村
落
の
伝
承
と
一
致
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
全
体
の
祖
霊
祭
だ
け
は
年
一
回
、
大
塚
山
で
盛
大

に
執
行
し
た
の
で
あ
る
。

隆
錯
は
、
こ
う
し
た
律
令
系
農
民
に
対
し
、
改
宗
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
、
国

分
寺
ゆ
か
り
の
桜
園
へ
の
移
転
を
決
意
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
蔵
様
の
抵
抗

は
、
律
宗
か
ら
法
華
宗
へ
の
転
換
時
期
と
い
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
国
分
寺
仏

教
か
ら
律
宗
へ
の
転
換
期
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
っ
、
中
世
に
侵
入
し
て

き
た
武
家
勢
力
（
そ
の
代
表
は
上
妻
氏
、
続
い
て
種
子
島
氏
）
に
対
す
る
朝
廷

勢
力
の
抵
抗
が
あ
り
得
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
律
令
系
膜
民
の
新
支
配
勢

カ
ヘ
の
抵
抗
と
見
ら
れ
る
。

農
民
た
ち
の
信
仰
の
象
徴
と
し
て
存
在
す
る
宮
松
原
神
社
に
つ
い
て
も
触
れ

る
必
要
が
あ
る
。
上
方
の
海
岸
近
く
の
御
山
に
昔
か
ら
祀
っ
て
い
る
サ
ン
ゴ
礁

塊
を
神
体
と
す
る
神
が
そ
れ
で
、
人
の
丈
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
石
塊
が
松
林
の

中
に
ム
キ
出
し
に
な
り
、
周
辺
に
は
参
拝
者
が
手
向
け
る
丸
い
小
石
が
山
積
み

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
神
は
、
住
吉
、
熊
毛
入
道
が
祀
っ
た
な
ど
と
い
い
、
非

仏
教
的
で
、
浜
山
に
あ
る
点
か
ら
海
神
的
要
素
が
強
い
。
そ
ば
に
は
、
漁
民
の

祀
る
恵
比
須
神
が
あ
る
が
、
最
近
は
宮
松
原
の
神
よ
り
そ
ち
ら
の
ほ
う
が
社
殿

も
り
っ
ぱ
で
、
信
仰
が
盛
ん
で
あ
る
。
宮
松
原
神
社
か
ら
一

0
0メ
ー
ト
ル
の

所
か
ら
は
弥
生
後
期
の
壷
片
が
多
数
出
土
し
た
。
一
帯
は
古
く
か
ら
の
居
住
地

で
あ
っ
た
わ
け
だ
。
宮
松
原
で
は
四
方
祭
り
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
て
き
た
。
島
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間
中
の
一
年
間
の
邪
霊
を
祓
い
、
平
穏
で
あ
る
こ
と
を
祈
る
の
だ
と
い
う
。
こ

う
し
た
行
事
は
島
内
で
も
島
問
だ
け
に
残
存
し
て
い
て
、
国
府
津
城
時
代
の
格

調
高
い
祭
祀
風
潮
を
思
わ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。

海
辺
近
く
の
御
山
で
、
サ
ン
ゴ
礁
塊
に
象
徴
す
る
海
の
神
を
祀
る
習
い
は
、
律

令
膜
民
に
編
成
さ
れ
て
い
く
は
る
か
以
前
か
ら
の
土
着
の
神
祭
り
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
大
久
保
村
落
農
民
た
ち
の
信
仰
の
根
は
深
く
、
こ
の
よ
う
な
神
を
基
層

に
し
つ
つ
、
国
府
津
城
時
代
の
神
祭
り
、
さ
ら
に
は
当
時
の
仏
教
習
俗
が
複
合

し
て
、
そ
の
精
神
風
土
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
塚
山
に
お
け
る
古
い

祖
霊
祭
は
、
宮
松
原
神
社
の
四
方
祭
り
と
と
も
に
精
神
風
土
の
左
右
の
極
で
あ

り
、
大
蔵
様
の
伝
説
は
、
こ
の
風
土
と
新
来
の
武
家
的
支
配
と
の
葛
藤
の
象
徴

で
あ
る
。

③

国

分

尼

寺

島
問
に
国
分
尼
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
史
料
も
伝
承
も
な
い
。
し
か
し
、
当
時

の
中
央
の
政
策
が
意
外
に
早
く
多
徴
国
ま
で
も
達
し
て
い
る
こ
と
を
他
の
史
料

で
見
る
と
き
、
国
分
尼
寺
も
や
は
り
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、

そ
の
場
所
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
。

上
方
の
内
で
寺
に
ち
な
む
字
名
や
地
名
は
、
堂
ノ
野
・
上
ン
寺
・
下
ン
寺
・
門

ノ
原
・
大
塚
・
桜
園
・
大
広
・
ガ
ロ
ー
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ガ
ロ
ー
は
堂
ノ

野
に
あ
っ
て
、
泉
の
そ
ば
の
森
で
あ
り
、
僧
侶
が
名
づ
け
た
伽
藍
神
と
い
う
山

の
神
を
祀
っ
て
あ
る
。
ガ
ロ
ー
の
位
箇
は
寺
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
で
は
な
い
の

で
、
尼
寺
の
存
在
は
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ガ
ロ
ー
は
島
内
各
地
に
多
い
崇

り
神
で
あ
る
が
、
水
田
近
く
に
多
い
点
か
ら
開
田
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
条

理
制
の
こ
ろ
、
森
を
祀
っ
て
そ
こ
を
開
田
し
、
仏
舎
に
ち
な
み
伽
藍
の
名
称
を

つ
け
て
拝
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
上
方
で
ほ
か
に
尼
寺
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
第
一
に
桜
園
の
地
。
先
に
国
分
寺
移
転
地
と
し
て
上
げ
た
所
。
も
し
、
国

分
寺
が
は
じ
め
か
ら
大
広
の
地
に
設
定
さ
れ
た
な
ら
ば
桜
園
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
。
桜
園
か
ら
谷
川
一
っ
へ
だ
て
た
上
ン
寺
の
地
が
ふ

さ
わ
し
い
。
そ
こ
に
は
山
中
に
礎
石
ら
し
い
も
の
も
あ
る
と
い
い
、
今
後
の
検

討
を
要
す
る
。
門
ノ
原
は
居
住
地
域
で
あ
り
、
大
塚
山
は
や
は
り
祖
霊
祭
場
で

あ
ろ
う
。
大
塚
山
は
官
人
の
葬
地
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
下
ン
寺
は
、
法

華
宗
僧
坊
で
あ
ろ
う
。

三
、
結

以
上
、
歴
史
の
問
題
を
解
く
に
当
た
っ
て
、
民
間
伝
承
の
資
料
を
史
料
解
釈

の
補
助
と
し
て
使
用
し
、
民
俗
学
的
手
法
を
加
え
て
検
討
し
て
み
た
。
こ
の
種

子
島
版
邪
馬
盗
国
論
争
の
決
着
は
容
易
に
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
今
後
も
種
々

論
ぜ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
平
山
氏
を
は
じ
め
先
学
諸
氏
に
導
か
れ
つ

っ
、
私
が
二

0
数
年
来
の
調
査
と
思
考
の
中
か
ら
到
達
し
た
現
段
階
の
見
解
を

示
し
た
。
紙
数
の
関
係
で
、
多
撤
国
後
半
か
ら
停
止
後
の
期
間
に
お
け
る
赤
尾

木
移
転
に
つ
い
て
、
ま
た
移
転
後
の
嶋
府
・
嶋
分
寺
の
所
在
地
の
検
討
に
つ
い

て
は
触
れ
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
後
日
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

の

ま

と

め

多
撤
国
府
は
、
南
種
子
町
島
問
上
方
の
向
方
村
落
に
現
存
す
る
上
妻
城
（
島

こ

う

づ

じ

ょ

う

間
城
）
す
な
わ
ち
三
連
廓
土
塁
積
み
の
国
府
津
城
で
、
文
字
通
り
津
城
で
あ
っ

た
（
港
は
島
間
港
お
よ
び
稲
子
泊
）
。
ミ
ズ
ガ
上
城
、
仮
屋
の
二
連
廓
は
も
っ
と

も
早
く
築
城
さ
れ
、
内
城
は
や
や
お
く
れ
て
築
城
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
者

は
七

0
二
年
か
ら
七
三
三
年
の
間
に
で
き
上
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ミ
ズ
ガ

上
城
は
、
国
師
の
総
社
を
祀
る
聖
地
で
あ
り
、
ま
た
国
師
僧
の
仏
舎
も
置
か
れ

て
い
た
。
そ
れ
は
掘
立
式
舎
屋
で
あ
っ
た
。
そ
の
地
点
は
表
層
よ
り
一
•
五

s

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
で
あ
る
。
仮
屋
は
国
師
政
庁
で
あ
っ
た
。
内
城
は
、
居
館

で
あ
る
。
仮
屋
・
内
城
と
も
、
当
時
の
表
層
は
一
•
五S

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下

に
埋
没
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
発
掘
す
る
と
、
礎
石
や
柱
穴
、
そ
の
他

び
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の
品
物
が
出
土
す
る
と
思
わ
れ
る
。
七
一
四
年
、
朝
廷
下
賜
の
「
多
撤
嶋
印
」
は

仮
屋
か
ら
出
土
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
内
城
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
国
の
国
府
は
条
理
制
水
田
を
控
え
た
小
高
い
台
地
上
に
一
辺
六
町
以
下
の

正
方
形
の
区
画
で
仕
切
ら
れ
た
国
庁
が
あ
り
、
そ
の
中
に
国
街
が
あ
っ
た
が
、
水

田
が
狭
く
、
そ
れ
に
適
し
た
広
い
地
も
乏
し
い
種
子
島
で
は
、
い
き
な
り
国
衛

を
設
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
廷
で
は
東
北
と
南
島
を
夷
秋
視
し
た
の
で
、
東

北
の
柵
同
様
の
感
覚
で
対
処
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
南
島
防
衛
の
先
端
の
柵
と

し
て
の
多
徴
国
府
の
国
術
は
、
軍
街
と
し
て
の
態
勢
を
整
え
た
。
す
な
わ
ち
、
島

問
の
国
府
津
城
は
軍
街
だ
っ
た
。

島
間
の
地
に
軍
術
を
設
け
た
理
由
は
、
唐
に
対
す
る
防
衛
上
、
南
島
夷
秋
へ

の
対
処
上
、
南
島
航
海
の
目
標
お
よ
び
山
岳
信
仰
の
対
象
で
あ
る
益
救
島
重
視

上
、
坊
津

S
宮
之
浦

S
島
間
の
海
上
交
通
上
、
南
種
子
の
条
理
制
水
田
管
理
上
、

長
谷
野
台
地
の
マ
キ
経
営
上
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

多
襟
国
分
寺
は
、
七
四
一
年
か
ら
七
五
五
年
ま
で
の
間
に
島
間
の
桜
園
（
本

妙
寺
跡
）
に
建
立
さ
れ
、
の
ち
大
広
に
移
転
し
た
か
、
ま
た
は
最
初
か
ら
大
広

に
大
光
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
桜
園
は
人
び
と
が
仰
ぎ
見
る

に
よ
い
地
で
あ
り
、
大
広
は
国
府
津
城
を
丑
寅
の
方
角
よ
り
鎮
誤
し
、
か
つ
清

浄
、
台
風
の
心
配
の
い
ら
な
い
地
で
あ
り
、
伽
藍
建
設
地
と
し
て
最
適
。
そ
し

て
上
の
台
地
に
は
の
ち
天
神
を
祀
っ
た
。

国
分
尼
寺
は
、
桜
園
（
本
妙
寺
跡
）
ま
た
は
上
ン
寺
の
地
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
多
徴
国
分
寺
お
よ
び
国
分
尼
寺
は
、
経
済
力
と
地
形
上
か
ら
他
国
と
異

な
り
、
小
規
模
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
国
府
が
軍
街
の
み
の
小
規
模
な
も
の
で
あ

っ
た
の
と
同
様
で
あ
っ
た
。

②
嶋
府
・
嶋
分
寺
の
移
転

多
徴
国
停
止
の
前
後
の
一
時
期
、
嶋
府
・
嶋
分
寺
は
赤
尾
木
へ
移
転
し
た
可

能
性
が
大
き
い
。
理
由
は
、
七
三
八
年
の
島
民
得
度
僧
の
出
現
や
七
四
二
年
擬

郡
司
承
認
な
ど
、
島
民
が
し
だ
い
に
政
教
に
進
出
し
た
が
、
以
後
一
世
紀
の
間

に
は
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
進
展
す
る
と
と
も
に
、
島
全
体
の
開
発
と
統
合
に
関

心
を
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
、
次
に
七
六

O
S七
七

0
年
の
間
の
左
遷
国
司
た

ち
は
●
本
土
を
よ
り
目
近
に
望
む
北
部
の
地
を
注
目
し
た
に
ち
が
い
な
い
こ
と
、

八
0
七
年
の
隠
田
記
事
は
北
部
多
徴
の
開
発
の
進
展
を
物
語
る
こ
と
、
南
嶋
の

夷
秋
の
心
配
の
不
要
、
薩
摩
・
大
隅
の
政
情
安
定
、
大
隅
の
発
展
に
伴
う
国
分

S
山
川
・
根
占
、
志
布
志
・
大
泊
航
路
が
開
発
さ
れ
、
赤
尾
木
・
浦
田
・
圧
司

浦
・
住
吉
と
結
合
し
、
坊
津

S
宮
之
浦

S
島
間
航
路
よ
り
も
便
利
で
あ
っ
た
こ

と
、
赤
尾
木
周
辺
お
よ
び
後
背
地
が
比
較
的
に
広
大
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
な
お
、
種
子
島
の
民
俗
は
、
赤
尾
木
の
あ
る
北
部
よ
り
も
南
部
の
そ
れ
が

古
い
様
相
を
示
す
が
、
そ
れ
は
民
俗
周
圏
論
的
に
見
る
と
、
文
化
は
北
部
か
ら

流
入
し
て
南
部
へ
伝
播
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
古
い
時
代
に
お
い
て
も
こ

の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
代
に
お
い
て

も
文
化
の
中
心
は
や
は
り
赤
尾
木
（
西
之
表
）
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ま

く
に
が
み

た
、
北
端
の
大
字
を
国
上
と
い
う
こ
と
も
北
部
重
視
の
傾
向
を
読
み
取
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
多
撤
国
府
（
鳩
府
）
•
国
（
嶋
）
分
寺
の
赤

尾
木
移
転
説
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

赤
尾
木
に
お
け
る
嶋
府
・
嶋
分
寺
・
尼
寺
に
つ
い
て
の
位
置
は
こ
こ
に
現
段

も
と
じ
ょ
う

階
で
の
予
想
地
を
記
し
て
お
く
と
、
嶋
府
は
本
城
、
嶋
分
寺
は
慈
遠
寺
（
お
坊

を
含
む
）
の
地
、
尼
寺
は
大
会
寺
の
地
（
屋
久
田
）
。
こ
れ
は
平
山
武
章
氏
、
高

重
義
好
氏
の
西
之
表
説
と
一
致
す
る
。
こ
の
移
転
後
の
赤
尾
木
（
西
之
表
）
国

府
・
国
分
寺
の
論
功
は
、
別
の
機
会
に
発
表
し
た
い
。

多
撤
国
府
お
よ
び
国
分
寺
問
題
は
、
筆
者
に
と
っ
て
は
永
年
の
宿
題
で
あ
り
、

い
つ
か
は
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
続
け
て
き
た
が
、
こ
こ
に
お
い

て
や
っ
と
解
決
の
入
口
に
立
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
移
転
先
に
つ
い

て
は
も
と
よ
り
、
そ
の
政
治
的
・
経
済
的
背
景
な
ど
も
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
か
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
筆
者
の
任
で
は
な
い
が
、
発
掘
に
よ
っ

て
層
塔
や
礎
石
、
多
徴
嶋
印
な
ど
を
見
つ
け
出
し
て
確
実
に
証
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

最
後
に
、
現
地
で
各
種
の
資
料
を
見
せ
て
く
だ
さ
り
、
大
そ
う
お
世
話
に
な

っ
た
河
東
不
凡
氏
を
は
じ
め
平
山
武
章
氏
・
上
妻
紀
夫
氏
・
高
重
義
好
氏
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
先
般
、
隼
人
研
究
会
例
会
で
発
表
さ
れ
た
藤
井
重
壽
氏
の
見
解
は
、
河

東
不
凡
氏
の
現
地
資
料
に
立
脚
し
て
い
る
と
は
い
え
、
古
代
史
全
体
か
ら
の
展

望
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
筆
者
に
と
っ
て
は
参
考
に
な
る
点
が
多

か
っ
た
こ
と
を
記
し
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

本
文
に
使
用
し
た
史
料
は
、
原
典
な
ら
び
に
池
辺
弥
「
南
島
古
代
史
料
集
成
」

（
『
伝
承
文
化
』
第
二
号
、
昭
和
三
六
年
、
東
京
）
を
参
照
し
た
。

そ
う
い

〔
付
記
〕

本
稿
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ら
か
ら
多
襟
国
初
期
国
術
を
島
間
に
求
め
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
証
拠
は
「
大
光
寺
」
の
存
在
で
あ
り
、
次
に
国
府
津
城
の

迫
構
で
あ
る
。
そ
の
後
、
国
術
は
西
之
表
に
移
転
し
、
や
が
て
国
も
廃
さ
れ
て

島
府
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
中
世
に
至
り
、
大
浦
口
氏
の
代
官
と
し
て
赴
任
し

た
収
税
官
の
上
妻
氏
は
、
南
種
子
町
東
南
部
の
山
あ
い
に
ひ
ろ
が
る
茎
永
や
下

中
・
平
山
、
西
之
な
ど
の
南
種
子
穀
倉
地
帯
を
、
そ
の
上
方
に
あ
る
長
谷
野
台

地
を
経
由
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
島
問
と
一
気
に
結
ぶ
こ
と
が
可
能
で
、
し
か
も

海
上
交
通
に
便
が
よ
い
と
い
う
理
由
で
島
問
に
再
び
目
を
つ
け
、
島
間
上
方
の

地
を
南
部
の
根
拠
地
と
し
て
支
配
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
先
に
上
妻
氏
の

島
間
と
の
か
か
わ
り
は
全
く
な
い
と
否
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
居
住
し

な
く
て
も
そ
の
配
下
の
支
配
の
も
と
で
、
か
つ
て
の
国
府
津
城
が
整
備
さ
れ
、
そ

し
て
中
世
の
三
連
廓
の
山
城
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
よ
う
。

う
わ
け
で
そ
の
城
廓
を
上
妻
城
と
呼
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
「
多
徽
国
府
・
国
分
寺
考
」
と
題
し
て
『
隼
人
族
の
生
活
と
文
化
』
（
一

九
九
三
年
、
雄
山
閣
出
版
）
に
掲
載
し
た
も
の
の
再
録
で
あ
る
。
本
稿
の
内
容

に
つ
い
て
は
そ
の
後
も
考
え
つ
づ
け
て
い
る
の
で
若
干
書
き
直
し
た
い
部
分
も

あ
る
が
、
南
種
子
町
の
民
俗
に
つ
い
て
ま
と
め
た
本
書
に
収
録
し
た
の
は
、
南

種
子
町
民
俗
な
ら
び
に
南
種
子
町
の
歴
史
と
民
俗
に
関
心
を
持
つ
方
々
に
読
ん

で
も
ら
い
ご
批
判
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
後
の
筆
者
の
考

え
お
よ
び
国
街
（
国
庁
）
が
西
之
表
に
移
転
し
た
あ
と
の
多
襟
国
府
・
国
分
寺

の
状
況
に
つ
い
て
の
考
え
は
「
多
徽
国
考
ー
—
国
府
・
国
分
寺
・
郡
家・
そ
の
他

_
」
と
題
し
て
角
田
文
衛
先
生
の

r
新
修
国
分
寺
の
研
究
』
補
迫
編
(
-
九
九

五
年
刊
予
定
・
京
都
市
平
安
博
物
館
内
古
代
学
協
会
）
に
書
い
た
の
で
関
心
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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＿
‘
は
じ
め
に

南
種
子
町
の
昔
話
・
伝
説
・
世
間
話

ー
宮
里
重
治
さ
ん
・
大
脇
彦
次
さ
ん
・
日
高
ス
ミ
エ
さ
ん
を
訪
ね
て

鹿
児
島
大
学
教
授

た

ね

が

し

ま

南
種
子
町
は
種
子
島
昔
話
の
宝
庫
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
た
く
さ
ん
の
方
々
の
口
伝
の
面
白
い
昔
話
を
記
録
し
、
『
種
子
島
の
民
話
』

I
.
I
I
（未

来
社
刊
）
や
『
種
子
島
の
昔
話
』

I

（
三
弥
井
書
店
刊
）
で
紹
介
し
て
き
た
が
、
今
回
は
、
新
し
い
昔
話
伝
承
者
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

く
き
な
が

そ
れ
は
、
茎
氷
仲
之
町
に
お
住
ま
い
の
宮
里
重
治
さ
ん
（
明
治
三
九
年
三
月
二
八
日
生
）
と
、
西
之
野
尻
に
お
住
ま
い
の
大
脇
彦
次
さ
ん
（
明

治
三
八
年
五
月
二
五
日
生
）
、
西
之
田
代
に
お
住
ま
い
の
日
高
ス
ミ
ェ
さ
ん
（
大
正
一

0
年
七
月
一

0
日
生
）
の
三
人
で
あ
る
。

あ

い

ら

ち

ょ

う

さ

き

ち

ぞ

う

宮
里
重
治
さ
ん
は
、
父
は
姶
良
郡
姶
良
町
帖
佐
の
生
ま
れ
で
、
宮
里
吉
蔵
氏
と
い
っ
た
。
祖
父
は
宮
里
伝
兵
衛
と
い
い
、
ャ
リ
の
名
人
で
西
南

戦
争
に
参
加
し
た
。
重
治
氏
の
母
は
茎
永
の
馬
場
家
本
家
の
生
れ
だ
が
、
重
治
氏
は
吉
蔵
の
あ
と
を
つ
い
で
宮
里
重
治
と
い
っ
て
い
る
。
氏
の
話

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
広
く
、
チ
ン
チ
ン
ド
リ
の
話
（
こ
れ
は
後
日
紹
介
す
る
予
定
）
や
三
人
の
軽
業
師
に
ま
つ
わ
る
「
地
獄
の
三
人
」
の
話
、
千

年
狸
な
ど
の
話
の
ほ
か
に
民
俗
全
般
に
く
わ
し
く
、
貴
重
な
人
材
で
あ
る
。
昔
話
の
多
く
は
近
所
に
い
た
岩
坪
四
郎
さ
ん
（
大
正
年
間
に
八

0
歳

ぐ
ら
い
で
亡
く
な
っ
た
）
や
母
の
馬
場
サ
ト
さ
ん
か
ら
小
学
校
の
頃
聞
い
た
と
い
う
。
サ
ト
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
は
「
シ
ン
プ
ー
と
師
匠
」
で
あ

っ
た
。
私
は
十
数
年
前
よ
り
何
回
も
氏
宅
を
訪
れ
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
た
。
氏
は
あ
る
年
は
今
は
珍
し
い
「
サ
ス
」
（
刺
し
印
）
を
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。

大
脇
彦
次
さ
ん
は
民
俗
の
中
で
も
特
に
海
の
こ
と
に
く
わ
し
い
方
。
昔
話
や
伝
説
、
世
間
話
も
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
る
。
氏
が
語
っ
た
話
に
、
炭

焼
小
五
郎
の
昔
話
や
相
撲
取
り
の
こ
と
、
フ
カ
に
食
わ
れ
た
話
、

i
～
ズ
の
話
、
船
お
ろ
し
な
ど
が
あ
る
。
氏
の
話
は
祖
父
の
大
脇
彦
志
さ
ん
か

ら
聞
い
た
も
の
中
心
に
、
近
所
の
方
の
話
や
自
分
の
体
験
談
な
ど
が
多
い
。
大
脇
彦
次
さ
ん
の
お
宅
で
小
机
を
囲
み
な
が
ら
聞
い
た
の
は
、
昭
和

五
九
年
の
八
月
一
九
日
の
こ
と
で
、
そ
の
時
は
大
林
太
良
先
生
も
い
っ
し
ょ
で
あ
っ
た
。
大
林
先
生
は
そ
の
時
ち
ょ
う
ど
宝
満
神
社
の
神
稲
の
赤

下

野

敏

見
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米
伝
承
の
関
係
の
調
査
に
見
え
て
い
た
渡
部
忠
世
先
生
を
中
心
と
す
る
調
査
団
の
一
員
と
し
て
中
種
子
町
野
間
に
旅
宿
さ
れ
て
い
た
。
自
分
も
一

行
の
一
員
に
加
え
て
い
た
だ
き
、
案
内
の
役
な
ど
を
仰
せ
つ
か
り
、
大
林
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
大
脇
さ
ん
の
所
に
口
頭
伝
承
を
中
心
と
し
た
民
俗

あ
れ
こ
れ
を
聞
き
に
行
っ
た
と
い
う
ワ
ケ
で
あ
っ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
一
コ
マ
で
あ
る
。

旦
尚
ス
ミ
ェ
さ
ん
は
、
鉄
砲
伝
来
の
門
倉
岬
に
近
い
田
代
に
ご
主
人
の
旦
尚
実
雄
さ
ん
（
大
正
八
年
三
月
二

0
日
生
）
と
住
ん
で
お
ら
れ
る
。
実

雄
さ
ん
は
南
種
子
町
で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
地
名
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
茎
永
の
岩
坪
香
さ
ん
た
ち
と
研
究
活
動
を
さ
れ
、
田
代
を
中

心
と
し
た
資
料
を
ま
と
め
て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
。
実
は
私
は
実
雄
さ
ん
に
話
を
聞
く
べ
く
田
代
に
赴
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
ば
に
お
ら
れ
る
奥

さ
ん
の
ス
ミ
ェ
さ
ん
が
昔
話
の
伝
承
者
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
、
奥
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と
に
努
め
た
の
で
あ
っ
た
。
実
雄
さ
ん
は
民
俗
全
般
に
く

わ
し
い
方
で
、
あ
と
で
田
代
の
案
内
な
ど
し
て
い
た
だ
い
た
。
昔
話
の
伝
承
は
、
昔
は
（
昭
和
三

0
年
代
ま
で
は
）
、
種
子
島
の
あ
ち
こ
ち
の
古
老

が
知
っ
て
い
て
、
一
村
落
に
一
、
二
名
も
し
く
は
三
、
四
名
も
伝
承
者
が
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
ス
ミ
ェ
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
昭
和
六
四
年
頃
は

世
代
が
一
っ
変
っ
て
し
ま
っ
て
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
ス
ミ
ェ
さ
ん
は
右
の
二
人
と
共
に
貴
重
な
存

在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ヌ
レ
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
な
ど

旦
尚
ス
ミ
エ
さ
ん
の
昔
話
は
、
短
気
は
損
気
、
人
柱
、
息
子
、
猿
聟
、
蛇
む
か
し
、
カ
ラ
ス
と
タ
カ
、
注
出
工
島
の
話
、

多
彩
で
あ
る
。
ス
ミ
ェ
さ
ん
は
、
七
人
兄
弟
の
長
女
で
あ
っ
た
が
、
幼
い
頃
下
中
の
真
所
に
住
ん
で
い
た
羽
生
伝
十
郎
（
明
治
二
五
年
四
月
生
）
は

板
の
間
に
ゴ
ザ
を
敷
い
て
縄
を
な
っ
た
り
、
ゾ
ー
リ
を
つ
く
り
な
が
ら
、
昔
話
を
話
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
ジ
ロ
（
火
代
、
い
ろ
り
）
の

近
く
で
も
あ
っ
た
。
聞
く
話
は
、
「
ウ
ン
、
ソ
イ
ジ
ェ
、
チ
ャ
ー
（
又
は
ウ
ン
、
ソ
イ
カ
ラ
）
」
と
相
槌
を
打
っ
て
聞
く
も
の
で
あ
っ
た
。

昔
話
の
発
端
句
は
、
「
ナ
ニ
ー
が
ム
カ
シ
ナ
ー
」
と
い
い
、
結
末
句
は
「
ゲ
ナ
ゲ
ナ
」
と
い
っ
て
結
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
エ
さ
ん
の
母
は
河

内
の
人
で
、
チ
ョ
と
い
っ
た
。
父
の
伝
十
郎
の
父
は
、
即
ち
ス
ミ
エ
さ
ん
の
祖
父
は
羽
生
藤
之
進
と
い
い
、
伝
十
郎
が
一
三
オ
の
時
、
三
八
オ
で

亡
く
な
っ
た
人
。
祖
母
の
名
は
マ
ツ
。
ス
ミ
ェ
さ
ん
の
昔
話
や
口
頭
伝
承
一
般
は
こ
の
直
系
の
父
、
母
、
祖
父
母
に
負
う
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
収
録
の
昔
話
の
調
査
は
す
べ
て
録
音
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
文
字
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
方
言
そ
の
ま
ま
に
記
し
て
あ
る
の
で
、
多

少
読
み
づ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
。
忠
実
に
原
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
種
子
町
、
南
種
子
町
の
方
言
は
「
し
て
」
と
い
う
よ
う
な
場
合
、
「
し
ち

ぇ
」
と
な
る
の
が
―
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

文
中
の
「
」
の
中
で
話
者
に
い
ろ
い
ろ
質
問
し
て
い
る
の
は
下
野
で
あ
る
。
日
高
ス
ミ
ェ
さ
ん
の
場
合
、
夫
の
実
雄
さ
ん
が
発
言
し
た
部
分

は
、
「
実
雄
」
さ
ん
と
冒
頭
に
記
し
て
お
い
た
。
何
も
記
し
て
な
い
の
は
下
野
か
ス
ミ
ェ
さ
ん
の
発
言
で
あ
る
。
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宮里重治さんの民話をきく学生たち。向うの眼鏡は
山本譲司さん、右隣から老泉、得田、松岡、瀬戸口、
児玉の皆さん。後向きは宮下春幸先生（昭和59年）

”'-
l只、言旨

.』

J I ̀：心・-万な和

日高スミエさん（田代の自宅で。平成3年）

｀ 

面白い話はにっこり笑って語る
（宮里重治さん）

話の筋を描写しながら淡々と語る 少し悲しい話は沈んだ表情で語る

...一

忘れかけた話を思い出しながら語る（左は下野）
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南種子の民俗

（一）、

サ
マ
は
三
年
み
や
ま
の
奥
に

あ
る
と
こ
ろ
に
、
毎
日
猟
に
行
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
人
が
お
っ
た
そ
う
じ
ゃ
な
あ
。

年
ご
ろ
に
な
っ
ち
ぇ
、
嫁
を
も
ろ
う
た
そ
う
じ
ゃ
。
も
ろ
う
ち
ぇ
も
、
昼
は
猟
に
行
た
ち
ぇ
、
夜
に
な
る
と
、
ま
た
出
ち
ぇ
行
く
そ
う
じ
ゃ
。
バ

キ
ー
を
も
ろ
う
ち
ぇ
か
ら
も
な
あ
。
毎
晩
、
毎
晩
出
ち
ぇ
行
く
た
て
ー
や
。

ひ
と

そ
い
じ
ぇ
ま
あ
、
不
思
議
に
思
う
ち
ぇ
、
こ
の
男
に
嫁
ぇ
来
ち
ぇ
か
ら
、
一
よ
う
さ
も
家
ぇ
泊
ら
ん
じ
ぃ
、
夜
も
昼
も
や
ま
ぁ
行
く
が
、
妙
な

こ
と
じ
ゃ
。
ど
こ
に
行
く
も
ん
じ
ゃ
ろ
う
か
、
と
、
あ
る
晩
、
あ
と
を
つ
け
ち
ぇ
、
行
た
ち
ぇ
み
た
た
て
ー
や
。

そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
ず
う
っ
と
山
奥
ぃ
行
た
ち
ぇ
、
二
、
三
里
も
行
た
と
こ
ろ
に
、
か
や
ぶ
き
の
家
が
あ
っ
た
そ
う
じ
ゃ
な
あ
。
嫁
が
、
そ

う
っ
と
の
ぞ
い
ち
ぇ
見
た
と
こ
い
が
、
家
の
中
に
、
お
母
さ
ん
と
き
れ
い
な
娘
が
お
っ
た
ち
ゅ
う
わ
。
や
っ
ぱ
り
、
と
思
う
ち
ぇ
、
じ
ぃ
っ
と
、
聞

い
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
山
の
娘
が
な
あ
、
（
あ
ん
た
ち
ゅ
う
こ
と
を
、
わ
あ
の
ち
ゅ
う
か
ら
種
子
島
じ
ゃ
あ
な
ぁ
）

お

な

ご

「
わ
が
と
、
お
ら
ん
ば
じ
ゃ
、
と
。
じ
ゃ
が
し
か
し
、
ど
う
せ
ぇ
ば
、
家
ぇ
、
や
し
の
う
ち
ぇ
る
女
子
を
戻
し
が
な
ん
ど
う
か
、
」

と
、
こ
う
い
う
と
こ
い
じ
ぇ
。
ま
あ
そ
ら
、
男
が
い
う
に
は
な
あ
。

お

な

ご

「
よ
か
、
と
。
あ
の
女
子
は
、
嫁
ぇ
く
る
時
、
だ
あ
じ
ぃ
た
こ
う
し
ち
ぇ
る
三
味
線
の
持
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
る
、
と
。
だ
れ
に
も
見
せ
も
せ
ん
、
貸

し
も
せ
ん
じ
ぃ
、
だ
い
じ
に
し
ち
ぇ
る
、
と
。
そ
れ
を
借
り
ぃ
行
た
ち
ぇ
こ
い
、
と
。
も
し
、
貸
さ
ん
、
ち
ゅ
う
た
時
は
、
嫁
は
も
ど
す
か
ら
」

と
、
こ
う
い
う
ち
ぇ
、
山
の
娘
を
ば
、
自
分
の
家
ぇ
、
そ
の
女
の
所
に
、
遊
び
に
や
る
と
こ
い
じ
ゃ
て
ー
。

そ
う
っ
し
ぇ
ま
あ
、
山
の
娘
が
い
う
に
、

「
こ
う
っ
し
ぇ
そ
の
、
三
味
線
の
借
り
ぃ
来
た
が
、
か
あ
ち
ぇ
く
り
ゃ
で
け
ん
じ
ゃ
ろ
う
か
。
」

と
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
女
は
、

「
何
の
、
え
ん
り
ょ
は
い
ら
ん
か
ら
、
ど
う
ぞ
、
持
っ
ち
ぇ
行
け
ば
よ
か
が
」

と
な
あ
、
気
や
す
う
に
、
貸
ぁ
ち
ぇ
く
れ
た
と
。
そ
い
か
ら
、
山
奥
に
帰
っ
た
と
こ
い
が
、

「
何
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
い
う
た
か
」
と
。

二
、
宮
里
重
治
昔
話
集
（
六
話
）
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「
妙
じ
ゃ
な
あ
」

と
い
う
ち
ぇ
。
こ
ん
だ
あ
そ
の
、

「
早
う
持
っ
ち
ぇ
行
っ
こ
っ
ち
ゃ
、
」
と
い
う
ち
ぇ
、
心
や
す
う
に
、
な
ん
の
い
や
な
顔
も
せ
ん
じ
ぃ
貸
ぁ
ち
ぇ
く
れ
た
、
と
、

う
じ
ゃ
。

そ
う
し
た
ら
、

こ
ん
だ
あ
、
琴
を
持
っ
ち
ぇ
る
、
と
、
な
あ
。
よ
か
琴
を
ば
や
。
そ
り
ょ
う
ば
、
借
り
ち
ぇ
こ
ん
か
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
゜

「
貸
す
ろ
う
か
な
あ
」
と
い
う
と
こ
い
じ
ゃ
。
じ
ゃ
ば
っ
ち
ぇ
、
一
応
、
行
た
ち
ぇ
見
ち
ぇ
、

「
貸
さ
ん
」
ち
ゅ
う
た
時
に
ゃ
あ
、
戻
す
か
ら
、
と
そ
の
男
が
、
い
う
と
こ
い
じ
ぇ
。
ま
た
あ
く
る
日
、
行
た
ち
ぇ
、

「
た
い
へ
ん
よ
か
琴
を
持
っ
ち
ぇ
る
ち
ゅ
う
じ
ゃ
あ
な
っ
か
。
貸
ぁ
ち
ぇ
く
れ
ん
か
」

と
山
の
娘
が
言
う
と
こ
い
が
な
あ
。

「
持
っ
ち
ぇ
る
。
何
の
こ
と
は
な
か
、
貸
す
か
ら
」

と
い
う
ち
ぇ
、
心
や
す
う
、
ま
た
貸
ぁ
ち
ぇ
く
れ
た
と
そ
ら
。
ま
た
山
ぁ
行
た
ち
ぇ
か
ら
、

も
せ
ん
じ
ぃ
貸
あ
ち
ぇ
く
れ
た
、
と
い
う
ち
ぇ
゜

「
き
れ
い
な
花
を
持
っ
ち
ぇ
る
。
そ
り
ょ
う
も
ろ
う
ち
ぇ
こ
ん
か
。
く
れ
ん
ち
ゅ
う
た
時
ゃ
あ
、
こ
ん
ど
こ
そ
戻
す
か
ら
」

と
い
う
ち
ぇ
、
ま
た
そ
ら
、
次
の
日
、
山
の
女
子
が
行
た
た
て
ー
や
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
そ
の
女
子
が
い
う
た
と
こ
い
が
な
あ
、
歌
よ
み
ょ

う
し
た
て
ー
や
。

ベ一
1

一
味
も
貸
す
貸
す
琴
貸
し
た
上
に
、

そ
の
上
と
の
じ
ょ
も
貸
ぁ
た
、

な
ん
の
惜
し
か
ろ
う
か
白
菊
の
花

と
い
う
ち
ぇ
、
そ
の
、
白
菊
の
花
じ
ゃ
っ
た
て
ー
そ
ら
。
そ
し
ち
ぇ
、

は
の

な
花
う
な
あ
。

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、

一
番
よ
か
と
こ
を
ポ
キ
と
折
ち
ぇ
く
れ
た
て
ー
や
、

そ
い
じ
ぇ
そ
の
花
う
も
ろ
う
ち
ぇ
、
ま
た
山
さ
な
ぁ
、
山
の
女
子
が
戻
っ
ち
ぇ
、
叫
[
え
い
ぅ
ち
え
‘

「
も
う
、
な
ん
の
い
や
な
つ
ら
つ
き
も
せ
ん
じ
ぃ
、
心
安
う
、
早
う
持
っ
ち
ぇ
行
っ
こ
っ
ち
ゃ
」

は
の

一
番
よ
か
白
菊
の
花
う
く
れ
た
と
。

そ
ら
な
あ
。
き
れ
い

こ
が
ん
こ
が
ん
い
う
た
、
と
。
何
の
悪
か
つ
ら
つ
き

こ
ん
ど
は
そ
の
、

J

う
い
う
た
そ
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「
え
え
、
妙
じ
ゃ
な
あ
、
お
い
が
、
夜
も
昼
も
山
ぁ
ば
っ
か
り
行
た
ち
ぇ
っ
ち
ぇ
も
、
三
味
線
も
、
大
事
な
琴
も
貸
す
し
、
花
も
心
安
う
く
れ

よ
み
ょ

た
、
と
。
ど
う
っ
し
ぇ
も
、
あ
の
女
子
ぁ
、
魔
男
を
持
っ
ち
ぇ
る
に
違
い
な
か
、
と
。
嫁
う
と
っ
ち
ぇ
か
ら
、
ひ
「
よ
う
さ
も
泊
ら
ん
じ
ぃ
、
山
ぁ

ば
っ
か
り
、
夜
も
昼
も
行
く
ち
ゅ
う
に
、
ひ
と
つ
も
腹
も
た
て
じ
ぃ
、
妙
な
こ
と
じ
ゃ
。
ど
う
っ
し
ぇ
も
魔
男
を
持
っ
ち
ぇ
っ
と
。
こ
ん
だ
あ
そ

の
男
が
、
ぬ
し
が
行
た
ち
ぇ
、
と
り
お
さ
え
ち
ぇ
、
そ
っ
し
ぇ
そ
の
バ
キ
ー
を
、
も
で
ー
ち
ぇ
（
戻
し
て
）
く
い
か
ら
と
い
う
ち
ぇ
、
来
た
た
て

1
0

北
風
の
吹
く
、
寒
か
晩
じ
ゃ
っ
た
た
て
ー
や
。
風
が
ビ
ュ
ー
ビ
ュ
ー
吹
く
、
な
あ
。

そ
い
か
ら
、
家
ぇ
も
ど
っ
ち
ぇ
、
よ
う
っ
と
壁
ぇ
耳
ょ
う
ば
傾
け
ち
ぇ
、
聞
い
ち
ぇ
っ
ち
ぇ
。
い
っ
と
き
し
ち
ぇ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
戸
が
ザ
ー

ッ
と
開
ぁ
た
と
や
。
そ
い
か
ら
男
が
、

「
そ
ら
、
男
が
、
い
ま
き
た
と
こ
じ
ゃ
け
い
」

と
、
こ
う
思
う
ち
ぇ
、
よ
う
っ
と
そ
ら
ま
あ
、
見
ち
ぇ
っ
た
と
や
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
バ
キ
ー
が
山
奥
の
方
を
眺
め
ち
ぇ
な
あ
、

み

や

ま

ベ
わ
し
が
と
の
じ
ょ
は
深
山
の
奥
に

さ
ぞ
や
寒
か
ろ
つ
め
た
か
ん
ろ
う

ち
ゅ
う
ち
ぇ
な
あ
、
歌
う
た
と
そ
ら
。
そ
い
か
ら
、
戸
を
ガ
ツ
ッ
と
つ
め
ち
ぇ
、
寝
床
ぇ
入
る
と
き
、

み

や

ま

ベ
わ
し
が
と
の
じ
ょ
は
深
山
の
奥
に
三
年

わ
た
し
ゃ
こ
の
座
に
た
だ
一
人

と
歌
う
ち
ぇ
、
寝
た
と
そ
ら
。
え
ー
、
こ
れ
だ
け
ま
あ
、
こ
が
ん
し
ぇ
山
ぁ
ば
か
り
通
う
ち
ぇ
も
、
こ
が
あ
な
人
間
の
珈
知
た
女
子
が
、
お
る
も

ん
じ
ゃ
け
る
。
こ
ら
日
本
一
じ
ゃ
、
と
。
も
う
山
ぁ
行
く
も
ん
じ
ゃ
あ
な
か
と
、
こ
う
い
う
と
こ
い
じ
ゃ
て

1
0

と

ぐ

ち

そ
い
か
ら
、
庭
の
戸
口
ょ
う
、
あ
く
る
あ
く
る
、

み

や

ま

＼
も
う
行
か
ん
よ
深
山
の
奥
に
ゃ

わ
れ
に
ま
し
た
る
妻
は
な
か

と
歌
う
ち
ぇ
入
っ
ち
ぇ
き
た
と
や
そ
ら
。
そ
い
か
ら
ま
あ
、
仲
良
う
暮
ぁ
ち
ぇ
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
話
じ
ゃ
。

そ
い
か
ら
ま
あ
、
男
は
、
よ
せ
ー
（
外
に
）
そ
の
ど
が
あ
な
き
れ
い
な
、
よ
か
女
子
を
持
っ
ち
ぇ
っ
ち
ぇ
も
、
立
派
な
心
を
持
っ
ち
ぇ
、
そ
の

家
ぇ
し
っ
か
り
お
れ
ば
、
必
ず
あ
と
さ
な
ぁ
は
戻
っ
ち
ぇ
く
い
も
ん
じ
ゃ
ち
ゅ
う
話
や
な
あ
。

男
は
、

-319 -



南種子町の昔話・伝説・世間話

そ
い
じ
ぇ
、
そ
い
か
ら
世
間
の
人
は
、

み

や

ま

竺
一
度
と
行
く
な
よ
深
山
の
奥
に
ゃ

も
と
に
ま
し
た
る
花
は
な
か

ち
ゅ
う
ち
ぇ
。
げ
な
げ
な
。

（
宮
里
さ
ん
）

「
歌
が
へ
た
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
か
ら
な
あ
、
こ
ら
歌
あ
は
な
ら
ん
と
や
な
あ
。
種
子
島
の
草
切
り
節
ゃ
あ
な
あ
。
聞
い
た
こ
と
が
あ
ん
ど
う
が
、
お

前
も
。
草
き
り
節
ゃ
あ
、
知
っ
ち
ょ
ん
ど
お
が
」

こ
と

＼
三
味
線
も
貸
す
貸
す
、
琴
貸
し
た
上
に

そ
の
上
、
と
の
じ
ょ
も
貸
し
た

何
が
惜
し
か
ろ
白
菊
花
が
。

（
二
）
嫁
と
り
問
答

む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
、
き
れ
い
な
よ
か
よ
め
じ
ょ
う
が
お
っ
た
と
や
な
あ
そ
ら
。

そ
い
じ
ぇ
、
だ
れ
も
そ
の
女
子
が
欲
し
ゅ
う
っ
し
ぇ
な
あ
。
通
う
ち
ぇ
行
く
こ
た
ぁ
行
く
ば
っ
ち
ぇ
、

外
か
ら
戸
を
ト
ン
ト
ン
ト
ン
、
と
た
た
く
わ
け
じ
ゃ
。

そ
う
す
る
と
、
内
か
ら
そ
の
女
子
が
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
た
た
い
ち
ぇ
、

「
鳴
る
戸
の
外
に
立
つ
人
は
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
い
う
ば
っ
ち
ぇ
、
そ
の
返
答
が
で
け
ん
じ
ぃ
、
戻
る
わ
け
じ
ゃ
と
や
な
あ
。

そ
い
じ
ぇ
、
そ
の
女
子
を
ば
、
え
も
、
も
ら
わ
ん
わ
け
や
。
ま
た
、
あ
る
人
が
、

「
こ
ん
だ
ぁ
わ
れ
、
お
い
が
行
た
ち
ぇ
、
ど
う
っ
し
ぇ
も
、
も
ら
わ
ん
ば
じ
ゃ
、
よ
か
女
子
じ
ゃ
」

と
、
行
た
ち
ぇ
、
ま
た
戸
を
た
た
く
ば
っ
ち
ぇ
、
な
ん
と
も
返
答
が
で
け
ん
じ
ぃ
お
っ
た
い
ば
、

そ
の
女
子
が
出
て
こ
ん
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、

（
宮
里
さ
ん
が
歌
っ
て
く
れ
た
）

- 320 -



南種子の民俗

「
思
い
思
い
に
か
ど
に
立
つ
」

ち
ゅ
う
た
か
ら
、

ば、
「
ト
ン
ト
ン
と
鳴
る
戸
の
外
に
立
つ
人
は
」

昔
は
、
馬
が
お
っ
た
か
ら
そ
ら
。

「
困
っ
た
も
ん
じ
ゃ
」

と
思
う
ち
ぇ
、
こ
ん
だ
あ
師
匠
さ
ん
の
と
こ
れ
ぇ
行
た
ち
ぇ
、

「
ど
う
っ
し
ぇ
も
ま
あ
、
何
と
か
よ
か
返
答
は
な
か
ろ
う
か
」

と
聞
き
ぃ
行
た
と
や
。

「
え
え
、
そ
ら
、
み
や
す
か
こ
と
じ
ゃ
か
ら
や
、
ト
ン
ト
ン
と
鳴
る
戸
の
外
に
立
つ
人
は
、
ち
ゅ
う
た
時
ゃ
あ
、
思
い
思
い
に
か
ど
に
立
て
、
と
、

こ
う
い
え
ば
よ
か
が
」

と
教
え
ら
れ
ち
ぇ
。
こ
ん
ど
行
た
時
ゃ
あ
、
忘
れ
ち
ぇ
な
あ
そ
ら
、
そ
い
じ
ぇ
も
う
、

「
師
匠
さ
ん
、
あ
ん
ま
り
よ
か
よ
め
じ
ょ
う
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
胸
が
タ
ン
タ
ン
し
ち
ぇ
、
も
う
、
何
ち
ゅ
う
た
か
忘
れ
ち
ぇ
、
戻
っ
ち
ぇ

き
た
」
と
。

「
ん
ー
、

たっ、

い
ぬ
、

そ
の
馬
の
水
を
い
っ
か
け
ら
れ
ち
ぇ
、
な
あ
そ
ら
。
内
か
ら
。

バ
カ
も
お
い
も
ん
じ
ゃ
な
あ
、
わ
あ
も
忘
れ
ち
ぇ
」

と
い
う
ち
ぇ
、
そ
い
か
ら
こ
ん
だ
ぁ
、
こ
よ
み
ぃ
書
ぁ
ち
ぇ
く
れ
た
と
や
な
あ
そ
ら
。

「
ど
う
っ
し
ぇ
も
、
わ
が
ぁ
に
ゃ
あ
、
書
ぁ
ち
ぇ
く
れ
ん
ば
い
け
ん
け
ら
ぁ
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
。
ま
た
次
の
晩
に
行
た
ち
ぇ
、
外
か
ら
庭
ン
戸
を
ば
、
ト
ン
ト
ン
と
た
た
ぁ
た
と
や
。
ッ
ン
と
考
え
出
し
が
な
ら
ん
じ
ぃ
、
そ
の
書

ぁ
た
も
の
を
見
た
と
こ
ろ
が
、
あ
わ
て
ち
ょ
い
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
書
ぁ
た
と
を
見
ら
ん
じ
ぃ
、
そ
の
こ
よ
み
を
見
ち
ぇ
、
ね
、
う
し
、
と
ら
、
う
、

み
、
う
ま
、
ひ
つ
じ
、
さ
る
、
と
り
、
い
、
と
こ
う
い
う
た
と
や
。

「
ん
ー
、
馬
鹿
者
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
ま
た
馬
ン
水
を
い
っ
か
け
ら
れ
ち
ぇ
な
あ
。
い
や
、
ま
あ
、
と
ん
と
困
っ
た
も
ん
じ
ゃ
、
ど
う
せ
ぇ
ば
よ
か
ろ
う
か
、
ち
ゅ
う
ち

え
、
そ
い
か
ら
、
又
、
た
い
て
ー
、
師
匠
さ
ん
が
ち
え
を
く
れ
ち
ぇ
。
ま
た
、
あ
く
る
晩
、
行
た
ち
ぇ
、
ま
た
戸
を
た
た
ー
ち
ぇ
。
そ
う
し
た
い
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ち
ゅ
う
た
と
こ
ろ
が
、
女
子
が
出
て
来
ち
ぇ
や
、

「
え
、
こ
ら
よ
か
、
わ
ざ
い
は
ば
し
か
男
じ
ゃ
け
ら
あ
」

と
、
ま
あ
、
話
ょ
う
し
ち
ぇ
、
話
が
進
う
じ
ぇ
、
ま
あ
、
夫
婦
に
な
っ
ち
ぇ
、

よ
か
く
ら
し
ょ
う
し
た
と
い
う
話
よ
。

（
三
）
増
田
周
ケ
サ
じ
ょ
う
の
話

明
治
以
前
は
そ
ら
、
百
姓
は
み
ょ
う
じ
が
な
か
わ
け
じ
ゃ
か
ら
な
あ
。
た
だ
名
前
ば
か
り
じ
ゃ
か
ら
。
明
治
五
年
に
な
っ
ち
ぇ
か
ら
、
み
ょ
う

じ
を
も
ろ
う
ち
ぇ
る
わ
け
じ
ゃ
か
ら
な
あ
。
そ
い
じ
ぇ
ま
あ
、

し
＊
う
の
じ
ょ
う

増
田
の
仲
之
町
ち
ゅ
う
と
こ
い
じ
ぇ
、
周
之
丞
ち
ゅ
う
人
の
娘
ぇ
、
ケ
サ
じ
ょ
う
ち
ゅ
う
人
が
、
お
っ
た
わ
け
よ
な
あ
。
そ
い
じ
ゃ
か
ら
、
周

ケ
サ
じ
ょ
う
と
い
う
た
わ
け
よ
な
あ
。

仲
之
町
ち
ゅ
う
部
落
に
お
っ
た
と
。
と
な
り
の
村
は
向
井
町
ち
ゅ
う
と
こ
じ
ゃ
か
ら
な
あ
。
そ
い
じ
ぇ
、
同
じ
増
田
じ
ぇ
も
、
向
井
町
の
人
は

裕
福
じ
ゃ
っ
た
と
や
。
ど
う
い
う
わ
け
か
と
い
う
と
、
向
井
町
ち
ゅ
う
と
こ
ろ
は
、
牧
場
は
持
っ
ち
ぇ
る
し
、
海
岸
が
近
っ
か
ら
、
塩
如
き
を
し

ち
ぇ
、
生
活
が
よ
か
っ
た
わ
け
よ
な
あ
。

仲
ン
町
は
そ
ら
、
牧
場
は
な
し
、
塩
炊
き
が
な
し
ま
あ
、
貧
し
か
っ
た
ち
ゅ
う
わ
け
や
な
あ
。
そ
こ
じ
ぇ
、
村
の
役
人
に
い
ろ
い
ろ
と
願
い
を

た
い
て
1
す
ぃ
ば
っ
ち
ぇ
、
全
く
そ
い
が
通
う
じ
ぇ
ん
じ
ぃ
な
あ
。
つ
う
じ
ぇ
ん
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
周
ケ
サ
じ
ょ
う
ち
ゅ
う
人
が
十
六
オ
の
時
な

き
＊
う
し
ち

あ
、
弟
の
休
七
ち
ゅ
う
人
と
種
子
島
様
あ
、
殿
様
ん
と
こ
れ
ぇ
、
お
ね
が
い
に
行
た
わ
け
じ
ゃ
と
や
。
ま
あ
、

「
と
な
り
の
村
は
こ
う
こ
う
じ
ぇ
、
大
へ
ん
く
ら
し
が
よ
か
が
、
仲
之
町
は
、
牧
場
も
な
け
れ
ば
塩
炊
く
と
こ
ろ
も
な
か
と
。
そ
れ
ぇ
、
凶
年

が
来
ち
ぇ
、
米
は
で
け
ん
し
、
と
ん
と
困
っ
ち
ぇ
る
と
。
じ
ゃ
か
ら
、
牧
場
を
分
譲
し
ち
ぇ
く
れ
ん
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
願
い
を
し
た
た
て
ー
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
種
子
島
様
が
そ
ら
、
ず
っ
と
調
べ
が
あ
っ
ち
ぇ
、
実
状
を
見
ち
ぇ
、

「
な
る
ほ
ど
」
と
い
う
ち
ぇ
そ
の
、
牧
場
を
分
譲
し
ち
ぇ
も
ろ
う
た
わ
け
。
そ
い
じ
ぇ
も
、
ど
う
っ
し
ぇ
も
生
活
が
よ
う
な
ら
ん
わ
け
じ
ぇ
、
こ

ん
ど
は
そ
の
、
そ
の
時
代
、
あ
の
ハ
ジ
の
木
を
植
え
ち
ぇ
、
ハ
ジ
の
実
じ
ぇ
ロ
ー
ソ
ク
を
作
っ
ち
ぇ
な
あ
。

ロ
ー
ソ
ク
は
、
ハ
ジ
の
実
を
製
造
し
ち
ぇ
作
っ
と
じ
ゃ
か
ら
。
そ
い
じ
ぇ
、
ハ
ジ
を
し
ょ
う
れ
い
し
ち
ぇ
、
そ
ら
も
う
、
ハ
ジ
の
実
は
大
へ
ん

き
び
し
か
わ
け
よ
な
あ
そ
ら
。
ヤ
ミ
が
で
け
ん
わ
け
。

そ
い
じ
ぇ
そ
ら
、
こ
ん
ど
検
査
ぁ
来
た
わ
け
よ
。
野
間
か
ら
役
人
が
来
ち
ぇ
。
野
間
が
そ
ら
一
番
、
中
種
子
じ
ゃ
あ
よ
か
と
こ
い
じ
ゃ
か
ら
な
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あ
。
そ
の
役
人
が
、
ど
う
っ
し
ぇ
も
そ
の
周
ケ
サ
じ
ょ
う
の
歌
を
ば
聞
か
ん
ば
じ
ゃ
か
ら
ち
ゅ
う
ち
ぇ
゜

な
か
な
か
そ
の
周
ケ
サ
ち
ゅ
う
は
、
美
人
じ
ぇ
も
あ
る
し
、
声
も
よ
し
、
歌
も
よ
し
、
三
味
線
も
ひ
く
し
、
愛
き
ょ
う
も
よ
し
、
そ
の
い
え
ば

十
二
方
ち
ゅ
う
ふ
う
な
女
子
じ
ゃ
っ
た
と
や
な
あ
。

き
れ
い
な
女
子
じ
ぇ
、
歌
が
上
手
じ
ゃ
っ
た
と
や
。
そ
い
じ
ぇ
、
歌
う
ば
聞
か
ん
ば
じ
ゃ
か
ら
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
野
間
か
ら
来
ち
ぇ
る
役
人
が
、
行

た
ち
ぇ
見
た
た
て
1
や
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
周
ケ
サ
の
家
が
忌
中
じ
ゃ
っ
た
て
ー
や
そ
ら
。

お
じ
き
が
死
ん
だ
か
ど
う
か
じ
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
も
う
、
ど
う
っ
し
ぇ
も
ま
あ
、
こ
ん
ど
だ
け
は
、
の
が
あ
ち
ぇ
く
れ
ぇ
と
、
こ
が
ん
こ
が
ん
じ

ゃ
か
ら
と
い
う
ば
っ
ち
ぇ
そ
ら
。
そ
い
か
ら
も
う
、

「
行
き
ゃ
あ
な
ら
ん
か
ら
」

と
い
う
ば
っ
ち
ぇ
よ
、
な
か
な
か
そ
の
殿
様
の
い
う
事
あ
、
何
じ
ぇ
も
聞
か
ん
ば
の
世
の
中
じ
ゃ
ろ
う
が
な
あ
。
と
ん
と
困
っ
ち
ぇ
や
。

こ
ん
だ
あ
そ
の
、
母
が
な
あ
、
お
母
さ
ん
が
よ
、

「
ま
あ
行
た
ち
ぇ
、
用
を
す
ま
ぁ
ち
ぇ
こ
い
」

と
い
う
ち
ぇ
、
な
ぐ
さ
め
ち
ぇ
や
っ
た
け
ら
ぁ
な
あ
。

そ
い
じ
ぇ
、
歌
が
上
手
じ
ゃ
か
ら
、
歌
を
歌
わ
せ
た
と
や
な
あ
。
そ
う
し
た
い
ば
、

ゆ

み

ず

ベ
増
田
が
ら
か
よ
湯
水
が
よ
か
よ

焼
酎
は
飲
ま
ず
に
歌
お
ど
り

大
く
そ
ひ
っ
つ
ぼ
ハ
ゼ
げ
ん
さ

と
、
は
や
ぁ
ち
ぇ
歌
う
た
と
や
、
そ
ら
な
あ
。

大
く
そ
ひ
っ
つ
ぼ
ハ
ゼ
げ
ん
さ
、
と
い
う
た
と
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
も
う
、
そ
の
野
間
か
ら
き
た
役
人
が
そ
ら
も
う
、

「
こ
ら
、
大
へ
ん
な
こ
っ
ち
ゃ
」

と
も
う
、
青
う
な
り
、
黄
う
な
り
し
ち
ぇ
、
も
う
、
立
っ
ち
ぇ
も
い
ち
ぇ
も
お
ら
ん
よ
う
な
と
こ
い
じ
ゃ
っ
た
と
や
、
な
あ
そ
ら
。

そ
い
じ
ぇ
、
二
番
の
と
こ
ろ
を
歌
う
と
き
、

「
い
ま
、

「
い
や
、

は
や
し

ケ
サ
じ
ょ
う
、
大
く
そ
ひ
っ
つ
ぼ
、
ハ
ゼ
げ
ん
さ
と
囃
を
歌
う
た
が
、
わ
あ
の
一
人
歌
う
た
と
か
。
」

み
ん
な
こ
こ
の
人
ぁ
歌
う
と
じ
ゃ
、
囃
ょ
う
す
っ
と
じ
ゃ
」
と
。
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「
そ
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
。
な
あ
。

ロ
ー
ソ
ク
の
カ
ス
の
事
を
ば
ク
ソ
と
い
う
か
ら
、
今
年
ぁ
、
ハ
ジ
の
実
が
豊
作
じ
ぇ
、

え
、
ひ
っ
つ
ぼ
と
い
う
の
は
、
ロ
ー
ソ
ク
の
カ
ス
を
入
れ
た
壺
を
ひ
っ
つ
ぼ
と
い
う
と
じ
ゃ
と
、

わ
っ
ち
ぇ
、

「
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
っ
た
か
。
そ
ら
も
う
、
わ
ざ
い
な
、
よ
か
こ
と
じ
ゃ
っ
た
け
る
。
こ
ら
悪
か
っ
た
」

と
い
う
ち
ぇ
。
ほ
ん
と
う
は
、
ケ
サ
じ
ょ
う
は
皮
肉
を
い
う
た
と
じ
ゃ
ば
っ
ち
ぇ
、
そ
ら
、
び
ん
た
が
よ
か
女
子
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
と
ん
ち

が
き
ぃ
ち
ぇ
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
解
説
を
し
た
わ
け
じ
ゃ
と
や
。

た

ま
た
、
と
に
か
く
増
田
は
税
金
が
高
っ
か
と
こ
じ
ゃ
っ
た
と
や
な
あ
。

＼
増
田
ま
え
の
浦
は
こ
く
の
高
い
と
こ
ろ
、

前
の
せ
ま
ち
が
せ
ば
ま
れ
ば

と
い
う
歌
を
、
又
そ
こ
じ
ぇ
歌
う
ち
ぇ
、
税
金
の
安
う
し
ち
ぇ
も
ろ
う
た
わ
け
じ
ゃ
と
や
。

そ
い
じ
ぇ
、
ロ
ー
ソ
ク
の
ク
ソ
と
カ
ス
と
じ
ぇ
、
い
え
ば
、
悪
口
を
い
う
ち
ぇ
も
、
税
金
の
下
げ
ち
ぇ
も
ろ
う
た
ち
ゅ
う
こ
て
ー
な
っ
た
わ
け

ゃ
。
ほ
ん
と
う
は
そ
ら
、
殿
様
は
知
ら
ん
わ
け
や
な
あ
。
そ
い
じ
ぇ
、
そ
い
か
ら
後
は
、
周
ケ
サ
じ
ょ
う
は
、
大
へ
ん
頭
の
よ
か
女
子
じ
ぇ
、
と

ん
ち
の
き
く
女
子
じ
ぇ
、
そ
の
ロ
ー
ソ
ク
の
ク
ソ
ー
ば
、
こ
ん
ど
周
ケ
サ
じ
ょ
う
に
し
ち
ぇ
歌
う
た
と
よ
。

ベ
増
田
周
ケ
サ
ジ
ョ
ウ
は

ひ
っ
た
く
そ
見
や
れ
な
い

ま
わ
り
ゃ
六
尺
、

七
ま
が
り

ち
ゅ
う
、

ァ
、
大
き
な
も
の
よ
、

そ
い
じ
ぇ
種
子
島
じ
ゃ
あ
、
欲
の
深
か
人
を
ば
、

（
こ
の
話
は
母
（
馬
場
サ
ト
）
か
ら
聞
い
た
）

ロ
ー
ソ
ク
の
ク
ソ
が
大
へ
ん
た
ま
っ
た
、
と
。
そ
い
じ

い
う
た
と
こ
い
が
、
こ
ん
ど
は
、
う
っ
ち
ぇ
、
か

ひ
っ
つ
ぼ
ち
ゅ
う
た
り
、
か
す
く
ら
あ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
う
わ
け
よ
な
あ
。
か
す
の
ご
た
ら
あ
、

ロ
ー
ソ
ク
の
す
め
た
カ
ス
の
こ
と
や
な
あ
。
ち
ゅ
う
言
葉
が
残
っ
ち
ぇ
る
わ
け
や
。
そ
い
が
増
田
周
ケ
サ
じ
ょ
う
の
い
う
た
話
よ
。

- 324 -



南種子の民俗

（
四
）
正
直
は
一
生
の
宝

む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
大
へ
ん
貧
乏
な
男
が
お
っ
た
と
や
な
ぁ
。
釦
四
叡
が
。
も
う
、
今
日
食
う
伽
も
、
働
か
ん
ば
な
か
男
が
お
っ
た
と
や
。

佐
吉
ち
ゅ
う
名
の
男
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
。

そ
の
佐
吉
の
兄
は
、
村
一
番
の
長
者
じ
ゃ
っ
た
と
や
。
長
者
じ
ゃ
ば
っ
ち
ぇ
、
欲
の
深
か
男
じ
ゃ
っ
ち
ぇ
、
そ
の
、
母
は
病
気
じ
ぇ
三
年
も
寝

床
ぇ
、
寝
ち
ぇ
る
ば
っ
ち
ぇ
や
、
長
男
の
分
限
者
ぅ
、
全
く
み
ら
ん
じ
ぃ
、
そ
の
佐
吉
が
、
今
日
も
今
日
も
か
せ
い
じ
ぇ
ま
あ
、
生
活
を
ば
し
ち

ぇ
き
ょ
う
っ
た
と
や
。

そ
い
か
ら
、
年
の
く
れ
に
な
っ
ち
ぇ
、
母
が
そ
ら
寝
床
か
ら
や
、

「
佐
吉
、
正
月
が
来
る
、
と
。
じ
ゃ
か
ら
ま
あ
、
正
月
だ
け
は
や
、
白
か
飯
ょ
う
ば
炊
ぁ
ち
ぇ
、
神
様
ぁ
も
あ
げ
ち
ぇ
、
そ
っ
し
ぇ
、
早
ょ
う

と
ら
ん
ば
じ
ゃ
か
ら
、
四
じ
ょ
う
が
と
こ
れ
ぇ
、
ま
あ
、
借
り
ぃ
行
か
ん
か
、
と
。
粗
ょ
う
『
芦
5

、
味
噌
ぅ
ご
き
「
如
ぁ
、
借
り
ぃ
行
か
ん
か
」
と
。

「
ど
う
じ
ゃ
ろ
う
か
な
ぁ
、
貸
す
じ
ゃ
ろ
う
か
、
貸
さ
ん
じ
ゃ
ろ
う
か
」

行
こ
う
ご
た
ぁ
な
か
ば
っ
ち
ぇ
、
母
が
め
っ
そ
う
行
た
ち
ぇ
こ
い
ち
ゅ
う
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
行
た
た
て
ー
。

あ
に兄

ょ
う
じ
ゃ
人
ぁ
そ
ら
、
下
男
下
女
ゃ
ぁ
使
う
ち
ぇ
そ
ら
も
う
、
何
人
ち
ゅ
う
ち
ぇ
使
う
ち
ぇ
も
う
、
き
れ
い
に
し
ち
ぇ
っ
た
ち
ゅ
う
か
ら
な

ぁ゚ち
ゅ
う
ち
ぇ
、

え

あ
い

そ
い
じ
ぇ
、
兄
じ
ょ
う
が
と
こ
れ
ぇ
行
た
ち
ぇ
、
坐
っ
ち
ぇ
、
兄
じ
ょ
う
は
そ
ら
も
う
、
金
の
座
布
団
の
二
重
ぇ
置
ぇ
ち
ぇ
、
長
火
鉢
ぃ
そ
ら

も
う
、
お
じ
ぃ
も
、
ば
き
ぃ
も
前
ぇ
坐
っ
ち
ぇ
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
か
ら
。
佐
吉
ゃ
ぁ
も
う
、
も
じ
も
じ
し
ち
ぇ
、
え
も
い
い
だ
さ
ん
と
や
。
そ
い

じ
ぇ
、
兄
じ
ょ
う
が
、

「
佐
吉
、
わ
ご
う
何
ょ
う
し
か
ぁ
来
た
か
」

い
う
た
と
や
。

「
母
が
、
正
月
ぃ
ま
あ
、
神
様
ぁ
も
ま
あ
、
白
か
飯
ょ
う
炊
ぁ
ち
ぇ
、
あ
げ
ち
ぇ
、
正
月
だ
け
は
ま
あ
、
白
か
飯
じ
ぇ
、
と
し
ょ
う
と
ら
ん
ば

じ
ゃ
か
ら
、
ぜ
ひ
ま
あ
、
米
ょ
う
ニ
ン
合
、
味
噌
ぅ
ご
き
一
杯
ぁ
貸
ぁ
ち
ぇ
く
れ
ん
か
と
い
う
ち
ぇ
、
来
た
」

と
、
い
う
た
と
こ
ろ
が
、

た

「
ん
ー
、
佐
吉
、
わ
ぁ
の
働
き
が
足
ら
ん
か
ら
じ
ゃ
。
貸
す
も
な
ぁ
な
か
。

と
い
う
ち
ぇ
。

ぷ
し

ょ
う
も
ね

そ
が
ぁ
な
そ
の
、
か
ら
不
精
者
ぇ
に
ゃ
あ
」
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ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
と
ん
と
あ
き
れ
ち
ぇ
、
こ
ん
ど
ま
あ
家
さ
な
あ
戻
り
ぃ
う
っ
た
っ
た
と
や
。

そ
う
し
た
い
ば
、
大
き
な
川
が
あ
っ
ち
ぇ
、
橋
が
か
か
っ
ち
ぇ
っ
た
と
や
。
も
う
、
腹
が
き
り
わ
ぁ
ち
ぇ
た
ま
ら
ん
か
ら
、
焚
き
物
を
ば
馬
か

ら
下
れ
ぇ
ち
ぇ
、
川
ン
中
さ
な
ぁ
投
ン
こ
う
じ
ぇ
や
っ
た
と
や
そ
ら
、
そ
い
か
ら
戻
っ
ち
ぇ
き
ち
ぇ
、

「
佐
吉
、
ど
う
じ
ゃ
っ
た
か
」
と
。

一
生
懸
命
は
ま
っ
ち
ぇ
、
よ
か
木
を
拾
う
ち
ぇ
売
っ
ち
ぇ
歩
く
ば
っ
ち
ぇ
、
も
う
正
月
の
準
備
ゃ
ぁ
し
ち
ぇ
る
。
い
ら
ん
、
ち
ゅ
う

ち
ぇ
、
ど
け
ぇ
行
た
ち
ぇ
も
買
う
ち
ぇ
く
る
る
人
ぁ
お
ら
ん
じ
ぃ
、
腹
が
き
り
わ
く
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
残
念
じ
ぇ
な
ら
ん
じ
ぃ
、
あ
の
川
の
ら
ん

ぁ」
佐
吉
ゃ
あ
そ
ら
、
働
く
た
ば
っ
ち
ぇ
な
あ
。
田
も
畠
も
、
ぬ
し
ぃ
に
ゃ
ぁ
く
れ
ち
ぇ
ら
ん
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
と
ん
と
困
っ
ち
ぇ
っ
と
じ
ゃ
て

1
0

そ
い
か
ら
貸
さ
ん
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
家
さ
な
ぁ
戻
っ
ち
ぇ
、
い
ろ
り
の
は
た
ぁ
坐
っ
ち
ぇ
お
っ
た
と
よ
。

昔
ゃ
あ
、
太
か
火
ぃ
し
げ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
太
か
と
を
く
べ
ち
ょ
る
も
ん
じ
ゃ
っ
た
か
ら
な
あ
。
そ
り
ょ
う
、
つ
く
じ
り
つ
く
じ
り
、
こ
う
し
ち

ぇ
い
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
よ
こ
ざ
か
ら
、
母
が
、

「
佐
吉
、
ど
う
じ
ゃ
っ
た
か
い
」

ち
ゅ
え
ば
、
よ
う
っ
と
し
ち
ぇ
、
最
初
ぁ
、
何
も
、
え
も
い
わ
ん
じ
ぃ
、
い
っ
と
き
し
ち
ぇ
か
ら
、
こ
が
ん
こ
が
ん
因
じ
ょ
う
は
い
う
た
、
と
。

「
え
ー
、
め
ず
ら
し
い
も
ん
じ
ゃ
」
と
な
あ
。
同
じ
子
じ
ゃ
が
、
あ
し
こ
、
物
ぉ
持
っ
ち
ぇ
っ
ち
ぇ
も
母
を
、
ひ
と
つ
も
み
ら
ん
じ
ぃ
、
ま
あ
、

な
ん何

も
く
れ
ん
と
か
、
と
。
佐
吉
が
こ
ん
だ
け
難
儀
を
し
ち
ぇ
っ
ち
ぇ
も
知
ら
ん
と
か
。
困
っ
た
男
じ
ゃ
、
と
。
い
う
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
そ
ら
、

あ

し

た

た

も

ん

「
そ
い
じ
ゃ
あ
仕
様
が
な
っ
か
ら
、
佐
吉
よ
、
明
日
は
、
焚
き
物
の
拾
う
ち
ぇ
、
町
ぃ
売
り
ぃ
行
た
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
、
米
と
味
噌
を
買
う
ち

ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
年
ょ
う
と
ろ
う
か
ら
」

と
い
う
ち
ぇ
、
あ
く
る
日
は
、
人
の
馬
ぅ
貸
っ
ち
ぇ
山
ぁ
、
木
を
拾
ぁ
に
行
た
ち
ぇ
な
あ
。

に

そ

く

（
種
子
島
じ
ゃ
あ
、
あ
の
、
か
た
ひ
ら
ぁ
二
束
ず
つ
四
束
お
お
せ
た
と
を
、
四
把
荷
ち
ゅ
う
か
ら
な
あ
）
四
把
、
拾
う
ち
ぇ
負
う
せ
ち
ぇ
、
町
じ

ゅ
う
売
っ
ち
ぇ
あ
る
く
た
て
ー
や
。
三
十
日
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
か
ら
そ
ら
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
も
う
、

「
正
月
準
備
ゃ
あ
し
た
か
ら
、
も
う
い
ら
ん
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
ど
け
ぇ
行
た
ち
ぇ
も
、
買
う
ち
ぇ
く
る
る
人
ぁ
お
ら
ん
と
や
。

「
情
な
か
も
ん
じ
ゃ
な
あ
。
こ
ん
だ
け
し
ち
ぇ
も
買
う
ち
ぇ
く
る
る
人
ぁ
、
お
ら
ん
も
ん
じ
ゃ
け
る
、
世
の
中
ち
ゅ
う
は
、

「
お
ら
、

こ
が
ん
も
ん
か
な
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か
ん
ば
し
か
ら
や
、
投
ン
こ
う
じ
ぇ
き
た
」

ち
ゅ
う
た
い
ば
、

「
ん
ー
、
佐
吉
、
わ
あ
も
馬
鹿
じ
ゃ
な
あ
。
ほ
ん
と
う
に
ま
あ
、
馬
の
お
礼
な
っ
と
か
、

と
い
う
ち
ぇ
、
そ
い
か
ら
、
か
ら
い
も
の
お
か
ゆ
じ
ぇ
、
と
し
ょ
う
と
っ
ち
ぇ
、
じ
ゃ
っ
た
と
や
そ
ら
。

ま
あ
、
一
日
も
休
む
こ
と
が
で
け
ん
か
ら
な
あ
、
食
い
物
が
な
っ
か
ら
。
ま
た
あ
く
る
日
、
緬
i

っ
こ
っ
た
て
ー
、
裏
の
畠
ぇ
お
っ
ち
ぇ
な
あ
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
、
き
れ
い
ー
な
女
子
が
二
人
来
ち
ぇ
な
あ
、

「
佐
吉
さ
ん
の
家
ゃ
あ
こ
っ
か
」
と
い
う
ち
ぇ
゜

「
そ
う
じ
ゃ
」
と
い
う
ち
ぇ
゜

そ
い
じ
ぇ
行
た
ち
ぇ
見
た
と
こ
ろ
が
、
縫
う
針
も
な
け
れ
ば
糸
も
な
し
、
稲
わ
ら
じ
ぇ
破
れ
た
と
こ
ろ
を
く
ぶ
っ
ち
ぇ
る
着
物
を
着
ち
ぇ
、
働

っ
こ
っ
た
と
や
そ
ら
、
か
ま
よ
う
し
ち
ぇ
、
今
の
世
の
中
と
違
う
か
ら
や
、
昔
ゃ
あ
な
あ
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、

「
佐
吉
さ
ん
、
お
ま
や
ぁ
、
そ
の
、
去
年
な
、
正
月
ぃ
そ
の
、
水
神
様
に
焚
き
物
を
く
れ
た
け
る
。
水
神
の
神
様
が
大
へ
ん

5
『
ぴ
ぃ
な
っ
ち
ぇ
、

そ
い
じ
ぇ
そ
の
、
ほ
う
び
を
く
る
っ
か
ら
つ
れ
ち
ぇ
来
い
、
と
い
う
ち
ぇ
来
た
も
ん
じ
ゃ
、
」
と
。

「
い
や
、
お
ら
、
こ
が
あ
な
か
ま
え
じ
ぇ
行
き
ゃ
あ
な
ら
ん
、
と
。
し
ょ
せ
ん
、
そ
が
あ
な
神
様
の
と
こ
れ
ぇ
行
き
ゃ
あ
な
ら
ん
」
と
。

「
い
や
、
水
神
の
神
様
ぅ
な
あ
よ
、
正
月
ぃ
そ
の
焚
き
物
を
く
れ
た
人
ぁ
、
佐
吉
が
一
人
じ
ゃ
、
と
。
な
か
な
か
良
か
男
じ
ゃ
、
と
。
正
直
な

男
じ
ゃ
。
じ
ゃ
か
ら
、
ど
う
っ
し
ぇ
も
ほ
う
び
ょ
う
く
れ
ん
ば
じ
ゃ
か
ら
、
」
ち
ゅ
う
ち
ぇ
゜

「
行
き
ゃ
あ
な
ら
ん
」

こ
う
い
え
と
。

い
わ
ん
ば
じ
ゃ
っ
た
て
1
、
ま
あ
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
た
い
て
ー
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
女
子
の
人
が
い
う
と
こ
ろ
が
、
そ
い
じ
ゃ
あ
、
ぬ
し
ど
ん
が
着
物
を
貸
す
か
ら
や
、
行

こ
う
と
い
う
ち
ぇ
、
だ
ま
か
ぁ
ち
ぇ
、
つ
れ
ち
ぇ
行
く
と
こ
れ
ぇ
な
っ
ち
ぇ
、
そ
の
み
ち
み
ち
、
い
う
と
こ
い
が
、

「
佐
吉
さ
ん
、
お
ま
や
あ
そ
の
、
水
神
様
が
、
焚
物
の
ほ
う
び
に
、
そ
の
お
礼
に
よ
、
持
っ
ち
ぇ
る
も
の
を
ば
「
芦
デ
く
る
い
ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
う

か
ら
、
そ
ん
時
ゃ
あ
、
亭
主
柱
ぁ
か
か
っ
ち
ぇ
る
打
ち
出
の
小
槌
ち
ゅ
う
を
く
れ
ぇ
、
と
言
え
、
」

と
、
こ
う
い
う
た
と
。
そ
う
し
ぇ
ー
ば
、
そ
の
小
槌
は
そ
ら
、
米
の
倉
が
三
つ
と
い
え
ば
三
つ
、
五
つ
と
い
え
ば
五
つ
、
か
あ
ら
け
（
瓦
）

が
出
ち
ぇ
こ
い
ち
ゅ
え
ば
出
ち
ぇ
く
る
も
ん
じ
ゃ
っ
た
と
や
、
な
あ
そ
ら
。

そ
い
か
ら
そ
の
、
も
う
―
つ
あ
る
、
と
。
庭
の
隅
ぃ
黒
か
犬
が
坐
っ
ち
ぇ
い
か
ら
、
あ
の
犬
を
ば
く
れ
ぇ
と
、

の
家
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そ
の
犬
な
、
ど
が
あ
な
犬
か
ち
ゅ
え
ば
、
あ
ず
き
ょ
う
一
升
煮
ち
ぇ
食
ゎ
す
れ
ば
、
金
を
三
升
ひ
る
、
ち
ゅ
う
犬
じ
ゃ
っ
た
て
ー
そ
ら
。

そ
い
か
ら
ま
あ
、
水
神
の
神
様
の
と
こ
れ
ぇ
着
い
ち
ぇ
、
あ
が
っ
た
と
や
。

「
ま
あ
、
こ
れ
ぇ
来
い
」

と
、
ま
あ
、
神
様
が
い
う
と
こ
い
が
な
あ
、

「
佐
吉
、
わ
ご
う
、
わ
ざ
い
よ
か
男
じ
ゃ
、
と
。
正
直
な
ほ
ん
と
う
に
よ
か
男
じ
ゃ
、
と
。
ま
あ
、
上
ぇ
上
が
れ
」

と
い
う
ち
ぇ
ま
あ
、
あ
が
ら
し
ち
ぇ
、

「
三
千
世
界
に
、
お
れ
ぇ
そ
の
、
正
月
に
焚
き
物
を
く
れ
た
人
ぁ
お
ま
え
が
一
人
じ
ゃ
、
と
。
そ
の
お
礼
に
何
じ
ぇ
も
く
る
い
、
と
。
ユ
串
く

る
い
か
ら
、

と
い
う
ち
ぇ
、

の
ぞ
み
の
物
を
い
う
ち
ぇ
み
れ
」

と
い
う
ち
ぇ
。
あ
れ
を
い
う
こ
と
か
、
い
わ
ん
こ
と
か
、
と
思
う
ち
ぇ
、
恐
る
恐
る
、

「
あ
の
亭
主
柱
ぁ
か
か
っ
ち
ぇ
る
打
ち
出
の
小
槌
が
ほ
し
か
」
と
。

「
え
え
、
そ
う
か
、
と
。
そ
ら
も
う
命
か
ら
一
番
目
の
も
の
じ
ゃ
ば
っ
ち
ぇ
、
く
る
っ
ち
ゅ
う
た
か
ら
く
れ
よ
う
」

そ
り
ょ
う
も
ろ
う
ち
ぇ
、
そ
い
か
ら
、

「
ま
ひ
と
つ
じ
ゃ
」
と
。

「
え
え
、

そ
い
じ
ぇ
、

「
庭
の
隅
ぃ
坐
っ
ち
ぇ
る
黒
か
犬
が
ほ
し
か
」

と
い
う
た
と
こ
ろ
が
、

そ
う
か
、
と
。
そ
い
じ
ゃ
あ
も
う
、
く
る
っ
と
い
う
た
以
上
く
る
い
か
ら
。
こ
の
犬
は
、
あ
ず
き
ょ
う
ば
一
升
煮
ち
ぇ
食
わ
す
れ
ば
、

金
の

（
を
）
三
升
ひ
る
犬
じ
ゃ
か
ら
、
大
事
い
せ
ぇ
」

と
い
う
ち
ぇ
、
そ
れ
も
も
ろ
う
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
、
家
ぇ
戻
っ
ち
ぇ
、

「
え
ー
、

そ
ら
ま
あ
よ
か
っ
た
な
あ
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、

佐
吉
は
。

そ
い
じ
ぇ
母
ぁ
、

そ
い
じ
ぇ
ま
あ
、
最
初
、
塀
の
つ
ぃ
ー
た
屋
敷
が
ほ
し
か
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
う
た
い
ば
、
そ
い
が
出
ち
ぇ
き
ち
ぇ
゜

「
き
れ
い
な
家
が
出
ち
ぇ
こ
い
」

ち
ゅ
う
た
い
ば
、
家
が
出
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
米
倉
も
何
も
、
ず
ら
ー
っ
と
出
ち
ぇ
も
う
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
ぃ
分
限
者
ぁ
な
っ
た
と
や
、
な
あ
そ
ら
、

こ
が
ん
こ
が
ん
じ
ゃ
っ
た
と
。
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ひ
ょ
う
ば
ん
も
す
る
ご
と
な
っ
ち
ぇ
、
殿
様
も
そ
り
ょ
う
聞
い
ち
ぇ
、

「
え
ー
、
正
直
な
人
ち
ゅ
う
は
よ
か
も
ん
じ
ゃ
け
る
、
と
。
大
へ
ん
な
よ
か
男
じ
ゃ
け
る
」

あ
い

と
い
う
ち
ぇ
、
ま
あ
、
お
ほ
め
ぇ
な
っ
ち
ぇ
。
そ
い
か
ら
欲
の
深
か
兄
じ
ょ
う
が
、

「
佐
吉
ち
ゃ
あ
、
わ
ざ
い
急
に
分
限
者
ぁ
な
っ
ち
ぇ
、
大
へ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
。
米
倉
も
六
つ
も
七
つ
も
、

っ
ち
ょ
る
。
ど
う
し
た
こ
っ
ち
ゃ
ん
ろ
う
か
」

そ
い
じ
ぇ
も
う
、

ろ
く
な
こ
た
ぁ
な
か
。
も
う
貸
さ

田
も
畠
も
、

よ
か
と
こ
ば
っ
か
り
持

と
、
行
た
ち
ぇ
み
ろ
う
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
来
た
と
や
。
そ
う
し
た
い
ば
こ
が
ん
こ
が
ん
じ
ゃ
、
と
。

「
お
れ
ぇ
も
、
そ
の
打
ち
出
の
小
槌
を
貸
さ
ん
か
。
」

「
わ
が
ぁ
、
貸
し
が
な
い
か
、
と
。
わ
ご
う
去
年
の
正
月
は
、
正
月
前
ぇ
、
母
が
米
ニ
ン
合
、
み
そ
を
ご
き
一
杯
ぁ
、
貸
せ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
も
貸

さ
ん
じ
ゃ
っ
た
ろ
う
が
、
わ
あ
が
貸
し
が
な
い
も
ん
か
、
貸
さ
ん
」

と
、
こ
う
い
う
ば
っ
ち
ぇ
、
正
直
な
男
じ
ゃ
も
ん
じ
ぇ
だ
ま
さ
れ
ち
ぇ
、
貸
ぁ
と
や
そ
ら
、
な
あ
。
三
日
の
余
裕
を
く
れ
ち
ぇ
貸
ぁ
ち
ぇ
゜

兄
じ
ょ
う
は
欲
の
深
か
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
米
倉
を
い
え
ば
よ
か
っ
た
て
ー
、
そ
の
、
小
め
く
ら
出
ち
ぇ
こ
い
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
早
口
ぃ
う
っ
ち

ゅ
う
た
と
よ
そ
ら
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
そ
の
ザ
ッ
ツ
や
そ
ら
、
め
っ
く
う
が
何
百
人
ち
ゅ
う
ち
ぇ
出
ち
ぇ
来
ち
ぇ
゜

そ
う
し
た
い
ば
、
今
も
昔
も
人
間
の
殺
す
わ
け
ぇ
い
か
ん
ろ
う
が
、
食
ゎ
せ
ん
ば
じ
ゃ
ろ
う
が
そ
ら
。
た
ち
ま
ち
の
間
ぁ
財
産
が
へ
っ
ち
ぇ
行

く
と
や
そ
ら
。

そ
い
か
ら
そ
ら
ま
あ
、
佐
吉
は
戻
し
ぃ
こ
ん
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
行
た
ち
ぇ
み
た
と
こ
い
が
、

「
わ
あ
の
そ
が
ん
言
う
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
い
う
た
と
こ
い
が
、
も
う
、
こ
ん
だ
け
の
小
っ
か
め
っ
く
う
の
つ
れ
が
出
ち
ぇ
き
ち
ぇ
よ
、
困
っ
た

も
ん
じ
ゃ
」
と
。あ

い

「
わ
れ
ま
あ
兄
じ
ょ
う
、
馬
鹿
じ
ゃ
け
り
ゃ
あ
、
米
倉
ち
ゅ
え
ば
よ
か
っ
た
て
ー
、
小
め
く
ら
ち
ゅ
う
か
ら
そ
ら
、
め
っ
く
う
が
出
た
と
や
。
か

ね
ち
ぇ
欲
の
深
か
人
ぁ
、
そ
が
ぁ
な
も
ん
じ
ゃ
か
ら
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
う
し
た
い
ば
兄
じ
ょ
う
は
、
小
槌
ょ
う
ば
叩
き
割
っ
ち
ぇ
火
ぃ
く
べ
ち
ぇ
゜

佐
吉
は
仕
様
な
し
ぃ
、
そ
の
灰
を
持
っ
ち
ぇ
戻
っ
ち
ぇ
っ
た
い
ば
、
ま
た
忠
じ
ょ
う
が
来
ち
ぇ
、
允
の
ば
貸
せ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、

「
ん
に
ゃ
、
わ
ご
う
だ
い
じ
な
小
槌
も
叩
き
割
っ
ち
ぇ
焼
ぁ
ち
ぇ
く
れ
た
。
わ
が
ぁ
貸
ぁ
た
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、

ん
。
わ
ご
う
銭
も
米
も
多
か
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
」
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（五）、

む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
死
人
が
あ
っ
ち
ぇ
な
あ
。
そ
の
墓
が
、
と
っ
て
も
恐
ろ
し
ゅ
う
っ
し
ぇ
、
夜
は
ゆ
う
れ
い
に
な
っ
ち
ぇ
即
っ
と
か
、
ま

あ
、
泣
く
声
が
す
っ
と
か
い
う
ち
ぇ
、
そ
の
墓
の
き
ど
ぉ
、
通
る
人
が
お
ら
ん
じ
ゃ
っ
た
と
や
な
あ
。

そ
い
か
ら
、
あ
る
男
が
な
あ
、

た

ま

や

「
わ
ん
た
ち
が
、
あ
の
霊
屋
ぁ
行
た
ち
ぇ
、
旗
を
ば
打
ち
つ
け
ち
ぇ
こ
い
ば
、
焼
酎
一
升
、
に
わ
と
り
一
羽
お
ご
る
」

と
、
こ
う
い
う
と
こ
じ
ゃ
っ
た
て
ー
。

だ
い

そ
い
じ
ぇ
も
、
誰
も
、
墓
の
口
ま
で
行
く
ば
っ
ち
ぇ
、
恐
ろ
し
ゅ
う
い
う
人
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
ぇ
も
行
く
人
が
お
ら
ん
じ
ゃ
っ
た
と
や
。

こ
ん
だ
あ
、
あ
る
男
が
そ
の
、

「
お
い
が
行
く
、
と
。
み
や
す
う
か
こ
と
じ
ゃ
」

と
い
う
ち
ぇ
、
金
づ
ち
と
、
釘
ょ
う
持
っ
ち
ぇ
行
た
ち
ぇ
そ
ら
。
風
の
ぶ
ん
ぶ
ん
吹
く
晩
に
な
あ
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
打
ち
つ
け
ち
ぇ
゜

打
ち
つ
く
い
こ
た
ぁ
打
ち
つ
け
た
か
ら
、

「
え
ー
」
と
思
う
ち
ぇ
、

た

ま

や

こ
わ
い
霊
屋

こ
ん
だ
あ
、

ち
ゅ
う
ち
ぇ
。
そ
い
じ
ぇ
も
「
貸
せ
」
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
「
貸
さ
ん
」
「
貸
せ
」
。

と
う
と
う
ま
た
正
直
な
佐
吉
ゃ
あ
負
け
ち
ぇ
、
兄
じ
ょ
う
に
貸
す
こ
て
ー
な
っ
た
と
や
。

弟
の
佐
吉
が
、
あ
ず
き
を
一
升
食
ゎ
す
れ
ば
、
三
升
ひ
る
ち
ゅ
う
た
か
ら
、
と
思
う
ち
ぇ
、

「
お
ら
三
升
食
ゎ
っ
し
ぇ
、
そ
う
し
ぇ
ー
ば
九
升
金
の
ひ
る
か
ら
」

と
思
う
ち
ぇ
、
あ
ず
き
ょ
う
煮
ち
ぇ
、
三
升
食
ゎ
し
た
て
ー
や
。

そ
う
し
た
い
ば
腹
う
ひ
ぃ
か
ぶ
っ
ち
ぇ
死
ん
じ
ぇ
な
あ
。
犬
な
。
ハ
ハ
ハ
ハ
…
…
…
。

あ
い

そ
い
じ
ぇ
も
う
、
も
と
も
こ
も
な
か
ご
と
な
っ
ち
ぇ
な
あ
も
う
。
兄
じ
ょ
う
は
日
増
ぃ
も
う
、
食
う
か
食
ゎ
ん
か
の
ご
と
な
っ
ち
ぇ
し
も
う
ち

ぇ
、
佐
吉
の
方
は
、
殿
様
ぁ
知
れ
ち
ぇ
、
お
姫
様
う
ば
殿
様
が
く
れ
ち
ぇ
、
大
へ
ん
よ
か
暮
し
ょ
う
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ち
ゅ
う
話
。
げ
な
げ
な
。

（
こ
の
話
は
梶
原
義
兵
衛
（
松
原
の
人
）
岩
坪
助
市
（
か
＇
麟
）

か
ら
聞
い
た
が
、
自
分
の
母
か
ら
も
聞
い
た
。
十
二
、
三
オ
の
頃
で
あ
っ
た
。
）
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「
粉
を
ば
、
貸
ぁ
ち
ぇ
く
れ
は
な
ら
ん
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、

な
い

「
わ
ぁ
も
そ
の
、
何
も
無
し
ぃ
お
っ
ち
ぇ

ん
と
（
た
く
さ
ん
）
無
っ
か
ら
貸
さ
ん

じ
ゃ
あ
な
っ
か
な
あ
。

（
よ
）
、
女
子
ぁ
養
う
ち
ぇ

（
と
）
。
貸
す
も
の
は
無
か
。
」

た

ま

や

「
え
い
こ
と
ぉ
し
た
」
と
戻
ろ
う
と
し
た
と
こ
い
が
、
霊
屋
が
、
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ー
ッ
と
つ
い
ち
ぇ
来
た
と
や
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
そ
の
男

し
と

ぁ
、
舌
ぅ
噛
み
切
っ
ち
ぇ
死
ん
だ
た
て
ー
や
。
そ
の
人
が
な
あ
。
そ
い
じ
ぇ
そ
の
、
行
た
ち
ぇ
見
た
と
こ
ろ
が
な
ぁ
よ
、
そ
の
男
ぁ
よ
、
自
分

す

そ

た

ま

や

の
着
物
の
裾
を
打
ち
つ
け
ち
ぇ
っ
た
て
ー
や
。
霊
屋
ぁ
。
ち
ゅ
う
話
よ
。

（
六
）
塩
は
な
ぜ
辛
い
か

「
宮
里
さ
ん
、
さ
っ
き
題
だ
け
い
わ
れ
た
「
塩
は
な
ぜ
辛
い
か
」
と
い
う
話
を
し
て
下
さ
い
。
」

「
あ
る
と
こ
ろ
に
、
む
か
し
、
兄
弟
が
お
り
申
し
た
ち
ゅ
う
な
あ
。
そ
い
じ
ぇ
、
い
つ
も
の
通
り
、
兄
さ
ん
の
方
は
欲
が
深
か
人
じ
ゃ
っ
た
ご

も
ん

た
っ
と
な
あ
。
そ
い
じ
ぇ
、
貧
乏
者
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
わ
。
ど
っ
ち
も
。
あ
ま
ん
ま
り
そ
の
、
兄
ぃ
さ
ん
も
良
か
暮
し
は
し
ち
ょ
ら
ん
か
っ
た
と

そ
い
じ
ぇ
、
じ
ゃ
が
そ
の
弟
の
子
が
年
が
ま
あ
、
こ
う
き
た
か
ら
（
適
齢
期
に
な
っ
た
か
ら
）
、

し
ぇ
も
財
産
の
く
れ
ん
ば
じ
ゃ
か
ら
、
財
産
が
な
く
な
る
、
と
。
こ
れ
を
ど
っ
か
ま
あ
、
よ
う
せ
ぇ

あ
、
い
つ
も
考
え
ち
ょ
っ
と
こ
い
じ
ゃ
っ
た
け
り
ゃ
あ
。
兄
さ
ん
が
な
あ
、
そ
ら
。

そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
弟
は
、
は
ば
し
か
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
何
も
無
し
ぃ
お
っ
ち
ぇ
、
日
稼
ぎ
ぃ
ば
か
り
行
き
ょ
う
っ
た
た
ち
ゅ
う
ば
っ
ち
ぇ

お

な

ご

な
あ
。
今
日
も
今
日
も
。
そ
っ
し
ぇ
、
女
子
を
見
し
け
ち
ぇ
、
取
っ
ち
ぇ
、
そ
の
女
子
の
家
の
サ
シ
ょ
う
ば
借
っ
ち
ぇ
住
も
う
じ
ぇ
っ
た
て
ー
や
。

そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
そ
こ
は
ま
あ
、
塩
も
不
自
由
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
し
、
え
ー
、
正
月
が
来
ち
ぇ
、
正
月
ぃ
な
れ
ば
そ
の
、
米
の
粉
が
、
ど
う

っ
し
ぇ
も
無
か
ら
ん
ば
い
け
ん
所
じ
ぇ
、
ダ
ン
ゴ
を
し
ち
ぇ
上
げ
ん
ば
い
け
ん
じ
ぃ
、
餅
米
の
粉
じ
ぇ
団
子
を
し
ち
ぇ
上
ぐ
い
所
じ
ゃ
っ
ち
ぇ
そ

ら
。
そ
い
じ
ぇ
、
塩
も
無
か
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
氾
じ
ょ
う
が
と
尻
ぇ
、
借
り
ぃ
行
た
と
や
そ
ら
。

そ
い
じ
ぇ
ま
あ
、
こ
が
ん
こ
が
ん
こ
と
じ
ゃ
か
ら
、

こ
う
ま

こ
れ
に
ま
あ
妹
を
と
っ
ち
ぇ
く
れ
ぇ
ば
、
ど
う

（
養
子
に
）
、
や
ら
ん
ば
じ
ゃ
が
と
、

な
っ

（
よ
）
、
そ
う
っ
し
ぇ
そ
の
、
何
と
な
っ
と
か
（
と
）
、
お
い
も
そ
の
、
ど

（
こ
の
話
は
内
地
か
ら
来
た
人
に
き
い
た
）

-331 -



南種子町の昔話・伝説・世間話

「
そ
れ
は
、

と
言
う
ち
ぇ
、

「
ど
め
ぇ

「
じ
い
さ
ん
こ
ら
、

こ
う
こ
う
い
う
理
由
じ
ぇ
、
行
こ
う
っ
た
い
ば
、
夜
に
な
っ
た
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
か
ろ
う
か
」

と
た
ず
ね
ち
ぇ
み
た
ち
ゅ
う
な
あ
。

そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
じ
い
さ
ん
が
言
う
に
は
、

「
こ
こ
を
ば
そ
の
、
ま
っ
す
ぐ
行
け
ば
寺
が
あ
っ
（
と
）
。
寺
の

iikえ
、
洞
く
つ
が
あ
っ
（
と
）
。
そ
け
ぇ
そ
の
、
底
ぷ
が
も
う
、
た
く
さ
ん
お

っ
（
と
）
。
そ
け
ぇ
そ
の
、
石
臼
を
ば
持
っ
ち
ぇ
っ
と
。
よ
か
石
臼
を
ば
な
あ
。
じ
ゃ
か
ら
、
そ
れ
を
ば
ど
う
か
し
ち
ぇ
、
わ
ご
う

わ
け
ち
ぇ
も
ろ
う
ち
ぇ
来
い
。
」

と
、
こ
う
い
う
と
こ
い
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
わ
や
。

わ
ざ
ぃ
よ
か
宝
の
物
じ
ゃ
か
ら
」

そ
い
じ
ぇ
、

「
わ
が
ぁ
に
ゃ
あ
、
麦
ま
ん
じ
ゅ
う
を
く
る
い
か
ら
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
麦
ま
ん
じ
ゅ
う
を
も
ろ
う
ち
ぇ
、
手
に
さ
げ
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
行
た
ち
ぇ
見
た
れ
ば
寺
が
あ
っ
ち
ぇ
、
そ
の
裏
ぁ
行
た
ち
ぇ
み
た

れ
ば
、
ほ
ん
と
う
に
そ
ら
洞
く
つ
の
中
ぁ
、
小
人
が
も
う
、
ぐ
ん
ず
ん
ぐ
ん
ず
ん
し
ち
ぇ
、
ぎ
ゃ
ん
と
お
っ
た
ち
ゅ
う
わ
そ
ら
。

そ
し
ち
ぇ
、
麦
ま
ん
じ
ゅ
う
を
持
っ
ち
ぇ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
欲
し
ゅ
う
っ
し
ぇ
た
ま
ら
ん
じ
ぃ
小
人
が
、

（
私
た
ち
に
）
、
く
れ
ん
か
」

、
じ
ぇ
、
＇ 

や
っ
と
や
。

「
ど
う
っ
し
ぇ
も
、
お
れ
ぇ
貸
す
人
ぁ
居
ら
ん
か
ら
、
ど
う
っ
し
ぇ
も
、
部
落
の
人
ぁ
全
部
、
お
い
が
配
忠
翫
じ
ゃ
こ
と
を
知
っ
ち
ょ
い
か
ら
、

な
さ
ん
（
返
さ
な
い
）
と
思
う
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
貸
さ
ん
と
じ
ゃ
あ
無
っ
か
な
あ
」

や
も

と
思
う
ち
ぇ
、
今
度
ぁ
も
う
、
山
う
越
え
ち
ぇ
、
何
う
の
村
ぁ
行
た
ち
ぇ
借
ら
ん
ば
じ
ゃ
、
と
思
う
ち
ぇ
。
そ
う
っ
し
ぇ
も
う
、
日
は
暮
る
る
、
山

を
越
え
ち
ぇ
行
こ
う
っ
た
と
こ
い
が
、
そ
け
ぇ
そ
の
、
庄
忌
の
四
う
っ
た
じ
ぃ
さ
ん
が
、
知
ぅ
ば
よ
り
ょ
う
っ
た
ち
ゅ
う
な
あ
。
木
の
酷
ぅ
ば
。
そ

そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
も
う
、
し
ょ
う
が
無
っ
か
ら
、

と、

こ
う
い
う
ち
ぇ
言
う
と
こ
い
じ
ゃ
っ
た
と
そ
ら
。

あ

り

し

た

そ
の
う
、
部
落
い
っ
ば
あ
、
ぐ
り
ぃ
っ
と
歩
ぃ
ち
ぇ
も
、
貸
す
人
ぁ
、
居
ら
ん
と
こ
じ

（
あ
な
た
が
）
、

-332 -



南種子の民俗

と
い
う
話
じ
ぇ
、

「
え
え
、
わ
ご
う
、
え
ー
こ
と
を
し
た
。
よ
か
物
を
持
っ
ち
ぇ
来
た
け
り
ゃ
あ
」
と
い
う
ち
ぇ
か
ら
、

「
下
に
お
ろ
せ
」

と
い
う
ち
ぇ
、
石
臼
を
下
に
お
か
せ
ち
ぇ
か
ら
、

こ
な

「
こ
れ
を
石
に
廻
し
ち
ぇ
、
粉
が
出
ち
ぇ
来
い
と
い
え
ば
粉
が
出
る
し
、
そ
し
ち
ぇ
、
お
金
が
出
ち
ぇ
来
い
と
い
え
ば
、
大
判
小
判
が
出
ち
ぇ

く
い
と
じ
ゃ
か
ら
、
止
む
っ
と
き
ゃ
あ
、
左
さ
な
あ
廻
わ
さ
ん
ば
い
か
ん
。
」

と
、
そ
の
じ
い
さ
ん
か
ら
習
う
ち
ぇ
、
そ
い
じ
戻
っ
た
い
ば
も
う
、
よ
う
め
し
ど
き
（
夕
ご
は
ん
時
）
過
ぎ
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
か
ら
そ
ら
、
そ
し

た
い
ば
も
う
、
バ
キ
ィ
（
奥
さ
ん
）
は
居
っ
ち
ぇ
、

こ
な

「
今
頃
そ
の
、
正
月
ぁ
来
っ
ち
ゅ
う
に
、
粉
も
見
し
け
ち
ゅ
え
こ
ん
じ
ぃ
、
何
を
し
ょ
う
っ
た
か
（
と
）
。
わ
ぁ
の
ご
た
る
ば
ぁ
、
も
う
お
ろ
う

ご
と
も
な
か
」

と
い
う
ち
ぇ
、
大
げ
ん
く
ゎ
を
し
た
と
や
な
あ
。
バ
キ
ィ
が
お
こ
っ
と
こ
じ
ゃ
っ
た
と
よ
。

「
待
て
（
と
）
ま
あ
、
お
い
が
良
か
物
を
持
っ
ち
ぇ
来
た
か
ら
、
そ
け
ぇ
（
そ
こ
に
）
ご
ぞ
う
（
ゴ
ザ
を
）
敷
け
（
と
）
。
」

し
ぶ
し
ぶ
そ
ら
、
バ
キ
ィ
が
ご
ぞ
う
敷
い
た
と
や
。
そ
け
ぇ
石
臼
を
え
ー
ち
ぇ
、
右
さ
な
あ
廻
あ
ち
ぇ
、
粉
が
出
ち
ぇ
こ
い
、
ち
ゅ
え
ば
、

「
と
う
と
う
あ
の
ま
ん
じ
ゅ
う
と
か
え
ち
ぇ
き
た
」

と
い
え
ば
、

や。
「
ど
う
じ
ゃ
っ
た
か
」

こ
れ
は
も
う
命
ぃ
か
え
ら
れ
ん
よ
か
も
ん
じ
ゃ

（
と
）
。
じ
ゃ
が
し
か
し
、
わ
ん
た
ち
ゃ
あ
、
石
臼
を
持
っ
ち
ょ
っ
ち
ゅ
う
じ
ゃ
あ
な
か
か

「
あ
れ
と
代
え
が
な
る
も
ん
か
（
と
）
。
あ
い
こ
さ
ぁ
、
ど
ん
が
宝
物
じ
ゃ
．
」

と
言
う
ち
ぇ
、
い
ろ
い
ろ
と
話
を
す
る
ば
っ
ち
ぇ
、
麦
餞
頭
が
欲
し
ゅ
う
っ
し
ぇ
た
ま
ら
ん
と
こ
い
じ
ゃ
て
ー
や
、
小
人
が
そ
ら
。

そ
い
じ
ぇ
、
と
う
と
う
ま
あ
、
替
ゆ
い
と
こ
れ
ぇ
な
っ
ち
ぇ
、
替
え
た
と
や
そ
ら
。
そ
し
た
い
ば
、
よ
い
こ
う
じ
ぇ
、
小
人
た
ち
は
麦
ま
ん
じ

ゅ
う
を
食
う
ち
ぇ
。
そ
っ
し
そ
の
弟
あ
、
石
臼
を
か
る
う
ち
ぇ
、
来
た
道
ょ
う
ず
う
っ
と
行
き
ょ
う
っ
た
い
ば
、
そ
の
じ
い
さ
ん
が
居
っ
た
て
1

「
ば
か
な
こ
と
を
い
う
な
、

（
と
）
、
わ
ん
た
ち
ぃ

（
あ
な
た
た
ち
に
）
、
く
れ
が
な
る
も
ん
か

（
と
）
。
そ
れ
と
な
ら
ば
か
え
て
も
よ
か
が

（
と
）
。
」

ぞ
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‘、、、ヵ ょ
う
が
、

う
ぞ
う
出
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
塩
が
出
ち
ぇ
こ
い
ち
ゅ
え
ば
塩
が
出
ち
ぇ
く
い
、
銭
が
出
ち
ぇ
こ
い
ち
ゅ
え
ば
、
銭
が
出
ち
ぇ
く
い
ち
ゅ
う
。

た
ち
ま
ち
の
間
ぁ
そ
ら
、
ぶ
げ
ん
し
ゃ
あ
な
っ
た
と
や
。
そ
の
男
が
。
そ
い
か
ら
ず
う
っ
と
こ
う
し
ょ
う
っ
た
と
こ
い
が
、

そ
ん
と
ぉ
き
い
ち
ぇ
、

「
わ
ご
う
、
ど
う
っ
し
ぇ
そ
の
、

そ
が
ん
お
金
持
ち
ぃ
な
っ
ち
ぇ
、
分
限
者
ぁ
な
っ
た
か
（
と
）
。
田
も
畠
も
あ
っ
ち
ぇ
、
良
か
馬
も
そ
ら
出
ち

ゅ
う
ち
ぇ
祝
あ
を
し
た
と
じ
ゃ
て

1
や。

ぇ
来
ち
ぇ
。
」

「
わ
あ
の
、
あ
の
、
粉
う
貸
さ
ん
じ
ゃ
っ
た
か
ら
、
こ
が
ん
こ
が
ん
じ
ぇ
、
こ
が
あ
な
物
う
貰
う
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
じ
ゃ
」

あ
い

と
い
う
た
い
ば
、
こ
ん
だ
あ
兄
じ
ょ
う
が
、

「
お
れ
ぇ
、
そ
り
ょ
う
貸
さ
ん
か
」
と
。

「
い
や
、
わ
が
あ
に
ゃ
あ
絶
対
貸
さ
ん
（
と
）
。
も
う
死
ぬ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
も
貸
さ
ん
（
と
）
。
」

こ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
っ
た
け
い
か
ら
。
そ
う
し
た
い
ば
、
し
ぶ
し
ぶ
兄
じ
ょ
う
は
戻
っ
た
。
そ
う
し
ち
ぇ
け
な
あ
ぶ
ら
、
祝
あ
を
せ
ん
ば
じ
ゃ
、
ち

ほ
う
し
ち
ぇ
、
た
い
ち
ぇ
ー
、
歌
酒
盛
り
を
し
ち
ぇ
、
そ
い
か
ら
そ
の
ど
う
っ
し
ぇ
も
そ
の
兄
じ
ょ
う

お
と
と

「
あ
の
弟
の
わ
ろ
う
を
、
ど
う
か
し
し
ぇ
ま
あ
、
盗
ま
ん
ば
じ
ゃ
が
」

い
や

と
思
う
ば
っ
ち
ぇ
よ
そ
ら
、
昔
の
家
ぁ
、
よ
こ
座
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
な
ん
ど
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
あ
っ
た
わ
け
じ
ゃ
か
ら
な
あ
物
を
置
く
と
こ
い
が
、
味

噌
も
な
い
も
、
米
も
な
い
も
な
あ
、
昔
ゃ
あ
。

そ
い
じ
ぇ
、

み
や
げ
ぇ
そ
の
、
菓
子
ょ
う
ば
持
た
せ
ん
ば
じ
ゃ
と
思
う
ち
ぇ
、
臼
を
ば
廻
あ
ち
ぇ
、
菓
子
ょ

う
ば
出
ち
ぇ
こ
い
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
廻
あ
た
い
ば
、
ど
ー
ん
ど
ん
菓
子
が
出
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
み
ん
な
ぁ
く
ば
っ
ち
ぇ
、
そ
い
か
ら
焼
酎
は
呑
む
、
戻

る
人
ぁ
戻
っ
ち
ぇ
し
も
う
ち
ぇ
よ
、
そ
い
じ
ぇ
ま
あ
、
と
ん
と
安
堵
を
し
ち
ぇ
、
よ
う
っ
と
ま
あ
寝
ち
ぇ
、
寝
し
ず
ま
っ
た
と
き
、

「
ど
う
っ
し
ぇ
も
、
今
の
う
ち
じ
ゃ
、
今
の
う
ち
ぃ
盗
ま
ん
ば
い
け
ん
、
」

と
思
う
ち
ぇ
、
寝
し
ず
ま
っ
た
と
き
盗
う
じ
ぇ
な
あ
、
そ
ら
、
兄
じ
ょ
う
が
。
そ
い
じ
ぇ
、
か
る
う
ち
ぇ
出
た
と
や
。

ど
っ
か
ま
あ
、
人
の
知
ら
ん
と
こ
い
じ
ぇ
、
塩
は
ま
あ
そ
の
無
か
不
自
由
な
と
こ
い
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
か
ら
。
そ
い
じ
ぇ
、
そ
り
ょ
う
か
る
う

ち
ぇ
、
行
っ
こ
う
っ
た
と
こ
い
が
、
海
岸
に
出
ち
ぇ
な
あ
、
そ
け
ぇ
舟
が
一
艘
お
っ
た
と
や
。

そ
れ
ぇ
乗
っ
ち
ぇ
、
海
の
上
ぢ
ゅ
う
の
塩
を
舟
い
っ
ぱ
い
取
っ
ち
ぇ
戻
っ
ち
ぇ
こ
ん
ば
じ
ゃ
と
思
う
ち
ぇ
、
沖
さ
な
あ
出
ち
ぇ
、

そ
の
弟
が
そ
の
ど
う
っ
し
ぇ
も
、

あ
い

こ
ん
だ
ぁ
、
兄
じ
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と
い
う
ん
だ
そ
う
で
す
よ
。

「
オ
イ
、
相
撲
を
と
ろ
う
」

「
塩
よ
出
ち
ぇ
来
い
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
右
さ
な
あ
廻
あ
た
と
こ
い
が
も
う
、
塩
が
ど
う
ん
ど
ん
出
ち
ぇ
来
た
と
よ
、
そ
ら
。

そ
れ
が
も
う
止
ま
ら
ん
じ
ぃ
そ
ら
、
舟
が
も
う
沈
も
う
ご
と
な
っ
ち
ぇ
も
出
ち
ぇ
く
っ
た
て
ー
や
。

と
う
と
う
、
舟
も
ろ
と
も
に
そ
の
兄
じ
ょ
う
も
沈
ず
も
う
っ
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
そ
の
、
今
な
お
そ
の
石
臼
が
廻
っ
ち
ょ
っ
ち
ぇ
、
海
の
水
は
塩

が
辛
ら
か
ち
ゅ
う
話
。
ハ
ハ
ハ
ハ
…
…
…
。

「
な
る
ほ
ど
、
ハ
ハ
ハ
…
…
」

「
ま
だ
廻
い
お
っ
た
ち
ゅ
う
ど
ぉ
、
ハ
ハ
ハ
…
…
そ
い
じ
ぇ
辛
か
た
っ
ち
ゅ
う
か
ら
。
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ハ
…
…
」

「
こ
れ
は
誰
か
ら
聞
き
ま
し
た
か
」

「
忘
れ
た
よ
も
う
。
そ
が
ん
た
ぁ
も
う
」

「
い
つ
ご
ろ
聞
き
ま
し
た
か
、
子
供
の
頃
？
」

「
子
供
の
頃
や
な
あ
、
小
学
校
二
、
三
年
の
頃
の
話
じ
ゃ
か
ら
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
も
う
他
に
、
こ
う
い
う
話
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
」

「
も
う
先
生
、
次
々
忘
れ
ち
ぇ
な
あ
よ
、
も
う
、
な
か
な
か
、
年
を
と
っ
ち
ぇ
、
思
い
出
さ
ん
と
よ
」

三
、
大
脇
彦
次
昔
話
・
世
間
話
集
（
九
話
）

(
-
）
、
相
撲
と
り
の
話

(
1
)

今
の
西
海
に
大
川
と
い
う
橋
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
あ
そ
こ
は
、
下
立
石
、
上
立
石
、
中
ン
塩
屋
と
い
う
て
ず
っ
と
続
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。

む
か
し
、
下
立
石
に
関
取
り
と
い
わ
れ
る
な
か
な
か
の
相
撲
上
手
が
い
た
そ
う
で
す
よ
。
あ
る
夜
、
そ
の
男
が
、
中
ン
塩
屋
と
い
う
所
に
、
西

海
の
大
川
橋
を
通
っ
て
行
き
ょ
う
っ
た
と
。
と
こ
ろ
が
、
少
し
夜
が
更
け
て
お
っ
た
か
知
ら
ん
け
ど
、
突
然
ガ
ラ
ッ
パ
が
出
て
き
て
ね
、
そ
の
人

の
名
を
言
う
て
、

「
で
す
か
な
あ
」
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「
よ
し
、
と
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
と
こ
ろ
が
そ
の
相
撲
と
り
が
い
う
に
は
、

「
オ
レ
は
、
中
ン
塩
屋
と
い
う
所
に
行
っ
て
な
、
用
事
を
済
ま
し
て
こ
ん
に
ゃ
な
ら
ん
。
ど
う
し
て
も
取
る
な
ら
ば
、
帰
え
り
に
と
ろ
う
」

と
約
束
を
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
が
わ
太
郎
と
ね
。

中
ン
塩
屋
で
用
事
を
済
ま
せ
た
男
は
、
夜
の
一
時
頃
に
な
っ
て
帰
え
り
な
が
ら
、
考
え
る
に
は
、

が
わ
太
郎
は
そ
の
、
必
ず
ケ
ツ
を
抜
く
と
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ぇ
く
そ
、
ケ
ツ
を
抜
か
れ
ち
ゃ
あ
な
ら
ん
と
。
と
こ
ろ
で
昔
は
、
男
の
人
は
み
ん

な
ま
わ
し
を
し
め
て
い
る
も
ん
じ
ゃ
っ
た
。ふ

た

え

そ
れ
で
、
六
尺
六
寸
の
長
い
ま
わ
し
を
二
重
に
ま
わ
し
て
、
後
に
こ
う
ま
わ
し
て
ね
じ
こ
ん
で
、
そ
の
時
、
こ
の
ケ
ツ
に
ね
ぇ
、
こ
れ
位
の
石

を
し
っ
か
り
は
さ
ん
だ
と
。
そ
し
て
後
に
し
っ
か
り
ね
じ
こ
ん
だ
あ
と
、
い
よ
い
よ
、
来
る
こ
と
は
来
る
が
、
と
思
っ
て
待
っ
て
お
っ
た
。
そ
の

が
わ
太
郎
を
な
。

す
る
と
そ
の
時
、
フ
ワ
ッ
と
生
ぬ
る
い
風
と
共
に
ピ
シ
ャ
ッ
と
音
が
し
て
、
が
わ
太
郎
が
現
れ
た
そ
う
じ
ゃ
。

と
っ
さ
に
男
は
身
構
え
た
の
だ
が
、
そ
の
と
き
、
カ
ッ
パ
と
契
約
を
し
よ
う
と
思
い
つ
い
て
、

「
け
っ
し
て
オ
レ
の
尻
に
か
ま
わ
ん
こ
と
」

と
、
そ
い
か
ら
ま
た
、
が
わ
た
の
方
は
、

「
必
ず
、
こ
の
皿
に
か
ま
わ
な
い
こ
と
」

と
、
こ
う
い
う
、
ま
あ
、
契
約
を
し
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
が
、
「
さ
あ
、
と
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
始
め
た
と
こ
ろ
が
、
む
か
し
ぃ
、
は
や
、
尻
に
か
も
う
と
っ
た
、
と
。
が
わ
た
が
。

「
お
や
、
こ
の
し
ん
ご
は
石
し
ん
ご
じ
ゃ
」

と
、
こ
う
が
わ
た
が
言
う
た
そ
う
じ
ゃ
。

そ
し
て
、
と
っ
て
投
げ
て
も
、
投
げ
て
も
、
ま
た
は
い
上
っ
て
来
ち
ゃ
あ
ま
た
と
り
組
む
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
、
な
か
な
か
勝
負
が

つ
か
な
い
。
そ
の
時
が
わ
太
郎
が
、
川
上
の
方
を
向
い
て
、
何
と
か
い
う
大
き
な
声
を
出
し
て
な
あ
、
手
招
き
を
し
た
そ
う
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
、

何
十
匹
で
か
あ
ろ
う
、
何
百
匹
で
か
あ
ろ
う
、
ず
ら
ず
ら
ー
っ
と
出
て
来
て
、
と
り
組
み
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
よ
。

そ
い
で
そ
の
相
撲
と
り
は
、

I 
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と
で
す
。

「
こ
ら
、
か
な
わ
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
た
い
へ
ん
だ
。
い
つ
ま
で
も
勝
負
は
つ
か
ん
」

と
思
っ
て
、
こ
ん
ど
は
、
あ
の
橋
げ
た
め
が
け
て
、
そ
の
が
わ
た
の
顔
や
ら
、
後
の
足
や
ら
つ
か
ん
で
、

何
回
か
た
た
き
つ
け
る
う
ち
に
、
そ
の
が
わ
た
が
、

と
い
う
こ
と
で
、

パ
ッ
と
投
げ
つ
け
た
、
と
。

「
こ
ら
い
け
ん
」

と
思
う
た
か
、
こ
ん
ど
は
川
の
上
の
方
へ
の
ぼ
っ
て
し
も
う
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
が
わ
た
は
、
目
を
打
ち
切
っ
ち
ぇ
、
片
目
に
な
っ
ち
ぇ
っ
た

そ
の
い
わ
く
で
現
在
ま
で
、
あ
の
川
に
住
ん
で
い
る
う
な
ぎ
も
、
川
え
び
も
、
さ
か
な
も
、
全
部
、
今
だ
に
片
目
だ
と
い
う
こ

（
二
）
、
相
撲
と
り
の
話

(
2
)

下
中
に
で
す
ね
、
下
中
ち
ゅ
う
と
、
花
峯
で
す
よ
。
そ
こ
に
も
の
す
ご
い
大
関
と
り
が
お
っ
た
そ
う
で
す
。

兄
弟
お
っ
て
、
二
人
と
も
評
判
の
相
撲
と
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
よ
。

そ
の
人
が
、
招
魂
祭
の
時
、
大
関
を
し
て
ね
、
そ
の
祝
い
の
帰
り
に
ね
、
馬
に
乗
っ
て
ね
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
め
ご
う
の
橋
と
い
う
て
、
大
き
な
橋
が
下
中
に
あ
り
ま
す
よ
。
そ
の
橋
の
上
を
ね
」
敏
「
こ
う
め
ご
う
の
橋
で
す
か
」

彦
「
は
い
、
こ
う
め
ご
う
の
橋
で
す
」

敏
「
ど
こ
で
す
か
。
下
中
の
ど
こ
に
」

彦
「
下
中
の
郡
原
の
下
か
ら
、
茎
永
に
行
く
と
こ
ろ
の
、
あ
の
橋
で
す
よ
」

敏
「
あ
れ
は
、
こ
う
め
ご
う
の
橋
と
い
う
の
、
こ
う
り
川
で
な
く
て
」

彦
「
は
い
、
こ
う
り
川
橋
と
今
は
つ
い
て
い
る
。
こ
う
め
ご
う
の
橋
と
言
っ
た
も
の
じ
ゃ
、
昔
は
」

こ
う

め
ご
あ

敏
「
大
林
先
生
、
西
之
表
の
川
を
甲
女
川
と
い
う
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
、
こ
う
は
国
府
の
国
府
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
ん
で
す
。

で
、
下
中
に
は
、
こ
う
り
川
と
い
う
川
が
あ
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
橋
を
こ
う
め
ご
う
の
橋
と
い
う
ん
で
す
。
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
」

敏
「
で
は
、
先
の
話
を
続
け
て
下
さ
い
」

と
こ
ろ
が
ね
、
そ
こ
を
そ
の
、
昔
は
馬
に
乗
っ
て
通
う
も
ん
じ
ゃ
っ
た
か
ら
。
そ
の
招
魂
祭
は
、
こ
っ
ち
か
ら
三
里
ぐ
ら
い
の
道
じ
ゃ
っ
た
か

ら
、
そ
こ
を
そ
の
帰
え
り
に
ね
、
呑
ん
だ
い
き
に
、
そ
う
い
う
大
関
と
り
で
し
ょ
う
が
な
あ
、
兄
弟
、
馬
に
乗
っ
て
、
そ
の
橋
を
通
る
時
に
ね
ぇ
、
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「
こ
の
方
に
、
か
の
う
も
ん
が
あ
れ
ば
出
て
来
い
」
と
、
こ
う
い
う
声
を
か
け
て
、
捨
て
口
を
打
っ
て
来
た
そ
う
で
す
よ
。

そ
の
時
に
、
そ
の
川
の
神
と
い
う
か
な
あ
、
が
わ
た
と
い
う
か
な
あ
、
聞
い
て
お
っ
た
ら
し
い
。

「
わ
れ
っ
そ
、
あ
あ
い
う
大
き
な
捨
て
口
を
吐
い
て
行
く
か
、
い
つ
か
、
ど
こ
か
で
お
さ
え
て
や
る
」

と
、
始
終
た
く
ら
ん
で
お
っ
た
ら
し
い
な
ぁ
。

と
こ
ろ
が
あ
る
時
、
こ
の
門
倉
崎
で
す
よ
。
門
倉
岬
に
、
魚
釣
り
に
出
か
け
た
そ
う
で
す
。
兄
弟
で
、
あ
っ
ち
の
瀬
と
こ
っ
ち
の
瀬
に
分
れ
て

釣
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

「
も
う
、
そ
ろ
そ
ろ
帰
え
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
兄
が
早
く
海
に
飛
び
こ
ん
だ
、
と
。
と
こ
ろ
が
、
途
中
ま
で
来
て
か
ら
、
そ
の
兄
貴
が
沈
み
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

「
こ
ら
大
変
じ
ゃ
」

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
弟
が
飛
び
こ
ん
で
助
け
ん
と
し
た
、
と
。
と
こ
ろ
が
、

ま
れ
た
そ
う
じ
ゃ
。

あ
あ
い
う
捨
て
口
を
吐
い
て
行
く
か
ら
、
川
の
神
と
い
う
か
、
が
わ
た
と
い
う
か
、

そ
う
で
す
よ
。

（
三
）
、
佛
教
廃
止

あ
の
う
、
佛
教
廃
止
の
時
代
の
話
で
す
が
、

っ
て
、
さ
る
き
ょ
う
っ
た
ら
し
い
で
す
な
。

そ
こ
に
行
き
つ
く
か
、
行
き
つ
か
な
い
う
ち
に
、
下
か
ら
そ
び
っ
こ

ね
。
と
う
と
う
、
命
を
う
ば
わ
れ
た
と
い
う
話
じ
ゃ
っ
た

そ
れ
は
き
ぴ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
或
る
坊
さ
ん
の
か
し
ら
の
人
が
ね
、
佛
像
を
抱
い
て
逃
げ
廻

そ
の
時
、
逃
げ
廻
る
途
中
に
で
す
ね
ぇ
、
…
…
…
…
こ
の
部
落
に
、
九
郎
太
と
い
う
人
が
お
っ
た
で
す
よ
。

「
何
で
す
か
」

「
く
ろ
う
だ
と
い
う
人
」

「
そ
れ
は
名
前
？
、
苗
字
？
」

「
い
や
、
大
脇
九
郎
太
と
い
う
人
」

れ
で
、
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「あ、

四
郎
、
五
郎
の
九
郎
太
で
す
ね
」

は
あ
、
夫
婦
で
ね
。
そ
の
じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
な
、
私
の
じ
い
さ
ん
は
知
ら
ぬ
が
、
ば
あ
さ
ん
は
覚
え
と
る
。

う
ち

そ
の
九
郎
太
の
家
に
、
そ
の
坊
さ
ん
が
泊
っ
た
わ
け
。
あ
く
る
日
は
も
う
そ
の
家
を
出
た
そ
う
だ
が
、
と
こ
ろ
が
こ
ん
ど
そ
ら
、
あ
と
を
追
う

て
来
た
、
今
の
刑
事
で
し
ょ
う
、
そ
の
人
が
、
そ
の
九
郎
太
と
い
う
人
に
、

「
お
ま
え
の
家
に
泊
っ
た
ろ
う
が
」
と
。

「
は
い
と
ま
り
ま
し
た
。
だ
が
、
行
先
は
分
か
り
ま
せ
ん
」

と
、
こ
う
い
う
た
そ
う
で
す
。
本
当
に
行
先
は
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
先
の
中
西
目
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
刑
事
が
い
う
に
は
、

「
こ
う
し
た
人
が
来
な
か
っ
た
か
。
通
ら
な
か
っ
た
か
。
見
た
人
は
い
な
い
か
」

と
調
べ
て
歩
い
た
そ
う
じ
ゃ
。
で
も
分
か
ら
な
い
。

で
は
、
こ
の
中
西
目
と
、
こ
こ
と
の
間
に
か
く
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
探
し
に
や
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
に
、
え
び
す
の
谷
と
い
っ
て
、
も
の
す
ご
い
谷
、
い
や
、
谷
と
い
う
よ
り
も
大
山
で
す
よ
。
そ
こ
を
探
し
に
行
っ
た
が
、
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
坊
さ
ん
は
、
大
き
な
大
木
の
根
に
、
自
分
の
下
駄
を
踏
み
そ
ろ
え
て
、
自
分
は
大
き
な
か
ず
ら
で
大
木

に
身
を
巻
き
つ
け
て
、
全
然
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
そ
う
じ
ゃ
。

「
た
し
か
に
、
こ
の
木
に
上
っ
て
い
る
筈
じ
ゃ
。
お
り
て
こ
ー
い
」

と
い
っ
て
も
、
な
か
な
か
お
り
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
下
の
方
か
ら
、
矢
を
持
っ
て
、
放
ち
、
何
本
も
何
本
も
射
か
け
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
矢
が
当
り
落
ち
て
来
る
時
に
、
坊
さ
ん
が
見
た
ら
そ
の
刑
事
は
ヤ
イ
ロ
ウ
と
い
う
人
と
、
も
う
一
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
わ
た
し
を
射
た
の
は
、
ヤ
イ
ロ
ー
と
も
う
一
人
、
こ
こ
に
逃
げ
た
こ
と
は
、
九
郎
太
が
教
え
た
と
じ
ゃ
ろ
う
。
お
前
ら
の
家
は
、
七
代
め
つ

ぼ
う
に
な
れ
」

と
言
い
な
が
ら
坊
さ
ん
は
、
落
ち
て
き
て
、
お
ナ
ワ
に
な
っ
て
、

家
は
栄
え
ん
そ
う
じ
ゃ
。

（
四
）
、
兄
と
弟

そ
し
て
、

そ
の
後
、

一
代
、
二
代
、
三
代
、
今
四
代
目
か
な
あ
、
今
だ
に
そ
の
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，

ー

ー

む
か
し
、
大
へ
ん
貧
乏
な
家
に
生
れ
て
、
兄
弟
が
お
っ
た
、
と
。
両
親
と
も
早
く
亡
く
な
り
、
お
ば
あ
さ
ん
と
三
人
で
暮
し
て
お
っ
た
そ
う
じ

ゃ。
兄
貴
は
大
へ
ん
か
し
こ
い
人
で
し
た
が
、
弟
の
方
は
ち
ょ
っ
と
脳
が
足
ら
ん
じ
ぃ
馬
鹿
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
。

昔
は
、
年
の
暮
れ
に
な
る
と
、
山
に
ワ
ナ
ち
ゅ
う
も
ん
を
か
け
て
、
小
鳥
を
と
っ
て
年
の
よ
う
さ
の
ご
ち
そ
う
に
す
る
も
ん
じ
ゃ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
年
の
よ
う
さ
の
前
の
日
に
、
兄
が
弟
に
、

「
お
前
は
山
に
行
っ
て
、
ワ
ナ
を
見
ち
ぇ
来
い
。
鳥
が
か
か
っ
ち
ぇ
る
か
も
じ
ゃ
か
ら
」

と
い
う
ち
ぇ
や
っ
た
と
こ
ろ
が
、
あ
の
け
ん
け
ん
鳥
ね
、
キ
ジ
が
足
を
き
ぴ
っ
ち
ぇ
な
あ
、
バ
タ
バ
タ
、
バ
タ
バ
タ
は
ね
く
り
ょ
う
っ
た
ら
し
か
。

と
こ
ろ
が
弟
は
、

「
年
の
よ
う
さ
も
く
る
の
に
、
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
」

と
い
う
と
こ
い
で
、

そ
れ
を
放
し
て
や
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
キ
ジ
を
な
あ
。
そ
し
て
家
に
帰
え
る
と
、
兄
が
、

「
ワ
ナ
は
ど
う
じ
ゃ
っ
た
か
。
と
し
の
よ
う
さ
に
も
、
さ
か
な
も
な
ん
も
な
か
が
」

と
い
う
と
こ
い
じ
ぇ
゜

「
あ
の
う
、

キ
ジ
が
か
か
っ
ち
ょ
っ
た
ば
っ
ち
ぇ
、
ご
う
ら
し
な
げ
ぇ
、
と
思
う
ち
ぇ
、
放
ぁ
ち
ぇ
や
っ
と
う
」

と
い
う
た
そ
う
じ
ゃ
。
そ
こ
で
兄
貴
が
、

き
ん
ぺ
ん

「
そ
れ
を
放
し
ち
ぇ
来
い
ち
ゅ
う
が
あ
い
も
ん
か
。
そ
の
近
辺
に
お
る
も
な
ぁ
、
何
で
も
打
ち
殺
れ
ぇ
ち
ぇ
か
た
げ
ち
ぇ
棗
い
も
ん
じ
ゃ
」

と
、
ま
あ
、
い
う
た
ら
し
か
。

弟
が
山
に
行
く
と
、
あ
い
に
く
自
分
の
ば
あ
さ
ん
が
、
ワ
ナ
の
ち
ょ
っ
と
先
で
、
た
き
も
ん
を
取
り
ょ
う
っ
た
、
と
。
そ
れ
を
、
そ
の
馬
鹿
な

弟
の
こ
と
じ
ゃ
か
ら
、
兄
さ
ん
が
何
で
も
か
ん
で
も
、
そ
の
へ
ん
に
射
る
も
の
を
打
ち
殺
れ
ぇ
ち
ぇ
こ
い
と
い
う
た
、
と
い
う
と
こ
い
で
、
自
分

の
ば
あ
さ
ん
の
ナ
タ
を
引
き
取
り
、
こ
ろ
り
ん
と
た
た
っ
殺
し
ち
ぇ
な
あ
、
か
た
げ
ち
ぇ
帰
っ
て
来
た
、
と
。

「
何
と
い
う
馬
鹿
な
こ
と
を
、
お
前
は
」

き
ん
ぺ
ん

「
兄
さ
ん
が
、
そ
こ
ら
近
辺
に
い
る
も
の
は
何
で
も
か
ん
で
も
た
た
っ
殺
し
ち
ぇ
こ
い
と
い
う
た
か
ら
、
ば
あ
さ
ん
じ
ゃ
が
、
仕
様
な
し
い
、
か

た
げ
ち
ぇ
来
た
と
じ
ゃ
。
何
か
、
文
句
が
あ
い
か
」

と
、
こ
う
、
弟
が
い
う
た
そ
う
じ
ゃ
な
あ
。

- 340 -



南種子の民俗

こ
と
の
分
か
っ
た
人
で
、

こ
と

「
こ
ら
も
う
、
ど
う
し
も
な
ら
ん
。
悲
し
ん
で
い
て
も
、
仕
様
が
な
い
か
ら
、
葬
式
を
せ
ん
ば
じ
ゃ
」

と
兄
は
そ
う
い
っ
た
も
の
の
、
葬
式
を
す
る
に
も
何
も
な
い
、
と
。
米
も
い
る
、
金
も
い
る
、
と
。
ど
う
し
た
も
の
か
と
考
え
た
あ
げ
く
、
長
者

ど
ん
の
家
に
米
を
ぬ
す
み
に
行
こ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

昔
の
長
者
ど
ん
は
、
米
を
何
十
俵
も
何
百
俵
も
と
る
人
じ
ぇ
、
家
の
つ
し
（
天
井
）
に
、
米
を
ず
う
っ
と
あ
げ
て
お
る
も
の
じ
ゃ
っ
た
。
そ
の

米
を
兄
弟
で
ぬ
す
み
に
行
こ
う
と
、
と
し
の
よ
う
さ
に
、
行
っ
た
わ
け
じ
ゃ
。

昔
は
カ
マ
ゲ
と
か
、
く
ぶ
き
と
言
う
て
ね
ー
。
そ
れ
に
米
を
入
れ
て
、
天
井
に
ず
っ
と
並
べ
ち
ぇ
っ
た
。
そ
し
て
、
く
ぶ
き
や
、
カ
マ
ゲ
の
両

上
を
縫
う
て
、
両
方
の
と
ぎ
っ
た
所
を
な
あ
、
み
み
と
い
う
も
ん
じ
ゃ
っ
た
か
ら
な
あ
。
そ
の
み
み
を
持
っ
て
運
ぶ
も
ん
じ
ゃ
っ
た
か
ら
よ
。

そ
こ
で
そ
ら
、
兄
貴
は
天
井
に
の
ぼ
る
、
弟
は
下
に
お
っ
た
わ
け
で
、
そ
い
じ
ぇ
、
兄
貴
が
お
ろ
す
か
ら
、
弟
は
そ
の
く
ぶ
き
の
と
が
っ
た
と

こ
ろ
を
つ
か
ま
え
て
、
じ
い
っ
と
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
落
と
そ
う
、
こ
う
、
ま
あ
、
兄
貴
が
弟
に
言
い
つ
け
た
わ
け
。

「
わ
か
っ
た
。
そ
う
し
よ
う
」

と
相
談
が
か
た
ま
っ
て
、
兄
は
つ
し
に
の
ぼ
っ
た
、
と
。
そ
し
て
、
カ
マ
ゲ
を
、
こ
う
し
て
下
に
下
ろ
し
た
、
と
。
お
ろ
す
と
き
に
、
弟
に
、

「
み
み
を
し
っ
か
り
に
ぎ
れ
よ
、
必
ず
落
と
す
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
し
っ
か
り
に
ぎ
れ
よ
」
と
。

「
は
い
。
み
み
を
に
ぎ
っ
た
」

と
い
う
と
こ
い
で
、
弟
ど
ん
は
、
く
ぶ
き
の
み
み
を
に
ぎ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
自
分
の
み
み
を
し
っ
か
り
と
に
ぎ
っ
て
な
あ
。
そ
し
て
、

「
い
い
か
」
「
よ
か
」
「
に
ぎ
っ
た
か
」
「
に
ぎ
っ
た
」
。
も
う
、
自
分
の
耳
を
し
っ
か
り
に
ぎ
っ
ち
ょ
い
と
こ
い
じ
ゃ
。
し
っ
か
り
に
ぎ
っ
た
と

い
う
か
ら
、
兄
は
手
を
は
な
ぁ
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
ま
ま
、
ド
シ
ー
ン
と
落
ち
た
わ
け
や
。

と
こ
ろ
が
長
者
が
目
が
覚
め
ち
ぇ
、

「
こ
ら
、
な
に
ご
と
か
」

と
、
び
っ
く
り
し
て
起
き
て
見
た
れ
ば
、
兄
弟
が
ぬ
す
み
に
は
い
っ
ち
ょ
い
と
こ
い
じ
ゃ
。
そ
い
じ
ぇ
、

な
に
ゆ
え

「
何
故
に
、
盗
み
に
は
い
っ
た
か
」

と
長
者
が
聞
け
ば
、
そ
の
兄
貴
が
、
実
は
、
か
よ
う
か
よ
う
で
、
悪
か
と
は
思
う
た
ば
っ
ち
ぇ
か
、
ぬ
す
み
に
は
い
っ
た
も
の
じ
ゃ
、
と
、

わ
り
を
い
う
た
わ
け
よ
。

そ
の
長
者
ど
ん
も
、
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（
五
）
、
フ
カ
の
話

(
1
)

こ
れ
は
、
わ
し
ら
の
こ
ま
い
頃
、
二
年
生
位
の
時
じ
ゃ
あ
な
か
っ
た
か
な
あ
。

み

い

を

ひ

し

お

あ
る
人
が
、
こ
の
沖
に
魚
つ
り
に
行
っ
た
わ
け
。
干
潮
の
時
は
、
こ
の
石
が
あ
が
っ
て
お
っ
た
、
と
。
と
こ
ろ
が
、
潮
が
満
て
き
た
ら
、
そ
の

石
が
か
ぶ
っ
て
き
た
と
。
そ
の
人
は
自
分
の
す
ね
の
と
こ
ろ
ま
で
潮
が
き
て
も
、
あ
ん
ま
り
船
が
喰
ろ
う
か
ら
な
あ
、
な
か
な
か
や
め
ら
れ
ず
に
、

ま
だ
ま
だ
釣
っ
て
い
た
そ
う
じ
ゃ
。

と
こ
ろ
が
、
大
き
な
フ
カ
が
や
っ
て
き
て
な
ぁ
。
釣
っ
た
魚
を
、
こ
う
、
浮
か
し
て
お
る
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
そ
の
に
お
い
と
、
つ
な
い
で
お
る

そ
の
魚
か
ら
出
る
血
の
に
お
い
を
か
ず
ん
で
く
る
奴
じ
ゃ
か
ら
。
大
き
な
フ
カ
が
や
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
、
も
う
、
泳
ぐ
に
も
泳
が
れ
ず
、
潮
は

満
て
く
る
し
、
ど
う
し
も
な
ら
ん
、
と
。

じ
＊
う

何
と
か
し
て
、
お
か
に
泳
ぎ
つ
か
ん
に
ゃ
な
ら
ん
と
い
う
と
こ
い
で
、
十
い
く
ら
釣
っ
て
い
た
魚
を
、
力
い
っ
ぱ
い
に
、
匹
か
芹
茄
に
投
げ
ち

お
か

ら
か
し
て
ね
。
そ
し
て
、
陸
に
向
っ
て
、
一
生
懸
命
泳
い
だ
、
と
。

お
か

い
を

と
こ
ろ
が
、
そ
の
投
げ
る
魚
の
影
を
見
て
、
フ
カ
が
そ
の
魚
を
取
る
あ
い
だ
に
、
一
生
懸
命
泳
い
で
、
や
っ
と
陸
に
着
こ
う
と
し
た
時
、
そ
の

お
か

頃
、
昔
は
陸
に
塩
製
造
が
あ
る
も
ん
じ
ゃ
っ
た
と
な
あ
。
あ
お
塩
の
製
造
を
し
て
お
っ
た
、
と
。
そ
こ
に
友
達
が
お
っ
た
わ
け
よ
。
そ
の
魚
釣
り

に
行
っ
た
人
の
友
達
が
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
、
薄
情
な
友
達
じ
ゃ
っ
た
ら
し
く
、
助
け
よ
う
と
も
せ
ず
、
小
屋
の
中
に
ひ
っ
こ
ん
で

し
も
う
て
。
塩
製
造
を
し
て
お
る
か
ら
な
あ
。

あ
が

で
も
、
い
っ
こ
う
上
っ
て
こ
ん
、
と
。
こ
ら
ど
う
い
う
こ
と
か
、
と
、
出
て
見
た
と
こ
ろ
が
、
こ
ん
ど
は
そ
の
海
の
、
そ
の
旦
っ
た
ぎ
ゎ
に
ね

え
、
真
赤
に
色
ど
っ
て
し
も
う
て
倒
れ
ち
ょ
っ
た
、
と
。

こ
ら
大
変
じ
ゃ
、
と
、
こ
う
い
っ
て
走
り
寄
っ
て
見
た
れ
ば
、
フ
カ
は
、
人
間
よ
り
『
「
間
ぐ
ら
い
声
に
は
ね
上
っ
ち
ぇ
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。
そ
の

し

お

み

時
、
す
ぐ
に
仇
を
と
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
潮
が
満
て
来
て
、
そ
の
フ
カ
は
、
あ
の
海
に
、
と
う
と
う
仇
も
取
ら
ず
に
、
沖
さ
な
ぁ
、
泳
い
で
行

っ
た
そ
う
じ
ゃ
。

フ
カ
と
い
う
奴
は
、
足
を
ね
、
ぐ
る
っ
と
丸
ご
と
に
は
呑
ま
な
い
奴
で
、

と、

こ
う
い
う
て
米
も
持
た
せ
て
や
っ
た
、
と
。

「
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
っ
た
か
。
そ
い
じ
ゃ
あ
、

い
い
か
ら
、
米
も
く
れ
て
や
る
。
だ
か
ら
、
と
む
ら
い
も
し
て
や
れ
」

こ
う
い
う
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
話
じ
ゃ
。

パ
ク
ッ
と
く
わ
え
て
、
く
わ
え
た
と
た
ん
に
、
く
り
っ
と
ま
わ
っ
て
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て
見
た
れ
ば
、

フ
カ
か
ら
や
ら
れ
て
」

わ
し
ど
ん
が
、
二
年
生
く
ら
い
の
時
じ
ぇ
な
か
っ
た
か
な
あ
。

そ
し
て
そ
ら
、

ひ
と
口
に
す
た
っ
と
噛
み
切
る
奴
゜

そ
の
人
は
、
命
は
と
り
と
め
た
が
、
足
は
も
う
、

っ
た
か
な
あ
。

（
六
）
、
フ
カ
の
話

(
2
)

え
ー
と
、
十
五
、
六
年
に
な
る
か
な
あ
。

い
を

あ
る
男
が
、
魚
突
き
ぃ
行
た
ち
ぇ
っ
た
、
と
。
ち
ょ
っ
と
、
五
ひ
ろ
く
ら
い
し
か
立
た
ん
と
こ
れ
ぇ
な
あ
。
ホ
ゴ
と
い
う
お
い
し
い
魚
じ
ゃ
。
そ

れ
が
入
っ
ち
ぇ
、
突
き
ょ
う
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。

砂
坂
の
浦
の
、
ひ
ょ
っ
と
沖
に
、
沖
な
か
せ
と
い
う
、
い
い
穴
が
あ
る
ん
で
す
わ
。
そ
れ
に
入
っ
て
突
き
ょ
う
っ
た
と
。
と
こ
ろ
が
、
突
け
ば

い
を

突
く
し
こ
魚
が
や
っ
て
来
て
な
あ
。
そ
い
か
ら
そ
の
男
は
、
フ
カ
か
ら
と
ら
れ
ち
ゃ
あ
な
ら
ん
、
と
い
う
と
こ
い
じ
ぇ
、
何
回
か
も
ぐ
っ
て
、
よ

う
や
く
そ
び
き
出
し
て
な
あ
。

あ
の
う
、
わ
し
ら
よ
り
そ
う
と
う
海
に
す
ん
だ
（
も
ぐ
っ
た
）
奴
じ
ゃ
が
な
あ
。
そ
の
魚
を
フ
カ
か
ら
と
ら
れ
ち
ゃ
あ
な
ら
ん
、
ち
ゅ
う
と
こ

い
じ
ぇ
、
折
角
、
そ
の
ホ
コ
で
突
い
た
魚
を
ね
ぇ
、
こ
れ
を
そ
の
ホ
コ
ま
ま
に
ぎ
っ
て
、
こ
う
、
空
さ
な
ぁ
上
が
り
ょ
う
っ
た
わ
け
。
と
こ
ろ
が
、

フ
カ
は
人
間
に
く
る
の
じ
ゃ
あ
な
く
て
、
そ
の
魚
を
見
か
け
て
、
こ
う
し
て
上
っ
て
来
ょ
う
る
じ
ゃ
ろ
う
が
な
あ
。
そ
し
た
ら
、
眼
鏡
を
、
一
眼

と
い
う
あ
の
眼
鏡
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
、
こ
こ
を
こ
う
か
ぶ
っ
て
ね
ぇ
、
が
ぶ
っ
と
や
ら
れ
た
わ
け
。
そ
れ
で
ね
ぇ
、
二
十
何
針
か
縫
う
ち
ぇ
じ

や
っ
た
ち
ゅ
う
が
ね
ぇ
゜

そ
い
で
、
陸
に
は
、
す
み
手
が
、
ま
あ
、
何
人
か
上
が
っ
ち
ぇ
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。
と
こ
ろ
が
、
何
か
、
も
う
、
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
、
バ
シ
ャ
バ
シ

ャ
と
、
は
ね
り
出
し
た
、
と
。
何
事
か
と
見
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
大
き
な
フ
カ
が
、
も
う
、
は
っ
と
、
陸
の
波
打
ち
ぎ
わ
ま
で
来
て
、
ガ
シ
ャ
ガ

シ
ャ
し
て
い
た
そ
う
じ
ゃ
。
と
こ
ろ
が
、
海
が
も
う
色
ん
で
し
も
う
て
、
人
間
の
血
で
。
そ
い
か
ら
何
事
か
と
、
陸
に
お
る
す
み
手
が
立
ち
上
っ

「
も
う
、

オ
ラ
、

こ
う
い
う
て
、

ね、

ス
ネ
か
ら
下
は
、
た
だ
骨
だ
け
残
っ
て
、

バ
タ
ッ
と
そ
こ
の
海
に
倒
れ
て
し
も
う
た
そ
う
じ
ゃ
。

そ
い
で
、
三
年
く
ら
い
生
き
ち
ぇ
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「
こ
ら
ぁ
、
大
へ
ん
じ
ゃ
」

と
い
う
と
こ
い
で
、
上
中
の
医
者
を
呼
び
に
行
た
と
こ
ろ
が
、

「
こ
こ
じ
ゃ
あ
、
治
療
は
で
け
ん
」

と
、
早
く
、
戸
板
に
の
せ
て
、
今
、
呼
ん
だ
医
者
の
と
こ
ろ
に
運
ん
で
治
療
し
て
ね
ぇ
。
そ
し
て
、
や
っ
と
元
気
に
な
っ
て
、

浜
津
脇
に
養
子
に
行
た
ち
ぇ
っ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
。
そ
し
て
去
年
か
な
あ
、
今
年
か
な
あ
、
死
亡
し
た
ら
し
い
。

そ
し
て
そ
の
人
は

（
七
）
、
ケ
ン
ゴ
ー
の
足
あ
と

む
か
し
、
む
か
し
、
種
子
島
は
、
屋
久
島
の
東
の
方
に
あ
っ
た
そ
う
じ
ゃ
な
あ
。
屋
久
島
の
う
し
ろ
に
あ
っ
た
の
か
し
ら
ん
け
ど
な
あ
。

そ
れ
を
、
ケ
ン
ゴ
ウ
様
が
、
屋
久
島
と
種
子
島
を
ひ
っ
つ
け
ん
が
た
め
に
、
背
中
に
か
る
う
て
来
ょ
う
っ
た
、
と
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
網
が
切

れ
て
し
ま
っ
て
、
種
子
島
は
こ
こ
に
坐
っ
た
も
ん
だ
、
と
。

な
ぜ
そ
う
い
う
か
と
い
え
ば
、
屋
久
島
に
は
、
右
の
足
あ
と
が
あ
る
そ
う
で
、
種
子
島
に
は
、
砂
坂
に
今
だ
に
あ
り
ま
す
よ
。
大
き
な
足
あ
と

が
な
あ
。
ほ
ん
と
に
人
間
の
足
型
が
。

「
二
尺
位
あ
る
？
」

ひ
ら

「
い
や
、
そ
ん
な
に
は
な
い
。
こ
う
い
う
平
た
な
石
に
な
あ
、
右
の
足
型
が
あ
る
ら
し
か
」

（
八
）
、
ゆ
ず
り
葉
の
い
わ
れ

あ
の
ね
ぇ
、
或
る
人
が
大
蛇
か
ら
追
わ
れ
た
そ
う
じ
ゃ
。
い
わ
ば
鬼
じ
ゃ
な
ぁ
。
鬼
か
ら
追
わ
れ
た
と
。

そ
れ
で
、
一
生
懸
命
に
逃
げ
て
い
る
と
、
大
き
な
池
が
あ
り
、
池
の
ほ
と
り
に
に
ゆ
ず
り
の
木
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
人
は
、
天
の
助
け
と
ば

か
り
、
そ
の
木
に
走
り
の
ぼ
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。
す
る
と
、

「
ば
じ
ょ
う
、
お
り
て
来
ん
か
」

と
、
下
か
ら
鬼
が
言
う
わ
け
よ
、
な
あ
。

「
お
り
て
来
ん
と
、
こ
の
木
を
切
り
倒
す
」

と
、
鬼
は
、
そ
の
木
を
切
り
始
め
た
そ
う
じ
ゃ
。
そ
こ
じ
ぇ
、
切
っ
て
も
、
切
れ
ば
、
切
る
と
き
に
そ
の
木
に
の
ぼ
っ
ち
ぇ
る
そ
の
人
が
、
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ゃ。
「
ゆ
ず
り
葉
、
た
お
る
ん
な
。
正
月
三
日
に
は
祝
う
よ
」

と
、
こ
う
い
う
文
句
を
い
う
わ
け
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
う
、

い
く
ら
切
っ
て
も
ま
た
も
と
の
よ
う
に
、
ぱ
ち
っ
と
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と
じ

そ
し
て
、
末
代
ま
で
も
、
危
険
な
場
所
や
、
危
険
な
こ
と
を
払
う
と
、
ま
あ
、
こ
う
い
う
の
が
ゆ
ず
り
葉
の
文
句
じ
ゃ
ら
し
か
。

（
九
）
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
鉄
砲

む
か
し
、
種
子
島
に
ま
だ
鉄
砲
が
な
い
時
代
の
話
じ
ゃ
が
な
あ
。

門
倉
岬
の
鼻
に
、
み
さ
き
神
社
と
い
う
神
社
が
昔
か
ら
あ
っ
た
ら
し
い
よ
。
そ
の
門
倉
岬
を
沖
か
ら
見
れ
ば
、
ず
う
っ
と
突
き
出
し
て
い
る
か

ら
、
そ
れ
を
的
に
し
て
ね
ぇ
、
ボ
ル
ト
ガ
ル
人
が
鉄
砲
で
打
ち
ょ
う
っ
た
そ
う
で
す
よ
。
演
習
を
せ
ん
が
た
め
に
ね
ぇ
゜

ざ
む
ら
い

と
こ
ろ
が
、
い
な
か
武
士
が
。
（
そ
の
、
ほ
ん
と
う
の
殿
様
は
西
之
表
に
お
っ
た
わ
け
）
。
あ
の
西
村
と
い
う
あ
の
人
で
し
ょ
う
よ
。
そ
い
が
、
種

子
島
弁
で
な
あ
、

「
門
倉
は
大
へ
ん
な
事
に
な
る
、
と
。
や
が
て
、
黒
土
ぃ
な
っ
て
し
も
う
、
と
。
ど
ん
ど
ん
鉄
砲
を
打
ち
か
け
て
来
た
。
や
が
て
あ
の
軍
艦
が

こ
っ
ち
に
あ
が
っ
て
く
れ
ば
、
種
子
島
は
黒
土
ぃ
な
る
」

と
、
西
之
表
の
種
子
島
さ
ん
に
報
告
を
し
た
わ
け
。

「
そ
ら
っ
」

さ
む
ら
い

と
い
う
と
こ
い
で
、
西
之
表
か
ら
武
士
の
し
が
何
十
人
と
来
た
ら
し
か
な
ぁ
゜

そ
し
て
、
お
岬
の
神
主
が
ね
、
そ
れ
も
神
の
祭
り
を
す
る
ホ
イ
さ
ん
が
、
い
く
ら
お
願
い
を
し
て
も
、
そ
の
岬
に
即
い
て
打
つ
鉄
砲
は
や
ま
な

か
っ
た
、
と
。

そ
こ
で
こ
ん
ど
は
、
そ
の
神
を
扱
っ
て
お
る
主
さ
ん
じ
ゃ
な
あ
。
ホ
イ
じ
ゃ
あ
な
か
よ
。
神
主
が
、

「
こ
れ
だ
け
お
願
い
し
て
も
、
神
や
仏
の
力
は
な
い
も
の
じ
ゃ
ろ
う
か
」

と
、
こ
う
い
っ
て
、
線
香
を
あ
げ
て
願
い
を
し
て
も
き
か
な
か
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。

か
み
ほ
と
け

そ
し
て
、
神
仏
の
力
は
な
い
も
の
か
と
、
こ
ん
ど
は
本
殿
に
行
っ
て
線
香
を
た
い
た
ら
し
い
な
あ
。
と
こ
ろ
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
白
鳩
が
ぱ

み

っ
と
出
て
来
て
、
そ
の
あ
げ
た
線
香
を
口
に
く
わ
え
て
、
船
に
向
ぃ
て
飛
ん
で
行
っ
た
、
と
。
そ
し
て
、
そ
の
線
香
を
火
薬
庫
に
落
し
た
そ
う
じ
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お
か

す
る
と
、
そ
れ
と
同
時
に
船
が
大
火
災
を
起
し
た
と
。
そ
れ
で
、
船
に
お
る
こ
と
が
で
き
ず
、
陸
を
め
が
け
て
、
ず
う
っ
と
泳
い
で
来
た
、
と
。

何
十
人
と
い
う
人
が
泳
い
で
来
た
そ
う
で
す
よ
。

さ
む
ら
い

そ
れ
を
、
種
子
島
の
い
な
か
武
士
が
切
っ
た
わ
け
よ
。
あ
が
っ
て
来
れ
ば
切
り
、
あ
が
っ
て
来
れ
ば
切
り
し
て
な
ぁ
。
そ
う
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
を
一
人
残
し
た
わ
け
。
そ
れ
が
鉄
砲
を
作
る
そ
の
人
じ
ゃ
っ
た
わ
け
よ
な
ぁ
。
そ
れ
を
西
之
表
さ
な
ぁ
つ
れ
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
よ
。

と
こ
ろ
で
、
殺
さ
れ
た
人
達
は
、
本
村
の
浜
に
ま
つ
り
、
せ
ん
に
ん
ご
ま
と
い
っ
て
、
今
だ
に
、
も
り
っ
と
し
た
石
こ
ず
み
の
そ
の
森
が
あ
る

わ
け
じ
ゃ
。

つ
れ
て
行
か
れ
た
そ
の
一
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
よ
く
聞
い
て
み
る
と
鉄
砲
鍛
冶
じ
ゃ
っ
た
。
そ
れ
で
鉄
砲
の
作
り
方
を
習
わ
ん
が
た
め
に
、
八

板
金
兵
衛
と
い
う
人
の
娘
を
ば
嫁
に
く
る
る
か
ら
、
鉄
砲
を
教
え
て
く
れ
ぇ
、
と
い
っ
て
教
え
て
も
ら
っ
た
、
と
。

や
が
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
国
に
帰
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
娘
も
仕
方
な
く
、
泣
く
泣
く
も
そ
の
男
に
つ
け
て
や
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。
と
こ
ろ

が
親
に
し
て
み
れ
ば
、
今
の
世
の
中
と
は
ち
が
い
、
い
つ
帰
っ
て
く
る
か
、
こ
な
い
か
の
想
い
じ
ゃ
っ
た
ろ
う
わ
い
。

と
こ
ろ
が
ち
ょ
う
ど
三
年
た
っ
て
か
ら
、
娘
だ
け
が
親
げ
ん
ぞ
う
に
来
た
わ
け
じ
ゃ
。
す
る
と
親
は
、

「
こ
れ
を
ま
た
向
う
に
や
る
の
は
偲
び
な
い
。
い
っ
そ
の
こ
と
こ
の
娘
を
死
ん
だ
こ
と
に
し
よ
う
」

と
、
新
し
い
墓
を
作
っ
た
わ
け
。

嫁
が
な
か
な
か
帰
っ
て
来
ん
か
ら
、
夫
が
迎
え
に
来
た
、
と
。
し
か
し
、
親
達
は
、

「
娘
は
死
ん
だ
」
と
。

「
ほ
ん
と
に
死
ん
だ
の
か
」
と
。

「
ほ
ん
と
う
じ
ゃ
、
娘
の
塞
は
こ
れ
じ
ゃ
」

と
、
新
し
い
墓
を
見
せ
た
わ
け
よ
、
な
あ
。

「
ど
う
し
て
も
、
死
ん
だ
と
は
思
わ
ん
」

と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
信
用
し
な
い
で
な
あ
。

「
で
は
、
本
当
に
死
ん
だ
も
ん
な
れ
ば
、
私
に
掘
ら
せ
て
み
て
く
れ
ぇ
。
掘
っ
て
た
し
か
む
る
」

と
い
う
と
こ
い
じ
ゃ
。
そ
こ
で
女
の
方
が
、
日
本
の
法
律
と
し
て
、
絶
対
に
新
し
い
墓
を
掘
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
規
則
に
な
っ
て
お
る
か

ゃ。
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四、
「
そ
れ
を
曲
げ
て
な
ん
と
か
証
拠
を
見
せ
て
く
れ
ぇ
」

と
い
う
た
そ
う
じ
ゃ
。
そ
れ
で
も
、

「
そ
れ
は
法
律
上
で
き
な
い
」

と
い
う
て
、
よ
う
や
く
泣
く
泣
く
帰
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。

そ
の
罰
と
い
う
か
、
想
い
と
い
う
か
、
そ
の
昔
の
し
は
、
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
て
し
も
う
た
わ
け
や
。
倒
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
資
産
な
ん
か
も

な
く
な
っ
て
し
も
う
た
そ
う
じ
ゃ
。
と
、
ま
あ
、
こ
う
い
う
い
わ
れ
が
あ
る
わ
け
よ
。

こ
れ
は
、
誰
か
ら
聞
く
と
も
な
く
、
昔
か
ら
の
い
い
伝
え
が
あ
る
わ
け
や
。

日
高
ス
ミ
エ
昔
話
・
世
間
話
集
（
十
二
話
）

(
-
）
、
短
気
は
損
気
・
七
つ
子
の
川
ど
り
・
昔
話
の
伝
承
に
つ
い
て

「
お
く
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
申
す
。
ア
ナ
ー
ザ
と
い
う
の
は
ど
こ
で
す
か
」

と
こ
れ

「
昔
の
台
所
で
ご
ざ
り
申
す
な
あ
。
も
う
そ
こ
へ
ん
に
ゃ
ご
ざ
り
申
さ
ん
で
、
こ
が
ん
所
ぇ
な
っ
ち
ょ
り
申
し
た
。
昔
、
わ
た
し
た
ち
の
ち
っ

か
こ
ろ
は
な
あ
、
た
だ
、
土
の
所
に
、
も
う
壁
も
ご
ざ
い
申
さ
ん
じ
ぃ
や
、
あ
の
う
、
雨
が
箕
上
か
ら
降
ら
ん
ご
と
、
も
ら
ん
ご
と
し
ち
ぇ
い
ば

っ
か
り
じ
ぇ
ご
ざ
ん
し
ち
ぇ
な
あ
、
竹
を
ば
、
あ
の
、
シ
ロ
の
、
あ
れ
じ
ぇ
の
う
た
、
あ
れ
じ
ぇ
、
あ
の
う
、
お
う
じ
ぇ
、
作
っ
ち
ぇ
い
も
ん
じ

ぇ
ご
ざ
り
申
し
た
と
」

「
何
竹
を
使
っ
て
で
す
か
」

「
あ
の
う
、
め
竹
を
使
う
ち
ぇ
」

「
め
竹
？
」

「
は
い
。
あ
れ
の
、
こ
れ
位
い
大
き
い
や
つ
じ
ぇ
よ
。
ほ
っ
し
ぇ
、
編
ん
じ
ぇ
れ
ば
、
ず
い
ぶ
ん
古
か
て
ぇ
な
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
ん
、
そ
う

じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
な
ぁ
。
わ
た
し
が
、
ま
だ
小
学
校
に
上
ら
ん
前
の
話
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
す
か
ら
。
そ
う
し
申
す
と
、
こ
時
々
、
太
か
と
が
、
し
ぜ

ん
に
そ
の
縄
が
手
じ
ぇ
の
う
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ど
う
が
、
太
か
っ
た
い
す
れ
ば
、
そ
っ
か
ら
、
わ
た
し
ゃ
あ
、
そ
ん
足
を
こ
の
へ
ん
ま
で
入

ら
、
と
い
う
け
れ
ど
も
、
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「
種
子
島
生
れ
の
種
子
島
育
ち
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、

「
は
い
」

れ
ち
ぇ
、

こ
の
へ
ん
の
い
や
と
い
う
程
す
り
む
い
た
こ
と
を
ば
覚
え
ち
ぇ
り
申
す
が
や
、
今
、
考
ぇ
ち
ぇ
み
れ
ば
、
ほ
ん
と
不
潔
な
も
の
じ
ぇ
ご

ざ
り
申
し
た
な
あ
。
そ
の
、
使
う
た
水
は
、
サ
ア
ー
ッ
と
そ
ん
床
ん
上
ぇ
そ
ら
捨
て
申
す
か
ら
な
あ
。
そ
う
す
れ
ば
こ
の
、
下
ん
方
が
や
、
そ
ん

セ
メ
ン
ト
か
な
ん
か
じ
ぇ
し
ち
ぇ
い
わ
け
じ
ゃ
ご
ざ
り
申
さ
ん
が
や
、
そ
こ
を
ば
堀
っ
ち
ぇ
、
そ
こ
が
い
っ
ば
い
に
な
っ
た
時
ゃ
あ
、
あ
の
う
、
畑

さ
な
あ
汲
み
出
あ
た
い
、
ど
う
し
た
い
す
る
も
ん
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
し
た
と
」

「
わ
た
し
た
ち
が
、
た
だ
そ
の
、
深
う
は
な
か
っ
た
ば
っ
ち
ぇ
、
わ
た
し
が
ま
だ
学
校
に
上
ら
ん
う
ち
ぃ
、
タ
タ
キ
ィ
し
申
し
た
か
ら
。
そ
い

じ
ぇ
、
や
れ
や
れ
、
あ
ん
と
が
無
か
ご
と
な
っ
ち
ぇ
よ
か
っ
た
、
と
思
う
も
ん
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
し
た
や
」

「
そ
う
で
す
か
。
め
竹
と
は
、
な
よ
竹
と
は
ち
が
い
ま
す
か
な
ぁ
」

「
は
い
、
な
え
竹
ち
ぃ
申
す
な
あ
。
は
い
」

「
に
が
竹
と
は
、
又
、
別
で
す
か
」

「
は
い
、
に
が
竹
は
、
こ
っ
ち
ん
人
は
、
大
名
ち
ゅ
ち
ぇ
言
い
申
す
か
ら
」

「
大
名
な
あ
」

「
は
い
、
あ
ん
と
は
、
炊
い
ち
ぇ
食
べ
る
と
に
ご
う
ご
ざ
り
申
す
か
ら
な
あ
」

「
め
竹
は
食
べ
ま
す
か
」

「
は
い
、
ふ
つ
う
、
な
え
竹
ち
ゅ
う
と
も
、
あ
の
う
、
ち
っ
た
ぁ
に
が
み
が
ご
ざ
り
申
す
ば
っ
ち
ぇ
よ
、
あ
の
う
、
に
が
竹
ち
ゅ
う
と
は
、
も

の
す
ご
く
に
ご
う
し
て
食
べ
ら
れ
申
さ
ん
ど
ぉ
」

「
め
竹
と
に
が
竹
は
似
て
い
申
す
な
あ
」

「
は
い
、
葉
っ
ぱ
が
ち
ょ
っ
と
大
き
ゅ
う
ご
ざ
い
申
す
と
よ
な
あ
」

「
ど
っ
ち
が
」

「
あ
の
う
、
そ
の
に
が
か
と
が
。
は
い
」

「
そ
う
で
す
か
、
な
る
ほ
ど
」

「
そ
い
じ
ぇ
、
そ
ん
た
ぁ
あ
ん
ま
り
、
ど
こ
じ
ぇ
も
ご
ざ
い
申
さ
ん
ど
ぉ
。
あ
の
う
、
あ
っ
ち
の
本
村
と
か
お
じ
ゃ
い
申
し
た
？
」

い
っ
こ
う
も
う
、
何
と
い
う
み
ち
も
知
り
申
さ
ん
じ
ぃ
、
ご
無
礼
さ
ま
じ
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「
ど
が
あ
な
話
じ
ゃ
ろ
う
か
」

い
い
え
、
す
み
ま
せ
ん
」

「
あ
す
こ
の
、
何
か
集
荷
場
に
出
ち
ぇ
く
っ
所
ぇ
、
あ
っ
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
と
か
な
あ
」

「
は
あ
、
そ
の
庭
先
の
？
」

「
は
い
、
そ
の
大
名
竹
ち
ゅ
う
と
が
。
そ
い
じ
ぇ
、
あ
っ
ち
の
山
の
向
う
側
に
も
、
あ
っ
と
こ
い
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
し
た
が
な
あ
、
わ
た
し
た
ち

が
小
さ
い
頃
は
」

「
奥
さ
ん
は
、
オ
ト
ギ
話
を
お
父
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
か
」

「
聞
き
申
し
た
ば
っ
ち
ぇ
。
く
る
日
も
く
る
日
も
毎
日
、
父
親
か
ら
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
す
ど
う
が
」

「
そ
れ
は
奥
さ
ん
、
し
も
う
た
。
わ
た
し
は
な
あ
、
そ
の
頃
、
昔
話
を
た
ず
ね
て
、
歩
い
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
本
村
の
山
田
蔵
太
郎
さ
ん
か

ら
、
た
く
さ
ん
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
お
父
さ
ん
が
知
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
れ
ば
、
何
回
で
も
来
る
の
で
し
た
」

「
え
え
、
も
う
い
つ
も
、
く
る
日
も
く
る
日
も
。
そ
い
か
ら
そ
い
じ
ゃ
あ
。
あ
ん
た
ぁ
ち
ゃ
あ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
あ
た
し
が
あ
ん
ま
り
聞
く
も

ん
じ
ゃ
か
ら
、
の
ち
ぃ
に
ゃ
あ
も
う
、
母
親
が
、
う
る
さ
か
、
子
供
ち
ゅ
う
は
、
い
つ
ま
じ
ぇ
も
起
き
ち
ぇ
ら
ん
も
ん
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
早

う
寝
れ
、
ち
ゅ
う
ぐ
ら
い
に
よ
、
聞
き
申
し
た
と
」

「
ど
ん
な
話
を
聞
か
れ
ま
し
た
か
」

「
あ
の
う
、
な
ん
か
、
七
つ
の
お
祝
い
の
話
な
ん
か
も
聞
き
申
し
た
ど
ぉ
」

「
そ
れ
を
ち
ょ
っ
と
話
し
て
下
さ
い
」

「
わ
た
し
ゃ
あ
、
あ
ん
ま
り
記
憶
ぃ
ご
ざ
い
申
さ
ん
ば
っ
ち
ぇ
よ
、
あ
の
う
」

「
或
る
貧
し
い
百
姓
が
な
あ
、
あ
の
う
、
生
活
が
ど
う
に
も
な
ら
ん
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
そ
い
か
ら
そ
の
妊
娠
し
た
奥
さ
ん
な
置
い
た
ま
ん
ま
じ

え
、
そ
れ
に
そ
の
白
髪
の
生
え
た
お
じ
い
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
ど
っ
か
出
ら
っ
た
と
か
、
行
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
と
や
そ
ら
。
そ
う
し
た
と

こ
い
が
、
あ
の
う
、
い
く
ら
か
お
金
を
ば
、
こ
う
き
り
つ
め
ち
ぇ
、
も
ど
っ
ち
ぇ
来
ょ
う
っ
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
ば
っ
ち
ぇ
、
そ
し
た

ヽ
‘‘‘

と
こ
し
力
「
よ
か
話
を
ば
聞
い
ち
ぇ
き
た
が
、
知
っ
ち
ぇ
い
が
、
買
わ
ん
か
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
そ
の
、
白
毛
の
生
え
た
じ
い
さ
ん
が
言
う
た
と
じ
ぇ

ご
ざ
い
ま
す
と
や
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、

「
い
い
え
、

ぇ
ご
ざ
り
申
す
」
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ち
ゅ
う
た
い
ば
、

「
お
ま
や
ぁ
、
聞
い
ち
ぇ
っ
ち
ぇ
、
ぜ
っ
た
い
損
な
せ
ん
話
じ
ゃ
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
い
う
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
と
や
そ
ら
。
三
両
し
か
な
か
っ
と
で
ご
ざ
り
申
す
ち
ゅ
う
か
ら
。
そ
の
う
ち
一
両
出
あ
ち
ぇ
買
う

た
と
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
す
と
や
。
そ
し
た
と
こ
い
が
な
ぁ
、
あ
の
う
、

「
短
気
は
損
気
ち
ゅ
う
話
じ
ゃ
」

と
、
い
い
申
し
た
と
や
。
そ
し
た
ら
家
に
帰
っ
ち
ぇ
、
夜
ふ
け
ち
ぇ
か
ら
帰
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
見
た
れ
ば
、
そ
の
、
奥
さ
ん
が
、
白
か
タ
オ
ル
を
か

ぶ
っ
ち
ぇ
る
人
を
ば
、
抱
ぁ
ち
ぇ
寝
ち
ぇ
る
ご
た
る
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
て
っ
き
り
浮
気
を
し
ち
ぇ
る
と
思
う
ち
ぇ
、
打
ち
殺
そ
う
か
と
思
う
た
ば

っ
ち
ぇ
か
、

「
待
て
よ
、
短
気
は
損
気
ち
ゅ
う
話
を
聞
い
ち
ぇ
っ
た
」

と
思
う
ち
ぇ
、
そ
の
、
火
打
ち
石
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
な
あ
。
あ
い
じ
ぇ
そ
の
、
火
を
つ
け
ち
ぇ
見
た
い
ば
、
そ
し
た
と
こ
い
が
、
自
分
の
父
親
が
、

年
寄
り
じ
ぇ
そ
の
、
あ
た
た
ま
り
申
さ
ん
か
ら
な
あ
、
そ
れ
じ
ぇ
、
若
い
嫁
じ
ょ
う
が
そ
ら
、
抱
あ
ち
ぇ
、
寝
ち
ぇ
っ
た
と
じ
ゃ
っ
た
け
り
ゃ
あ
。

「
あ
あ
、

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、

そ
が
あ
な
話
と
か
や
、
あ
の
う
、
い
つ
も
貧
乏
な
百
姓
の
話
ば
っ
か
い
じ
ぇ
ご
ざ
ん
す
と
や
な
あ
。
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
…
…
。

り
ん
げ
つ

こ
ん
ど
は
、
奥
さ
ん
が
臨
月
じ
ぇ
、
早
う
帰
っ
ち
ぇ
こ
い
、
と
い
う
便
り
が
ご
ざ
い
申
し
た
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
も
ど
っ
ち
ぇ
来
ょ
う
っ
た
い
ば
、

も
う
、
と
う
と
う
日
が
暮
れ
ち
ぇ
、
ま
っ
く
ら
じ
ぇ
、
帰
へ
ら
れ
ん
じ
ぃ
、
あ
の
う
、
な
ん
か
、
こ
っ
ち
の
人
は
、
タ
プ
の
木
ち
ぃ
申
す
や
な
あ
、

あ
の
う
、
太
か
こ
う
大
木
に
な
る
、
ほ
ん
と
う
は
何
と
い
う
木
か
存
じ
上
げ
ん
ば
っ
ち
ぇ
、

「
こ
け
ぇ
、
泊
っ
ち
ぇ
行
か
ん
ば
、
仕
方
が
な
っ
か
ら
」
と
思
う
ち
ぇ
、

「
ひ
と
晩
の
宿
を
、
貸
ぁ
ち
ぇ
お
く
ら
り
申
せ
」

と
頼
う
だ
い
ば
、
そ
し
ち
・
:
‘
頼
う
じ
ぇ
、
そ
け
ぇ
泊
っ
ち
ぇ
お
り
申
し
た
た
て
ー
や
。
そ
し
た
と
こ
い
が
、
あ
の
う
、
赤
ち
ゃ
ん
の
生
れ
た
時
、

す
ぐ
泣
く
声
を
ば
い
が
泣
き
ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
い
申
す
ち
ゅ
う
な
あ
。
そ
う
し
た
い
ば
そ
の
、
ほ
か
の
木
の
即
た
ち
が
そ
の
、

「
タ
プ
の
木
ど
ん
、
タ
プ
の
木
ど
ん
、
今
日
は
ど
こ
と
か
い
ろ
う
に
、
子
が
生
る
い
か
ら
い
が
泣
き
聞
き
ぃ
行
こ
う
や
ぁ
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
い
申
し
た
て
ー
や
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
あ
の
う
、

こ
ら
よ
か
話
を
買
う
ち
ょ
っ
た
」

い
う
ち
ぇ
゜
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「
お
ば
さ
ん
、
お
父
さ
ん
の
名
前
は
何
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」

「
わ
た
し
の
旧
姓
は
羽
生
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
か
ら
な
あ
。
伝
十
郎
ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
い
申
す
と
」

そ
の
ほ
か
、

「
ど
が
あ
な
言
う
た
か
よ
」

ち
ゅ
う
た
い
ば
、

「
今
日
は
、
お
客
さ
ん
が
居
い
か
ら
行
き
ゃ
あ
な
ら
ん
か
ら
、
お
ま
え
た
ち
ゃ
あ
、
行
た
ち
ぇ
、
聞
い
ち
ぇ
お
じ
ゃ
い
申
せ
。
帰
へ
り
ぃ
に
ゃ

あ
、
聞
か
せ
ち
ぇ
お
く
ら
り
申
せ
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
そ
ら
、
言
う
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
そ
う
な
ど
う
。
そ
し
た
と
こ
い
が
、
帰
へ
り
ぃ
な
ぁ
、

「
今
、
戻
り
ょ
う
ら
ぁ
よ
」

ち
ゅ
う
た
い
ば
、

「
七
ッ
か
わ
い
ろ
う
、
七
ッ
か
わ
い
ろ
う
」

ち
ゅ
う
た
ち
ゅ
う
ち
ぇ
゜

「
七
ッ
か
わ
い
ろ
う
、
ち
ゅ
う
た
時
ゃ
あ
、
な
っ
と
せ
ぇ
ば
よ
か
ろ
う
か
い
な
ぁ
」

と
い
う
た
と
こ
い
が
、
そ
ら
、
男
の
子
が
生
れ
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
か
ら
。
そ
し
た
と
こ
い
が
、

「
七
ツ
に
な
っ
た
と
き
、
川
の
ど
こ
と
か
い
ろ
う
の
淵
ぃ
、
そ
の
子
が
持
ち
き
る
い
だ
け
の
餅
を
、
か
る
わ
せ
ち
ぇ
や
れ
ば
、
そ
し
ち
ぇ
、
そ

の
餅
を
一
っ
―
つ
、
川
ン
神
様
ぁ
上
げ
申
す
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
川
ン
中
ぁ
、
投
げ
込
う
じ
ぇ
し
ま
え
ば
、
災
難
が
逃
れ
る
か
も
し
れ
ん
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
う
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
。
そ
う
し
た
い
ば
、
そ
の
人
は
、

「
こ
れ
は
、
わ
が
子
の
こ
と
を
ば
言
う
ち
ょ
る
と
じ
ゃ
け
る
。
よ
か
こ
と
を
ば
聞
い
た
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
の
こ
と
を
ば
、
ぎ
ゃ
ん
と
覚
え
ち
ょ
っ
ち
ぇ
、
七
ツ
ぃ
な
っ
た
と
き
、
そ
が
ん
し
ち
ぇ
や
っ
た
い
ば
、
そ
の
子
は
そ
の
、
川
ぁ

お
ぼ
れ
ち
ぇ
死
ぬ
い
こ
と
も
な
し
、
そ
も
そ
も
そ
の
時
の
そ
い
が
始
ま
り
じ
ぇ
、
今
頃
の
人
ぁ
そ
ら
、
三
オ
の
時
じ
ゃ
の
、
男
の
子
は
五
オ
じ
ゃ

の
、
女
の
子
は
七
オ
じ
ゃ
の
ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
い
申
す
か
ら
な
あ
、
そ
れ
の
、
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
ゃ
あ
、
そ
の
も
の
が
た
り
に
あ
る
と
じ
ゃ
、
ち

ゅ
ち
ぇ
い
い
申
す
と
や
。

い
ろ
い
ろ
聞
き
申
し
た
ば
っ
ち
ぇ
か
昔
の
こ
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
も
ん
じ
ゃ
か
ら
や
、
忘
れ
ち
ぇ
お
っ
た
り
し
申
す
が
や
。
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「
ど
ん
な
字
を
書
き
ま
す
か
」

「
で
ん
は
伝
え
る
。
十
と
。
そ
い
か
ら
郎
」

「
は
は
あ
、
い
つ
生
れ
で
す
か
」

「
え
ー
と
。
明
治
二
十
五
年
生
れ
で
ご
ざ
い
申
す
」

「
何
月
何
日
」

「
五
月
ち
ゅ
う
こ
と
は
覚
え
ち
ょ
り
申
す
ば
っ
ち
ぇ
、
何
日
ち
ゅ
う
事
ぁ
忘
れ
申
し
た
や
ち
ゃ
あ
」

「
奥
さ
ん
の
名
前
は
ヒ
サ
さ
ん
で
す
か
」

「
い
い
や
、
私
は
ス
ミ
ェ
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
」

「
は
い
、
ス
ミ
ェ
さ
ん
で
す
ね
。
ス
ミ
ェ
さ
ん
は
い
つ
お
生
れ
で
す
か
」

「
大
正
十
年
の
七
月
十
日
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
」

「
お
母
さ
ん
は
何
と
お
っ
し
ゃ
る
の
」

「
あ
の
う
、
チ
ョ
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
」

「
チ
ョ
さ
ん
。
チ
ョ
さ
ん
は
何
年
生
れ
で
す
か
」

「
三
十
年
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ど
ぉ
。
三
十
年
の
五
月
ち
ゅ
う
事
は
覚
え
ち
ぇ
お
り
申
す
ば
っ
ち
ぇ
な
あ
」

「
い
つ
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
、
伝
十
郎
さ
ん
は
。
地
炉
の
は
た
で
す
か
」

「
は
い
。
そ
け
ぇ
、
い
つ
も
。
こ
こ
の
人
は
ヒ
ー
シ
ゲ
ち
ぃ
申
し
た
と
な
あ
。
こ
ん
な
大
き
い
木
を
、
あ
の
う
、
燃
や
し
な
が
ら
、
そ
け
ぇ
、
私

は
七
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
女
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
か
ら
、
私
と
か
妹
と
か
、
七
つ
違
い
の
弟
が
お
り
申
す
か
ら
、
そ
の
弟
と
、
そ
の
下
ン
と
は
抱
ぁ

よ

ば

ん

ち
ぇ
聞
き
申
し
た
ば
っ
ち
ぇ
よ
。
も
う
そ
の
四
番
め
ん
と
に
な
れ
ば
、
私
よ
り
十
才
下
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
す
か
ら
、
そ
い
じ
ゃ
か
ら
、
そ
の
間
の
こ

お
め

と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
も
ん
じ
ゃ
か
ら
よ
、
や
っ
ぱ
り
、
今
ぁ
な
っ
ち
ぇ
み
れ
ば
、
書
き
と
め
ち
ぇ
お
れ
ば
よ
か
っ
た
な
あ
、
と
思
ぇ
申
す
ば
っ
ち

ぇ
よ
、
も
う
、
と
っ
ぴ
ょ
う
し
も
つ
き
申
さ
ん
な
よ
、
な
あ
こ
ら
。
ハ
ハ
ハ
…
…
」

「
え
え
、
よ
か
話
な
あ
。
い
く
つ
ぐ
ら
い
聞
き
申
し
た
。
全
部
で
。
何
種
類
ぐ
ら
い
。
五
十
は
聞
い
た
で
し
ょ
う
。
五
十
種
類
は
」

「
五
十
種
類
。
そ
ん
な
た
く
さ
ん
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
し
た
か
な
あ
。
あ
ん
ま
り
記
憶
に
ご
ざ
い
申
さ
ん
ば
っ
ち
ぇ
か
や
。
ま
あ
、
ど
う
っ
し
ぇ
も

二
十
か
三
十
か
は
聞
き
申
し
た
ど
う
、
な
あ
」
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「
は
あ
、
そ
ん
な
に
」

「
は
い
、
父
親
が
そ
ら
、
と
に
か
く
三
十
八
才
じ
ぇ
死
ん
じ
ぇ
そ
の
、
数
え
の
三
十
八
才
じ
ぇ
亡
く
な
り
申
し
た
ち
ゅ
う
か
ら
、
私
の
祖
父
は
。

そ
ん
と
き
、
数
え
の
十
三
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
し
た
ち
ゅ
う
か
ら
、
先
も
申
し
上
げ
た
通
り
、
そ
い
じ
ぇ
、
こ
ん
ど
数
え
の
十
五
オ
の
三
月
ち
ぃ
申
し

た
か
な
あ
、
そ
ん
と
き
、
そ
の
父
の
母
が
亡
く
な
り
申
し
ち
ぇ
、
そ
っ
し
ぇ
、
大
正
十
年
に
亡
く
な
っ
た
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
あ
の
う
、
書
ぁ
ち
ぇ
り

申
す
か
ら
、
そ
の
、
祖
父
に
連
れ
ら
れ
ち
ぇ
、
そ
の
う
、
な
ん
か
、
あ
の
う
、
娘
の
子
の
な
ん
か
嫁
ぎ
先
に
引
き
取
ら
れ
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
す

ち
ゅ
う
か
ら
、
そ
い
じ
ぇ
、
そ
の
子
も
、
こ
の
田
代
さ
な
ぁ
来
ち
ぇ
住
み
ぃ
う
っ
た
っ
ち
ぇ
か
ら
、
小
い
さ
か
ワ
ラ
葺
き
の
家
を
作
っ
ち
ぇ
も
ろ

う
ち
ぇ
、
別
居
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
し
た
て
ー
。
そ
の
祖
父
と
、
そ
の
妹
が
お
り
申
し
た
か
ら
、
そ
の
妹
と
祖
父
と
は
、
そ
の
お
ば
達
と
い
っ
し
ょ
に

住
ん
じ
ぇ
、
そ
い
じ
ゃ
か
ら
、
そ
が
ん
な
っ
ち
ぇ
か
ら
は
あ
ん
ま
り
じ
い
か
ら
は
、
話
は
聞
か
ん
じ
ゃ
っ
た
、
と
い
い
申
し
た
ど
う
」

「
つ
ま
り
伝
十
郎
さ
ん
は
、
じ
い
さ
ん
か
ら
聞
い
た
わ
け
」

「
は
い
」

「
伝
十
郎
さ
ん
の
お
父
さ
ん
か
ら
」

「
い
い
え
」

「
あ
の
、
お
母
さ
ん
の
嫁
ぎ
先
か
ら
」

「
そ
う
じ
ゃ
な
し
ぃ
。
自
分
の
。
女
の
子
ば
か
り
四
代
続
い
ち
ぇ
、
四
代
養
子
を
迎
え
申
し
た
、
た
て
ー
や
。
そ
っ
し
ぇ
そ
の
五
代
目
に
生
れ

た
と
が
う
ち
の
父
じ
ぇ
、
そ
の
祖
父
と
い
う
ひ
と
は
、
何
処
か
ら
か
ど
っ
か
下
中
か
じ
ぇ
あ
い
ご
と
ご
ざ
い
申
す
ど
ぉ
。
私
の
父
は
あ
の
、
八
幡

様
の
あ
っ
ち
ん
と
こ
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
し
た
か
ら
」

「
要
す
る
に
伝
十
郎
さ
ん
の
お
父
さ
ん
か
ら
聞
い
た
と
で
す
か
」

「
い
い
や
。
そ
ん
人
は
そ
の
、
先
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
父
親
が
数
え
の
十
三
オ
の
時
に
亡
く
な
り
申
し
た
か
ら
、
そ
い
じ
ゃ
か
ら
も
う
、
そ

が
ぁ
な
話
は
せ
ん
じ
ぃ
、
い
っ
つ
も
そ
の
四
代
養
子
を
し
ち
ぇ
、
五
代
目
に
生
れ
た
と
じ
ゃ
か
ら
、
そ
の
祖
父
に
あ
た
る
人
が
も
の
す
ご
く
可
愛

が
っ
ち
ぇ
、
そ
の
人
か
ら
聞
い
た
と
じ
ゃ
ご
と
ご
ざ
い
申
す
ど
ぉ
」

「
祖
父
に
あ
た
る
人
」

「
は
い
」

「
祖
父
と
い
う
の
は
」
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「
な
る
ほ
ど
。
箕
所
は
お
母
さ
ん
が
嫁
い
で
き
た
と
こ
ろ
」

「
い
い
や
。
父
親
が
慎
所
生
れ
じ
ぇ
ご
さ
い
申
す
と
」

「
お
父
さ
ん
が
箕
所
の
人
」

「
は
い
。
私
の
母
親
は
、
あ
の
う
な
ん
か
、
上
中
の

Ttさ
な
ぁ
行
く
と
酢
ぇ
、
涜
即
ち
ゅ
う
所
が
ご
ざ
り
申
す
か
ら
な
ぁ
。
あ
す
こ
か
ら
嫁
い
じ

ぇ
来
た
人
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
か
ら
」

「
員
所
の
じ
ぃ
さ
ん
か
ら
聞
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
、
お
父
さ
ん
は
」

あ
が

「
は
い
。
そ
い
じ
ぇ
、
い
っ
つ
も
、
私
た
ち
の
学
校
に
も
上
ら
ん
小
さ
い
頃
は
、
あ
の
う
八
幡
様
の
お
祭
り
が
あ
る
ち
ゅ
え
ば
参
詣
に
行
か
ん

ば
じ
ゃ
、
今
日
は
お
田
植
じ
ゃ
ま
た
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
う
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
学
校
に
上
が
る
ま
じ
ゃ
あ
、
い
っ
つ
も
、
私
ゃ
あ
、
つ
い
ち
ぇ
行
き

申
し
た
と
。
そ
い
じ
ぇ
あ
の
。
」

「
そ
う
で
す
か
ぁ
」

「
は
い
。
そ
い
じ
ぇ
、
あ
の
、
太
鼓
を
た
た
く
時
ガ
マ
オ
イ
ジ
ョ
ウ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
う
も
ん
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
聞
い
ち
ぇ
お
り
申
し
た
と
。
太

鼓
を
た
た
き
な
が
ら
、
苗
か
ぎ
り
と
い
う
と
き
に
は
、
踏
ん
込
み
踏
ん
込
み
植
え
ち
ぇ
、
と
い
う
ち
ぇ
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
ば
か
り
覚
え
ち
ぇ
り
申

す
と
。
」

「
や
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
い
い
え
、
な
ん
も
、
恥
か
し
い
こ
っ
ち
ぇ
ご
ざ
り
申
す
。
も
う
何
も
存
じ
上
げ
申
さ
ん
じ
ぃ
」

「
い
え
い
え
、
も
う
。
良
い
話
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
い
じ
ゃ
あ
、
ち
ょ
っ
と
ど
う
も
。
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
」

（
二
）
、
人
柱
の
話

と
に
か
く
、
そ
の
、
な
ん
か
、
あ
る
狩
り
を
せ
ら
る
人
が
、
そ
の
前
に
そ
の
、
口
い
れ
み
ち
を
ど
う
い
う
わ
け
か
、
ち
ゅ
ち
ぇ
い
え
ば
な
ぁ
、
そ

の
堤
防
が
く
ず
れ
た
と
か
、
井
堰
が
く
ず
れ
た
と
か
し
り
申
さ
ん
ば
っ
ち
ぇ
、
雨
期
ぃ
な
れ
ば
そ
の
毎
年
く
ず
る
っ
と
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
し
た
と
や
。

「
は
い
」

「
父
親
じ
ゃ
あ
な
し
ぃ
、
母
親
の
父
」

「
あ
、
箕
所
の
」
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「
な
る
ほ
ど
、
え
ー
」

そ
っ
し
ぇ
も
う
、
こ
が
ん
ま
じ
ぇ
し
ち
ゃ
あ
も
う
、
昔
ゃ
ぁ
貧
乏
な
人
が
多
ご
ざ
い
申
し
た
ち
ゅ
う
か
ら
、
「
人
柱
を
立
て
ん
ば
も
て
ん
と
じ
ゃ
な

か
っ
か
」
、
と
い
う
話
合
に
な
り
申
し
た
と
や
。
そ
し
た
い
ば
、

「
そ
い
じ
ゃ
あ
、
私
こ
そ
は
」
ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
う
う
人
が
お
ら
ん
じ
ゃ
っ
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
ど
ぉ
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
そ
の
、
さ

っ
き
い
う
た
そ
の
、
娘
の
父
親
が
な
あ
、
こ
の
元
ゆ
い
を
七
巻
き
、
巻
ぃ
ち
ょ
い
人
が
、
な
っ
て
ぇ
し
よ
う
ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
い
出
し
た
と
じ
ご
ざ

い
申
す
て
ー
や
。
ず
う
っ
と
調
べ
ち
ぇ
来
た
い
ば
、
ほ
か
ぁ
に
ゃ
あ
一
人
も
お
ら
ん
じ
ぃ
、
言
い
出
し
た
張
本
人
が
そ
の
、
ほ
ら
、
七
巻
き
巻
ぃ

ち
ぇ
り
申
し
た
て
ー
や
。

そ
い
じ
ぇ
、
と
う
と
う
そ
ら
、
お
父
さ
ん
は
人
柱
ぁ
な
っ
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
か
ら
。
そ
っ
し
ぇ
、
婚
期
が
来
ち
ぇ
、
嫁
ぇ
行
た
ち
ぇ

も
絶
対
よ
け
い
な
事
は
語
ら
ん
嫁
じ
ゃ
っ
ち
ぇ
、

「
な
し
か
あ
、
こ
の
嫁
は
こ
が
ん
あ
ん
ど
う
か
、
ま
あ
、
他
の
こ
と
は
申
し
分
の
な
か
よ
か
嫁
じ
ゃ
が
」

と
思
う
ち
ょ
り
申
し
た
と
や
。

と
も

そ
っ
し
ぇ
、
た
ま
た
ま
そ
の
、
ど
う
い
う
理
由
じ
ゃ
っ
た
か
、
狩
り
の
伴
を
し
た
と
き
な
ぁ
、
そ
の
雉
子
が
鳴
い
た
と
き
も
う
、
上
手
じ
ぇ
ご

ざ
い
申
し
た
も
ね
ー
や
。
そ
ん
、
あ
っ
ち
じ
ゃ
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
を
ば
射
た
と
こ
い
が
そ
の
、
一
発
じ
ぇ
そ
の
し
と
め
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申

す
て
ー
や
、
そ
ら
。

飛
び
た
っ
ち
ぇ
行
く
と
こ
ろ
を
ば
、
打
つ
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
か
ら
な
あ
。
そ
し
た
と
こ
い
が
、
さ
っ
き
い
う
た
そ
の
、

口
ゆ
え
に
父
は
な
が
ら
の
人
柱
、

雉
子
も
鳴
か
ね
ば
打
た
れ
ぬ
も
の
を

と
、
こ
う
歌
う
た
と
じ
ゃ
ち
ゅ
う
と
、
そ
い
じ
ゃ
か
ら
、
女
と
い
う
も
の
は
、
ひ
と
口
じ
ゃ
な
し
ぃ
、
片
口
し
か
し
ゃ
べ
ら
ん
も
ん
じ
ゃ
、
ち
ゅ

ち
ぇ
、
そ
ん
と
き
父
親
が
そ
ん
た
あ
も
う
、
四
、
五
年
生
ま
じ
ぇ
言
い
申
し
た
な
あ
。

「
そ
の
歌
は
何
と
い
う
歌
で
し
た
か
な
あ
」

口
ゆ
え
に
父
は
な
が
ら
の
人
柱

雉
子
も
鳴
か
ね
ば
打
た
れ
ぬ
も
の
を

ち
ゅ
う
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
ど
う
。
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「
ミ
で
す
か
」

あ
の
、
妊
娠
し
た
女
を
ば
な
あ
、
亡
く
な
っ
た
か
ら
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
の
ま
ま
そ
の
土
葬
、
昔
は
土
葬
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
し
た
ろ
う
か
ら
。
土
葬

に
し
ち
ぇ
し
ま
え
ば
な
あ
、
そ
い
が
そ
の
、
ヌ
レ
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
ち
ゅ
う
も
ね
ぇ
な
っ
ち
ぇ
出
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
そ
っ
し
ぇ
そ
ん
と
は
、
そ
の
、
い
つ

で
も
そ
の
、
赤
ン
坊
を
抱
あ
ち
ぇ
、
出
ち
ぇ
く
い
た
て
ー
や
。

そ
い
じ
ぇ
、
あ
の
う
、
後
ろ
か
ら
も
の
を
言
い
か
く
っ
と
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
す
て
ー
や
。
そ
い
じ
ぇ
、

「
こ
の
子
を
い
っ
と
き
抱
あ
ち
ぇ
っ
ち
ぇ
く
れ
ん
ど
う
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
、
抱
か
さ
る
れ
ば
、
だ
ん
だ
ん
、
だ
ん
だ
ん
重
と
う
な
っ
ち
ぇ
き
申
す
た
て
ー
や
。
そ
っ
し
ぇ
、
そ
の
あ
い
だ
に
、
そ

の
、
私
が
身
軽
に
な
っ
た
間
に
、
三
千
世
界
を
廻
っ
ち
ぇ
く
い
か
ら
、
す
ぐ
じ
ゃ
か
ら
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
抱
さ
る
い
た
て
ー
。
後
か
ら
来
ち
ぇ
、
抱

か
さ
る
い
た
て
ー
や
。

そ
っ
し
ぇ
、

そ
ん
と
き
、
あ
の
う
、
知
ら
ん
じ
ぃ
後
生
大
事
に
、
そ
れ
を
抱
っ
こ
し
ち
ぇ
れ
ば
、
も
う
い
つ
ま
じ
ぇ
た
っ
ち
ぇ
も
戻
っ
ち
ぇ
来

申
さ
ん
ち
ゅ
う
か
ら
、
そ
の
お
尻
を
つ
ね
っ
ち
ぇ
、
泣
か
せ
ー
ば
、
そ
う
し
ぇ
ー
ば
、
あ
わ
て
ち
ぇ
そ
の
、
戻
っ
ち
ぇ
来
っ
と
じ
ゃ
ち
ゅ
う
、
と
。

そ
う
し
ぇ
ー
ば
な
あ
、
そ
い
じ
ぇ
そ
の
、
昔
の
あ
の
、
今
は
ト
ウ
ミ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
す
っ
と
が
あ
り
申
す
か
ら
な
あ
ら
、
あ
が
ん
と
を
せ
ん
じ

ぃ
、
あ
の
う
な
ん
か
、
豆
な
ん
か
を
ば
、
こ
う
っ
し
ぇ
す
っ
と
が
あ
り
申
し
た
が
、
あ
ん
た
あ
、
何
ち
ゅ
う
た
っ
た
か
な
あ
、
お
父
ち
ゃ
ん
、

（
三
）
ヨ
コ
ザ
に
鎌
を
持
っ
て
入
ら
な
い
ヮ
ヶ

あ
、
そ
う
じ
ゃ
、
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「
は
い
、
そ
い
じ
ぇ
、
そ
ん
と
き
ゃ
あ
、
小
っ
か
と
き
ゃ
あ
何
ち
ゅ
う
こ
と
か
あ
ん
ま
り
分
ら
ん
じ
ぃ
、
人
柱
ち
ゅ
う
は
、
ど
が
ん
と
か
な
あ
、

人
間
の
ま
さ
か
生
き
埋
め
ぇ
、
埋
め
た
と
じ
ゃ
あ
な
か
と
じ
ゃ
ろ
う
が
と
思
う
ち
ぇ
、
小
学
校
に
上
が
る
前
廓
ぇ
な
っ
ち
ぇ
聞
い
た
い
ば
、

「
人
柱
と
は
、
生
き
埋
め
に
さ
れ
た
と
じ
ゃ
ち
ゅ
う
」
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
、
昔
の
人
は
平
気
じ
ぇ
や
っ
た
と
じ
ゃ
ろ
う
か
。
人
の
命
な
ん

か
何
と
も
思
わ
ん
じ
ゃ
っ
た
と
か
な
あ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
思
う
た
も
ん
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
と
。

「
こ
れ
は
誰
か
ら
聞
い
た
話
で
す
か
」

「
そ
ん
た
あ
父
親
か
ら
聞
い
た
ば
っ
ち
ぇ
、
お
そ
ら
く
、
父
は
祖
父
に
聞
い
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
こ
て
ー
な
あ
」

「
は
は
あ
。
ま
た
次
の
話
を
ひ
と
つ
」
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「
そ
い
だ
け
の
話
で
す
ね
」

た
か
ら
な
あ
、

「
は
い
ミ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
こ
う
っ
し
ぇ
す
っ
と
が
ご
ざ
い
申
し
た
ど
う
が
い
。
そ
い
の
中
あ
、
あ
の
、
そ
い
こ
そ
も
う
、
も
の
す
ご
く
研
い
だ

鎌
を
ば
な
あ
、
入
れ
ち
ぇ
、
持
っ
ち
ぇ
行
っ
ち
ぇ
そ
の
、
た
ち
割
っ
ち
ぇ
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
は
別
に
葬
む
っ
ち
ぇ
せ
ん
ば
、
ヌ
レ
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ

に
な
っ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
ん
、
そ
が
ん
す
い
も
ん
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
ち
ぇ
。
そ
っ
し
ぇ
、
こ
の
奥
の
こ
の
寝
室
は
ヨ
コ
ザ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
い
申
し

そ
け
ぇ
に
ゃ
あ
、
鎌
は
絶
対
に
持
っ
ち
ぇ
入
ら
ん
も
ん
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
が
ん
い
う
ち
ぇ
あ
の
う
言
う
ち
ぇ
聞
か
せ
申
し

た
と
。
父
親
が
。

（
四
）
鬼
子

(
1
)

「
お
ば
さ
ん
、
歯
が
生
え
た
何
で
す
か
」

歯
が
生
え
た
子
供
が
生
ま
る
い
場
合
が
ご
ざ
い
申
す
た
ち
ゅ
う
か
ら
。
そ
ん
と
は
鬼
子
と
い
う
ち
ぇ
、
そ
の
、
な
ん
か
禍
の
、
そ
の
、

に
、
悪
魔
じ
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
う
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
、
そ
ん
と
を
育
て
ち
ゃ
あ
い
け
ん
と
じ
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
殺
し
ち
ぇ
、
墓
あ
埋
め
ち
ぇ
し
も

う
た
と
じ
ゃ
ち
ゅ
う
、
ち
ゅ
ち
ぇ
や
。

そ
ん
た
あ
、
な
っ
と
し
ち
ぇ
殺
し
た
と
か
、
首
を
し
め
た
と
か
、
ど
う
し
た
と
か
、

「
は
い
」

「
こ
れ
は
誰
か
ら
聞
き
ま
し
た
か
」

「
そ
ん
と
も
や
っ
ぱ
り
、
母
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
し
た
ど
う
、
な
あ
」

そ
う
い
う
こ
た
あ
聞
い
ち
ゃ
あ
お
り
申
さ
ん
ば
っ
ち
ぇ
゜

（
五
）
、
鬼
子

(
2
)

こ
の
子
ど
も
が
、
母
の
い
と
こ
の
子
供
が
よ
、
三
オ
に
な
っ
ち
ぇ
も
歯
が
生
え
ち
ぇ
来
申
さ
ん
じ
ぃ
な
あ
。

な
っ
と
し
た
た
ろ
う
か
。
腹
ン
中
か
ら
歯
が
生
え
た
ち
ゅ
う
話
は
、
だ
い
て
ー
ろ
ー
さ
ん
の
、
そ
の
、
ば
あ
さ
ん
が
生
ん
だ
子
は
、
そ
の
、
歯

が
生
え
ち
ょ
っ
た
ち
ゅ
う
が
、
生
れ
た
時
か
ら
や
、
そ
い
じ
ぇ
か
、
あ
の
姑
女
さ
ん
が
殺
し
ち
ぇ
、
あ
の
う
、
あ
が
ん
し
ち
ぇ
し
た
と
じ
ゃ
ち
ゅ

う
が
、
こ
の
吋
は
、
な
っ
せ
三
オ
に
な
っ
ち
ぇ
も
、
何
の
即
を
か
ぶ
っ
ち
ぇ
歯
が
生
ぅ
ら
ん
た
ろ
う
か
、
ち
ゅ
ち
ぇ
、
歯
が
生
ぇ
ち
ぇ
ち
ゅ
わ
ん

じ
ぃ
、
歯
が
生
う
ら
ん
ち
ゅ
ち
ぇ
い
う
も
ん
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
し
た
か
ら
、
こ
っ
ち
の
人
は
な
あ
。
歯
が
生
ぅ
ら
ん
と
じ
ゃ
ろ
う
か
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ

こ
の
家
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ん
と
き
初
め
ち
ぇ
、
あ
た
し
は
、
え
え
、
そ
が
ん
子
も
生
ま
る
っ
た
け
り
ゃ
あ
な
あ
、
そ
が
ん
た
あ
、
歯
が
生
え
ち
ょ
る
ば
か
り
い
、
な
っ
と
し

ち
ぇ
、
そ
が
ん
子
を
殺
さ
ん
ば
い
け
ん
た
ろ
う
か
い
、
そ
が
ん
か
わ
い
か
子
供
を
ば
、
ち
ゅ
ち
ぇ
思
い
申
し
た
か
ら
。

（
六
）
猿
聟
の
話

貧
乏
な
百
姓
が
お
り
申
し
ち
ぇ
な
あ
、
そ
っ
し
ぇ
、
も
う
、
つ
れ
あ
い
は
居
ら
れ
ん
と
じ
ゃ
っ
た
ご
と
ご
ざ
い
申
す
ど
う
。
そ
っ
し
ぇ
、
そ
の

娘
三
人
を
、
種
子
島
ン
人
あ
、
あ
の
う
、
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
と
は
い
わ
ん
じ
ぃ
、
よ
か
よ
め
じ
ょ
う
じ
ゃ
け
ら
あ
と
い
い
申
し
た
か
ら
。

三
人
共
に
、
ど
っ
ち
が
そ
の
、
あ
の
う
、
今
の
例
え
な
れ
ば
、
あ
の
う
、
あ
や
め
か
か
き
つ
ば
た
、
ち
ゅ
う
よ
う
な
、
そ
の
き
れ
い
な
娘
さ
ん

達
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
し
た
た
て
ー
や
。

そ
し
た
と
こ
い
が
そ
の
、
貧
乏
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
そ
の
、
く
る
日
も
く
る
日
も
開
墾
に
一
人
行
た
ち
ぇ
、
娘
達
を
つ
れ
ち
ぇ

行
た
ち
ぇ
も
い
っ
こ
う
、
役
に
た
ち
申
さ
ん
た
て
ー
や
ほ
ら
。

そ
っ
し
ぇ
、
た
ま
た
ま
、
あ
ん
ま
り
た
い
そ
う
か
っ
た
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
太
か
木
の
根
っ
こ
を
そ
の
、
お
こ
す
時
な
あ
、

「
だ
い
か
（
誰
か
）
ま
あ
、
こ
り
ょ
う
手
伝
う
ち
ぇ
く
る
い
人
が
お
れ
ば
、
娘
を
三
人
持
っ
ち
ぇ
い
か
ら
、
一
人
を
く
る
い
も
の
を
。
だ
い
か

居
ら
ん
か
ど
う
か
」

と
独
り
言
を
い
う
た
い
ば
、
そ
し
た
と
こ
い
が
、

「
も
し
も
し
」

「
今
何
ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
う
た
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
の
猿
が
言
い
申
し
た
た
て
ー
や
そ
ら
。
あ
ん
ま
り
、
木
の
根
っ
こ
を
も
う
、
今
日
じ
ぇ
三
日
か
か
っ
た
ち
ゅ
う
ち
ぇ
。
そ
い
じ

ぇ
も
、
も
う
、
な
か
な
か
お
こ
さ
れ
ん
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、

「
こ
の
木
の
根
っ
こ
を
、
こ
や
あ
ち
ぇ
く
れ
ぇ
ば
、
娘
を
ば
、
あ
の
う
、
く
る
い
も
の
を
」

と
、
今
い
う
た
と
こ
い
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
た
い
ば
、

「
み
や
す
い
御
用
じ
ゃ
、

ち
ゅ
う
ち
ぇ
も
、

ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
う
て
く
る
人
が
お
る
か
ら
、

こ
っ
し
ぇ
振
り
返
っ
ち
ぇ
み
た
い
ば
、
大
き
な
猿
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
し
た
た
て
ー
や
。

そ
い
じ
ゃ
あ
、
す
ぐ
こ
や
す
か
ら
、
く
れ
ぇ
」
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と
思
う
ち
ぇ
、

「
う
ん
、
そ
い
じ
ゃ
あ
、

た
の
む
か
ら
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
自
分
な
だ
ま
っ
ち
ぇ
、
坐
っ
ち
ぇ
見
ち
ょ
り
申
し
た
た
て
ー
や
。
そ
し
た
ら
も
う
、
ま
た
た
く
ま
に
こ
や
し
ち
ぇ
し
も
う
ち
ぇ
、

「
じ
ゃ
あ
、
明
日
つ
れ
か
ぁ
来
る
か
ら
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
戻
り
申
し
た
た
て
ー
や
。
そ
の
猿
と
別
れ
申
し
た
た
て
ー
や
そ
ら
。

「
ど
う
し
ょ
う
か
、
ま
あ
、
あ
の
や
っ
と
約
束
を
し
た
が
、
簡
単
に
掘
り
起
し
ち
ぇ
く
る
っ
た
あ
思
わ
ん
じ
ゃ
っ
た
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
あ
が
ん

こ
と
を
言
う
ち
ぇ
じ
ゃ
っ
た
が
」

と
思
う
ち
ぇ
、
も
う
、
晩
ご
は
ん
も
、
お
茶
も
の
ど
を
通
っ
ち
ぇ
行
き
申
さ
ん
じ
ぃ
、

ち
が
、

そ
っ
し
ぇ
、
し
ょ
げ
ち
ょ
っ
た
と
こ
ろ
が
、

「
な
っ
し
ぇ
、
疲
れ
ち
ょ
っ
て
ー
、
お
茶
も
呑
ま
ん
じ
ぃ
、
あ
の
う
、
ご
は
ん
も
食
べ
ん
と
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
あ
の
う
、
聞
き
申
し
た
い
ば
、

「
実
は
、
か
く
か
く
、
し
か
じ
か
の
約
束
を
し
ち
ぇ
来
た
も
ん
じ
ゃ
か
ら
」

と
い
う
た
と
こ
い
が
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
、
長
女
が
先
ず
怒
り
だ
し
申
し
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
、

「
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
猿
の
妹
な
ん
か
あ
行
く
人
が
、
ど
け
ー
お
い
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
も
う
、

「
な
ん
の
、
こ
の
猿
が
こ
さ
る
い
も
ん
か
」

そ
の
、
娘
た

「
も
う
絶
対
わ
た
し
ゃ
あ
、
行
か
ん
」

ち
ゅ
う
た
い
ば
、
次
女
も

「
わ
た
し
も
絶
対
行
か
ん
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
い
申
し
た
と
こ
ろ
が
、
末
っ
こ
の
妹
が
、
や
さ
し
か
妹
じ
ぇ
、
ま
あ
、
父
親
が
か
わ
い
そ
う
に
な
り
申
し
た
も
ね
ぇ
な
あ
そ
ら
、

「
じ
ゃ
あ
、
姉
た
ち
が
行
か
ん
と
言
う
時
ゃ
あ
、
わ
た
し
が
行
く
ば
っ
ち
ぇ
、
欲
し
か
も
ん
が
―
つ
あ
る
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
い
申
し
た
た
て
ー
や
。
そ
っ
し
ぇ
そ
ん
、

「
家
に
あ
る
も
ん
な
れ
ば
な
あ
、
何
じ
ぇ
も
持
っ
ち
ぇ
行
た
ち
ぇ
よ
か
」
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「
そ
け
ぇ
、
坐
っ
ち
ぇ
る
か
め
が
欲
し
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
い
申
し
た
た
ち
ゅ
う
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、

や
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
そ
の
、

言
い
申
す
た
て
ー
や
、
そ
の
娘
が
。

そ
し
た
い
ば
、
猿
ど
ん
な
、
嫁
ど
ん
が
言
わ
い
こ
と
じ
ゃ
か
ら
と
思
う
ち
ぇ
、
そ
こ
を
行
き
ょ
う
っ
た
い
ば
、
途
中
じ
ぇ
そ
の
、
丸
太
を
一
本

渡
し
た
だ
け
の
谷
川
が
あ
っ
と
こ
い
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
し
た
ち
ゅ
う
か
ら
、
く
る
っ
と
、
か
え
し
申
し
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
ど
お
。
そ
し

た
と
こ
が
そ
の
、
下
さ
な
あ
落
ち
た
い
ば
、
水
が
、
か
め
ん
中
さ
な
あ
、
ゴ
ボ
ッ
っ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
は
い
っ
ち
ぇ
し
ま
あ
申
し
た
か
ら
、
沈
ん
じ

ぇ
行
き
申
す
た
て
ー
や
。

そ
い
じ
ぇ
そ
の
沈
う
じ
ぇ
行
く
時
ぃ
な
あ
、
そ
の
娘
が
、

猿
さ
む
ら
い
は
流
れ
て
行
く
が
、

あ
と
に
残
り
し
姫
は
悲
し
い
、

ち
ゅ
ち
ぇ
そ
の
歌
う
た
い
ば
、
そ
し
た
い
ば
、
猿
も
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
ち
ぇ
、
猿
も
な
あ
、
そ
い
じ
ぇ
、
手
を
振
っ
ち
ぇ
合
図
を
し
ち
ぇ
沈
う

じ
ぇ
行
た
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
家
さ
な
あ
戻
っ
ち
ぇ
、
親
子
四
人
じ
ぇ
、
仲
良
か
生
活
を
せ
ら
っ
た
た
ち
ゅ
う
わ
い
、
そ
い
じ
ぇ
お
し
ま
い
、
ち
ゅ

う
ち
ぇ
、
ハ
ハ
ハ
…
…
、
そ
が
ん
い
う
話
を
聞
い
た
と
を
、
思
い
出
し
申
し
た
。
そ
い
か
ら
、

ば
っ
ち
ぇ
、
そ
ん
た
あ
も
う
忘
れ
申
し
た
。

「
こ
ら
よ
か
話
で
す
な
あ
」

（
七
）
蛇
の
嫁

そ
の
人
も
―
―
一
人
娘
だ
け
じ
ぇ
、
お
る
人
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
し
た
て
ー
そ
ら
。

そ
し
た
い
ば
そ
の
年
、
大
か
ん
ば
つ
じ
ぇ
、
田
が
興
白
う
ひ
び
割
れ
ち
ぇ
し
ま
あ
申
し
ち
ぇ
、
行
た
ち
ぇ
も
無
駄
じ
ゃ
た
あ
思
う
ち
ぇ
も
、
も

「
一
体
、
何
が
欲
し
か
と
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
う
た
い
ば
、

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、

そ
い
じ
ぇ
、

こ
ん
だ
あ
そ
の
、
何
日
か
、
約
束
の
日
が
来
た
い
ば
、
迎
え
に
来
申
し
た
た
て
ー

こ
っ
ち
の
よ
か
道
さ
な
あ
行
か
ん
じ
ぃ
、
こ
の
悪
か
方
の
道
さ
な
あ
、
こ
っ
ち
さ
な
あ
行
こ
う
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ

ヘ
ビ
の
何
と
か
ち
ゅ
う
と
も
聞
い
ち
ょ
り
申
し
た
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う
気
ぃ
か
か
っ
ち
ぇ
仕
様
の
な
か
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
も
う
い
つ
も
い
つ
も
そ
の
、
田
ん
ぼ
を
見
か
あ
行
き
ょ
う
っ
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
て
ー
や
。

そ
し
た
と
こ
い
が
、
あ
の
う
、
こ
ん
だ
あ
も
う
、
よ
じ
れ
た
ご
と
な
っ
ち
ぇ
っ
た
葉
っ
ぱ
が
、
褐
色
に
そ
ら
変
色
し
て
来
申
し
た
た
ち
ゅ
う
。
そ

し
た
と
こ
い
が
、

「
こ
の
田
が
、
米
が
一
粒
も
と
れ
ん
ご
と
な
れ
ば
、
あ
の
娘
達
は
、
も
う
飢
え
死
に
ょ
う
さ
す
い
よ
り
仕
方
が
無
か
な
あ
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
独
り
言
を
言
い
申
し
た
た
て
ー
や
。

そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
小
い
さ
か
、
短
か
か
一
尺
位
の
ヘ
ビ
が
出
ち
ぇ
き
ち
ぇ
、

「
こ
の
田
あ
、
水
が
か
か
ら
ん
ば
、
飢
え
死
に
す
っ
ち
ゅ
う
は
、
な
っ
ち
ゅ
う
こ
と
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、

「
別
に
田
ん
ぼ
を
持
っ
ち
ょ
ら
ん
と
じ
ゃ
。
じ
ゃ
か
ら
、
三
人
の
娘
と
自
分
な
も
う
、
飢
え
死
に
す
る
よ
り
仕
方
が
な
か
」

と
い
う
ち
ぇ
い
う
た
い
ば
、

「
そ
の
娘
を
ば
、
あ
の
、

れ
ん
か
」

で

（

お

め

ち
ゅ
う
た
い
ば
、
ま
さ
か
そ
う
い
う
こ
と
が
出
来
い
筈
が
な
か
、
と
思
ぇ
申
し
た
ろ
う
か
ら
な
あ
、
そ
い
じ
ぇ
、

「
そ
い
じ
ゃ
あ
、
喜
う
じ
ぇ
上
げ
申
す
か
ら
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
戻
っ
ち
ぇ
、
明
日
ぁ
行
た
ち
ぇ
見
た
れ
ば
、
た
ん
ぼ
は
青
々
と
な
っ
ち
ぇ
、
水
が
い
っ
ぱ
い
た
ま
っ
ち
ぇ
お
り
申
し
た
た
て
ー
や
。

そ
し
た
い
ば
も
う
、
「
約
束
じ
ゃ
」
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
早
速
、
娘
を
も
ら
い
に
あ
が
り
申
し
た
た
ち
ゅ
う
な
あ
。
そ
ん
時
も
も
う
、
長
女
の
人
も
、

次
女
の
人
も
、
「
行
か
ん
」
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
あ
の
、

「
蛇
の
嫁
に
な
っ
た
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
聞
い
た
こ
と
も
な
か
。
そ
が
ん
約
束
を
、
す
っ
ち
ゅ
う
が
あ
い
も
ん
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
も
う
、
怒
っ
ち
ぇ
、
ど
っ
か
逃
げ
ち
ぇ
し
も
う
ち
ぇ
、
そ
う
し
た
い
ば
末
っ
子
が
、
約
束
じ
ゃ
か
ら
ち
ゅ
う
ち
ぇ
゜

そ
う
し
た
い
ば
、
と
う
と
う
ヘ
ビ
が
連
れ
か
あ
来
ち
ぇ
、
そ
っ
し
ぇ
、
つ
い
ち
ぇ
行
き
ょ
う
っ
た
い
ば
、
そ
の
、
野
を
越
え
山
を
越
え
し
ち
ぇ
、

ず
う
っ
と
奥
に
入
っ
た
と
こ
ろ
が
、
き
れ
い
な
お
城
が
見
え
ち
ぇ
来
申
し
た
た
て
ー
や
。
そ
っ
し
ぇ
、

「
あ
す
こ
は
、
何
ち
ゅ
う
と
こ
い
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
聞
い
た
い
ば
、

一
人
く
れ
ぇ
ば
、
そ
う
し
ぇ
ー
ば
、
あ
の
、
明
日
の
朝
来
ち
ぇ
見
れ
ば
、
稲
は
、
も
と
の
ご
と
な
あ
ち
ぇ
お
く
が
、
く
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「
何
ち
ゅ
う
と
こ
ろ
と
い
う
ち
ぇ
な
あ
」

と
い
う
ち
ぇ
、

そ
の
、
詳
し
か
こ
た
あ
、
言
う
ち
ぇ
聞
か
せ
申
さ
ん
じ
ぃ
、
そ
し
た
い
ば
、
そ
の
門
さ
な
あ
入
っ
ち
ぇ
、
そ
の
家
さ
な
あ
、
さ
っ

さ
は
い
っ
ち
ぇ
行
き
申
す
た
て
ー
や
。
そ
っ
し
ぇ
、

「
な
ん
か
、
親
せ
き
か
な
ん
か
の
所
か
な
あ
」

と
思
う
ち
ぇ
り
申
し
た
い
ば
、
そ
こ
が
そ
の
ヘ
ビ
の
お
屋
敷
じ
ぇ
、
そ
う
し
た
い
ば
、
こ
ん
だ
あ
そ
の
家
に
は
い
っ
た
と
た
ん
に
立
派
な
若
者
に

な
っ
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
、
そ
こ
じ
ぇ
そ
の
、
し
あ
わ
せ
な
生
活
を
、
金
銀
サ
ン
ゴ
、
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
お
部
屋
も
あ
っ
ち
ぇ
、
よ
か
生
活
を
せ

ら
っ
た
げ
な
げ
な
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
聞
き
申
し
た
ど
う
。
ハ
ハ
ハ
…
…
…
。

「
や
あ
、
い
い
話
で
す
ね
ぇ
、
色
々
知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
」

「
毎
日
聞
い
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
り
申
す
ば
っ
ち
ぇ
、
も
う
忘
れ
ち
ぇ
」

（八）
「
モ
グ
ラ
や
ア
リ
や
タ
カ
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
話
は
知
り
ま
せ
ん
か
」

「
あ
あ
、
か
ら
す
と
夕
カ
が
、
カ
ラ
ス
と
夕
カ
は
も
と
も
と
興
白
い
鳥
で
、
空
を
飛
ん
じ
ぇ
っ
時
ゃ
あ
、
カ
ラ
ス
が
飛
ん
じ
ぇ
っ
と
か
、
タ
カ

が
飛
ん
じ
ぇ
っ
と
か
分
ら
ん
よ
う
な
ち
ゅ
う
こ
と
を
ば
聞
き
申
し
た
ば
っ
ち
ぇ
。
そ
し
た
い
ば
、
そ
ん
と
は
そ
の
見
分
け
が
つ
か
ん
か
ら
な
あ
、
ニ

人
は
、
二
人
じ
ゃ
あ
な
か
二
羽
は
。
そ
の
、
た
ま
た
ま
、
な
っ
し
ぇ
二
羽
、
そ
が
ん
し
ち
ぇ
し
た
た
ろ
う
か
ち
ゅ
う
た
い
ば
、

「
話
ゃ
あ
聞
い
ち
ぇ
け
」
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、

「
カ
ラ
ス
と
は
け
ん
か
こ
そ
す
れ
、
仲
良
う
す
る
筈
が
な
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
わ
た
し
が
い
う
た
い
ば
、

あ
の
う
、

カ
ラ
ス
と
タ
カ

「
だ
ま
っ
ち
ぇ
っ
ち
ぇ
聞
け
」

ち
ゅ
う
か
ら
、
聞
い
ち
ょ
り
申
し
た
い
ば
、
箕
白
う
し
ち
ぇ
見
分
け
が
つ
か
ん
か
ら
、
あ
の
う
、
お
互
い
様
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
い
い
を
し
ち
ぇ
ち
ゅ

、
、

ち
ぇ
言
い
申
す
か
ら
な
あ
ら
、
そ
の
い
い
を
し
ち
ぇ
、
ち
ょ
っ
と
染
む
っ
て
ぇ
し
ょ
う
ち
ゅ
う
と
こ
れ
ぇ
な
り
申
し
た
て
ー
や
そ
ら
。

そ
し
た
と
こ
い
が
、
夕
カ
は
黄
色
い
え
の
ぐ
ち
い
い
申
し
た
ば
っ
ち
ぇ
、
黄
色
じ
ゃ
あ
ご
ざ
い
申
さ
ん
ど
う
な
あ
。
そ
り
ょ
う
ば
準
備
し
ち
ぇ
、

カ
ラ
ス
の
方
は
墨
を
準
備
し
申
し
た
た
て
ー
や
。
そ
っ
し
ぇ
、
タ
カ
に
は
、
き
れ
い
に
念
を
入
れ
ち
ぇ
そ
ら
染
め
ち
ぇ
く
れ
た
と
じ
ぇ

ツ
ノゞ

メ
ヽ
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ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
ば
っ
ち
ぇ
そ
ら
、
あ
の
う
、
こ
ん
ど
は
、
カ
ラ
ス
は
、
染
め
ち
ぇ
も
ら
お
っ
と
き
、
も
う
、
い
ね
む
り
を
し
始
め
た
も
ん
が

も
う
、
い
く
ら
起
け
ぇ
ち
ぇ
も
、
も
う
こ
ん
だ
あ
せ
ん
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
も
す
ぐ
ま
た
い
ね
む
り
を
し
申
す
た
て
ー
や
。
あ
ん
ま
り
何
十
回
も
く
り

返
す
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
う
る
そ
う
な
っ
ち
ぇ
、
頭
か
ら
、
か
け
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
。

い
ま
ご
ら

そ
い
じ
ぇ
、
か
ら
す
は
興
黒
う
な
っ
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
、
あ
の
、
今
頃
あ
、
見
申
さ
ん
ば
っ
ち
ぇ
、
カ
ラ
ス
が
夕
カ
を
追
っ
か
け
ち
ぇ
歩
く
と

ち

を
ば
、
見
か
け
申
し
た
と
や
な
あ
。
わ
た
し
た
ち
の
小
っ
か
頃
は
。

そ
い
か
ら
そ
の
、
自
分
は
き
れ
い
に
染
め
ち
ぇ
や
っ
た
と
に
、
あ
の
う
、
墨
を
頭
か
ら
か
け
ち
ぇ
黒
う
な
あ
た
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
怒
っ
ち
ぇ
、
今

だ
に
追
っ
か
け
ち
ぇ
っ
と
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
ん
た
あ
、
父
親
が
言
い
申
し
た
。
あ
の
う
、
は
だ
か
麦
の
種
を
つ
く
い
も
ん
じ
ぇ
ご
ざ
い
申

し
た
か
ら
、
そ
こ
を
つ
く
り
い
行
た
ち
ぇ
っ
ち
ぇ
な
あ
、
そ
う
し
た
い
ば
、
何
と
か
い
う
、
あ
の
う
、
い
う
た
い
ば
、

夕
力
は
死
す
と
も
穂
は
摘
ま
ん
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
言
う
も
ん
じ
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
あ
の
、
言
い
申
し
た
わ
け
よ
な
あ
、
そ
し
ち
ぇ
、
わ
た
し
が
、

「
そ
が
ん
、
な
ん
の
こ
て
1
、
夕
カ
が
ま
の
う
穂
を
摘
む
筈
が
な
か
ん
ど
う
が
。
（
ち
ゅ
う
ち
ぇ
）
、
カ
ラ
ス
な
れ
ば
な
あ
、
食
ぶ
っ
ち
ゅ
う
ち

ぇ
摘
む
ば
っ
ち
ぇ
、
夕
カ
は
食
べ
物
が
ち
ご
う
か
ら
、
摘
ま
ん
と
じ
ゃ
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
私
が
言
う
た
い
ば
、
あ
の
、

「
人
間
に
云
い
か
え
れ
ば
な
あ
、
死
ぬ
っ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
も
、
人
の
物
に
は
手
を
出
さ
ん
ち
ゅ
う
戒
め
の
こ
と
じ
ゃ
ん
ど
う
」

と
思
う
ち
ぇ
っ
と
、
父
親
の
話
に
な
あ
、
そ
い
じ
ゃ
か
ら
、
そ
が
ん
お
か
し
か
、
興
直
ぐ
な
こ
と
ば
か
い
じ
ゃ
あ
、
世
中
は
渡
っ
ち
ゃ
あ
行
け
ん

と
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
人
が
言
う
こ
と
の
裏
と
表
を
ち
ゃ
ん
と
聞
き
分
け
ん
ば
、
一
人
前
の
人
間
に
は
な
ら
ん
と
じ
ゃ
ん
ど
う
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、

父
親
が
言
う
た
こ
と
を
覚
え
ち
ぇ
り
申
す
。

「
な
か
な
か
良
か
話
で
す
ね
」

「
父
親
は
、
何
か
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
頭
か
ら
ガ
ミ
ガ
ミ
言
う
方
じ
ゃ
あ
ご
ざ
い
申
さ
ん
じ
ぃ
や
、
ほ
ら
、
な
ん
と
か
い
う
人
は
、
ど
う
じ
ゃ
っ
た

か
ら
ど
う
ど
う
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
や
、
そ
い
じ
ゃ
か
ら
、
あ
の
う
、
こ
う
せ
ん
ば
い
け
ん
と
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
い
つ
も
い
う
も
ん
じ
ぇ
ご

ざ
い
申
し
た
か
ら
。
そ
い
じ
ぇ
、
人
の
気
ぃ
さ
わ
い
よ
う
な
こ
と
、
人
の
い
わ
ば
人
格
を
そ
ぐ
よ
う
な
こ
と
は
言
わ
ん
も
ん
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ

言
う
か
ら
、

「
そ
ん
た
あ
、
な
っ
と
し
ち
ぇ
分
い
と
」

ち

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
ま
だ
小
ち
ゅ
う
ご
ざ
い
申
す
か
ら
な
あ
、

そ
う
し
た
い
ば
、
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「
自
分
が
言
わ
れ
ち
ぇ
腹
の
立
つ
よ
う
な
こ
と
を
言
う
ち
ゃ
あ
い
け
ん
ち
ゅ
う
こ
と
じ
ゃ
」
ち
ゅ
う
ち
ぇ
や
、

（九）、

正
直
息
子

そ
が
ん
言
い
申
し
た
と
。

た
ー
た
ー
ち
ゅ
う
こ
と
は
、
何
ち
ゅ
う
こ
と
か
、
ち
ゅ
う
た
い
ば
や
、
そ
の
、
親
は
子
の
た
め
や
、
そ
の
子
は
親
あ
な
っ
ち
ぇ
、
子
の
た
め
ぇ

な
っ
ち
ぇ
行
く
と
を
、
た
ー
た
ー
、
ち
ゅ
う
も
ん
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
や
、
た
ー
た
ー
の
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
短
か
い
期
間
じ
ぇ
あ
っ
ち
ぇ
も
、
両

親
か
ら
自
分
も
可
愛
い
が
ら
れ
た
と
じ
ゃ
か
ら
、
そ
い
じ
ゃ
か
ら
、
こ
こ
が
足
ら
ん
じ
ゃ
っ
た
、
す
ま
ん
じ
ゃ
っ
た
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
言
う
必
要
は

な
か
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
が
ん
い
う
ち
ぇ
、
そ
い
か
ろ
う
も
う
、
口
は
き
け
ん
ご
と
な
り
申
し
た
ろ
う
、
か
わ
い
そ
う
に
。

「
は
あ
、
代
代
と
い
う
意
味
で
す
ね
。
た
1
た
ー
は
」

「
は
い
」

「
あ
の
う
、
す
ず
め
と
か
で
す
ね
、

い
ま
、
鳥
を
聞
き
ま
し
た
け
ど
、
こ
の
動
物
全
般
で
す
ね
。
そ
い
か
ら
正
月
に
ち
な
む
話
と
か
な
あ
、
あ

る
い
は
お
盆
に
ち
な
む
話
は
な
い
で
す
か
。
彼
岸
で
も
い
い
で
す
。
正
月
の
門
松
の
由
来
と
か
、
あ
る
い
は
正
月
の
何
と
か
、
ま
あ
何
で
も
い
い

で
す
」「

あ
の
う
、
し
め
縄
ち
ゅ
う
ち
ぇ
作
ら
あ
ち
ゃ
あ
ら
、
し
め
縄
を
作
っ
た
あ
ら
、
何
と
か
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
ワ
ラ
を
ば
、
ど
う
か
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ

す
ん
ど
う
が
。
そ
っ
し
ぇ
、
そ
ん
時
ぃ
ち
ゃ
あ
、
今
は
、
は
さ
ま
ん
ば
っ
ち
ぇ
、
炭
を
は
そ
う
だ
ろ
う
が
。
あ
ん
と
の
こ
た
あ
、
知
ら
ん
ど
う
が

父
ち
ゃ
ん
」

「
は
あ
、
そ
の
こ
と
を
ひ
と
つ
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
」

「
そ
ん
と
も
、
私
も
よ
う
覚
え
ち
ゃ
あ
お
り
申
さ
ん
ば
っ
ち
ぇ
」

あ
る
正
直
な
そ
の
孝
行
息
子
の
、
貧
乏
な
な
あ
、
十
七
、
八
の
若
者
が
、
お
っ
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ど
う
。
そ
し
た
と
こ
い
が
、
そ
の
、
年

の
晩
じ
ぇ
も
、
大
晦
日
に
な
っ
ち
ぇ
も
、
何
も
食
べ
さ
せ
ち
ぇ
よ
か
ご
っ
そ
う
が
で
け
ん
じ
ゃ
っ
た
と
じ
ぇ
、
ご
ざ
い
申
す
ど
う
。

そ
し
た
と
こ
い
が
、
そ
の
、
炭
じ
ぇ
も
焼
ぁ
ち
ぇ
、
あ
の
う
、
昔
は
穴
を
掘
っ
ち
ぇ
、
そ
の
中
あ
た
き
も
ん
の
入
れ
ち
ぇ
、
そ
れ
ぇ
火
を
た
あ

ち
ぇ
、
ど
う
か
し
た
と
じ
ゃ
ご
と
ご
ざ
い
申
す
や
な
あ
。
そ
い
じ
ぇ
、
そ
が
ん
、
小
っ
か
炭
じ
ぇ
も
、
せ
め
て
濫
か
お
茶
じ
ぇ
も
湧
か
あ
ち
ぇ
呑

ま
し
ょ
う
か
と
思
う
ち
ぇ
、
そ
れ
を
し
に
行
た
ち
ぇ
り
申
し
た
と
こ
い
が
、
そ
い
が
も
う
大
晦
日
の
夕
方
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
ど
う
ほ
ら
。

そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
上
ぇ
、
土
を
の
す
っ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
の
、
鍬
じ
ぇ
起
し
い
行
た
と
こ
い
が
、
大
判
小
判
が
ぞ
く
ぞ
く
出
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
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な
っ
し
ぇ
、

た
た
リ

(
+
）
、
ガ
ロ
ー
の
祟
り

「
初
め
か
ら
話
し
て
下
さ
い
。
ど
こ
の
場
所
で
す
か
」

「
そ
の
、
神
社
の
な
あ
、
一
番
の
鳥
居
の
と
こ
ろ
の
、
こ
っ
ち
か
ら
こ
う
行
け
ば
左
側
に
や
、
田
代
神
社
の
、
あ
ら
、
ど
し
こ
ば
っ
か
い
じ
ゃ

ち
ゅ
う
。
道
ぃ
と
ら
れ
た
か
ら
、
も
う
狭
う
な
っ
た
ろ
う
な
あ
。
狭
か
と
こ
い
が
ご
ざ
い
申
さ
あ
や
。
そ
っ
し
ぇ
、
そ
け
ぇ
、
か
ね
ち
ゃ
あ
落
花

生
を
植
ゆ
っ
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
た
ば
っ
ち
ぇ
、
あ
の
う
、
オ
ー
ギ
を
差
あ
ち
ぇ
い
ご
と
ご
ざ
い
申
し
た
と
。
ほ
い
じ
ぇ
そ
の
、
そ
こ
ん
と
こ
れ

え

、

わ

た

し

達

の

小

っ

か

時

、

サ

ン

タ

プ

の

木

が

、

何

か

太

か

切

り

株

か

ら

、

出

ち

ぇ

来

た

と

じ

ぇ

ご

ざ

ん

す
ど
う
。

そ
の
、

そ
し
た
い
ば
、
そ
け
ぇ
に
ゃ
あ
、
あ
ん
ま
り
行
か
ん
と
こ
い
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
つ
も
、
あ
の
う
、
い
わ
れ
ち
ぇ
お
り
申
し
た
ば
っ
ち
ぇ
、
行

た
ち
ぇ
も
ど
う
も
な
か
っ
た
か
ら
、
い
つ
も
行
き
ょ
う
っ
た
わ
け
よ
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
そ
の
、
三
次
郎
ち
ゅ
う
人
の
姉
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う

が
、
ま
だ
小
っ
か
頃
な
あ
、
こ
の
三
次
郎
の
父
親
は
三
助
ち
ゅ
う
人
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
し
た
ち
ゅ
う
か
ら
、

こ
ん
く
ら
い

（
こ
れ
位
）

の
そ
の
、

ほ
う
し
た
と
こ
い
が
、

そ
こ
の

そ
い
じ
ぇ
、
こ
の
炭
を
焼
か
ん
ば
な
あ
、
大
判
小
判
が
出
ち
ぇ
来
ん
と
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
っ
し
ぇ
、
そ
れ
を
よ
い
こ
う
じ
ぇ
（
喜
ん
で
）
、

も
ろ
う
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
そ
っ
し
ぇ
そ
の
炭
を
ば
、
し
め
縄
に
は
さ
ん
じ
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
し
た
と
が
、
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
じ
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
祖

父
が
や
な
あ
、
こ
が
ん
い
う
も
ん
じ
ゃ
っ
た
、
こ
の
し
め
縄
に
炭
を
、
こ
う
は
さ
む
と
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
が
ん
い
う
ち
ぇ
、
言
い
申
し
た

ど
う
。

こ
が
ん
せ
ん
ば
い
か
ん
と
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
わ
た
し
が
聞
い
た
い
ば
。

ち

こ
が
ん
炭
を
小
ち
ゅ
う
し
ち
ぇ
、

「
こ
れ
は
、
お
父
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
か
」

「
は
い
、
こ
れ
は
父
親
か
ら
聞
き
申
し
た
」

「
お
父
さ
ん
は
、
と
う
の
し
ん
さ
ん
か
ら
聞
い
た
と
で
し
ょ
う
か
」

「
い
い
え
、
祖
父
か
ら
聞
い
た
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ど
う
。
と
う
の
し
ん
は
父
親
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
か
ら
。
そ
の
国
郎
卸
ち
ゅ
う
」

「
と
う
の
し
ん
の
お
父
さ
ん
は
何
と
い
う
人
」

「
そ
ん
人
あ
、
知
り
申
さ
ん
に
ゃ
ち
ゃ
あ
。
あ
っ
ち
の
、
下
中
の
郡
原
と
か
夏
田
と
か
い
う
所
か
ら
養
子
に
き
た
人
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
こ
た
あ
聞

い
ち
ょ
り
申
す
ば
っ
ち
ぇ
」
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木
陰
じ
ぇ
、
む
し
ろ
を
敷
い
ち
ぇ
、
き
ょ
う
だ
い
二
人
じ
ぇ
遊
び
ょ
う
れ
、
ち
ゅ
ち
ぇ
、
遊
ば
せ
ち
ぇ
、
仕
事
を
し
ょ
う
り
申
し
た
た
て
ー
や
。

そ
し
た
い
ば
も
う
、
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
な
ん
か
の
ご
と
な
っ
ち
ぇ
し
も
う
ち
ぇ
や
、
そ
っ
し
ぇ
、

「
大
変
な
こ
っ
ち
ゃ
。
人
の
い
う
通
り
じ
ゃ
け
り
ゃ
あ
。
お
い
が
土
地
な
ん
で
ー
や
、
何
者
が
住
み
つ
ぃ
ー
ち
ぇ
っ
と
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
、
人
糞
の
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
持
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
か
け
申
し
た
た
て
ー
や
。
そ
し
た
い
ば
、
そ
れ
っ
き
り
、
も
う

そ
こ
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
よ
う
に
な
っ
た
所
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
や
。
聞
き
申
し
た
ば
っ
ち
ぇ
、
そ
の
時
そ
ら
イ
ラ

申
し
た
も
ね
ー
や
な
あ
そ
ら
。

(
+
-
）
、
ガ
ロ
ー
・
ヌ
レ
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
・
ガ
ラ
ッ
パ

そ
い
か
ら
あ
の
、
し
げ
る
さ
ん
の
豚
小
屋
の
所
も
何
と
か
い
う
た
と
こ
じ
ゃ
ろ
う
な
あ
ら
。

む
か
し
、
子
供
の
時
、
行
た
ち
ゃ
あ
い
け
ん
と
こ
じ
ゃ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
あ
ん
ま
り
う
る
さ
く
い
う
か
ら
、
「
な
し
か
あ
か
」
ち
ゅ
う
ち
ぇ
聞
け

ま‘
99~ 

「
ガ
ロ
ー
、
ち
ゅ
う
と
こ
じ
ゃ
っ
ち
ぇ
、
行
け
ば
、
病
気
ぃ
な
っ
た
り
、
ど
う
し
た
り
す
っ
と
こ
い
じ
ゃ
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
゜

「
ヌ
レ
よ
め
じ
ょ
う
が
出
る
所
は
な
い
で
す
か
」

「
あ
ら
、
お
父
ち
ゃ
ん
、
畠
言
う
と
う
あ
ら
、
あ
の
う
、
あ
す
け
ぇ
、
ご
み
デ
っ
所
れ
ぇ
、
そ
っ
し
ぇ
、
め
く
ら
お
と
し
に
、
あ
す
こ
の

下
あ
、
な
あ
や
、
あ
の
う
、
ご
が
ん
所
れ
ぇ
ま
だ
こ
が
ん
竹
ん
な
か
時
な
あ
、
あ
の
う
、
な
お
や
お
じ
さ
ん
に
ゃ
、
い
さ
お
さ
ん
の
お
父
さ
ん
に

ゃ。ぇ
お
っ
ち
ゃ
あ
大
へ
ん
じ
ゃ
、

な
お
や
お
じ
さ
ん
が
、
あ
の
う
、
昔
か
ら
そ
の
、
あ
っ
ち
の
谷
ぃ
に
ゃ
あ
、
ヌ
レ
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
が
即
っ
と
こ
い
じ
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
言
う
と
こ

い
じ
ゃ
っ
た
て
ー
や
。
そ
し
た
い
ば
、
な
お
や
お
じ
さ
ん
が
、
そ
の
タ
ケ
ン
コ
か
ぎ
い
行
た
と
こ
い
が
、
あ
の
う
、
な
ん
か
人
の
配
り
ち
ぇ
来
る

よ
う
な
気
配
が
し
ち
ぇ
、
そ
っ
し
ぇ
、
自
分
の
後
を
過
ぎ
去
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
い
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
ふ
り
返
っ
ち
ぇ
見
た
と
こ
い
が
、
髪
ン

毛
を
こ
こ
ま
じ
ぇ
こ
う
し
た
、
こ
の
位
の
人
が
お
じ
っ
ち
ぇ
行
っ
こ
っ
ち
ぇ
、
こ
っ
ち
か
ら
声
を
か
け
ち
ぇ
も
返
事
も
せ
ん
じ
ぃ
、
下
さ
な
あ
、
お

じ
っ
ち
ぇ
行
た
ち
ゅ
う
ち
ぇ
。
あ
の
う
、
い
つ
も
あ
そ
こ
は
、
走
っ
ち
ぇ
通
る
所
じ
ゃ
っ
と
う
子
供
の
時
ゃ
あ
。
倒
れ
た
時
も
、
母
親
よ
っ
か
後

ヌ
レ
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
が
出
ち
ぇ
来
た
ぎ
ぃ
、
と
思
う
ち
ぇ
、
ほ
う
ほ
う
な
っ
ち
ぇ
、
先
ぃ
行
く
と
こ
い
じ
ぇ
ご
ざ
い

（
毛
虫
）

が
死
に
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「
ガ
ラ
ッ
パ
の
こ
と
を
何
と
い
い
ま
す
か
」

「
ガ
ラ
ッ
パ
ち
ゅ
う
ど
な
あ
、
こ
こ
の
人
は
な
あ
」

「
川
の
者
と
は
い
い
ま
せ
ん
か
」

「
ガ
ラ
ッ
パ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
う
と
な
あ
」

「
ガ
ラ
ッ
パ
か
ら
尻
ン
ゴ
は
ぬ
か
れ
ま
せ
ん
か
」

（
ス
ミ
ェ
さ
ん
）
「
昔
ゃ
あ
、
先
生
、
あ
の
う
、
せ
ん
が
渕
ち
ゅ
う
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
申
す
か
ら
な
あ
。
あ
の
シ
カ
ナ
キ
川
の
ず
う
っ
と
も
う
、
あ

（
実
雄
さ
ん
）

は
あ
、

「
死
ん
だ
子
を
、

「
じ
ゃ
か
も
な
あ
」

「
な
る
ほ
ど
、

し
た
が
な
あ
」

（
ス
ミ
ェ
さ
ん
）

か」

そ
の
ま
ま
、
身
ご
も
っ
た
ま
ま
死
な
せ
る
と
、

は
あ
、

は
あ
」

「
そ
の
子
を
切
っ
ち
ぇ
出
さ
ん
ば
な
あ
、

そ
の
女
は
、
再
び
出
て
く
る
と
い
う
意
味
じ
ゃ
あ
な
か
ろ
う
か
」

ヌ
レ
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
に
な
っ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、

そ
い
じ
ぇ
切
っ
と
じ
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
聞
き
申

申
し
た
ど
う
。
聞
い
ち
ぇ
ら
ん
じ
ゃ
っ
た
、
あ
ん
た
は
」

（
実
雄
さ
ん
）
「
西
の
あ
す
こ
の
、
前
の
ハ
ナ
か
ら
、
下
西
に
行
く
道
路
が
走
っ
て
い
申
す
よ
な
あ
、
前
の
ハ
ナ
か
ら
、

き
て
、
そ
の
道
路
と
交
差
す
る
所
に
、
牧
の
神
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
一
番
出
る
所
だ
と
、
小
さ
い
頃
か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
」

「
牧
の
神
は
ど
こ
の
」

「
あ
ん
た
あ
、
西
の
じ
げ
ん
じ
ぇ
、
な
ん
か
時
々
、
あ
の
、
お
祭
り
が
あ
る
も
ん
じ
ゃ
っ
た
ろ
う
な
あ
。
ど
ん
が
小
っ
か
頃
、
今
も
あ
る
筈
」

「
平
野
の
西
で
す
か
」

（
実
雄
さ
ん
）
「
平
野
の
西
で
す
。
前
の
原
に
行
く
途
中
、
ち
ょ
う
ど
こ
う
…
…
」

（
ス
ミ
ェ
さ
ん
）
「
道
が
こ
う
別
れ
ち
ょ
い
と
こ
ろ
の
、
こ
が
ん
所
ぇ
、
ソ
テ
ツ
や
な
ん
か
が
い
っ
ぱ
い
生
え
ち
ょ
っ
ち
ぇ
な
あ
。
も
う
何
十
年
も

通
っ
た
こ
と
が
無
っ
か
ら
、
わ
か
ら
ん
。
そ
こ
も
ヌ
レ
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
の
と
こ
？
ハ
ハ
ー
ン
」

（
実
雄
さ
ん
）
「
昔
、
聞
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
」

「
さ
っ
き
の
で
す
ね
、
あ
の
う
赤
ち
ゃ
ん
の
腹
を
切
っ
た
話
、
妊
娠
し
た
女
の
話
で
す
ね
、

そ
れ
は
、

ヌ
レ
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
で
す
か
、
山
姫
で
す

こ
う
西
海
岸
か
ら
上
っ
て
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「
何
匹
も
」

「
は
い
。
そ
い
じ
ぇ
、
そ
け
ぇ
そ
の
、
今
は
も
う
工
事
を
し
ょ
う
ら
あ
、
浅
う
な
り
申
し
た
ろ
う
か
ら
な
あ
。
そ
い
じ
ぇ
、
そ
が
ん
と
こ
な
ん

だ
あ
、
い
っ
ぺ
ん
父
親
が
つ
れ
ち
ぇ
行
た
ち
ぇ
も
ろ
う
た
か
ら
、
そ
ん
時
見
た
ば
っ
ち
ぇ
、
そ
が
ん
、
う
な
ぎ
は
一
匹
し
か
見
つ
か
り
申
さ
ん
じ

や
っ
た
ば
っ
ち
ぇ
、
そ
こ
の
近
く
に
そ
の
、
馬
を
つ
な
げ
ば
な
あ
、
あ
の
う
、
ガ
ラ
ッ
パ
ど
ん
に
ひ
っ
ぱ
り
込
ま
れ
ち
ぇ
し
も
う
ち
ぇ
や
、
そ
い

じ
ぇ
も
う
、
あ
ん
ま
り
つ
な
あ
じ
ゃ
あ
い
け
ん
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
い
う
と
こ
ろ
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
し
た
と
や
そ
ら
。

そ
う
し
ぇ
ー
ば
も
う
、
西
野
ぢ
ゅ
う
の
一
番
の
あ
ば
れ
馬
を
、
或
る
日
、
ど
う
い
う
も
ん
が
、
そ
が
ん
す
る
か
、
ガ
ラ
ッ
パ
じ
ゃ
ん
ど
う
か
ら
、

ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
そ
の
、
つ
な
あ
じ
ぇ
お
き
申
し
た
れ
ば
、
こ
ん
ど
、
逆
さ
ま
に
そ
の
、
家
ま
じ
ぇ
引
っ
ぱ
っ
ち
ぇ
行
き
申
し
た
た
ち
ゅ

う
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
こ
の
皿
の
水
を
こ
ぼ
せ
ば
大
丈
夫
じ
ゃ
ち
ゅ
う
か
ら
と
い
う
ち
ぇ
そ
ら
、
そ
う
し
た
い
ば
そ
ら
、
馬
か
ら
た
づ
な
じ

ぇ
引
っ
ぱ
ら
れ
た
わ
け
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
か
ら
な
あ
そ
ら
、
そ
い
じ
ぇ
、
そ
の
間
、
水
は
こ
ぼ
れ
ち
ょ
っ
た
か
ら
、
木
に
こ
う
繋
り
つ
け
ち
ぇ
お

り
申
し
た
た
て
ー
や
。
そ
う
し
た
と
こ
い
が
、
そ
の
、
そ
こ
の
下
女
が
、

「
こ
ん
わ
ろ
う
の
、
あ
ば
れ
ん
ぼ
う
が
、
何
匹
の
馬
を
ば
喰
ち
ぇ
し
も
う
た
と
か
」

ち
ゅ
う
ち
ぇ
そ
の
、
馬
あ
や
る
水
を
ば
振
ぃ
か
け
た
と
こ
い
が
、
そ
の
手
綱
じ
ぇ
ぎ
ゃ
ん
繋
ら
れ
ち
ょ
っ
た
綱
を
ば
切
っ
ち
ぇ
、
そ
っ
し
ぇ
逃
げ

ち
ぇ
、
そ
っ
し
ぇ
も
う
、
そ
こ
の
せ
ん
が
渕
ぃ
に
ゃ
あ
、
も
う
、
こ
こ
に
お
っ
た
ぎ
い
、
ま
た
さ
れ
た
ら
い
け
ん
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
こ
ん
だ
あ
、
大

川
の
渕
さ
な
あ
引
っ
こ
し
ち
ぇ
し
も
う
ち
ぇ
、
そ
ん
時
、
片
目
が
つ
ぶ
れ
ち
ぇ
り
申
し
た
た
て
ー
や
。
引
っ
ば
ら
る
い
時
な
あ
。

そ
い
じ
ぇ
、
あ
こ
へ
住
ン
じ
ぇ
る
、
う
な
ぎ
も
、
え
び
も
な
ん
も
片
目
に
な
っ
ち
ぇ
る
と
じ
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
父
が
言
う
ち
ぇ
聞
か
せ
た
こ
と

を
、
覚
え
ち
ょ
り
申
す
ど
う
。

「
ほ
う
。
こ
れ
は
面
白
い
」

「
そ
が
ん
、
だ
い
が
一
匹
一
匹
探
ぁ
ち
ぇ
見
た
ん
ど
う
か
い
」
ち
ゅ
う
た
い
ば
や
、

ょ
い
と
こ
じ
ぇ
、
ご
ざ
い
申
し
た
ち
ゅ
う
わ
、
ち
ゃ
あ
」

の
浜
ぎ
わ
の
、
あ
す
こ
へ
こ
う
、
ど
が
ん
な
っ
ち
ぇ
っ
と
い
も
う
（
今
は
）
。
こ
う
曲
っ
ち
ぇ
い
と
こ
じ
ゃ
っ
た
ど
う
な
あ
。

こ
と
が
あ
い
と
」

（
実
雄
さ
ん
）
「
せ
ん
が
渕
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
有
名
な
と
こ
や
な
あ
」

（
ス
ミ
ェ
さ
ん
）
「
も
う
ち
ゃ
あ
、
こ
の
位
の
う
な
ぎ
が
、
あ
の
う
、
ど
う
か
し
た
時
ぃ
に
ゃ
あ
も
う
、

そ
い
こ
そ
、
ぎ
っ
し
り
、

ひ
る
ね
を
し
ち

い
っ
ぺ
ん
だ
け
行
た
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か
ら
」 「

そ
が
ん
い
う
と
こ
い
じ
ゃ
て
ー
や
、
わ
ご
う
、

い
く
つ
も
出
ち

い
っ
つ
も
、
な
っ
せ
、
な
っ
せ
、
だ
い
が
見
た
ろ
う
か
ち
ゅ
う
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
怒
ら
れ
ち

ぇ
。
怒
ら
れ
な
が
ら
も
い
っ
き
ぃ
い
言
う
ち
ぇ
聞
か
せ
ち
ぇ
や
」

「
そ
れ
は
お
父
さ
ん
か
ら
、
聞
い
た
話
で
す
か
。
ス
ミ
ェ
さ
ん
が
何
オ
の
頃
」

「
は
い
、
小
学
校
に
上
が
ら
ん
時
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ど
う
。
そ
け
ぇ
行
た
ち
ぇ
見
た
と
も
、
わ
た
し
が
学
校
へ
上
が
ら
ん
時
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す

（
十
二
）
、

下
中
・
西
之
の
話
あ
れ
こ
れ

「
た
ぶ
ん
に
ょ
、
ワ
ナ
を
掛
け
か
あ
行
け
ば
な
あ
、
土
が
な
し
ぃ
、
ほ
と
木
の
ワ
ナ
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ど
う
。
股
あ
な
っ
た
木
を
、
先
の
方
を

尖
ん
が
ら
が
っ
し
ぇ
、
打
ち
込
む
と
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
か
ら
、
両
方
に
こ
う
木
を
こ
う
っ
し
ぇ
、
そ
う
す
れ
ば
、
そ
い
が
、
入
っ
ち
ぇ
行

か
ん
と
こ
じ
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
石
こ
ろ
だ
け
じ
ぇ
。
た
し
か
、
田
ん
ぼ
は
、
昔
は
海
か
な
ん
か
じ
ゃ
っ
ち
ぇ
や
、
そ
い
じ
ぇ
、
そ
の
、
石
を
ば
こ

ず
み
上
げ
ち
ぇ
、
そ
い
じ
ぇ
で
き
た
と
じ
ぇ
な
か
ろ
う
か
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
爺
い
が
言
う
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
じ
ゃ
っ
た
が
な
あ
。

そ
い
じ
ぇ
こ
ん
ど
、
構
造
改
善
の
時
な
あ
、
あ
の
近
く
に
、
あ
の
磯
に
あ
る
よ
う
な
、
こ
う
か
ど
の
つ
ぶ
れ
た
よ
う
な
石
が
、

ょ
り
申
し
た
か
ら
」

「
そ
れ
は
ど
こ
に
で
す
か
」

「
そ
ん
た
あ
分
か
り
申
さ
ん
に
ゃ
ち
ゃ
あ
。
構
造
改
善
の
し
た
そ
の
当
時
は
な
あ
、
あ
の
う
、
森
山
の
ち
ょ
っ
と
沖
の
方
に
道
が
で
き
ち
ょ
り

申
す
か
ら
な
あ
、
あ
す
こ
の
と
こ
ろ
に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
こ
う
で
ち
ょ
り
申
し
た
ろ
う
。
あ
の
、
か
ど
の
つ
ぶ
れ
た
石
が
。
あ
、
や
っ
ぱ
り
、
父

が
言
う
た
ご
と
、
あ
の
う
、
磯
じ
ゃ
っ
た
た
あ
な
っ
か
な
あ
、
と
思
い
申
し
た
と
。
あ
ん
と
を
、
拾
う
ち
ぇ
、
ど
っ
か
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
あ
、
父

ち
ゃ
ん
」

「
浜
山
は
何
か
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
か
」

「
そ
が
ん
た
あ
聞
き
申
さ
ん
ど
う
、
な
あ
」

「
あ
の
下
中
の
小
学
校
の
花
峯
で
す
ね
、
あ
の
い
わ
れ
は
な
い
で
す
か
」

「
聞
い
た
こ
と
は
覚
え
が
ご
ざ
い
申
さ
ん
な
あ
、
や
ん
か
み
ど
ん
の
話
を
聞
き
申
し
た
ば
っ
ち
ぇ
」

「
花
峯
の
花
は
こ
の
鼻
じ
ゃ
あ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
ね
」
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い
っ
ぺ
ん

「
い
ま
使
わ
れ
ち
ょ
っ
た
あ
そ
の
咲
く
花
じ
ゃ
ば
っ
ち
ぇ
。
じ
ゃ
か
も
。
あ
の
、
お
父
ち
ゃ
ん
、
尻
い
か
け
の
鼻
と
か
な
あ
、
あ
が
ん
と
き
ゃ

か
ど

あ
、
ま
つ
ハ
ナ
と
か
よ
、
角
ン
鼻
と
か
い
い
申
す
か
ら
。
そ
う
か
も
し
れ
申
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
。
な
あ
」

（
実
雄
さ
ん
）
「
も
と
も
と
は
そ
う
で
し
ょ
う
。
鼻
ち
ゅ
う
は
、
つ
き
出
た
と
こ
ろ
を
い
う
か
ら
。
と
こ
い
じ
ぇ
、
本
村
の
公
民
館
の
ネ
キ
の
墓
地
、

そ
こ
の
墓
地
の
こ
と
は
詳
し
く
は
知
ら
ん
。
小
さ
い
時
も
浜
な
ん
か
学
校
か
ら
か
え
る
時
も
あ
ん
ま
り
こ
わ
い
か
ら
行
く
な
と
い
わ
れ
、
行
っ
て

み
な
い
も
ん
だ
か
ら
。
そ
の
通
っ
た
ち
ゅ
う
た
な
っ
か
、
あ
の
あ
ら
、
本
村
の
」

（
ス
ミ
ェ
さ
ん
）
「
そ
の
坂
道
じ
ゃ
ろ
う
が
い
、
そ
い
も
小
学
校
の
一
年
生
か
二
年
生
の
時
通
っ
ち
ぇ
、
こ
こ
は
何
よ
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
く
み
さ
ん

に
な
あ
、
名
越
く
み
さ
ん
。
こ
っ
し
ぇ
の
ぞ
い
ち
ぇ
見
た
い
ば
、
「
す
み
え
さ
ん
そ
こ
を
、
の
ぞ
い
ち
ぇ
見
ち
ゃ
あ
、
い
け
ん
と
こ
い
じ
ゃ
ろ
う
、

だ
い
も
そ
こ
を
、
の
ぞ
く
人
は
お
ら
ん
と
じ
ゃ
か
ら
、
い
っ
き
い
こ
い
、
い
っ
き
い
こ
い
」
、
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
あ
の
う
、
ど
が
ん
と
こ
い
か
知
ら
ん

ば
っ
ち
ぇ
、
そ
こ
を
通
っ
ち
ぇ
ち
ゃ
あ
、
あ
す
こ
の
あ
ら
、
小
川
ト
メ
オ
さ
ん
ち
ゅ
う
か
あ
ら
、
あ
す
こ
の
と
こ
い
さ
な
あ
、
出
ち
ぇ
来
た
こ
と

を
覚
え
ち
ょ
ん
ど
う
。

こ
う
い
っ
き
い
、
オ
川
先
生
が
泊
り
ぃ
つ
れ
ち
ぇ
行
た
か
ら
、
あ
た
し
を
」

マ
マ
子
い
じ
め
と
か
な
あ
、
そ
い
か
ら
昔
話
、
あ
る
い
は
親
孝
行
者
の
話
と
か
。
お
盆
の
し
ょ

そ
い
か
ら
あ
の
、
オ
川
先
生
の
家
か
ら
も
、

「
奥
さ
ん
、
マ
マ
子
の
話
は
知
り
ま
せ
ん
か
。

う
ろ
う
さ
ん
の
昔
話
は
知
り
ま
せ
ん
か
」

「
そ
が
ん
た
あ
、
き
い
た
こ
と
ご
ざ
い
申
さ
ん
な
あ
、
と
に
か
く
、
あ
の
う
、
わ
た
し
た
ち
は
神
と
う
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
し
た
か
ら
な
あ
、
そ
い

じ
ゃ
か
ら
、
お
盆
ち
ゅ
う
は
、
本
当
は
、
佛
の
あ
い
じ
ぇ
ご
ざ
い
申
す
ち
ゅ
う
か
ら
、
そ
い
じ
ぇ
か
、
そ
の
こ
て

1
つ
ぃ
ち
ゃ
あ
」

「
あ
の
遠
矢
の
火
が
あ
り
ま
す
ね
。
本
村
の
前
に
も
公
民
館
に
も
あ
る
し
、
あ
れ
の
話
は
少
し
は
ま
あ
わ
た
し
も
聞
い
て
は
い
ま
す
け
ど
」

（
ス
ミ
ェ
さ
ん
）
「
ど
っ
か
か
ら
入
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
あ
ら
、
あ
の
こ
う
り
坂
の
あ
す
こ
ん
と
こ
れ
ぇ
も
、
石
が
建
っ
ち
ょ
っ
ち
ぇ
じ
ゃ
っ
と
う
あ
ら
、

田
の
所
ぇ
」

（
実
雄
さ
ん
）
「
あ
ん
た
あ
、
な
ん
か
緊
急
の
場
合
に
、
あ
の
う
、
そ
こ
ら
へ
ん
が
、
あ
ん
ま
り
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
よ
。
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
、
最

近
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
ら
、
そ
こ
ん
所
ぇ
、
田
代
の
上
の
あ
っ
ち
の
方
の
峯
に
、
あ
ら
な
ん
ち
ゅ
う
た
か
な
あ
、
や
お
こ
の
峯
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
そ
っ
か
ら
こ
う
川
下
の
そ
こ
の
神
社
の
、
あ
す
こ
の
公
民
館
の
前
に
行
っ
て
、
そ
い
か
ら
、
か
め
ん
く
ぼ
と
い
う
所
に
行
っ
て
、

か
め
ん
く
ぼ
か
ら
、
本
村
の
と
こ
ろ
へ
行
く
と
で
…
、
」

「
や
ほ
こ
の
峯
で
す
ね
」
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「
や
ほ
こ
の
峯
、
や
は
恐
ら
く
か
み
代
の
矢
で
ほ
こ
は
鉾
で
す
ね
」

「
そ
れ
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
」

（
実
雄
さ
ん
）
「
そ
こ
の
田
代
の
入
り
口
で
す
ね
。
あ
の
道
の
。
そ
い
じ
ぇ
そ
こ
に
碑
が
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
申
す
」

「
田
代
上
の
入
口
で
す
か
」

（
実
雄
さ
ん
）
「
上
中
に
行
く
途
中
の
…
…
、
そ
こ
か
ら
そ
の
、
公
民
館
の
前
の
田
ん
ぼ
の
と
こ
ろ
を
…
」

「
公
民
館
の
前
の
田
の
所
で
す
ね
」

（
実
雄
さ
ん
）
「
は
い
、
田
の
岸
か
ら
家
の
川
口
の
そ
こ
に
お
ち
て
、
そ
れ
か
ら
こ
ん
ど
、
ま
た
、
次
に
矢
を
飛
ば
し
た
の
が
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
先

生
が
行
か
れ
た
そ
の
カ
メ
ン
コ
ウ
の
頂
上
で
す
な
あ
。
そ
の
カ
メ
ン
コ
ウ
の
頂
上
か
ら
、
こ
う
、
矢
を
射
た
の
が
本
村
の
前
の
し
が
ら
き
の
川
、
そ

こ
だ
と
い
わ
れ
て
、
そ
の
、
い
う
ん
で
す
よ
。
」

「
そ
れ
か
ら
、
中
ン
崎
で
す
ね
」

「
中
ン
崎
、
次
は
あ
の
う
」

（
ス
ミ
ェ
さ
ん
）
「
あ
ん
と
う
ち
ゃ
あ
ら
、
あ
ん
石
ゃ
、
み
つ
か
ら
ん
ご
と
な
っ
ち
ょ
っ
ち
ゅ
よ
う
っ
と
う
、
あ
ん
た
じ
ゃ
あ
、
な
か
っ
た
か
あ
ら
、

そ
の
石
、
建
っ
ち
ょ
っ
た
中
ン
崎
の
」

「
あ
り
ま
す
よ
。
昨
日
行
っ
た
ら
あ
り
ま
し
た
よ
」

以
上
、
南
種
子
町
の
三
人
の
方
の
昔
話
記
録
を
紹
介
し
た
。
ご
三
人
共
、
頭
が
大
変
よ
く
、
話
が
達
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
内
容
が
お
も
し
ろ

い
。
こ
の
話
は
、
学
校
や
、
ご
家
族
で
読
ん
で
、
話
題
の
―
つ
に
し
て
下
さ
い
。
方
言
の
ま
ま
記
し
て
あ
る
の
で
、
南
種
子
町
方
言
を
よ
く
知
ら

な
い
方
は
読
み
づ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
て
い
ね
い
に
読
ま
れ
る
と
、
意
味
が
分
か
れ
ば
お
も
し
ろ
い
は
ず
で
あ
り
、
方
言
に
つ
い
て
も

馴
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
方
、
又
は
よ
そ
の
人
で
も
こ
の
方
言
を
自
由
に
話
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
声
を
出
し
て
読
ん
で
下
さ
い
。
又
、
大
人
が
子
供
に
読
ん
で

や
っ
た
り
、
逆
に
子
供
が
大
人
に
読
ん
で
上
げ
た
り
し
た
ら
い
っ
そ
う
有
意
義
で
し
ょ
う
。

ご
三
人
の
す
ぐ
れ
た
伝
承
者
の
ご
健
康
と
ご
健
在
を
祈
る
と
共
に
、
こ
の
昔
話
が
教
育
に
、

こ
と
を
心
か
ら
祈
り
ま
す
。
(
-
九
九
五
年
一
月
二
日
、
下
野
）

一
家
だ
ん
ら
ん
に
、
又
、
親
子
の
対
話
に
役
立
つ
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中川紀男 牛野1454-5 S10. 3. 3 

” 恵美子 II S11. 4. 4 

里園 フキエ II T13. 8.20 
中川 ス マ 牛野 1454 T 5. 2.20 

堀之内 磐男 仲西3048 T 4. 3.20 中 川美保子 II 

河 野 泉 西之町3342 T13.10.30 石 野 ひかる 牛野 S60.11.12 

II ッ ヽ
II T14.ll. 1 

長 小田岩夫 島間1479 Sll. 3.10 

原 田 シズエ 上野2983 S2. 2.15 田 中竹千代 島間 T15.10.20 

日 高哲則 上野 S27. 小山 Ij平山

II トモミ II S18. 8.10 
野久保キミエ 小平山 S 7. 1. 9 

大 脇 藤 作 上野2910-3 T 3. 3.18 久保田孝男 ,j呼山4224 T15. 3.28 

II 卜 ヨ II T12. 3.10 II 良 子 II S 5. 2.15 

外園 チ 力 上野2810 T 9. 9. 1 中峯 たよ子 中之上3911 S33. 1.15 

小脇 カッョ 上野2973 S14.10. 1 崎 田 善次 田尾605 TIO. 3. 5 

田 上広喜 T 9. 9.26 峯山秀太郎 田尾269 M39. 6.11 

II ミヨ
大宇都172-21 

T 7. 3.10 船川 文雄 仲之町 M39. 3.15 
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伝承者名簿（敬称略） （各本文末にも掲載させていただいた） 平成6年3月

氏 名 住 所 生年月日 氏 名 住 所 生年月日

畠 元秀二郎 仲之町 S 5. 4.25 松原三男也 松原 T15. 

山小田 キ 卜 仲之町63-2 T 4. 3.10 羽 生 祐 子 上里5562 S 9. 9. 8 

山下秋哉 島間4373-1 T12. 3. 1 有留次男 上里

浜上 義男 島間4555 S 4. 7.30 羽生三郎 上里

鮫 島正 孝 島間4184 S 4. 3.25 浦 門 休 作 上里5640 T 8. 6 

茎永
II トキエ II TIO. 3.30 

氏 名 住 所 生年月日 田 崎 ア キ 菅原 T 5. 3.25 

柳 田 チ 工松原3771番地 M42. 3.28 上園 繁 茎永4887 S 1. 3.15 

向
II ミチコ II 

江 秋 夫 茎永阿惜経3460M43. 9.24 

岩 下 矢 八 茎永阿惜経3495T 3. 4. 1 
西之

II シ ズエ II 氏 名 住 所 生年月日

雨 田新七 雨田4771 M40. 1.11 笹川 ちがこ 本村 S 6. 3.21 

雨 田幸男 雨田4731 S18. 4.11 砂坂 実 砂坂 S 7. 

山 下義 勇 竹崎3361 砂 坂 秋 義 砂坂 S 9. 

山 下和江 竹崎3376 砂坂要次郎 砂坂3820 Tll. 3.30 

山下つ る 竹崎3355 T 8. 1. 1 砂坂七蔵 砂坂3818 Tl0.12.21 

山 下 し ほ 竹崎3357 M40. 3.30 砂坂福丸 砂坂3817-1 S3. 9.20 

園 田辰夫 宇都浦556 T 5. 6.20 
日 高実雄 田代314番地 T 8. 3.20 

II スミェ II TIO. 7.10 
大 崎 蘇市 宇都浦502 M45. 3.26 

II ァ キ II T 2. 9. 2 
徳永 卜 ヨ 田代231番地 T 8. 1.25 

田頭 利一 中部974 S 3. 2.20 
鮫 島 宗 典 田代220番地 Tll.11.15 

II ャ S 9. 7.25 
II エミ子 II S 5. 3.23 

‘ 
II 

松 本 敬 子 中部874 S 5. 7.28 
日 高スミヨ 田代443番地 Tll. 3.10 

園 田 キ ヨ 中之町552 M45. 4.13 
上妻武靖 田代556番地5 T14. 9.15 

梶原 ツ 中之町5番地 M38. 9. 1 
日 高三男 前之原

‘ 

迫 田 ス マ 中之町 T 3. 3. 4 
鮫 島 宗 英 前之原5576

” 和子 FF S 2. 1.25 

石堂キ ヨ 松原3718 T 3. 3.22 大脇助次郎 野尻4610番地 T 5. 3.21 

日 尚 ユキエ 松原3716

岩坪 重 秋 松原 T 3. 
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伝承者名簿（敬称略） （各本文末にも掲載させていただいた） 平成6年3月

氏 名 住 所 生年月日 氏 名 住 所 生年月日

平 石 鉄 馬 野尻 T14. 徳 永 ヒ フ一ーさ 広田 1256 M33. 3.15 
II 静 柄／I S 3. 

向 井 正 夫 仲之町1352 T 9.10.30 

小脇 中ヽt-‘ 男 野尻4589 T15. 1. 1 
鮫 島 増 夫 仲之町1352 M43. 3.31 

1jヽ 脇 伝 木原 T13. 7. 1 
山 田 キヨ子 西之町3453 S 9. 5.25 

左 尾 栄子 木原4876-1 S12. 9.29 
向 井 シヅエ 水牛3731 T元．11.10

浜 田 ル リ 崎原2527 M44. 2.20 
西 田 力 メ 西之町4028 M45. 7.19 

浜 田 藤太郎 崎原7527 M37. 1.30 
西 田 洋一郎 西之町4005 S11. 7.13 

Ilヽ Jil 親 義 和 8213 Tll. 2.16 II ムツ子 II S 8. 8.15 
...... 

坪 本村8396 T 3. 2.20 .・ 

T12. 3.30 
右 ス 工

長 田 助 義 浜田531

日 高 亭 下西目6515 T 8. 3.10 
長 田 トミ子 浜田777

西 村 いずえ 下西目 6435 S15.12. 3 
山 野 ノ リ 浜田774 S 4. 3.30 

徳永 ア キ 下西目6511-22 T 7. 1.20 
長 田 俊 信 浜田877-1 S 2. 1.10 

日 高 静一郎 下西目 6461 M33. 2.25 II ヌイ子 II S 2. 9. 1 

植 田 ツ 力 平野1852 M42. 5. 4 
平 山 イ セ 浜田878

河 野 了 平野 M40. 
長 田 実 浜田758 S 2.10. 5 

河 野康 人 平野 S20. 
坂 ロ 武志 浜田762-1 T 2. 4. 1 

日 高 房 雄 平野1736 S 8.11.20 
西 田 正 夫 平山 1937-2 

II 美波子 II S 8. 3.20 

中 E ャ ス平山 1833 Tll. 7.29 E日
臼 プ ア キ小田 M43. 9. 8 

平山
下中

氏 名 住 所 生年月日 氏 名 住 所 生年月日

向 井 義 広田2499 S14. 3.30 羽 生 繁 保 真所 Tl0.11.10 

9/ ようこ II S24. 1. 3 羽 生 繁 秋 II S27.9.23 

原 キ ヨ 広田2453-1 T 3. 3.28 寺 内 弥 広 里 M.35.7.30 

西 田 キ ミ 広田 1449 M41. 4. 3 
古 市 栄 郡原 T元．9.20

長 田 茂 広田2486 S 8. 3.31 ／／ イワ II T3.2.20 

原 和 幸 広田 S 5. 3.24 

長 田 清 治 広田2489 T14. 3.10 
II ァ ッ ／／ T 8. 4.10 
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伝承者名簿（敬称略） （各本文末にも掲載させていただいた） 1990年3月・ bySonoda 

地区名 氏 名 生年月日 地区名 氏 名 生年月日

河 内 河野宗得 M40. 5.25 浜田 山野甚八 M41. 3. 1 

II 河 野ツ ネ M42.11. 1 II 長 田 実 S 2.10. 5 

II 古 市啓喜 T 8. 1. 1 II 長 田助義 Tl 2. 3.30 

II 古 市美江子 T14.11. 7 II 長 田俊信 S 2. 1. 10 

大宇都 前田恒造 T 1. 8.25 II 山 ロスマ M36.10. 5 

II 前 田 フ ジ T 7. 3.20 II 山 ロみどり S41. 9.17 

II 中 村甚治 T12. 1. 6 II 志 柿幸政 SlO. 4. 1 

II 吉 川ス
｀` 

T 4. 3.20 仲之町 向井二生 S 2. 1. 1 

II 中 村スエ M43. 2.12 II 向井喜之夫 T 3. 3.13 

上之平 岩 川 ‘̀ 
工 M43. 1.11 99 向井ナルミ TlO. 3.25 

II 河 口 ノ リ M43. 6.20 II 向 井タズ子 T15.11.25 

II 山 野道雄 T12.11.28 II 今 谷チ ヨ

焼野 関 田種秋 T 5. 4. 1 西之町 原 新吉 T 4. 3.20 

上野 日高 伝 M34.11.20 II 崎 田義一郎 S 9.11.24 

II 古 市工 ‘̀ M44. 2.15 里． 有留新内 M23. 5.25 

II 古 藤ハル M36. 5. 1 II 有留チマ TIO. 3.21 

II 河 野森義 M40. 5.23 /I 寺内弥六 M35. 7.30 

本町 松下親法 S 8. 9.18 II 寺内 ツ ヤ M40. 8.20 

遠藤友成 II 寺 内弥吉 TlO. 3.10 

広田 坂口 力 メ M43. 1.12 真所 羽生通雄 M33.12.22 

II 佐 藤 シナ M45. 2. 5 郡原 寺川キ ヨ T12. 9.20 

II 山 田妙信 S 5. 1.17 山神 JII 畑 シナ M32. 3.10 

II 徳 永 実 T12. 8. 4 II 篠 山 ミ 工 M37. 6.28 ‘ 

II 徳 永道子 S 2. 3.15 II 遠 藤 シオ M40. 2.16 

II 徳 永 ヒ フーー・・ M33. 3.15 上立石 広浜ハナ M44. 2.20 

II 堂 原 キ ク M35. 3.15 II 広 浜夕 ネ M38. 7. 6 

II 西 田キ
｀` 

M41. 4. 3 II 立 石久義 M45. 3.20 

II 西 銘チェ II 立石 勅 M40. 9.16 
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伝承者名簿（敬称略） （各本文末にも掲載させていただいた）

地区名 氏 名 生年月日 地区名 氏 名 生年月日

上立石 立石 ツ ヤ T 2. 8.10 仲之町 川村矩道 S 5. 3.15 

下立石 立石彦吉 M34. 5. 1 II 豊 島 梓 M40. 1. 2 

大川 大川助蔵 M36. 2.10 菅原 真田澤子 M13. 1. 5 

向方 小 山 久 T 7. 1.10 II 田 崎丸彦 T 5. 3.29 

II 西 園政男 M39. 9.18 // 田崎アキ T 5. 3.29 

／／ 河 東 時世知 M40.10.28 上里 羽 生 千 代 松 M39. 4. 5 

牛野 牛 野 ス ‘̀ M43. 6.10 II 羽 生祐子 S 9. 9. 8 

II 牛 野春芳 T 7. 3.15 II 浦 門キ ク M41. 1.28 

II 牛 野新 志 M39. 8. 1 新上里 上浦ツ ヤ M43. 1.11 

II 長小田 ミ 工
‘̀ S17. 2. 5 雨 田 雨田新七 M40. 1.11 

Il平山 久保田孝男 Tl5. 3.28 松原 9Jヽ JII 力 ズ T 4. 3. 1 

II 小 山 ス
‘ 

M43. 1. 5 II 石 堂 ウ メ M45. 2.20 

大久保 河北伊豆 M39. 5.25 II 井 上恵美 T12. 4. 1 

II 久 保田留雄 M36. 1.10 II 瀬戸山 因 M37.12. 3 

II 岩 坪国夫 II 瀬戸山ち さ T 2.11. 6 

II 西 園 シゲ M45. 4.20 中之町 宮里重治 M39. 3.28 

田尾 小山田睦子 M45. 1.20 II 馬 場重則 M35. 4.29 

II 永 手作 義 M43. 7.20 II 馬 場 モメ M37. 4.13 

II 峯 山秀太郎 M39. 6.11 II 大 崎鉄次 M35. 2. 1 

II 小 山田鉄哉 T 3. 3.20 II 大 崎アキ T 2. 9. 2 

II 小山田キ 卜 T 3. 3.10 II 梶 原 ‘ 
ツ M38. 9. 1 

II 関 ャェ Tl2. 5.15 宇都浦 柳田 卜 ヨ M37.11.25 

仲之町 瀬戸口惣 栄 T 2. 7.25 II 大 崎蘇市 M45. 3.26 

II 川 崎昭人 S 4. 3. 8 II 園 田辰夫 T 5. 6.20 

II 島 元 清 M39. 6.10 II 園 田 フュ T 3. 3.20 

II 船 川文雄 M39. 3.15 II 園 田 リ メ M35. 4.25 

II 古 市武徳 S12. 2. 1 II 後 迫利春 T 5. 1.12 

II 川 元実 清 M45. 1.10 II 後 迫妙子 Tll. 1.20 
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伝承者名簿（敬称略） （各本文末にも掲載させていただいた）

地区名 氏 名 生年月日 地区名 氏 名 生年月日

阿多羅経 向江 秋夫 M43. 9.24 平野 日 高寅夫 T15 

II 向 江 勝 S 7.12.12 II 上 田ッガ M42. 5. 4 

竹崎 山 下スエ M39. 2.10 II 日 高留哉 M37. 3.23 

II II シ ヲ M40. 3.30 II 植 田ッガ M42. 5. 4 

II 竹崎荘の御主人 ／／ 中 脇ツル M39. 4.15 

II(西之
下村重晴 S31.12.11 

表より）
II 日高矢太郎 M34. 4. 1 

II （西之
瀬下 勝宏 S40.10.25 

表より）
II 徳 永重幸 M43. 3.30 

砂坂 砂坂福丸 S 2. 9.20 II 大 脇市彦 T 3.11.28 

II 砂 坂為 次 郎 M37. 4. 1 II 徳 永 秋 T 1.10. 5 

II 砂 坂 岩碩 M43. 2.19 II 河 野 了 M40. 1. 5 

II 砂 坂キ ヨ T 1. 8.15 II 河 野永源 SZ0.11.29 

野尻 大脇キク TlO. 8.12 II 河 野 三 枝 子 S18. 4.30 

木原 大嵐イ チ M43. 1.10 本村 浜田ツユ子 S 4. 3.10 

下西目 日 高静一郎 M33. 2.25 /I 大 脇ツギ M40. 2. 1 

前ノ原 日高三 男 T 6. 3.10 中種子町

田代 河野利夫 M38. 3. 8 梶潟 折 戸 卜 メ M39. 4.12 

II 鮫 島ケサ M34. 8.16 II 折 戸ユキ S 6. 2.10 

II 鮫 島宗典 Tll.11.15 II 八 汐 重 光 S24. 4. 8 

小田 臼元 実男 TIO. 3.15 

／／ 小 脇一彦 M42. 4.10 

II 小 脇ツギ T 5. 2.25 

本村 岩坪未也 M43. 6.20 

II 岩 坪スエ T 3. 2.20 

II 岩 坪睦男 S20. 2. 1 

II 中 脇ケイコ SlO. 1.12 

崎原 大脇平蔵 M34 

II 大 脇 卜 ‘ M36. 6.20 

／／ 浜 田 友衛 TIO. 3. 1 
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「
南
種
子
町
の
民
俗
』
が
や
っ
と
で
き
ま
し
た
。
平
成
二
年
の
三
月
、
学
生

か
み
な
か

を
中
心
に
卒
業
生
、
研
究
者
も
加
わ
っ
て
上
中
に
一
週
間
程
合
宿
し
て
調
査
し

た
も
の
を
ま
と
め
た
報
告
書
で
す
。

調
査
期
間
中
、
町
ご
当
局
特
に
教
育
委
員
会
に
は
大
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
情
況
は
、
本
書

「
「
南
種
子
町
の
民
俗
』
の
調
査
方
法
と
実
施
」
の

中
に
記
し
て
あ
り
ま
す
。

平
成
二
年
の
調
査
は
民
俗
の
中
で
も
無
形
民
俗
を
中
心
に
町
内
各
地
を
回
っ

て
調
査
し
ま
し
た
。
本
書
で
は
、
そ
の
結
果
を
、
村
落
組
織
、
漁
業
、
衣
食
住
、

人
生
儀
礼
、
年
中
行
事
、
信
仰
、
歴
史
と
民
俗
、
口
頭
伝
承
の
項
目
に
分
け
て

収
録
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
各
人
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
皆
で
全
村
落
を

回
っ
て
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
見
た
り
し
た
の
で
す

が
、
南
種
子
町
の
村
落
数
は
多
く
、
し
か
も
伝
承
し
て
い
る
民
俗
は
豊
富
で
あ

り
ま
す
の
で
、
短
期
間
に
収
録
で
き
る
量
は
し
れ
て
い
ま
す
。
本
書
に
収
録
し

た
も
の
は
学
生
た
ち
が
実
際
に
伝
承
者
に
会
っ
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
記
録
か
ら
洩
れ
た
も
の
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

又
、
調
査
者
に
は
初
心
者
も
あ
れ
ば
、
大
学
院
生
の
よ
う
な
ベ
テ
ラ
ン
も
い

る
と
い
う
ぐ
あ
い
で
、
報
告
に
は
ム
ラ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
方
言

の
聞
き
違
い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
書
は
校
正
を
三
回
い
た
し
、
さ
い

ご
に
念
校
を
見
ま
し
た
の
で
、
四
回
見
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
に
方
言

等
の
ま
ち
が
い
は
直
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
も
し
ま
だ
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
教

示
下
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
南
種
子
町
は
種
子
島
の
南
部
を
占
め
る
町
で
、
西
岸
は
東
シ
ナ

海
に
面
し
、
東
岸
は
太
平
洋
を
望
む
と
い
う
面
白
い
立
地
を
な
し
て
い
ま
す
。

南
端
の
門
倉
の
岬
は
、
昔
か
ら
カ
ド
ク
ラ
ザ
キ
（
門
倉
崎
）
と
い
っ
て
き
ま

編

集

後

記

し
た
が
、
近
頃
は
か
っ
こ
よ
く
カ
ド
ク
ラ
ミ
サ
キ
（
門
倉
岬
）
と
い
う
人
が
ふ

え
て
い
ま
す
。
そ
の
地
は
東
シ
ナ
海
と
太
平
洋
の
接
す
る
南
の
海
め
が
け
て
ぐ

い
と
突
っ
込
ん
だ
形
に
な
っ
て
い
て
、
右
に
は
屋
久
島
が
望
見
で
き
、
左
の
方

は
広
々
と
つ
づ
く
大
海
原
で
す
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
が
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
眺
望
で
全
国
的
に
見
て
も
屈
指
の
場
所
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
、
左
手
前
を
見
る
と
、
岬
か
ら
白
砂
青
松
の
浜
が
湾
曲
し
な
が
ら
打

ち
つ
づ
く
先
に
は
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
白
い
塔
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
眼
を
閉
じ

て
思
え
ば
、
天
文
十
二
年
(
-
五
四
三
）
の
昔
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
乗
せ
た
船

が
漂
着
し
た
の
は
す
ぐ
そ
こ
の
先
の
小
浦
で
あ
っ
た
。
鉄
砲
の
伝
来
で
日
本
史

は
大
き
く
転
回
し
て
行
っ
た
。
…
…
今
、
ま
た
、
世
界
の
宇
宙
時
代
の
到
来
を

告
げ
る
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
目
前
に
あ
る
。
門
倉
岬
は
な
ん
と
壮
大
な
夢
の
岬
で

あ
ろ
う
。
岬
の
先
端
に
は
、
御
崎
大
明
神
（
別
名
島
尾
大
明
神
）
を
ま
つ
り
、
古

来
、
「
国
土
安
穏
」
の
踊
り
を
秋
祭
り
に
奉
納
し
て
き
た
。

南
種
子
町
の
特
色
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ま
だ
ま
だ
、
す
ば
ら
し

い
も
の
を
た
く
さ
ん
秘
め
て
い
る
。
各
地
か
ら
集
っ
て
い
る
若
い
学
生
た
ち
が

こ
う
し
た
誇
り
あ
る
地
で
一
週
間
を
す
ご
し
、
人
び
と
と
歓
談
し
な
が
ら
そ
の

貴
重
な
伝
承
を
記
録
で
き
た
と
い
う
の
は
実
に
幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
い
ご
に
、
お
忙
し
い
中
を
い
ろ
い
ろ
お
話
を
聞
か
せ
て
下
さ
っ
た
伝
承
者

の
方
々
、
又
、
南
種
子
町
文
化
財
保
殿
審
議
委
員
会
の
先
生
方
、
案
内
し
て
下

さ
っ
た
方
々
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
年
調
査
時
の
南
種
子
町
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
課
長
の
古
市
正
志

さ
ん
、
体
育
文
化
係
長
の
立
石
靖
夫
さ
ん
ほ
か
同
課
の
皆
さ
ん
方
に
面
倒
を
み

て
も
ら
い
ま
し
た
。
又
、
平
成
六
年
調
査
時
に
は
、
崎
田
宏
社
会
教
育
課
長
さ

ん
な
ら
び
に
同
課
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
大
へ
ん
お
世
話
に
な
り
、
ぶ
じ
調

査
を
終
了
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
下
野
）
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